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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　ダンジョンから旅をしてきたエレーナ、アーラ、レイの一行がギルムにある領主の館やかたへと到着すると、三人と一匹……いや、御者として雇われている冒険者も含めると四人と一匹を出迎えるようにしてラルクス辺境伯のダスカーが前へと進み出る。

「エレーナ殿、よく無事に戻って来てくれた。レイも、よくエレーナ殿を守ってくれたな」

「……いえ。俺がもっと強ければ、死なせる人数を少なくすることも出来たのですが」

　レイのその言葉に、馬車から降りてきた者の数を確認するダスカー。

　確かに一行の面めん子つからはギルムを出発したときに比べてキュステとヴェルの姿が消えており、代わりに御者に新しい冒険者の男が加わっている。

「レイに依頼したのはエレーナ殿の護衛だ。その護衛対象であるエレーナ殿が無事に戻って来たのだから文句はない。……エレーナ殿、中で色々と話を聞きたいのだが構わないか？」

　ダスカーの言葉に頷うなずき、御者の男へと視線を向けるエレーナ。

「すまないが馬車をラルクス辺境伯に預けておいてくれ。その後は明日の朝九時の鐘が鳴る前に出発する予定だから、準備の方はしっかりとしておくように。これは報酬とは別の取りあえずの一時金だ。今日はゆっくりと羽を伸ばしてこい」

　そう言い、目配せをするとそれを受けたアーラは御者の男へと銀貨数枚を渡す。

「い、いいんですかい？　報酬とは別にこんなに……」

「構わん。今回は色々と無理をさせているからな。英気を養っておけ」

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えさせて貰もらいます！」

　ペコリと頭を下げ、御者の男は屋敷の者に案内されて馬車と共に去って行く。セトも慣れた風にその馬車のあとを追いかける。

　それを見送り、ダスカーはエレーナたちを案内するように屋敷の中へと入る。

　そして辿たどり着いたのは以前も会話をしたダスカーの執務室だった。

（……そういえば、ここでキュステに会ったんだったな）

　決して愉快ではないが、それだけに強烈に印象に残っているキュステとの初対面。そのときのやり取りを脳裏で蘇よみがえらせ、レイは来客用のソファへと座ったエレーナの背後へ、アーラと共に立つ。

　ダスカーからの指名依頼でエレーナの護衛をしているレイの立場なら、本来であればダスカーの背後に立つのが正しいのかもしれない。だが現在はまだダスカーから依頼達成を告げられておらず、それゆえにエレーナの護衛としての立場を取ったのだ。

　そんなレイに律儀な奴だとダスカーは内心苦笑し、メイドに紅茶を用意させて早速話を始める。

「さて。無事に戻ってこられたということは、まずはおめでとうと言ってもいいのかな？」

「そう……だな。色々と中途半端な結果にはなったが、ある程度の目もく論ろ見みは達成しつつも、それとは全く違う問題が起きたというのが正しいか」

「……妙な表現だな。詳しい話を聞かせて貰っても？」

　ダスカーの言葉に話すべきかどうかを一瞬迷ったエレーナだったが、今回の一連の出来事はラルクス辺境伯の領地にあるダンジョンで起きたことである。

（それに……）

　背後に立つレイへと視線を向けるエレーナ。この街の冒険者であるレイはエレーナの騎士団への誘いを断ったのだから、まず間違いなくギルムに残るはず。そうなれば当然ダスカーはダンジョンで何があったのかを聞き出すだろうと判断したのだ。

　それは姑こ息そくだとかそういう話ではなく、この地を治める領主としては当然の選択であるとエレーナにも理解出来ていたので、それほど迷わずに口を開く。

「今回の最大の目的であった継承の儀式に関しては七割ほどではあるが無事に成功した。七割とは言っても、予想よりも多く継承出来たと思っている。エンシェントドラゴンの魔石だということを考えれば、完全に能力を継承出来るとは思っていなかった。これだけ継承出来ればいい方だろう」

　呟つぶやき、今まで抑えていた魔力を一瞬だけ解放するエレーナ。

　その瞬間、執務室の中にはエレーナを中心として魔力の奔流が迸ほとばしった。

　テーブルの上の紅茶のカップが揺れ、ダスカーもまた目の前にいる公爵令嬢から強烈な圧力を感じ取る。

「……まだ制御し切れていないがこんな具合だ」

「いや、お見事と言うべきだろうな。確かにかなりの力を手に入れたようだ」

　そう言葉を返すダスカーだったが、その背にはジットリとした冷たい汗が浮かんでいる。

「しかしそれで七割とはな。……どうやらそれとは違うところに問題とやらがあると見たが？」

「……ああ。ダスカー殿は私が連れていた部下を覚えているか？」

「うむ。先触れとしてやってきたキュステに、もう一人は裏方のヴェルと言ったか。どちらもエレーナ殿の部下だけあってそれなりに腕の立つ様子だったな」

「その中でもヴェルの方が……実はベスティア帝国に通じていたということが判明してな」

「……何？」

　ベスティア帝国に通じていた。その説明を聞き、ダスカーは表情を険しくする。

「それは事実か？」

「間違いない。何しろ本人が自慢気に言ったそうだからな」

「……待て。それではエレーナ殿が自分で聞いたのではないということか？」

「そうなる。儀式の途中でヴェルに魔石を破壊されたショックで気を失っていてな。本来であればそのついでに私を暗殺するつもりだったらしいが、そこをレイに救われた」

　エレーナを見ていたダスカーの視線が、その背後に立つレイへと向けられる。

「レイ、エレーナ殿の言葉は真実か？」

「はい。ヴェル本人がベスティア帝国に寝返ると」

「……エレーナ殿、ケレベル公爵には？」

　そんなダスカーの問いに、当然とばかりに頷くエレーナ。

「すでに手紙にて知らせてある。運が良ければ、ヴェルの一族であるセイルズ子爵家がミレアーナ王国を脱出する前に追撃も可能だとは思うが……その辺は父上の行動の速さ次第だな」

「そうか。ならこちらから言うべきことはない。だが貴族派から……しかも、ケレベル公爵とも近いセイルズ子爵が帝国に寝返ったとなると、色々不ま味ずい事態になると思うが」

「父上の求心力低下は免れないと私も思う。だが今はすでに秋。ベスティア帝国が戦端を開くにしても恐らく来春になるだろうから、それまでにこちらも態勢を立て直す時間はあるだろう」

「敢あえて短期決戦を狙って、秋から冬に掛けて攻めてくるという可能性もあるんじゃないか？」

「確かにその可能性も考えた。だがこれまでベスティア帝国が冬に戦を起こしたということはないし、雪の中で進軍するというのは兵士が保もたないだろう。あるとすれば少数の精鋭による破壊工作か何かだろうが、いくらベスティア帝国の精鋭であっても少数なら対応は可能だ」

　エレーナの話を聞き、何かを考えていたダスカーはやがて小さく頷く。

「分かった。何かあった場合はこちらでもすぐ対応出来るように準備はしておこう」

「良いのか？　これは貴族派が原因で起きるかもしれない戦だ。中立派のダスカー殿には……」

　そう言い募ったエレーナの言葉に、ダスカーは首を振る。

「確かに我等は国王派、貴族派、中立派と分かれて権力闘争を行っている。だがその権力闘争もミレアーナ王国があってこそだ。少なくとも俺はベスティア帝国に従うつもりはない」

「……すまない」

「何、気にするな。……だがそういう事情であるとするのなら、今回派遣した冒険者がレイで良かったというべきだな。もしこれが普通のランクＢやランクＣ辺りだったら、恐らくエレーナ殿はヴェルにやられていただろう」

「ああ。その点でもレイを派遣してくれたダスカー殿には感謝をしている」

　エレーナの言葉に頷いたとき、丁度部屋がノックされて執事が顔を出す。

「旦だん那な様、お部屋の用意が調いました」

「ご苦労。エレーナ殿、とにかく今日は旅の疲れを取るといい。風ふ呂ろの方も用意してある」

「ダスカー殿の言葉に甘えさせて貰おう。アーラ、行くぞ」

「はい、エレーナ様」

　エレーナとアーラが部屋を出て行き、それに続こうとしたレイだったが、その背に声が掛かる。

「レイ、お前は少し残れ。ちょっと話しておきたいことがある」

　そう前置きされてダスカーの口から説明されたのは、レイのランクアップを見送るということだった。

　ランクアップ出来るだけの功績はあるが、貴族派の中心人物のケレベル公爵と親しい立場にあったセイルズ子爵の裏切りという重大性を踏まえ、今回の依頼を公に出来ないため、と。

「ま、そういうことだ。それと明日エレーナ殿が発たつときには、お前も見送りに来るようにな」

「分かりました、明日の午前九時くらいという話でしたね」

　そう言葉を返し、執務室を出たレイはそのままセトと共に宿屋へと戻り、旅の疲れを癒いやすべく早めにベッドで眠りにつくのだった。







　　　第一章







「……んー……あー……」

　夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていにある一室、そのベッドでレイは呻うめきながら蠢うごめいていた。

　それから数分ほどして朝六時の鐘が街中に響き渡ると、のそのそとだが起き上がってくる。

「ふわあぁぁぁ……よく寝たな。と言うか、寝過ぎたな」

　さすがのレイにしても、今回のエレーナの護衛という依頼は色々と疲れが溜たまっていたのか、昨夜ゆうべは宿に戻ってきて少し早めの夕食を食べたあとはそのままベッドへと直行したのだ。

「確か今日の予定は、エレーナたちの見送りに……と言うか、ミスティリングに収納したモンスターの分配とかしてないから少し早めに行って聞いた方がいいな」

　今回のダンジョンで倒した無数のモンスターを思い出し、ミスティリングへと視線を向ける。

「……よしっ！　ちょっと早いけど、朝食をすませたら領主の館に行くか」

　呟き、素早く身支度をして宿の一階にある食堂へと下りていくのだった。




　食堂で三十分ほど掛けてゆっくりと朝食を食べ、セトを迎えに厩きゆう舎しやまで行くと……

「セトちゃん、ほらこれこれ。今度はこれを食べてみて」

「グルルゥ」

　何故かそこには見覚えのある女戦士がいて、大量の料理を次から次にセトへと与えていた。

「……ミレイヌ」

　そう、その女戦士はランクＣパーティである『灼しやく熱ねつの風かぜ』のリーダーのミレイヌだ。

「あ、レイ。おはよう」

「……おはよう。それにしても随分と早く俺たちが帰ってきたのを嗅かぎつけたな」

「あははは。セトちゃんと一緒にあんなに目立っておいて私が気が付かない訳ないじゃない」

「はぁ、お前も相変わらずだな」

「そりゃそうでしょ。最後にセトちゃんと会ってからまだ一ヶ月も経ってないのよ？」

　セトに抱きつき毛並みの感触を堪たん能のうしつつ、ミレイヌはレイとの会話を続ける。

「そこはせめて、俺と会ってからという風にして欲しいんだけど」

「レイが私よりも年上ならそう思ったかもしれないわね。ほら、私ってば年上が好みだから」

　レイと会話しつつもその顔はセトへと向けられており、笑みを浮かべながら串くし焼やきや果物、あるいは丼に並々と盛られた肉のたっぷり入ったスープを差し出していた。

「なるほどな。あー、セト、どうする？　俺はこれからエレーナたちの見送りに行ってくるけど、お前はここでミレイヌと一緒にいるか？」

　数秒悩んだセトだったが、すぐに小さく喉のどを鳴らして自分に割り当てられた場所から出て来る。

「くそう、やっぱりまだまだレイには敵かなわないか」

　セトの行動に羨うらやましそうにレイへと視線を向ける……否いな、半ば睨にらみつけるミレイヌ。

「いずれ……いずれセトちゃんを私の虜とりこにしてみせるんだからぁっ！」

　と、噓泣きをしながら厩舎から出て行くのだった。

「……何がしたいんだ、あいつは」
















　その様子に呆あきれながらも、レイはミレイヌには感謝をしていた。オークの集落を討伐に向かった際にも、ミレイヌが率先してセトを可愛がったおかげで討伐隊の面々にもセトが馴な染じみ、同時にこのギルムでも広く受け入れられるようになったのだから。

　どうしたの、とばかりに喉を鳴らして頭を擦こすりつけてくるセトの様子にレイは笑みを浮かべつつ、一人と一匹は厩舎を出る。向かうのは当初の予定通りに領主の館やかただ。




　領主の館に到着し、門番に来訪を告げてから数分ほどで、確認をすませた門番が戻ってくる。

「エレーナ様がお待ちだ。彼女の案内に従うように」

　門番の視線の先にいたのは、すでにすっかりと見慣れたアーラの姿だった。その背にはレイから譲られたパワー・アクスが背負われており、騎士というよりは戦士といった印象を強くしていた。

「分かった。……あぁ、それとセトを厩舎の方に連れて行って欲しいんだけど」

　レイの言葉に、門番は暢のん気きに欠伸あくびをしているセトへと視線を向けて小さく頷く。

「構わないが、嚙かみついたりはしないな？」

「変なちょっかいを出さなければ問題ないよ。……という訳だから、しばらく待っててくれ」

　セトの頭をコリコリと搔かきながら告げるレイに、喉を鳴らして答えるセト。

　最後にやや乱暴に頭を撫なでると、屋敷の玄関でレイを待っているアーラの方へと向かう。

「レイ殿、おはようございます。早いですね、出立予定の九時の鐘までまだ随分とありますよ？」

「いや、エレーナに確認しておきたいことがあったのを忘れていてな」

「エレーナ様に？　レイ殿なら問題ありませんのでどうぞ。エレーナ様も待っていますから」

　そうしてしばらく歩くと、豪華な扉のある部屋へと辿り着く。

「……執務室もそうだが、ラルクス辺境伯は扉に凝ってるのか？」

　思わず呟いたレイの言葉に、アーラが苦笑を浮かべる。

「確かにそういう面もあるのでしょうが、ここは身分の高い客を泊めるための部屋なので特別だと思いますよ。……エレーナ様、アーラです。レイ殿をお連れしました」

「うむ、入れ」

　部屋の中からエレーナの声が聞こえ、アーラが扉を開く。

　まず目に入ってきたのは高価そうな調度品の数々だ。天井からはシャンデリアがぶら下がっており、部屋の壁は大理石のような光沢のある石が継ぎ目なく収められている。

「まだ出発まで二時間近くあるが、随分と早く来たな。……まあ、いい。出発の準備もすませて暇をしていたところだ。座ってくれ、話を聞こう」

　エレーナに勧められるまま、ソファへと腰を下ろす。

　ダスカーの執務室にあった来客用のソファと同じくらい……いや、それよりも柔らかくレイの体重を受け止め、沈み込むその様に思わず驚くと、エレーナが笑みを浮かべる。

「この部屋は重要人物が泊まるための部屋だからな。このくらいのソファが置かれていてもおかしくはない。恐らくダスカー殿よりも高位の貴族が来たときはここに通されるのだろう」

「貴族の見み栄えって奴か。まあ、それはいいとして早めに来た理由だが……ダンジョンで倒したモンスターについて決めてなかっただろ？」

「む、確かにそう言えばそうだった。色々と忙しくて忘れていたな」

　エレーナの説明に、それは当然だろうとレイは納得する。

　レイはともかく、エレーナは長年共に行動してきた仲間の裏切りや死亡。それを父親であるケレベル公爵へと手紙で知らせるといった行動の他に、継承の儀式で引き継いだエンシェントドラゴンの力を確認したりしなければならなかったのだ。

「ゴブリンのようなどうでもいいモンスターはともかく、リザードマン、リザードマン・ジェネラル、ウォーターモンキー、希少種のウォーターモンキー、オーガ、スプリガン、エメラルドウルフといった具合に結構な量と質のモンスターがいるけど」

「そう言えばそうですね。レイ殿に言われると、改めて倒してきたモンスターの多さに驚きます。……まあ、ダンジョンだからこその質と量なんでしょうが」

　エレーナの隣に座ったアーラがしみじみと呟く。

　本来であればエレーナの後ろで護衛をしているのがアーラの取るべき行動なのだが、エレーナ自身がレイに気を許していること、そしてアーラもまた今回の一件でレイに対して親しみを覚えたのか、初対面のときに問答無用で斬りかかった態度が噓のように笑みを浮かべながら言葉を返す。

「今回の件はレイに色々と迷惑を掛けたし、レイがいなければ私は今頃こうしてゆっくりとお茶を飲むことは出来なかっただろう。その礼代わりという訳でもないが、アイテムボックスの中に収納したモンスターに関しては全てお前の好きにしてもいい」

「……いいのか？」

　ソファに座り、紅茶を飲もうとして思わず動きを止めたレイがエレーナへとそう返す。

　今回の依頼の中で倒したモンスター、その全てを今回の謝礼として譲ると口にしたのだ。

「問題ない。そもそも私たちでは魔石やら素材を売るための伝つ手てもないからな」

（なるほど、その辺はヴェルが任されていたという話だったな）

　内心で頷うなずき、それでも不思議に思ったことを口に出す。

「確かに伝手はないだろう。だが、それでも売るつもりになれば足下を見られるかもしれないが買い取って貰もらえるんじゃないか？　何だったらあの御者に頼ってもいいし」

「そうだな。だが、今回レイには非常に迷惑を掛けた。私から与えられるものはこれくらいしか……あ、いや。違うな。まだもう一つあるか」

　何かを思いついたように呟つぶやくエレーナに視線を向けるレイだったが、エレーナは何でもないと首を振る。

「とにかくだ。私としては今回の件で得たモンスターは全てレイに譲ってもいいと思っている。それに私は一応公爵令嬢という立場で、軍人としても名声を得ているのだ。金銭に関しては困っていないし、名誉にしても姫ひめ将しよう軍ぐんなどという大層な異名を貰っているしな」

「まあ、エレーナがそれでいいのなら、俺としても文句はないが」

　その言葉にエレーナは文句はないと頷き、いつものように優雅な動作で紅茶を口に運ぶ。

「……アーラ、悪いが紅茶をもう一杯頼む。それと何か軽く摘つまめるものも」

「あ、はい。すぐに用意しますね」

　エレーナの言葉に、アーラが小さく頭を下げて部屋を出て行く。

　その後ろ姿を見送って部屋の扉が閉まったあと、エレーナはじっとレイへと視線を向ける。

「……エレーナ？」

「レイ、悪いがその……ちょっと耳……そう、耳を貸してくれ」

「何だ、突然？　いやまあ、構わないけど」

　突然の言葉を疑問に思いつつも、レイは自分が座っていたソファから立ち上がってエレーナの隣へと席を移し、エレーナへと耳を寄せる。

　沈黙を保ったままのエレーナに違和感を覚えながらも数秒ほど待つが、一向に近寄ってこないため、不審に思い顔をそちらへと向けようとして……

　不意にエレーナの手がレイの頰へと当てられ、強引に横へと向けさせられる。

　本来であればレイの身体能力によりそんなことは出来なかったのだが、今のエレーナは不完全ではあってもエンシェントドラゴンの力を継いでいる。魔力はともかく、純粋な身体能力に関してはレイとそう差はなく、不意を突かれたレイは抵抗出来ないままにエレーナへと顔を向ける。

「おい、いっ……」

　突然のその行動に、レイは最後まで言葉を発することは出来なかった。何故なら、レイの唇へとエレーナの唇が重ねられたためだ。

　あまりに突然なその行動に、レイは思わず眼を見開く。だがエレーナの美しい顔が真っ赤に染まっているのを見れば、エレーナを憎からず思っていたレイはその唇を抵抗せずに受け入れる。

　柔らかく、どこかひんやりとした唇。そしてエレーナ自身の体臭と香水か何かなのか、柑かん橘きつ系のような香りが混じり合って一種独特な、それでいて不快感のない香りとなってレイを包み込む。

　そのままどのくらいの間唇を重ねていたのだろう。レイにしても生まれて初めてのキスであり、同時にエレーナほどの美人とのキスだったために、ただそれを受け入れることしか出来なかった。

　そしてやがてそっとお互いの唇が離れ、部屋の中を沈黙が支配する。

　唇を重ねただけのキスではあったが、田舎生まれでその手のことには鈍感であったレイ。公爵令嬢という地位にあり、その手の知識よりも武術の腕を磨くことに熱中して姫将軍と呼ばれるまでになったエレーナ。そんな二人であったために、お互いが初めての相手であった。

「わ、私の初めての唇を捧ささげたのだから、報酬としては十分だろう!?」
















　敢あえて高飛車にそう告げるエレーナではあったが、先程と同様……否、それ以上にその顔は赤くなっており、元々の肌が白いためか、その赤さがよけいに目立つ。

「あー……その、うん。まあ」

　レイもレイで、キスという初めての経験ゆえにどこか誤ご魔ま化かすように呟くしかなかった。

　元々日本では小説や漫画の類たぐいを好んで読んでいたレイだけに、そういう方面の知識はそれなりにあった。だがそれでも実際に経験したとなると、色々と思うところがあったらしい。

　その返事と共に再び部屋の中が沈黙で満ちるが、それを嫌ったのか再びエレーナが口を開く。

「い、いいか。私が誰にでも唇を許すような女だとは思うなよ。レイ、お前だったからこそ、唇を許したのだぞ」

「その……あー、何と言ったらいいのか分からないが……」

　言い淀よどむレイの顔も、エレーナに負けず劣らず真っ赤に染まっている。

「いや、何も言わなくてもいい。と言うか、言うな！」

　自分の取った行動を思い出しているのか、相変わらずその顔は真っ赤に染まっていた。

　そうしてお互いが特に言葉を交わすでもなく、微妙に居心地の悪い状態のまま元の席へと戻って数分、唐突にドアがノックされる。

　ビクンッ、とでも表現出来そうなほどに大おお袈げ裟さに驚きつつも、二人揃って扉へと視線を向けた。

「エレーナ様、クッキーくらいしかありませんでしたが……」

　そう言いつつ部屋に入ってきたのは、銀で出来た皿に載せたクッキーを持ってきたアーラ。

　だがエレーナに心酔しているアーラが、部屋の中の微妙な空気に気が付かないはずもなく。

「えっと、この空気は……はっ、レイ殿、エレーナ様に何かしましたか？」

　鋭い視線をレイへと向けるアーラ。少し留守にしていただけなのに、自分の敬愛するエレーナが顔を真っ赤にしてレイへと視線を向けているその様子は、普段の凛りんとした姿を知っているだけに……いや、だからこそよけいに信じられない出来事だった。そう、その姿はまるで恋する乙女の……

　内心でそんな風に思い、慌てて首を左右に振る。

「レイ殿？　何か私に言うべきことはありませんか？」

「い、いや。別に俺は……」

　言い淀みつつ、思わずエレーナへと視線を向けるレイ。そしてエレーナはエレーナで、レイと視線を合わせると再びその頰を赤く染める。

「……レイ殿。レイ殿には確かにダンジョンで幾度も助けて貰いましたし、パワー・アクスを譲って貰ったという恩もあります。ですがそれを盾にしてエレーナ様に強引に言い寄るなどという真似をしたら……」

　そっと、背負っているパワー・アクスの柄へと手を伸ばすアーラ。レイにいつでも斬りかかれるようにというものだったが……

「待て、アーラ。レイはそんな卑劣な真似はしていない！」

　さすがにこのままでは不ま味ずいと思ったのか、顔が赤いままエレーナがアーラへ鋭く声を飛ばす。

「ですがエレーナ様……」

「くどいぞ。私自身が何でもないと言っているのだ。これ以上何か言うべきことがあるのか？」

「……本当に何もされていないのですね？」

「うむ。……どちらかと言えば私がした方だしな」

　後半を口の中だけで呟くが、幸いアーラには聞こえなかったらしい。……ただし、常人よりも鋭い五感を持つレイには丸聞こえだったのだが。

　不承不承ではあるがアーラも何とか納得し、クッキーの載った皿をテーブルの上へと置いてエレーナの隣へと座る。

　ただしレイへと向けられた視線が若干鋭くなっているのは、レイの気のせいではないだろう。

　結局それ以降は特に話題が弾むようなこともなく、時間もすでに出発時刻に近くなっているということもあり、全員で領主の館の玄関へと向かうのだった。




「おお、丁度良かった。今呼びに行かせようと思っていたところだったんだが」

　玄関の前へ出ると、屋敷の主あるじであるダスカーが三人へと視線を向けてそう言ってくる。

　ダスカーの近くにはエレーナたちの使用している馬車があり、その御者席にはすでに御者として雇った冒険者の男が腰を下ろしていた。

　その馬車の中へとミスティリングに入っていたキュステの遺体を専用のマジックアイテムでもある棺の中へと入れてから積み込み、その隣にはキュステが使っていた水の魔ま槍そうを並べる。

「それにしても、レイも手が早いな。公爵令嬢のエレーナ殿と朝から逢あい引きか？」

　がっはっは、と笑いながらそう告げてくるダスカー。

　本人としてはエレーナやレイをからかうつもりで言ったのだろうが、タイミングが悪かった。

　その言葉を聞いた途端レイはそっぽを向き、エレーナは頰を赤く染めながら俯うつむき、そしてアーラからは殺気が吹き上がる。

「お、おい？　まさか……」

「……いえ、ダスカー様。何でもありませんのでお気になさらず」

　笑みを浮かべながらそう告げるアーラだが、その視線には有無を言わせない迫力があった。

「グルゥ？」

　そんな雰囲気を無視するかのようにセトが姿を現す。

「……セト？」

「あ、あぁ。俺が呼んでおいたんだ。そいつもお前たちと一緒の今回のダンジョンに挑戦したんだ。見送る資格はあるだろう」

　セトの登場により、ようやく我に返るダスカー。

　エレーナもセトへと視線を向け、いつもの冷静な表情へと戻る。

「セト、今回はお前のおかげで本当に助かった。お前がいなければ、恐らく私たちはウォーターモンキーの群れに数で負けていただろう。助かったよ」

　笑みを浮かべて頭を撫なでられ、嬉うれしそうに喉のどを鳴らすセト。

　その様子を見ていたアーラも、ようやくプレッシャーを放つのを止めてセトへと近付く。

「エレーナ様の言う通りです。セトには本当に助けられました」

　差し出されたアーラの手には干し肉が乗せられており、セトは嬉しそうにクチバシで啄ついばんで口の中へと運んでいく。

「ふふっ、こうしているのを見ると、本当にグリフォンとは思えないほどに可愛らしいですね」

「全くだ。この人懐っこいのが、いざ戦闘になると信じられないほど勇敢に戦うんだからな」

　そうして少しの間エレーナとアーラはセトを撫でてから、ダスカーへと視線を向ける。

「もしダスカー殿が私の護衛としてレイを派遣していなければ、恐らく私はダンジョンから戻って来ることは出来なかっただろう。……よくレイを護衛として派遣してくれた。たとえそれがこちらの不手際のためだったとしてもダスカー殿には感謝しきれない」

　不手際というのは、ヴェルが裏で暗躍してランクＤまでと限定したことを言っているのだろう。その程度は近くで話を聞いていたレイにも理解出来た。

「エレーナ様同様、私もレイ殿には非常に助けて貰いました。ラルクス辺境伯の慧けい眼がんには感謝の言葉もありません」

　そんな二人へと視線を向け、ダスカーは男臭い笑みを浮かべる。

「気にしないでくれ。エレーナ殿が俺の領地で死なれちゃ色々とやばかったってのもあるからな。別に完全な善意なんて言うつもりはねえよ」

「それでも、そのおかげで助かったのは事実なのだから、礼を言わせて欲しい」

「中立派の俺としちゃ、貴族派に貸しを作れるのは悪いことじゃないからな」

　そう言いつつ、ダスカーはエレーナに差し出された手を握り返す。

　そしてエレーナとアーラは最後にレイの前へとやってくる。

「本当にレイには世話になった。キュステの遺体の件に関しても、もしレイがいなければ家族の下へと戻すことは出来なかったはずだ。いつか機会があったら是非私の家に遊びに来て欲しい。そのときはケレベル公爵家を継ぐ者として歓迎させてくれ」

「レイ殿、このパワー・アクスは大事に使わせて貰います」

「ああ、二人共元気でな。もし戦争が起きたら、俺も駆け付けさせて貰うよ」

「そうだな、レイとセトがいればベスティア帝国がいくら強大でも対抗出来そうな気がする」

　レイの言葉に笑みを浮かべるエレーナ。その笑みが今までの笑みと違い女の艶つやのようなものが見えたような気がしたアーラだったが、口を挟まずに二人のやり取りを見守る。

「では……元気で」

「ああ。エレーナも」

「……いつの間に親し気に言葉を交わすようになったんだ？　昨日はそうでもなかったようだが」

「っ!?　あ、いや。これはその……」

「ダスカー様。エレーナ様とレイ殿は危機を共に乗り越えたことにより、お互いを信頼出来る相手だと理解して、エレーナ様は無理に敬語を使う必要はないと」

　言い淀むエレーナを庇かばうようにアーラが口を出し、何かを察したダスカーは笑みを浮かべる。

「そうか、ケレベル公爵令嬢にして姫将軍と名高い人の信頼を勝ち取ったか。さすがだな、レイ」

「……ありがとうございます」

　アーラのフォローに苦笑を浮かべつつ、レイはダスカーへと頭を下げる。

「エレーナ様、そろそろ出発した方がいいかと。あまりここで時間を取られては……」

「うむ、そうだな。……レイ」

　その言葉にレイが視線を向けると、エレーナは一歩を踏み出しその耳元で小さく囁ささやく。

「私の初めてを捧げたのだ。乙女の唇の代金は決して安いものではないぞ」

　短くそう告げると、キスをしたときにも感じた体臭と香水の混じったエレーナ独特の香りを残して、馬車の中へと入っていく。

「では、失礼します。今回は本当にありがとうございました」

　最後にアーラがそう告げ、馬車はラルクス辺境伯の館やかたを出発して街中へと向かうのだった。

　……その頰をまだ僅わずかに赤く染めたレイをその場に残して。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




「それにしても……最初にギルムに向かったときは、こんな結果になるとは思いませんでしたね」

　そう呟くのはアーラであり、その顔には哀惜の念が浮かんでいる。

「そうだな。キュステが逝き、ヴェルが裏切った。正直、自分の見る目のなさには辟へき易えきとする」

（ヴェル……何故私たちを裏切った？　いや、レイから聞いた話によると、私たちの仲間として行動していたのが擬態だったらしいから、裏切ったとは言わないのか）

　その脳裏にはこれまで共に過ごしてきたヴェルの……そしてキュステの姿が過よぎる。楽しく、大変で、辛つらく、面白く、悲しい。これまで共に過ごしてきた日々。

　ヴェルは軽い性格でエレーナに対しても軽い口調で声を掛けるような真似をし、キュステは貴族至上主義者とでも言うべき性格をしていたために、色々と問題のある人物ではあった。

　だがそれでも……いや、だからこそと言うべきか、強く印象に残っているのは事実なのだ。

（せめてもの救いは、キュステの遺体を回収出来たことか。ブラシン侯爵には恐らく既に父上から連絡がいっているはずだ。だとすれば、遺体の引き渡しも問題なく出来るだろう）

　貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵の令嬢として、当然エレーナもキュステの父親でもあるブラシン侯爵には会ったことがある。キュステほどではないにしろ、貴族という存在を高い位置にあると思っている人物。

　ただし、それは民衆を下に見ている訳ではない。貴族という高い地位にいるからこそ果たさなければならない尊い義務……いわゆる、ノブレス・オブリージュをきちんと理解している人物だ。

　それだけに、今回の件で自分を守って死んだキュステを褒めるのか、あるいは最後まで任務を達成出来ずに死んだことを責めるのか。どちらになるのかはエレーナにも分からない。

　それでもやはり遺体は家族の下に帰すべきだろうと判断する。

　そんな風に考えているエレーナを見ていたアーラは、やがて座っていたソファから立ち上がって紅茶を淹いれる。……そう。いつものように、だ。

「エレーナ様、今は下手に考えると嫌な方へ、嫌な方へと向かいます。お茶でも飲んでください」

「うん？　そうか、そうだな。確かにキュステのおかげで私も生き残ったのだ。その私がこうしてウジウジと思考の迷路に嵌はまっていれば、奴に何と言えばいいのか分からん」

　小さく苦笑を浮かべ、そのまま紅茶の入ったカップを口へと運ぶ。

　少しでも気分が晴れるようにアーラが気を遣ったのだろう。爽さわやかな香りが口の中へと広がる。

「ふぅ、相変わらず美お味いしい紅茶だ。貴族に仕えるメイドでもこれほどの紅茶を淹れるのは難しい」

　数秒前の苦笑ではなく、本物の笑み。それを見ただけで、アーラの心の中は幸福に満たされた。

　そんなエレーナの姿に、アーラは笑みを浮かべる。

　確かにエレーナは憂い顔も魅力的ではあるのだが、やはり笑みを浮かべている顔こそが似合うと。

「それに、ギルムで得たのは悲しい思いばかりではないかと。レイ殿との出会いもありましたし」

「……む、確かにそれはそうだが……」

　アーラに対して言葉を返しつつも、エレーナの頰が薄うつすらと赤く染まる。

　自分の初めての口付けの相手であり、愛いとおしい相手。接した時間そのものはそれほど長くないのだが、それでもいつの間にか……本当にいつの間にか自分はレイに惹ひかれていた。

　そもそも、出会ったそのときの印象すら他の者とは違っている。こう見えてもエレーナは自分の顔立ちが整っているのを知っているし、これまで数え切れないほどの男に言い寄られた経験を持つ。そんなエレーナだったが、レイからはそんな男たちとは全く違う何かを感じとる。

　それが何なのかは、エレーナ自身にもまだしっかりとは分からない。だがそれでも、エレーナの中にはレイという存在は強く……それこそ、非常に強く印象づけられた。

　それからも、ギルムの街中で出会って共にマジックアイテム屋に行ったり、模擬戦を行ったり、セトと一緒に遊んだりといった時間を共に過ごした。

　ダンジョンの野営のときに共に語り合ったことや、ダンジョンから脱出したあとでの宿の裏庭で起きた出来事は、エレーナにとっても大事な思い出として胸の中へとしまわれている。

　そして、何よりダスカーの屋敷での口付け。それを思い出すと、エレーナの顔は真っ赤に染まる。

「そうだな。確かにアーラの言う通り、今回のギルム……そしてダンジョンは悪いことだけではなかった。いや、むしろいいことの方が多かったと言えるだろう。継承の儀式も無事にすんだし」

　継承の儀式。エンシェントドラゴンの魔石を受け継ぐという、色々な意味で特別な儀式。

　そして色々とあったが、無事に儀式を終えた。

　実際、自らの身体の中にエンシェントドラゴンのものと思おぼしき力が存在しているのも感じられる。

「けど、エレーナ様。エンシェントドラゴンの力を受け継いだということですが、それをどう使うのですか？」

　心配そうな表情で尋ねるアーラの脳裏には、エンシェントドラゴンと化したエレーナの姿が過ぎっていた。もしかして本当にそんなことになるのでは？　そんな思いからの疑問だった。

　だが、エレーナはそんなアーラを安心させるように微笑み、再び紅茶を口へと運ぶ。

　その様子は、エンシェントドラゴンの力を取り込んだ自分の未来を一切心配していなかった。

「アーラ、お前が何を心配しているのかは分かっているつもりだ。だが、安心するといい。別に私は私のままで強くなる。確かに多少は受け継いだ力の影響を受けるかもしれないが、な」

　人外の存在。ふとそんな言葉が脳裏を過ぎり、同時にレイの姿が思い浮かぶ。

　レイから聞いた話が事実──エレーナは一切疑ってはいなかったが──であるのなら、レイには寿命というものがない。それでいて並外れた身体能力や戦闘力を持ち、魔獣術で生み出したグリフォンのセトを従じゆう魔まとして従えているのだから、それこそ人外の者といえるだろう。

（もっとも、エンシェントドラゴンの力を受け継いだ私も人間の観点で考えれば不老に近い存在だ。そういう意味では、レイと共に生きることが出来るようになったのは望外の喜びと言ってもいい）

　そんな風に考えつつも、未いまだに心配そうな表情を向けてくるアーラへと向かって口を開く。

「エンシェントドラゴンの力に関してだったな。竜の魔力を持つ者だけが使える竜言語魔法というものがある。父上の方で何とかこの竜言語魔法の資料を集めて貰もらっているから、それを基にすれば多少の時間は掛かるだろうが何とかなるだろう」

「ああ、そう言えば確かにそのようなことを聞きましたね。……でも、竜言語魔法とはどのような魔法なのでしょう？　ドラゴンの使う魔法と言われても、今ひとつ分かりにくいのですが」

「ふふっ、それはそうだろうな。そもそも、竜言語魔法というのは高位のドラゴンが使う魔法だ」

「……なるほど。確かに高位のドラゴンを相手にするというのは、一種の自殺行為に近いですしね。竜言語魔法という魔法の詳細が殆ほとんど知られていないのは当然かもしれません」

　納得したように頷うなずくアーラだが、それも当然だろう。そもそも、高位のドラゴンというのはランクＳと言われている。エレーナが儀式に使った魔石の持ち主であったエンシェントドラゴンに至っては、ランクＳオーバーという正真正銘の化け物だ。

　ランクＡモンスターであるセトですらあれだけ強力な力を持っている以上、エンシェントドラゴンを相手にして生きて帰ってこられる者は極めて少ない。……つまり、竜言語魔法を知っている者の数が少ないのは当然と言える。

　そんな状況であっても竜言語魔法という魔法が存在していることが知れ渡っているのは、そんなドラゴンを相手にして生き延びたり逃げ延びた者がいるという証拠なのだが。

「竜言語魔法、ですか。どんな効果の魔法なのか、エレーナ様が使うのを見るのが楽しみです」

　エレーナ至上主義と言ってもいい信念を持つアーラだが、騎士である以上は当然ドラゴンに対しての憧あこがれのようなものもある。そんなドラゴンが使う魔法の竜言語魔法。興味を抱かない訳がない。

　そして、エレーナもまた同様。いや、自らの内にエンシェントドラゴンの力を取り込んだ以上は、竜言語魔法に関しての興味が非常に強いのは当然だろう。

（もっとも、それだけ資料の少ない魔法だ。その竜言語魔法を私の力とするには時間が掛かるのは間違いない。それに継承の儀式で根本的に底上げされた身体能力や魔力のコントロールもきちんとしなければいけないだろう。……完全にこの力を使いこなすのはいつになることやら）

　内心で呟つぶやくエレーナだが、そこに悲ひ愴そうの色は存在しない。それだけの時間を得たのだから、当然だろう。今はただやるべきことをやり、少しでもレイの背中へと追いつき、隣を歩くだけの実力を身につけるべきだ。そう考え、少し冷えてきた紅茶を再び口へと運ぶ。

「エレーナ様、新しい紅茶に替えましょうか？　冷えてきた紅茶は……」

「いや、問題ない。アーラの淹れてくれた紅茶は多少冷えたところで十分に美味しい」

　口元に微笑を浮かべつつ、紅茶の隣に置いてあるクッキーへと手を伸ばす。

　このクッキーもまた、紅茶と同じくアーラの手によるものだ。

　人よりも強い力を持つアーラだが、実はこの手の女らしい家事の類たぐいも得意だったりする。

　ただし、普通であれば愛いとしい相手に自分の手料理を食べさせたり、女らしいところを見せるためのものなのだが、アーラの場合は純粋にエレーナに快適に過ごして貰うために得た技術だ。

　それでいて、騎士としての訓練も欠かさずに一定の力量を誇っているのだから、エレーナに対するアーラの思いがどれだけ深いのかが分かるだろう。

　そんな紅茶を飲んでいたエレーナだったが、ふと思い出す。ダンジョンへと向かっているときに、レイもまたアーラの淹れた紅茶を美味しそうに飲んでいたことを。

　チクン、と何となくその豊かな胸の奥で小さな痛みが生じる。

（これは……一体？　もしや、何らかの病？　それとも軽症の儀式の副作用か何かか？）

　男から言い寄られることは多々あれど、自分が相手に対して愛おしいという想いを抱いたことのないエレーナだ。自分の胸の中に現れたその痛みが何を原因としているものなのかは分からない。

　それでも女としての本能からか、どうやればその胸の痛みが消えるのかを理解する。

「アーラ、もし良ければ紅茶の淹れ方を私にも教えて貰えないだろうか？」

「……え？　エレーナ様、いきなりどうしたんですか？　今までその手のことには興味を持たなかったというのに。まあ、私としてはエレーナ様がお望みになるのなら一向に構いませんが」

　突然のエレーナの頼みにアーラは驚くも、すぐに頷きを返す。

　何故エレーナがそのようなことを望んだのかは分からないが、それでも自分の敬愛しているエレーナがそれを望むのであれば、全力を以もつて応えようと。そう考えて。

「そうか、助かる。もっとも、紅茶の淹れ方を習うにしても今回の件が一通り片付いてからだな。今のままでは色々と集中出来ん。それに……」

　呟き、視線を部屋の片隅へ……キュステの遺体が入っている棺へと向ける。

　自分のために死んだキュステ。アーラとはまた別の意味で自分を慕っていた男。だというのに、その遺体の前でレイに……気になる男に喜んで貰うために紅茶を淹れる練習をするというのは、エレーナとしても気まずいものがある。せめて遺体を引き渡して落ち着いてから、と。

　そんなエレーナの気持ちを汲くみ取ったのか、アーラもまた部屋の隅に置かれているキュステの遺体の入った棺へと目を向けて頷きを返す。

「そうですね。確かにキュステの前でやるべきことではないかもしれませんね。……全く」

　どこか悲しげに呟き、改めて棺へと視線を向ける。

　アーラにとって、キュステという人物は同僚であり、仲間であり、友人であり、そしてエレーナという人物に対する想いでは同志ですらあった。

　確かに色々と行き過ぎなところのある人物ではあったが、だからといって仲間に……それもいつも行動を共にしていた、親友と思っていた相手に操られ、殺されていいような男ではない。

（キュステ、安らかに眠ってちょうだい。貴方あなたの分までエレーナ様は私が見守るから。もっとも、そのエレーナ様も恋を知ったのを思うと、キュステは絶対に認めたくないでしょうけど）

　しかもその相手がキュステと犬猿の仲でもあったレイともなれば、絶対に認めたくはないだろう。

　下手をすれば、死後の世界からアンデッドとして蘇よみがえってくるのではないかと思うほどに。

　もしそうなったらどうなるか。キュステのことなので、意外とアンデッドになっても意識を保って普通に行動しそうな気がする。そんな考えがアーラの中に浮かぶ。

「アーラ、クッキーをもう少し……うん？　アーラ、どうした？」

「はっ、あ、いえ。何でもありません。ちょっと考えごとをしていただけです」

「そうか？　なら、クッキーをもう少し貰えるか？　それと紅茶をもう一杯頼む」

　少し冷めていた紅茶は、既にカップには残っていない。また、皿の上にあったクッキーも同様に綺き麗れいになくなっていた。

　それを見たアーラは、小さく笑みを浮かべつつソファから立ち上がる。

　確かに共に過ごしてきた者たちが自分たちよりも先に逝くのは悲しい。だが、それでも……エレーナや自分はまだ生きているのだ。であれば、逝った者の分も精一杯生きる必要があるだろうと。

（まずはエレーナ様にクッキーと紅茶を出して……そうね、今日は私も楽しませて貰おうかしら）

　エレーナと共にお茶の時間を楽しむべく、紅茶とクッキーの準備を始める。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




「あー……しくじったな」

　街中を歩きながら思わず呟くレイ。その横にはいつものようにセトの姿がある。

　エレーナを送り出してからダスカーに色々と詮せん索さくされたが、どうにか言い逃れて依頼達成の書類を貰い、レイはやっとのことで屋敷を脱出してきた。

　出来ればギルドで書類を渡して報酬を貰いたいのだが、現在はまだ朝の九時を過ぎたばかり。

　今ギルドへと向かっても、依頼を求めてギルドへと集まってきた他の冒険者たちの混雑に巻き込まれて報酬を受け取るのも一苦労だろう。それなら混雑が収まってからギルドに向かった方が楽でいいと判断したのだが……その中途半端に空いた時間をどう使うかで悩んでいたのだ。

「んー、どうするセト？　素材の剝はぎ取りをするにはちょっと時間が足りないし……」

　同感、とセトが喉のどを鳴らすのを聞きながら歩いているレイの目に、ふと数人の人影が映った。

　ただ数人の人間がいるだけならそのまま通り過ぎていただろう。だが、レイと同い年くらいの少年四人が十歳くらいの子供一人を囲み、路地裏の方へと連れて行くのを見て思わず目を留める。

　荒くれ者である冒険者の数が多いギルムでは、ある意味で力が全てといった行動を取る者が少なくない。そして子供が大人の言動を見て育つ以上、その行為に影響を受けるのは当然だ。

　そんな少年たちだったが、彼等にとって不幸だったのはレイが時間を持て余していたことだろう。

　普段であればスルーしていたであろう光景も、中途半端に時間のあるレイにとっては格好の暇ひま潰つぶしにしか見えなかったのだ。

「セト、ちょっと覗のぞいていくか」

　セトも同様に暇だったのか、レイが差し出した串くし焼やきの肉を食べながら喉の奥で鳴く。

「さて、無難なところでは良くあるパターンなんだろうが……これで実はあの子供が貴族か大商人の隠し子でした、とかそういう展開は……ないだろうなぁ」

　視線の先にいる四人の少年と一人の子供。それぞれの服装は誰もがその辺の一般市民といったものであり、何か訳ありのようには見えなかった。

　前を進む五人に見つからないように少し離れてあとを付けていく。そのくらいの距離を空けていたとしても、レイの身体能力や五感を以てすれば会話を盗み聞くのは難しくはないからだ。

「クミト、言われた物は持ってきたか？」

「……」

「おい、聞かれたら返事くらいしろよな」

「……ない」

「何？」

「持ってきてないって言ったんだ！　誰がお前たちの言うことなんか聞くもんか！」

「ぐっ！」

　囲まれていた子供が、懐から取り出した二十センチほどの鉄の棒を先程から話していた少年の鳩尾みぞおちへと思い切り突き立て、続けてその隣にいた少年の脇腹目掛けて振り回し……

「おっと、危ないな」

　少年が脇腹を鉄の棒で殴られる前に子供の手を押さえつけてその動きを止める。

　最初の鳩尾への一撃は不意をついてのものだったので無事に成功したのだが、腕を押さえ込まれては十歳程度の子供に為なす術すべはないらしく、あっさりと地面に押さえつけられる。

（にしても、あいつ等妙に腕が立つな）

　もちろん腕が立つとはいっても、冒険者としてやっていけるほどではない。だが普通の一般家庭で育ってきた者と比べると、明らかに身体のキレが違うし、場慣れをしている。

（無難に考えて、冒険者の知り合いか家族からある程度の訓練は受けてるってところか）

　あのままにしておいていいの？　と小首を傾げて視線で尋ねてくるセト。

　その様子に小さく頷き、レイは先程セトが食べきった串焼きの串を構える。

「クソがっ、不意打ちなんて汚い真似しやがって！　自分の立場ってのを教え込んでやるよ！」

　鳩尾を突かれて踞うずくまっていた少年が立ち上がり、押さえつけられている子供の顔を蹴けろうとして……

　その瞬間、レイが素早く投げた串が少年の頰に掠かすり、背後にある煉れん瓦がで作られた家の壁へと深く突き刺さった。

「……え？」

　何が起きたのか分からず、そっと頰へと手をやる少年。するとその頰には数センチほどの傷が付いており、その傷から流れ出た血が掌てのひらへと付着する。

「だ、誰だよ！」

　叫んだのは子供を蹴ろうとしていた少年でも、押さえつけていた少年でもない。残り二人のうちの片方だった。

「ん？　ああ、俺だが……何か問題でもあったか？」

　そう言い、物陰から姿を現したのはレイ。ただしセトの姿はない。さすがにこの場にグリフォンが現れれば大きな騒ぎになるだろうと判断して、セトは少し離れた場所の物陰で大人しく待っているように言ってから姿を現したのだ。

「あ、当たり前だろ。いきなり何しやがる！」

　現れたのが背の高さから考えて年下だろうと判断したのか、強気で叫ぶ少年。だが、その隣にいた最後の少年は啞あ然ぜんとして煉瓦に突き刺さっている串へと視線を向けている。

　本来であればただの木の串が煉瓦に突き刺さるなんてことはありえない。それを理解しているからこそ、何が起きたのか分かっていないのだろう。

（上う手まくいったな）

　内心で呟くレイ。何しろ木の串に魔力を込めて投とう擲てきしたのだ。

　本来であれば魔力を通すような特殊な金属でもない限り、魔力を込めてもすぐに魔力が散ってしまう。だが規格外の魔力を持つレイが強引に魔力を込めて投擲すれば、煉瓦に突き刺さる木の串という、本来であればありえない結果となる。

「んー、こういうときは何て言うんだったか。あぁ、義を見てせざるは勇なきなり？」

「はぁ？　訳の分からねぇこと言ってんじゃねぇよ。何だ、俺たちに喧けん嘩か売ってるのか？」

「いや、単に暇潰し」

　義を見てせざるは勇なきなり。つまり正義であると知りながらもそれを行わないのは勇気のない人である……と言った割には、あっさりとそう告げる。

　そんなレイの様子にからかわれていると思ったのだろう。子供を押さえつけていた少年が、子供を解放して前へと進み出た。

「あのさぁ、俺たちは見ての通り忙しいんだよ。悪いんだけど邪魔だから消えてくれないか？　お前も怪我をしたくないだろ？」

「ふむ……まあ二十点ってところか」

「はぁ？　何を言っ……」

　少年が何かを言おうとし、気が付くと目の前にはレイの拳こぶしが現れていた。少年にとっては、ほんの一瞬。いや、その一瞬ですら長いと思える瞬間に目の前に拳が現れていたのだ。

「お前程度の実力があれば、俺との力の差は分かるだろ。まだやるか？」

　息を吞のみ、拳を握りつつもレイへと殴り掛かるのを躊躇ためらう少年。この場にいる少年の中で最も腕が立つからこそ自分の目の前に立っているレイが生半可な使い手ではないというのを理解する。

「……どうする？」

「っ！　行くぞ！」

「お、おい！　何でだよ。あんな奴一人俺たちが揃ってればどうとでも出来るだろ！」

「いいから行くぞ！」

　少年が吐き捨てるようにそう言うと、頰を串で薄く斬り裂かれた少年と煉瓦に串が刺さっているのを見ていた少年があとを追い、最後まで残っていた少年もさすがに一人では勝ち目がないと考えたのか、地面へと唾つばを吐くと仲間のあとを追っていく。

「ま、こんなものか。……おい、大丈夫か？」

　去っていく四人の後ろ姿を見送り、地面に押さえつけられていた子供へと視線を向けた。

　だが子供は特に礼を言うでもなく黙って立ち上がり、レイへと視線を向ける。

「お兄ちゃん、強いんだね」

「これでも一応冒険者だから、あいつ等には負けない程度の力は持っている。……それに」

　チラリと背後へと視線を向けるレイ。その視線を追うようにしてレイの背後へと視線を向けた子供は、いつの間にかそこに姿を現していたグリフォンを見て思わず息を吞む。

「あれって……グリフォン？」

「ああ。聞いたことないか？　一応ギルムではそれなりに人気なんだけど」

「僕がこの街に来たのはつい最近だから。……嚙かみつかない？」

「悪意を持って近付かない限りは大丈夫だよ」

「……撫なでてもいい？」

　セトを初めて見たばかりだというのに、いきなりの発言に思わず子供の顔へと視線を向ける。

　幾度か接してセトの気性が穏やかだと知ってから撫でてもいいか尋ねてくる者は数多いが、初対面で言われるということは殆ほとんどなかったからだ。

　それはセトも同じだったらしく、子供の方を見ながら喉の奥で嬉うれしそうに鳴き、撫でやすいようにその場に座り込む。

　子供は無言で、そっと……だが確実にセトの頭へと手を伸ばし……

「うわ、柔らかい」

　とうとうその頭を撫でる。そのままセトを撫でていた子供だったが、やがてレイが口を開く。

「で、どうする？　お前が奴等に絡まれていた理由とか聞いた方がいいのか？」

「……ううん。これは僕が解決しなきゃいけないことだから。その……ちょっと遅くなったけど、助けてくれてありがとうお兄ちゃん」

「こっちとしてはちょっとした暇潰しだったんだから、気にするな」

　ペコリと頭を下げる子供に笑みを浮かべて告げ、ふと地面に落ちている物に目を留める。

　それは先程この子供が少年たちのうちの一人の鳩尾を突いた鉄の棒だ。

　刃の付いていないナイフとかではなく、純粋に細長い鉄の棒。短たん棍こんとでもいうような代物だった。二十センチ程度と長さ的には足りないが、レイの知識で考えれば警棒の類たぐいだろうか。

　興味を持ち、地面から拾い上げて繁々と見つめる。

「あ……」

　セトを撫でるのに集中していた子供がそれに気が付いたのだろう。慌てたように手を伸ばした。

「か、返して！」

　奪うつもりがなかったレイは、特に躊躇いもせずに子供へと短棍を渡す。

「ん？　あぁ、ほら。それにしても珍しい物を持ってるな。お前用に作られたのか？」

「あ、うん。お父さんが、ここは色々と物騒な街だから念のためにって作ってくれたんだ」

「父親が作った？　何だ、お前の父さんは鍛か冶じ師か何かか？」

「そうだよ。つい最近この街に来たばかりだけど腕がいいって評判になってる。パミドールって聞いたことない？」

　期待を込めた目でレイを見つめてくる子供だが、レイは小さく首を左右に振る。

「悪いな、俺が街に戻ってきたのは昨日なんだ。で、そのあとはぐっすりと宿で眠ってたし」

「そっかぁ……」

「機会があったら寄らせて貰もらうよ。店を出しているのはどこだ？」

「えっとね、近くに図書館があった！」

　詳しい話を聞き、図書館から徒歩十分程度の場所であると確認する。その位置であればレイにとっても行動範囲内なので、それなりに理解出来た。

（とは言っても、俺の武器は魔獣術で作られたデスサイズだからな。これが普通のマジックアイテムなら刃やいばを研いで貰ったりする必要があるんだろうが……あぁ、いや。でも解体用のナイフとか投擲用の槍やりを考えると……）

「そうだな、今度機会があったら顔を出すよ」

「うん。絶対あいつ等なんかには負けないから、必ず来てよ」

　その言葉でレイは何故この子供が絡まれていたのかを大体予想出来てしまう。恐らくあの少年たちはこの子供の父親の作った武器か何かを持ってくるように脅していたのだろうと。鍛冶屋の子供なら父親に見つからずに持ち出せるし、子供なら年上でもある自分たちには逆らえないだろうと。

「さて、目的の暇潰しも出来たし俺はそろそろ行くけど……お前はどうする？」

「僕も家に帰るよ」

　その言葉に小さく頷うなずき、串焼き数本を食べ終わったセトと共に路地裏を出ようとして……

「お兄ちゃん、名前聞かせて！」

　そう背後から声を掛けられる。

「レイだ。こっちのグリフォンはセト」

「レイお兄ちゃん、セト、助けてくれてありがとう！　僕はクミトって言うんだ！」

　その声に軽く手を振り、レイとセトは路地裏から出て行く。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




　ギルドへと向かう途中でクミトを助けたおかげで、レイとセトがギルドへとやって来たときにはすでに混雑している時間は過ぎており、ギルドの中には冒険者は疎まばらにしか存在していなかった。

　そんなレイにいち早く気が付いた人物が一人。

「あ、レイ君じゃない。しばらく見なかったけど依頼で遠出をしてたんだって？　苛いじめられたりしなかった？　もしそんなことになったら私に言ってね。いつでも慰めてあげるし、レイ君を苛めた冒険者の悪い噂を流してやるから」

　カウンターの向こう側に座っていた猫の獣人のケニーが、大声で声を掛けてくる。

　そうすると、当然周囲の冒険者たちの視線がレイに向けられ……男の冒険者の視線がきつくなる。

　何しろ男好きのする豊満な身体を持ち、受付嬢を任せられるほどには美形のケニーだ。当然ファンや狙っている者も多く人気が高い。そんな人物が見るからに嬉しそうに大きく手を振っているのを見ればそうなるのも無理はない。

　そんな周囲の雰囲気を感じ取ったのか、ケニーの隣にいた受付嬢──レノラ──が口を開く。

「ちょっとケニー！」

「ん？　何？」

「あんたねぇ、少しはレイさんの立ち位置ってものを……」

　そんないつものじゃれ合いに笑みを浮かべつつ、レイは真っ直ぐにカウンターへと向かう。

「しばらくぶりだけど、いつものように元気で何よりだよ」

「あはははは。レイさんも長期の依頼お疲れ様でした。今日は何の用事でしょうか？」

　いつも通りにレノラの下へと向かい、ローブの中から一枚の書類を取り出して提出する。

「依頼完了の報告と報酬を貰いにね。モンスターの素材についてはまだ素材を剝はいでない状態でアイテムボックスに入ってるから、また今度かな」

「分かりました。少々お待ち下さい」

　レノラが頷き、書類を持ってカウンターの奥へと入っていく。指名依頼だっただけに、普通の依頼とは色々と違う面があるのだろう。

「ね、レイ君。今回の依頼でダンジョンに行ったんでしょ？　どうだったの？」

　レノラがいなくなった途端ケニーが目を好奇心に輝かせて尋ねてくるが、さすがに口外出来ないことが多いので、当たり障りのない内容を口にする。

「そうだな、まず一番驚いたのがダンジョンの中に森や川とかがあったってことかな」

「え？　それ本当？　だってレイ君が行ったダンジョンって地下にあるんだよね？」

「ああ、実際地下一階と地下二階は普通のダンジョンだった。それが地下三階は巨大なキノコが林立している所で、地下四階が森。地下五階がアンデッドの住処すみか、地下六階がトラップの山で、最下層には普通のモンスターは存在していなかったよ」

　レイのその説明に、想像力が追いつかないのか首を傾げながらも頷いているケニー。

　そうして話していたときだ。間の悪い人物……というよりも、レイに絡む切っ掛けを探していた二十代半ばほどに見える二人組の冒険者が口を挟んでくる。

「おいおい、ケニーちゃんがギルドの受付嬢だからってあまり良いい格好をするもんじゃないぜ？　ん？　つーかちょっと顔を見せてみろお前」

　腰に剣を構えている戦士風の男が無造作にレイの頭を覆っているフードを取り去る。すると出て来たのは十五歳前後の、どちらかと言えばまだ幼いとすら言える容姿を持つレイの顔だった。

「プッ、まだガキじゃねぇか。いくら強がりたい年頃だからって、お前みたいなガキがダンジョンに行ったとか出任せを言うのもいい加減にしろよ」

　その言葉に、ギルドの一部……レイという存在を知っている者たちは呆あきれたような目を向け、逆にレイの存在を知らない者たちはもっとやれと囃はやし立てる。

「……なぁ、これは俺が喧嘩を売られてると思っていいのか？」

「あー、その、うん。多分」

　その言葉を聞いたレイの行動は速かった。二人の冒険者に向かって拳を振るい、あっさりと気を失わせたのだ。骨を折るような一撃を与えなかったのは、せめてもの慈悲だろう。

　その行為に、ギルド内部に沈黙が訪れる。だがその沈黙は明確に二種類へと分かれている。

　すなわち、レイのことを知っている者たちの『ああ、やっぱりか……』というものと、レイの存在を知らなかった『何者だ、あいつは』という二つに。

　そんな沈黙を破るかのように、カウンターの奥からレノラが姿を現す。

「レイさん、報酬をお持ち……あら？　どうかしましたか？」

「……いや、何でもない」

　最後に一度だけ気絶している男たちへと呆れたような視線を向け、レノラの方へと向き直る。

「いやん、レイ君ったら格好いいんだから。私のために争わないで。私はレイ君だけのものよ！」

　そんな風に一人悶もだえているケニーは取りあえず置いておきながら。

「えーっと……その、床で倒れている人は？」

「さぁ？　多分寝不足じゃないのか？」

「……はぁ、どうせまた『鷹たかの爪つめ』のときのように絡まれたんですね？」

　レノラが小さく溜ため息いきを吐き、ギルド職員に合図をしてその二人を隅に寄せてから口を開く。

「で、これが報酬です。確認して下さい」

　渡された報酬は、小さな布袋に入れられた光金貨二枚。

　小さな布袋に入れているのは、他の冒険者にそれを見せないための気遣いなのだろう。

　レイが感謝の視線を送ると、レノラは小さく笑みを浮かべて頷きを返す。

「ね、ね。それよりもレイ君。無事に依頼から帰ってきたんだからお祝いしないの？　私も一緒にレイ君の無事をお祝いしたいんだけど。サービスもしちゃうよ」

　ケニーがその豊満な胸を両腕で挟むようにして強調し、深い谷間を見せつける。

　そしてケニーがその胸を強調したポーズを取ると、殆ど反射的にレノラが反応した。

「ちょっとケニー！　まだお仕事中でしょ！　そういうのは仕事が終わってからにしなさいよね」

「それだと、レイ君がどこの誰とも分からぬ女と打ち上げしちゃうかもしれないじゃない」

「ケニーの気持ちも分かるけど、それでもお仕事第一でしょ！」

「全く、これだから胸が小さい女は器も小さいっていうのよ」

　その言葉にピキリと額に青筋を浮かべるレノラ。その状態でもなお口元に笑みを浮かべているのは、受付嬢としての職務ゆえか。

「ねぇ、ケニー。今の言葉をギルドマスターに報告してもいいんだけど……どうする？」

「にゃ!?　ちょっ、それは卑ひ怯きようじゃない！」

「同僚が仕事をサボろうとしてるんだもの。ギルド職員として上に報告するのは当然でしょう？」

「……ごめん、レイ君。打ち上げはまた今度誘って……」

　降参、とばかりにカウンターへと突っ伏すケニー。そうするとカウンターでその豊満な膨らみが押し潰つぶされ、ギルド内にいる冒険者たちの視線がそこへと集まるが、本人は気にした様子がない。

「全く。男と来たら……」

　視線が集まっているのを殆ど本能的に察知したレノラが不満そうに呟つぶやく。

　その声を聞いた冒険者の男たちはそっと目を逸そらすが、レノラだけではなく女の冒険者たちからも冷たい視線を向けられる。

　そんなやり取りを見ていたレイは、何故かエレーナの姿が脳裏を過よぎった。

　同時にエレーナとのキスシーンも克明に思い出し、頰を薄うつすらと赤く染める。

　そして当然ケニーはそれを見ており……

「ちょっ、レイ君。誰か分からないけど女の色仕掛けに引っ掛かっちゃ駄目だよ！」

　と、まるで自分がやっていたのは色仕掛けではないと言わんばかりに告げる。

「ちょっと、落ち着きなさい。ほら、レイさん。ケニーは私が押さえておくから今のうちに！」

　レノラの言葉にレイは小さく頷き、このままここにいては恐らく良くないことが起きると本能的に感じ取り、ギルドを去っていく。

（ここは俺に任せて先に行け！　とか……いや、私だったが。どんな死亡フラグなのやら）

　そんな風に内心で呟きつつ。

「ちょっと、レノラ放してよ。私のレイ君が悪女に誑たぶらかされるじゃないの！」

「あんたもいい加減落ち着きなさーい！」

　そんな声を背にしつつ。




　その後はギルムから少し離れた──周囲が木で囲まれている──場所へと移動し、モンスターの素材剝ぎと、魔石の吸収を終わらせる。

　デスサイズがリザードマン・ジェネラルから飛ひ斬ざんのＬｖ．二、オーガからパワースラッシュＬｖ．一、エメラルドウルフから風の手Ｌｖ．一を。

　セトがウォーターモンキーの希少種から水球のＬｖ．二とスプリガンからサイズ変更Ｌｖ．一、エメラルドウルフからトルネードＬｖ．一をそれぞれ習得する。




　吸収が終了し、それぞれのスキルの効果を確認したあと、セトのスキルやデスサイズのスキルについて考えていると、ふと日本で暮らしていたときにみたＴＶの内容を思い出す。

「やってみる価値は……ある、か？」

　そう呟いたレイは、早速実験をするべくセトに乗って少し離れた草原へと向かうように頼む。




「……うん、ここはいい。実験をするのに最適な場所だな」

　周囲はまさに荒れ地とでも表現すべき場所を眺め、満足そうに呟く。

「まずは……そうだな、セト。今から俺が魔法を使うから、その魔法と重ね合わせるようにしてトルネードを発動してみてくれ」

「グルゥ！」

　セトの返事を聞き、ミスティリングから魔法発動体でもあるデスサイズを取り出す。

『炎よ、汝なんじの燃えさかる灼しやく熱ねつの如き力を渦として顕現せよ』

　呪文を唱えるに従い、デスサイズの石突きへ凝縮された炎が生み出される。まだ実験段階であるために、魔力自体はそれほど込められてはいない。だが、それはレイに限ってはという注釈であり、普通の魔法使いにとっては全力と言ってもいい程度の魔力は込められていた。

　そして呪文が完成し、炎が凝縮したところでデスサイズの石突きを大きく振り下ろす！

『渦巻く業火！』

　その呪文と共に放たれた凝縮した炎は十メートルほど先へと着弾し、まるで炎で作られた竜巻のような姿を顕あらわにする。ただしその炎の範囲が及ぶのはあくまでも竜巻状の中と周囲のみであり、効果範囲は数メートル程度といった所だ。

（やはりこうなるか。だが……）

　内心で呟き、セトの方へと視線を向ける。

「セト！」

「グルルゥッ！」

　レイの合図を聞き、言われた通りに炎の竜巻に重ねるようにしてトルネードを発動させる。

　炎の竜巻と風の竜巻。その二つが合わさり、次の瞬間には炎が風を消滅……否いな、焼滅させるかのように、トルネードを喰くらい尽くす。

「……駄目か」

　ごめんなさい、と喉のどを鳴らして頭を下げるセトに、レイは気にした様子もなく頭を撫なでる。

「気にするな。今のは上う手まくいったら儲もうけ物って程度だったからな。セトのトルネードがもっと高レベルになったら上手くいくかもしれないが、今のレベルじゃしょうがない」

（今のを見た限りだと、炎と風が上手く混ざり合っていなかったから風が一方的に炎に侵食されたように見えた。つまり、それをどうにかして上手く炎と風を混ぜ合わせてやれば……）

　レイが再現しようとしているのは、いわゆる火災旋風という現象だ。

　炎が空気を消費し、周囲の空気を取り込むことにより局所的な上昇気流が発生。その上昇気流に乗るようにして結果的に火災旋風と呼ばれる炎の竜巻が形成されるのだ。

　火災旋風によって巻き起こる炎を伴った風の温度は千度にも達し、火災旋風の内部は秒速百メートル以上にも達する局所的な災害とでも言うべきものだ。

　その現象をレイが使う魔法とセトのスキルであるトルネードで再現出来ないかと試してみたのだが、結果はレイが見たように炎によって風が侵食されるというものだった。

（火災旋風を再現するには、俺の炎の魔法だけだと出来ない。だからこそセトのトルネードと同時に使えば可能かと思ったんだが……まあ、いい。まだ試してみるべきことはある）

「セト、もう一度だ。ただし次は俺もさっきデスサイズで入手した風の手を使ってみる。これで成功する確率は上がるはずだ」

　レイの声に喉を鳴らして頷うなずくセト。それを見ながら、再び魔力を込めて呪文を口に出す。

『炎よ、汝の燃えさかる灼熱の如き力を渦として顕現せよ』

　そしてデスサイズを振るい、石突きの部分に生み出された炎の塊を前方へと飛ばす。

『渦巻く業火！』

　再び現れる炎の竜巻。それを見ながらデスサイズをしっかりと握りしめてセトの名前を呼ぶ。

「セト！」

「グルルルルルゥッ！」

　セトが雄お叫たけびを上げると同時に、風の竜巻が炎の竜巻と重なるようにして姿を現す。それを確認してから二つの竜巻から距離を取り、デスサイズを握りしめて風の手を発動させる。

　風の魔力で編み込まれた触手がデスサイズから伸びていく。その向かう先は当然炎と風の竜巻が重なっている場所だ。

　やはりレイの魔法で作り出された炎の方が威力が高いらしく、徐々に風の竜巻へと侵食していく。そして先程の二の舞になるかと思った瞬間……風の魔力で編み込まれた触手の先端がその炎と風、二つと接触することに成功する。

　接触したその瞬間にレイはデスサイズを通して風の魔力を操り、完全に炎に侵食される寸前の風の竜巻へと魔力を流し込む。すると徐々にではあるが風の竜巻は炎の竜巻の侵食を押し返すようにしてその規模を広げ、数秒後には炎と風の二つの竜巻が同じ大きさになり、まるで重なり合うようにしてそこに存在していた。

　そして数秒ほど重なり合ったまま二つの竜巻が別個に存在していたのが、次の瞬間には融合して炎を伴った風の竜巻、すなわちレイの再現しようとしていた火災旋風が姿を現す。

　二つの竜巻が一つになり火災旋風と化したその直後、百メートルは離れていたはずのレイとセトの下へと強烈な熱風が叩たたき付けられる。咄とつ嗟さにセトと共に大きく距離を取るレイ。五百メートルほども離れると、ようやく多少熱く感じる程度まで周囲の温度が下がる。

「ちょっと甘く見てたな。だがこれは広域破壊用に使える。手間が掛かりすぎるのが問題だが」

　レイ自身の炎の魔法。セトのトルネード。そしてデスサイズの風の手。三つの手順を踏んで、なおかつ炎と風の竜巻が融合するまでに多少の時間が掛かるとあっては、通常の討伐依頼の類たぐいではまず使えないと思った方がいいだろう。

「逆に考えると、動きが鈍かったり、巨体のモンスターには効果的か」

　じっと燃えている火災旋風をセトと共に見ながら、最後にそっと呟く。

「他にもベスティア帝国の軍隊、とかな」

　そう、動きの鈍い巨体を持つ敵。つまり軍隊を一つの生物と見た場合は正にこれに当たる。

　エレーナから聞かされた、この冬を越したあと、来春に行われる可能性が高いというベスティア帝国との戦争。その際の切り札の一つとして今の火災旋風は使えるだろうという判断だった。

　直接的な熱の被害だけでも半径数百メートルに及び、同時に周囲に高温のガスや炎を巻き起こす間接的な被害まで考えると、その効果範囲はレイの使える数百の炎を作り出して範囲内の敵を攻撃させる『舞い踊る炎』よりも広い。

　そして、複数の魔法やスキルの複合効果なのか他の魔法と違って火災旋風の巻き起こっている時間が非常に長い。こうして離れて見ている現在も未いまだに炎の竜巻は周囲に死を与えるかのように存在し続けているのだから。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




「があああああああああああああああああっ、痛い、痛い、痛い！　くそっ、何で……何でぇっ！」

　その部屋の中には苦痛の叫びが響き渡るが、その叫びを聞く者は誰もいない。

　そう。この部屋の中にいるのは、ベッドの上で痛みに呻うめき、自分が何故こんなことになったのかとばかりに恨み言を口にするその人物だけだった。

　顔の全体には包帯を巻かれており、左腕も肩から先は存在していない。それどころか、右足も太ふと股ももの根元……股こ関かん節せつの部分から切断されているという、凄せい惨さん極まりない状態。

　ヴェル・セイルズ。元々はエレーナの仲間の一人であったのだが、人を殺すことに愉悦を覚える殺人快楽症とでも呼ぶべき嗜し好こうを持っている人物。

　セイルズ子爵がミレアーナ王国を裏切ってベスティア帝国へと亡命を企て……その手土産として姫将軍として名高いエレーナの首を取ろうとしたものの、結局はレイの手でそれは阻止。その結果として今の生きているのが不思議な状態へと姿を変えられていた。

「アーラァッ、エレーナァッ……レイィィィィ！　何で、何で俺がこんな目に遭わないといけないんだ。痛い、痛い痛い痛い痛い痛い！　顔が痛い、左腕が痛い、右足が痛い……身体中が痛い！」

　本来であれば既に存在しない左腕や右足だが、それでも痛みを感じるのは、幻肢痛というものか……はたまた、怒りによって振るわれたレイの攻撃による呪いの類か。

　ともあれ、ここのところ眠ることすら出来ぬほどにヴェルは痛みに苦しめられていた。

　一応薬を与えられてはいるのだが、そもそもベスティア帝国にとってヴェルという存在は必要不可欠な存在ではない。情報に関しては、それこそセイルズ子爵がいるのだから。

　今回の件を企たくらんだ者にしてみれば、ヴェルに期待するのは姫将軍の異名を持つエレーナの護衛を務めたその戦闘力しかないのだが……今となっては、それも期待出来ない。

　それでも何かの役に立つだろうと判断されて、死なない程度に手当てを行い、安物のポーションを使用したあとは、こうしてベッドの上に放置されていた。

　この部屋を訪れるのは、朝と夜に食事を持ってくる者だけであり、その際に生きているかどうかを確認しては舌打ちをしたあとで食事を置いて去って行く。

　舌打ちをするのは、もし死んでいればその食事を自分が食べることが出来るというような下らない理由だったが、それでもヴェルにしてみれば数少ない人と接する時間だ。

　そのために何とか痛みを我慢して少しでも会話をしようと試みるも、返ってくるのは苛いら立だちが含まれた視線と、たまに開かれる口からは罵ば声せいが吐き出される。

「あは、あははははは。あはははははははははは！　痛い、痛い、痛い。あはははは、痛い！」

　どうしようもない激痛と、抑えようのないほどの笑いの衝動。相反するその二つが同時にヴェルの中に存在し、元々精神的に問題のあるヴェルを更に歪ゆがめていく。

（レイ……奴だけは絶対に許さない。許さない。許さない！）

　自分をこんな目に遭わせた相手だけに、抱く憎悪は一際強い。もしかしたら、絶対に自分がレイを殺すという思いだけが今のヴェルを生かしているのかもしれない。

　幸運だったのは、まだベスティア帝国がレイという存在を認識していなかったこと。

　もしもこのときにベスティア帝国がレイという存在を知っていれば、どのような手段を使ってでもヴェルからレイの情報を聞き出しただろう。だが、幸か不幸か今の時点でレイはギルムでは有名であるものの、エレーナのように近隣諸国に名前が知られてはいない。

「殺す、殺す、痛い、あは、あははは。殺す」

　このような日々を過ごすようになってから、どのくらいの時間が経ったのか。もしかしたら、永遠に続くのではないかという責め苦だったが、やがてそんな日々は唐突に終わりを告げる。

「……ふむ、この男か。てっきり既に実験に使われたと思っていたが、まだ生きていたとは」

　部屋に入ってくるなりそう告げたのは、杖つえを持ち、ローブを身に纏まとうといったような魔法使いの姿をしている老人で、下半身は蜘く蛛もという男版アラクネの如き存在。

　その人物はベッドの上で横になっているヴェルに観察するような視線を向ける。

　本来のヴェルであれば、その視線に気が付けただろう。だが、今のヴェルは正気と狂気の境目を行ったり来たりしているためか、自分を観察するように眺めているその視線に気が付かない。

「殺す、殺す……痛い、あ、あはは、あははははは」

　既に狂気と正気の境目にいるヴェルの精神は、狂気の方へと傾き掛けている。

「実験に使えはするだろうが……このままでは色々と不具合も起こりかねない。かと言って、四肢の内二つがなくてもまだ生き残り、ここまで憎悪を抱いている存在をただ打ち棄てるのも……」

　リスクとリターン。実験の結果次第ではプラスになるかもしれないが、下手をすればマイナス。

　そんな損得勘定を素早く計算し……やがて男は自らの知的好奇心を優先させることに決める。

「魔獣兵の実験には、まだまだ症例が必要なのも事実。このような者を魔獣兵とすれば、どのような精神を持つのか。現状のままか、それともこの異常性が加速するのか……あるいは、元の人格へと戻り、有効な戦力と化すのか。出来れば最後だとこちらとしても嬉うれしいのだが」

　その目には知的好奇心や、自らが仕える主君に対する真しん摯しな思い、目の前にいるヴェルに対する軽けい蔑べつにも近い感情といった風に、様々な色が宿っている。

「この者を実験室へと連れて行け。どうせ使い物にならないのであれば、せめて魔獣兵の実験に協力して貰もらうとしよう。確か幾つか施術対象に危険が大きいとして、行われていない実験があったな？　この者であれば失敗したとしてもこちらに被害はない」

　男の声が響くと、部屋の入り口から数人の男たちが姿を現す。

　魔獣兵である男とは違い、人間の姿を保ったままの男たちがベッドの上で痛みと憎悪と愉悦という異なる感情を露あらわにし続けているヴェルを、担架へと乗せる。

　自分が何をされているのか、これからどうなるのかも既に理解していないのだろう。ヴェルは自分の状況に全く関心もないかのように笑みを浮かべていた。

「け……けひっ、けひひひひっ、痛い……殺す、殺す……殺したい、痛い……けひっ!?」

　新たに入って来た男たちも、明らかに異常な精神状態にあるヴェルに対して一いち瞥べつしただけで、それ以上は特に何を言うでもなく担架を運び出す。

　その姿を見送った魔獣兵の男は部屋を一瞥し、充満している血や汗の臭いに眉まゆを顰ひそめる。

　男にとってやるべきことはまだまだある。魔獣兵の実験は幾らでも必要とされているのだから。

　その実験を行うためには今ここでこうしている暇も、そして意味もない感傷に浸っている時間も存在していない。そのような時間があるのであれば、より魔獣兵を生み出さなければならない。

　そんな風に、自分のやるべきことを確認すると、男は今度こそ本当に部屋を出て行く。

　来たるべき日、来たるべき時のために。
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　火災旋風の実験をした日から二日後、いつものようにレイの姿はギルドの中にあった。ただしいつもの人混みを嫌っての時間帯ではなく、まだ朝の早い時間帯である。

「運が悪いと言うか何と言うか」

　レイ自身がメインとして考えている討伐系の依頼は、早い者勝ちとばかりに他の冒険者が受けてしまっており殆ほとんど残っていなかったのだ。

　残っているのは、ランクＡやＢのもの。あるいは常時依頼のゴブリンの類のみとなっている。

　生憎あいにくとレイはソロの冒険者であるため、受けられる依頼はあくまでも自分のランクより一つ上のもの、つまりランクＣまでだけだ。

（やっぱり早いところランクが上がって欲しいよな）

　内心で呟つぶやきつつ依頼ボードを眺めていく。

　ランクＤからランクＦというのは一種のボリュームゾーンであり、登録されている人数も多い。そのためにランクＤ付近の依頼を受けるには、その人数の多さを勝ち抜かなければならないのだが……ソロであるレイにとってはその辺が一番の難題でもあった。

　かと言ってオークの集落を襲撃したときのようにランクの関係ない依頼や、あるいはエレーナのときのような指名依頼の類がそうそうある訳でもない。

（そうなるとゴブリンか何かの常時依頼でも受けてから、セトと一緒に新しく習得したスキルを使いこなせるようにするべきか？）

　そう思いつつ常時依頼の依頼書が貼られているボードへと目を向けようとしたところで、ふと一枚の依頼書が目に入る。

　ランクＣの依頼ボードに張り出されている依頼書だったが、何故か目を惹ひかれた。

　依頼内容としては護衛。ただし比較的遠出をするため、盗賊の類やこの近辺では存在しないモンスターと戦う可能性あり。護衛期間中の食費は依頼者持ち。護衛としての拘束期間は十日前後。報酬は一日のものであり、十日拘束された場合は白金貨一枚と金貨五枚。募集人員は五名。

「結構報酬のいい依頼だと思うんだが……何で残ってるんだ？」

　報酬額はランクＣの依頼としては高額であり、護衛ということは襲撃してくるモンスターやら盗賊がいない場合は、ただ遠出をするだけ。

　ランクＣとしては簡単な依頼に思えるが、逆にこれだけの好条件でまだ残っている理由が分からない。そんな風にその依頼を見ていると、隣に誰かが立つのを感じてそちらへと視線を向ける。

　そこにいたのは三十代半ばの中年の女。おばさんと言うのはちょっと憚はばかられる程度の外見を持った戦士だった。身軽さを信条としているのか、基本的には何らかのモンスターの革で出来たレザーアーマーに数ヶ所ほど金属の部分鎧よろいを身につけていた。

　その女もレイの視線に気が付いたのだろう。依頼書を見ていた視線をレイへと向ける。

「ん？　どうしたんだ坊主。俺に何か用事か？」

　女の口から出たとは思えない予想外の言葉に、数秒ほど呆あつ気けに取られるレイだったが、何でもないと首を振り、改めて依頼書へと目を通す。

「ありゃ？　坊主はこの依頼を受ける気なのか？　と言うか、ランクは大丈夫……いや、ローブを被かぶってて童顔の冒険者。お前、噂のレイって奴だろ？　グリフォンを連れてるとかいう」

「噂になってるかどうかは知らないけど、確かにグリフォンを連れてるのは間違いないかな」

「へぇ……俺たちはしばらくギルムを離れていてな。少し前に戻って来たばかりなんだが、それでもお前の話は街に入ってからすぐに噂で聞いたぜ。まあ、グリフォンを従えているっていうんだから無理もないけどよ」

「俺……たち？」
















「ん？　ああ。俺ともう一人でパーティを組んでてな。ほら、あそこにいる飲んだくれだ」

　そう言って女が示したのは、まだ朝も早いというのにギルドに併設されている酒場で酒を飲んでいる百四十センチほどの男だった。

　だがその男は身長が低くても頼りなさは感じられない。むしろレイとその男が並んで立っていれば、レイの方が頼りなく見えるだろう。何しろその身体には見て分かるほどの筋肉がミッシリと詰まっており、テーブルに立て掛けてあるのは一メートル近い柄の長さを持つ巨大なハンマーだ。

　柄の先に付いている頭部はまるで光を吸い込むかのような真っ黒な金属で出来ており、魔力を感じ取ることが出来ないレイでも何らかの魔法金属の類であろうというのは予想出来る。

　そして何よりも特徴的なのはその顎あご髭ひげだ。背は低いがガッシリとした身体付き、胸まで伸びている顎髭、酒好き、武器がハンマー。そこまでくればレイもその人物の正体に気が付く。

「ドワーフ」

「正解。何かっていうと酒ばっかり飲んでる奴だが、戦士としての腕前はかなりのものだ」

　ポツリ、と呟いたレイの言葉に女が言葉を返す。

「っと、自己紹介がまだだったな。俺はフロン。あの飲んだくれはブラッソ。ランクＣパーティの『砕くだきし戦せん士し』だ。よろしくな」

「知ってるようだけど、俺はレイ。ランクＤのソロ冒険者」

「ああ、よろしく。で、これは忠告だが、今見ていた依頼。あれは受けない方がいいぞ」

　チラリ、とランクＣの依頼ボードへと視線を向けるフロン。

「何でだ？　あんたもさっき見てたようだけど」

「あの依頼を出しているのは、このギルムでもかなりの力を持っている……そうだな、分かりやすく言えばギルムにある武器屋の纏め役みたいな奴なんだよ。だから当然相応の権力を持っている。ここまで言えば大体分かるか？」

　フロンは不愉快そうに顔を顰しかめつつ、心底嫌そうな表情でレイの方を見る。

「なるほど、つまりは典型的な馬鹿貴族の同類か」

「それよりもっと質たちが悪い。このギルムは領主のラルクス辺境伯が優秀なおかげで、その手の馬鹿貴族は殆どいないからな。それだけに奴の横暴さが目立つ訳だ」

「確かにその話を聞く限りだと依頼は受けない方がいいかな。報酬は高いようだったけど」

「それだって、奴の性格が知れ渡って依頼を受ける冒険者の数が少なくなってきたからだよ。いくら奴が権力を持っていると言っても、それはあくまでもギルム中に限られている。一歩街の外に出れば、襲ってくるモンスターや盗賊の類たぐいは奴やつこさんの権力なんか効かないからな」

「そもそも、何だってそんな人物が武器屋の纏め役みたいなことを？　そんなに駄目な奴なら、とっととどうにかすればいいと思うんだけど」

　疑問に思いフロンにそう尋ねるが、フロンは無念そうに首を振る。

「代々武器屋の元締めをやってきた家系だからな。それに本人も強引ではあるが、モンスターの素材を使った武器を他の街に卸して成果は上げているんだ。納めている税金もかなりのものだし、成果を上げている限りは本気で排除しようとする動きは出ない」

「また厄介な。無能な馬鹿じゃなくて、有能な馬鹿の類な訳か」

「そうなるな。あんたもここ最近は目立ってきてるんだから目を付けられる可能性もある。ボルンターって奴からの指名依頼とかが入ったら、受けないことをお勧めするよ。あぁ、ちなみにそのボルンターの商会名がその依頼書に書かれているアゾット商会だ」

　フロンの説明を聞き依頼書へと視線を向けると、確かにアゾット商会と書かれている。

「分かった。気を付けるよ。説明してくれて助かった」

「レイが本当に噂通りに腕の立つ冒険者なら、俺が難しい依頼を受けるときとか手伝って貰えるかもって下心満載のアドバイスだから気にしなくてもいい。……あぁ、良ければレイをあの酔っ払いに紹介しておきたいんだけど構わないか？」

　チラリ、と豪快に酒を飲んでいるドワーフのブラッソへと視線を向けるフロン。

（アルコールは好きじゃないんだが……やりたい依頼もないし、ドワーフにも興味あるし）

　数秒ほど考え、すぐに頷うなずく。

「ああ、問題ない。今日は依頼がないから。討伐依頼でいいのがあれば良かったんだけど」

「はっはっは。噂通りに討伐依頼がメインな訳か。まあ、俺たちも人のことは言えないがな」

「……ドワーフがいれば鍛か冶じとか出来るんじゃないの？」

　思わず尋ねたレイの言葉に、フロンは呆あきれたような目を向ける。

「あのなぁ。確かにドワーフと言えば鍛冶師ってイメージかもしれないが、別にドワーフ全員が鍛冶師な訳じゃないぞ？　と言うか、ドワーフ全員が鍛冶師だったらドワーフの集落とかどうやって生活するんだよ。何か？　パンを捏こねるのにもハンマーを使えってのか？」

　フロンの説明に思わず納得するレイ。日本で読んでいた漫画や小説では大抵ドワーフ＝鍛冶師であったためにそう思い込んでいたのだ。

「それで、悪いがブラッソの前では鍛冶師とかの話はしないでくれ。実はあいつ元々鍛冶師を目指していたんだが、合わなかったらしくてな」

　酒場の方へと向かいながらレイの耳元でそっと囁ささやき、それに頷くレイ。

　なお、それを見ていた猫の獣人のギルド受付嬢が殺気立っていたが、それはすぐに隣にいたポニーテールの受付嬢に鎮圧されたのだった。




「おい、ブラッソ。朝から酒を飲むとかいい加減にしろよ。これから依頼に出るってのに……」

　ドワーフのブラッソと同じ席に着き、フロンが溜ため息いきを吐きながら文句を言う。

　だがブラッソはフロンの言葉を聞き流し、近くの樽たるからコップへ酒を注いで口へと運ぶ。

「何を言ってるんじゃい。ドワーフにとって酒とはお前等人間で言う水のようなもんじゃぞ。フロン、お前水を飲むのを止めろと言われて止められるか？」

「馬鹿言ってんじゃねーよ。酒と水が一緒の訳あるか。ったく、この酔っ払いは……」

　呆れたように再度溜息を吐くフロンだったが、その言葉にブラッソは持っていたコップをテーブルへと力強く叩たたき付ける。

「おいおい、フロン。儂わしがこんな酒で酔っ払うとでも本気で思っているのか？」

「あーはいはい。分かった分かった。依頼前だってのにこんなに飲んでる時点で異常だろうに。お前とパーティを組んでる俺の身にもなってみろってんだ」

「けっ。お前みたいな嫁の貰い手もない女と組んでやってるだけ、ありがたいと思うんじゃな」

「んだと、こら」

　いきなり言い争いを始めた二人に、レイは思わず溜息を吐いてから空いている席へ腰を下ろす。

　そんなレイに気が付き、ブラッソはフロンとの言い争いを止めて視線を向けてくる。

「フロン、この坊主は？」

「さっき知り合ってな。ほら、街に帰ってきてから何度か噂を聞いただろ？　グリフォンを従えているって噂になってた冒険者。それがこいつだよ」

　フロンの言葉に、ブラッソは興味深そうな視線をレイへと向ける。

　レイへと向けるその視線は、本人が言っていたように酔っ払い特有の濁りは感じられない。

「ほう、お前さんがグリフォンをな。……確かにただ者ではない雰囲気は感じるのう」

　そう言いながら、ブラッソはレイの方へと酒がなみなみと注がれたコップを差し出す。

「ほれ、飲め。出会ったからにはまず酒じゃ。それがドワーフ流じゃからな。がっはっはっは」

「あー、俺はそれほど酒は好まないんだが……」

　押しつけられた木で作られたコップに溜息を吐きながらフロンの方へと視線を向ける。

　だがレイに視線を向けられたフロンは、そっと視線を逸そらしながら口を開く。

「その、悪いがちょっとだけ付き合ってやってくれ。ブラッソが酒を飲めと誘ってくるということは、それなりに気に入った証拠だしな」

　こうして、その日は結局レノラが助けに入るまで二人の酒盛りへと付き合わされることになる。
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「ぐっ……」

　朝日に照らされ、ベッドの上で目を開けるレイ。だが身体を起こそうとしたその瞬間、頭に鈍い痛みを感じる。

「俺は一体……いや、いつ寝た？」

　呟きながら、頭を押さえつつ周囲を見回す。その視界に入ってきたのは、レイが定宿としている夕暮れの小麦亭にある部屋で間違いなかった。

「何が起こった？　俺は確か昨日、ギルドに行って……」

　思い出すように記憶を辿たどっていくレイ。やがてフロンとブラッソに出会ったことを思い出す。同時にそれほど得意ではない酒を勧められ、断り切れずに数時間ほど飲み続けたことも。

　溜息を吐き、秋晴れを象徴するかのような朝日を忌々しげに睨にらみつける。

「この頭の痛み、これが二日酔いって奴か。……今日は一日休んでいた方がいいか？」

　頭の中でガンガンと自己主張をする痛みに顔を顰めながらも、喉のどの渇きを癒いやすべく水差しからコップへと水を注ぎ数杯ほど飲み干す。

「二日酔いのときには味み噌そ汁しるを飲みたくなるって話だが、この世界に味噌汁がある訳ないしな」

　取りあえず水を飲んで頭痛が多少落ち着いたのを確認し、ドラゴンローブやスレイプニルの靴を身につけ、両腕にミスティリングと吸きゆう魔まの腕輪がきちんと嵌はまっているのを確認する。

　そのあとは適当に身だしなみを整えてから一階へと下りていく。

　すでにピークは過ぎているのだろう。食堂に宿泊客の姿は殆ど見えず、疎まばらに数人が遅めの食事を取っていた。

　そんな様子を見ながら空いている席へと座ると、夕暮れの小麦亭の女将おかみであるラナが姿を現す。

「おはようございます。昨日は酔い潰つぶれてしまったようですが、大丈夫ですか？」

　そう言いながら軽い朝食をテーブルの上に並べていくラナ。二日酔いだというのを理解しているのか、水分の多い、さっぱりとした軽い物が多かった。

「俺は昨日？」

「レノラさんとケニーさんが連れてきてくれましたから、お部屋の方に運んで貰もらいました」

「……ギルドに行ったら礼を言っておくよ」

　その言葉に笑みを浮かべて頷き、仕事に戻るラナ。その背を見送り、レイは朝食へと手を伸ばす。
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「あ、レイさん。おはようございます。大丈夫ですか？」

　ギルドの中に入ってきたレイを見て声を掛けてくるレノラ。その顔は心配そうにレイを見ている。

「朝起きたときは二日酔いで結構きつかったけど、大分良くなってきたよ。それで、昨日は俺を宿まで運んでくれたとか。助かった、ありがとう」

　頭を下げるレイ。続いてケニーにも……と思って横を見るが、いつもレノラの隣にいる猫型の獣人の姿は何処にも見えない。

「ケニーは？」

「あぁ、彼女なら今日は午後からです。何でも家の方でちょっと用事があるとかなんとか」

「そうか。なら午後にでもケニーに俺が感謝していたと伝えておいて欲しい」

「ええ。分かりました。それで、ですね。実はレイさんに呼び出しが掛かってるんですが……」

　申し訳なさそうに口を開くレノラ。普段颯さつ爽そうと仕事をこなすレノラにしては珍しい態度だ。

「呼び出し？　呼び出されるような覚えはないんだけど」

「ええ、それはこちらでも承知してます。ですがギルドにそれなりに活動資金を出していらっしゃる方からの呼び出しですので、私たちとしましても伝えない訳にはいかなくて……」

「理由とかは？」

「ギルド側にはなにも知らされていません。ただ、レイさんを呼び出して欲しいとだけ」

「誰だ、そんな不ぶ躾しつけな真似をするのは」

　レイの言葉に、言いづらそうに口を開くレノラ。

「アゾット商会会頭のボルンター様です」

　アゾット商会。ボルンター。その二つの名前に聞き覚えがあるかと言われれば、当然あった。その名前を聞いたのはつい昨日の話なのだから。

「この街の武器屋の元締めみたいなことをしている奴と聞いてるけど？」

「はい、間違いありません。その、色々と噂もある人ですが……ギルドに対して活動資金を援助していたり、ギルムに入ってくる武器の類も殆ほとんどがアゾット商会の手が及んでいる状態です」

「で、そのアゾット商会のお偉いさんが一介のランクＤ冒険者である俺に用事がある、と」

「そうらしいです。もちろんこれはあくまでも向こうの一方的な要求であり、ギルドには登録している冒険者にそれを強制する権利は一切ありません」

　そうは言いつつも、レノラの表情は呼び出しに応じた方がいいと露骨に示している。ギルムでもそれなり以上に権力を持っている人物からの呼び出しなのだ。もし断ったとしたら、どういう嫌がらせをされるか分からないというのがレノラの正直な気持ちだった。

　そんなレノラの表情から大体の予想が付いたレイは、数秒考えると小さく頷く。

「確かに何の用かまだ分からないというのに、無下にする必要もないか。色々と噂はあるけど、結局は本人に会ってみないと何とも言えないし。分かった、行ってみるよ。そのボルンターとかいう商人の家を教えて貰えるか？」

「あ、はい。こちらをどうぞ」

　元々レイがギルドにやって来たら渡すつもりだったのだろう。すでにレノラの手元にはボルンターの屋敷がどこにあるのかの地図が用意されていた。

　地図に書かれている文字がレノラの筆跡だと気が付いたレイは、それを受け取り頭を下げる。

「わざわざ悪いな」

「いえ、そんな！　そもそも指名依頼でもないのに、ギルドを通して呼びつけるというのが普通はありえないんです。その……気を付けて下さいね。本当に色々と悪い噂の絶えない人ですし」

「その辺については昨日『砕きし戦士』の二人から聞いたよ。……あいつ等あのあとどうした？」

「どうしたって……レイさんが酔い潰れたあとは依頼に向かいましたよ？」

「……あのあとで？」

「はい。まあ、あそこまで依頼前にお酒を飲む人は少ないですが、それでも景気づけに数杯のお酒を飲んでから依頼に向かう人というのは、それなりにいますし」

　レイはすでに言葉もないとばかりに溜息を吐き、気を取り直したように小さく首を振る。

「とにかくこの地図は助かったよ。じゃあ早速行ってくる」

「はい。お気を付けて」

　ペコリと頭を下げ、それでも心配そうにレイを見送るレノラ。

（……ケニーに今回の件は言えないわね）

　最近のケニーは横で見ていても不思議なくらいにレイへとのめり込んでいる。もし評判の良くないアゾット商会の会頭から直々に呼び出されたと聞けば、色々と暴発しかねない。

（まあ、その気持ちも分からないではないけどね）

　確かにアゾット商会はギルドへと多額の寄付をしている。だが、それを盾にして今回のような強引な真似をされては不愉快に感じざるを得ないのだ。それでも結局はある程度の要求なら聞かなければならないのが活動資金を寄付して貰っている身の悲しさではあるのだが。

　変なトラブルが起きませんように。レノラは心中でそう祈ることしか出来なかった。




　冒険者ギルドを出て、いつものように馬車や従魔用の待機スペースで待っているセトを迎えに行ったレイが見たもの。それは……

「セトちゃん、今日も可愛いわねぇ。はい、これも食べて」

「グルゥ」

　セトの頭や背を撫なでながら、サンドイッチやら串くし焼やきやらの食べ歩きをするためにその辺の露店で売られている食べ物を大量に抱えたミレイヌの姿だった。

「ミレイヌ……お前、最近よくセトに会いに来てるが『灼しやく熱ねつの風』は解散でもしたのか？」

　普段であればセトに構っているときはレイの存在に気が付くのが遅れるのだが、今のは聞き逃せなかったらしい。口を尖とがらせながらレイの方へと香ばしく焼き上げた肉とチーズ、レタスのような葉野菜が挟まったサンドイッチを投げ付けてくる。

「っと！」

　それを握りつぶさないようにキャッチし、ソースが垂れてきたところで齧かじり付く。

　外側が香ばしく焼き上げられているが中の肉はジューシーで、溢あふれる肉汁とソースが渾こん然ぜん一いつ体たいとなってレイの舌を楽しませた。

「あのね、縁起でもないことを言わないでくれる？　ここ最近忙しかったから一週間くらい纏まとまった休日を取ることにしたの。って言うか勝手に食べないでよ。それ人気の一品なんだから」

　ジト目を向けてくるミレイヌに構わず、レイは素早くサンドイッチを口の中へと収めていく。

「なら投げるなよな。俺じゃなければ躱かわして地面に落ちてたか、握にぎりつぶされてたぞ」

　呆あきれたように呟つぶやきつつも、すでにサンドイッチは全てがレイの胃の中だ。

「で、そういうレイはこれから依頼？」

　蕩とろけるような笑顔でセトの背を撫でながら尋ねてくるミレイヌに、首を横に振る。

「どうだろうな。依頼って訳じゃないんだが、アゾット商会の会頭に呼び出しを食らってな」

「……あんた、何かしたの？」

「いや、特に何も。ただまあ……最近俺のことが噂になってるらしいからな」

「……大丈夫？　アゾット商会ってあまり評判良くないわよ？」

「らしいな。……で、セト。どうする？　一緒に行くか？」

　サンドイッチを食べていたセトへ声を掛けると、当然、とばかりに立ち上がり……

「セトちゃんを連れて行くのはやめておいた方がいいかもよ？」

　ミレイヌにそう止められる。

「何でだ？　向こうもセトの存在は知ってるだろうし、今回の件も恐らくそれが原因だろ？」

「確かにそうかもしれないけど、セトちゃんをどうにかしようって考えかもしれないじゃない」

　微かすかに眉まゆを顰ひそめながら告げるミレイヌ。その様子から、ミレイヌもアゾット商会に良い印象を持っていないというのは明白だった。

　そんなミレイヌの様子を見て不安になったのか、セトもどこか元気なく喉の奥で鳴く。

「そこまでするのか？　今のセトはこのギルムだとちょっとした有名人だ。いや、人じゃないけどな。そんなセトに何かちょっかいを出そうとしたら、街の住人たちを敵に回すだけだろ？」

「でもそれを平気でやりかねないのが、アゾット商会……と言うよりもボルンターなのよ」

　小さく溜ため息いきを吐きながらも、再び口を開くミレイヌ。

「何年か前に、とある冒険者がアゾット商会と揉もめ事を起こしたことがあったわ。発端は確か護衛依頼についての連絡ミスか何かで、冒険者の仲間がモンスターに殺されたとかだったと思うけど」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、小さく首を横に振ってから言葉を続ける。

「そうしたら、アゾット商会が裏で手を回して、その冒険者に武器を売らないように圧力を掛けてね。冒険者にとって武器がどれほど大事な物なのかは分かるでしょう？　そしてその手入れが出来なくなった冒険者はすぐに音を上げて……結局この街を出て行ったわ」

「えげつないな」

　冒険者が武器を買えない。それは冒険者として活動出来なくなることを意味している。その冒険者が魔法使いの類たぐいなら何とかなっただろう。だが武器の損耗が激しい戦士であったのなら……

「そういう訳で、因縁を付けられないようにセトちゃんは連れて行かない方がいいわ」

「……そう、だな。セト、悪いがここでちょっと待っててくれるか？」

　心配そうに喉を鳴らしながらも頷うなずくセトをその場に残し、レイはボルンターの屋敷へと向かう。
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　レノラから貰った地図を頼りにギルムを進んで行くレイ。基本的にギルド周辺なら良く出歩いているので迷うことはないのだが、現在レイが進んでいるのは大商人や金持ち、あるいは貴族たちのような富裕層が住んでいる一画だ。一種の貴族街と言ってもいいだろう。

「そういえば、この区域に来るのは初めてだったな」

　さすが貴族街と言うべきか、土が剝むき出しになっている他の場所の道路と違って石畳が敷かれており、ゴミの類も殆ど落ちていない。時折地面に捨てられているゴミも見つけるが、それに関しては専門に雇われているであろう者が集めて回っている。

　他にも石畳で覆われていない通路の両脇は景観を考えて街路樹の類が植えられており、その点でも質実剛健のギルド周辺とは全く違う。

　露店の類もなく、代わりという訳ではないだろうが各々の家の前には門番として数名の兵士が佇たたずんでいた。貴族や商人の私兵たちが警備兵代わりに見回っていたりもする。

　そんな道を歩くこと二十分ほど。貴族街の中でも奥の方になる場所に目的の屋敷は建っていた。

「金色……だな」

　周囲に建っている屋敷が落ち着いた佇まいであるだけに、よけいに金色に染められた屋根を持つ屋敷は目立っていた。ただしその目立ち方は悪い意味の目立ち方でしかなかったのだが。

　そして屋敷へと続いている門の前には、他の屋敷同様に門番が二人、槍やりを持って立っている。

（ここで見ていてもしょうがないか。結局行くしかないんだから早めに用事をすませた方がいい）

　内心で呟き、その門へと向かって歩いて行く。

　やがて向こうもレイに気が付いたのか、近付いてくるレイに胡う散さん臭くさそうな視線を向ける。

　お互いの視線が交わったまま距離は近づき……門番たちの前でレイの足が止まる。

「ここはアゾット商会の会頭、ボルンターの屋敷で間違いないか？」

「そうだが、何の用件だ？　ボルンターさんは忙しい。お前のようなガキに構っている暇はない」

　門の右側に立っている男が告げると、それに応じるように門の左側に立っている男も口を開く。

「お前の年齢からすると、大方冒険者としてやっていくのが難しくなってアゾット商会に雇って貰いに来たんだろ？　だがここはお前のような子供を雇うほどに門戸は広くない」

　その言葉に頰をピクリと引き攣つらせたレイだったが、それでも一応とばかりに口を開く。

「俺はアゾット商会の会頭から呼び出しを受けて来たんだがな、それが客に対する態度か？」

「あぁ？　お前みたいなひょろいガキがボルンターさんに？　冗談にしても笑えねえぞ」

　門の右側に立っている男が不機嫌そうに言いながら、持っていた槍の穂先をレイへと向ける。

　左側の男は相棒の行動に舌打ちしながらも、同様に槍の穂先をレイへと向けながら口を開く。

「こいつはやり過ぎだけど、お前みたいな奴を追い返すのも俺たちの仕事なんだよ。アゾット商会はこのギルムでもかなり大きな商会で、武器の取引を一手に引き受けてるからな。怪しい奴を通す訳にはいかないんだ。帰ってくれないか？」

「おい、サンカント。お前は親切すぎるぞ。毎回この手の奴等に言い聞かせてるが、こいつらは隙を見せればすぐにその辺に潜り込んで来るんだ。わざわざ親切にしてやる必要なんかねえだろ」

「お前は物騒過ぎるんだよ、フェーダー。以前も職を求めて来た相手に凄すごんで騒ぎを起こしただろ？　お前が騒ぎを起こすのは勝手だけど、それならせめて俺を巻き込まない場所でやってくれ」

　その言葉にフェーダーは周囲に聞こえるように舌打ちし、険悪な目つきでレイを睨にらみつける。

「いいか、ガキ。今から十数えるうちに消えろ。さもないと俺の槍が血を吸うことになるぞ」

　脅しつけるようなその言葉に、溜息を一つ。

「分かった、帰ればいいんだな？　じゃあ残念だが俺は戻るよ」

　そう言いながら元来た方へと振り向くレイ。口では残念だと言っているが、その顔に浮かんでいるのは紛れもない笑みだった。
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　時は流れて、夜。すでに秋へと季節が移り太陽が沈むのも早い。そのため、まだ午後六時の鐘が鳴ったばかりだというのにギルムはすでに闇に包まれていた。ポツポツと明かりも点ついているのだが、それすらも圧倒的な闇の前には微かな抵抗でしかない。

　だがそんな中でも数ヶ所では盛大に明かりが灯ともっていた。ギルムの心臓部でもある領主の館やかた、冒険者が今日の仕事の成功を祝う酒場、人肌の温ぬくもりと一夜の恋人を求めて男たちが集う娼しよう館かん。……そして、自分たちは平民とは違うのだと主張するかのように煌こう々こうと明かりを照らしている貴族街。

　そんな貴族街の中でも、奥まった場所にある屋敷の一室で怒鳴り声が響く。

「ええいっ！　レイとかいう冒険者は何故儂わしの命令に従わんのだ！　今日中に儂の所へ顔を出せとギルドを通して連絡したはずだろう！」

　怒声と共に壁へコップが投げ付けられると、中に入っていた酒共々砕け散り、ガラスの破片と酒が高級なカーペットへとその残ざん骸がいを散らす。

　カーペットにしろ、投げ付けられたガラスのコップにしろ、その中に入っていた琥こ珀はく色いろの酒にしろ、そのどれもが平民からすれば数年は遊んで暮らせる価値を持つ物なのだが、投げ付けた男はそんなことは気にした様子もなく苛いら立だたしげに椅子へと体重を掛ける。

　ギシッという音と共に椅子が男の体重を受け止めるが、それでも男の苛立ちは収まらない。

　すでに初老と言ってもいいその男は六十代ほどの年齢に達しているにもかかわらず、その瞳ひとみには精力的な光が宿っており、傲ごう岸がん不ふ遜そんな顔付きをしている。他者は全て自分の思い通りに動いて当然だと心の底から信じているのだ。

　この男こそがギルムの武器屋たちの元締めであるアゾット商会の会頭、ボルンターだった。

　ボルンターの視線を避けるように部屋に待機していた数人のメイドが、壁と床に散らかったコップや酒の後始末をする。そんな様子を苛ついた視線で見ていたボルンターだったが、やがて詰まらなそうに鼻を鳴らして新たなコップへと酒を注いで一息で飲み干す。

「おいっ！　レイとかいう冒険者はこっちが優しく動いているのが気に入らないらしい。明日にでも儂の前に連れてこい！　たかが冒険者の……それもランクＤ冒険者風情がふざけた真似をしやがって。儂の前に引きずって来る前に少し身のほどを教えてやれ！」

　酔っ払っているのだろう、赤ら顔でそう叫ぶボルンターに近くに控えていた執事が口を開く。

「ですが旦だん那な様。そのレイとかいう冒険者はグリフォンを連れているとか。グリフォンと言えばランクＡモンスターだと聞いております。アゾット商会で雇っている冒険者は最もランクの高い者でもランクＢ。グリフォンに対抗出来るとは思えません」

「あぁ!?　そりゃなんだ？　儂がランクＤの冒険者如きに舐なめられたままでいいってのか!?」

「そうは申しておりませんが、そのレイとかいう冒険者はラルクス辺境伯から指名依頼を受けるほどだとか。そうなると当然領主様との関係もありますので、手荒な真似は控えた方が……」

「ちっ、そうか。そっちから手を回してくる可能性もあるか」

　舌打ちをして、手に持っていたコップを勢いよくテーブルに叩たたき付けるように置き、空になったコップへと新たな酒を注ぐ。

　こちらも一般的な平民では到底手が出ないような値段の酒なのだが、ボルンターはそんなことを意にも介さず、まるで水でも飲むように口の中へと流し込む。

「かといってギルドを通しての呼び出しだと今日みたいに無視されるし……おい、明日にでも商会で雇っている冒険者を何人かそのレイとかいう奴の下に向かわせろ。そうだな、明日儂の下に来なかったら以後ギルムでそいつは武器を買えなくなるとでも言ってやれ」

「旦那様、先程も言いましたが領主様と繫つながりがある以上、あからさまに脅してしまうと……」

「ちっ、しょうがねぇな。なら臭わせる程度にしておけ」

「かしこまりました。そう言いつけておきます」

　執事が一礼し、部屋から出て行くのを見送ると、ボルンターは腹立たしそうに酒へと手を伸ばす。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




「ちょっと、どういうことよ！　何だってレイ君がボルンターなんかに呼び出されるの!?」

　レノラの部屋にあるテーブルを叩いてそう叫ぶのは、ギルドの受付嬢でもあるケニー。

「そんなこと言われても、私に分かる訳ないでしょ？　私だって一介の受付嬢でしかないんだから」

　怒髪天を衝つくという言葉通り……いや、猫の獣人であるケニーにしてみれば、怒りのあまり全身の毛を逆立てた猫の如き様相を示す。

　そんなケニーに責められているのは、同僚でもあるレノラだ。

　今日は用事があってレイが来たときにギルドにいなかったケニーだったが、その夜に訪ねたレノラにアゾット商会の件を聞かされた瞬間にその頭は怒りと焦りで沸騰した。

　顔立ちが整っており、その身体も肉感的で性格も明るく接しやすい。そして何よりも男に対しての理解がある。そんなケニーだけに当然冒険者から高い人気を誇り、口説かれることも多い。

　それでもケニーは見た目に反して身持ちが堅く、そう簡単に相手の誘いを受けることはない。

　もっともそんなケニーだからこそ、より人気が高くなるという面もあるのだが。

　実際にケニーを口説いたり言い寄っている冒険者の殆ほとんどは、そんなケニーとのやり取りをも楽しむ者が多い。……そう。殆どは、だ。

　中には自分の思い通りにならないのが許せないという、中途半端に力を得た冒険者もいる。

　そんな者たちから多くの迷惑を被ってきたケニーだったが、そんな輩やからの中にはアゾット商会所属の者も多い。だからこそ、ケニーのアゾット商会に対する好感度は非常に低い。

　それが傲ごう慢まんなことで有名なアゾット商会の会頭でもあるボルンターともなれば、なおさらだろう。

　他にも、アゾット商会はその規模が大きいことを利用してギルドにも毎回無む茶ちやや理不尽を言ってくる相手として知られている。

　例えば依頼の報酬を既定のものよりも安くしたり、魔石を集める依頼では傷がついていないにもかかわらず、傷がついているとして報酬を安くしたり、アゾット商会所属の冒険者が護衛依頼を受けると、護衛された者の荷物が幾つかなくなっていたり。

　もちろん見過ごせないような大きなものであれば、ギルドの方でも処罰はする。護衛依頼を受けておきながら盗賊が出てきたのに驚き、護衛対象をその場に残して逃げた結果、護衛対象が死んだといったものではその冒険者はギルドによって処罰された。

　だが、それはあくまでもほんの一例に過ぎない。恐らくは色々と表おもて沙ざ汰たになっていないような悪事を働いているだろうというのが、アゾット商会に所属している冒険者に対してケニーやレノラが……いや、ギルド全体が抱いている疑惑だった。

　そんなアゾット商会に、レイが呼び出された。そう聞かされれば、ケニーが我慢出来る筈はずもない。

　自らの利益のためには、どのような手段も……それこそ後ろ暗い手段すらも平気で使うと言われている相手なのだ。もしもレイに何かあったらと思うと、ケニーは今にも部屋を飛び出してレイの泊まっている夕暮れの小麦亭へと向かいたくなる。だが、レノラが落ち着かせるように声を掛ける。

「ほら、落ち着きなさい。大体、レイさんがアゾット商会を相手にどうにかされる訳がないでしょ？　それだけの強さを持っているのは、ギルドでレイさんの倒したモンスターの素材や討伐証明部位、魔石なんかを確認している私たちが一番よく知っているでしょ」

　確かにその言葉は事実だった。実際、レイは冒険者として登録してから間もないときにランクＢモンスターのオークキングを倒すという大金星を挙げているのだから。

　いくらアゾット商会がギルムの中でも強い影響力を持っている商会だとしても、個人でレイに対してどうにか出来るとは……そう考えていたケニーの思考が思わず止まる。

　アゾット商会に所属している冒険者というのは、レイに対してどうこう出来るような者たちではないのは確かだ。だが……それが全てというわけでもない。

　ボルンターの腹違いの弟にして、アゾット商会所属の冒険者の中で最もランクの高い人物。

「アゾット商会には、ランクＢ冒険者のガラハトさんがいるじゃない！」

　それに思い当たると、ケニーは再び部屋から飛び出そうとする。

　その俊敏さは、猫の獣人族だからか……はたまた、レイへの想いからか。

　ともあれ、レノラは跳び上がったケニーの服を摑つかんで椅子へと戻す。

　その際に露出の派手なケニーの服から色々と零こぼれ落ちそうになったのだが、幸いここにいるのはレノラだけであり、同性愛者ではないレノラは特に気にした様子もなく口を開く。

「だから落ち着きなさいって。確かにガラハトさんならレイさんと渡り合えるかもしれないけど、あのガラハトさんよ？　これまで幾度となくアゾット商会の後始末に走り回ってきたガラハトさんが、いきなりレイさんに襲い掛かったりすると思う？　私は思わないけど」

「そ、それは……まあ、確かにそうかもしれないけど」

　レノラの言葉に、ケニーはガラハトと呼ばれた人物のことを思い出す。

　アゾット商会に所属する冒険者の中では恐らく最強に近い人物。それでいて常識的な性格をしているために、何か問題があると出て行かざるを得ない人物。

「うーん、なら安心……なのかしら？　そうね、一応安心だと思っておきましょうか」

　何とか自分を納得させるように呟つぶやくと、ケニーは自分の向かいに座って吞のん気きにスープを口に運んでいるレノラにジト目を向ける。

「それにしても、レノラは生なま温ぬるいわ。もし今日私がギルドにいたら、アゾット商会からの要望なんか握りつぶして捨てて、燃やして、その灰を地面に埋めてやったのに」

「……どこまでアゾット商会が嫌いなのよ、ケニーは。大体、ギルドを経由して呼び出されたのよ？　そんな勝手なことをしたら、上に睨まれるじゃない」

　ギルドの上司たちは、基本的には優しいし面倒見もいい。もちろん全員が全員善良な人物という訳ではないが、基本的にそれほどの悪人もいないというのがレノラの見立てだった。

　だが、その分だけ仕事には厳しい。少なくともギルド経由の呼び出しを意図的に冒険者に知らせなかった……ということにでもなれば、間違いなく厳しい叱しつ責せきを受ける。

　それはケニーも知っているでしょう。そんな視線を向けてくるレノラに、ケニーは肩を竦すくめる。

　多少大おお袈げ裟さに竦められた肩は、当然その豊かな双丘をユサリと揺らす。

　そんなケニーの姿を見つめるレノラは、反射的に自らの胸へと視線を向ける。

（べ、別に私の胸が小さい訳じゃないわ。ただちょっと……ほんのちょっとだけケニーの胸が大きいだけよ。大体猫の獣人族ってスレンダーな人が多いのに、何だってケニーだけがこんなに……）

　辺境にあるギルムだけに、そこに集まってくる冒険者は多種多様な人々だ。当然その中には獣人も多く含まれており、ケニーと同じ猫の獣人の女冒険者を見ることも珍しくはない。

　だがレノラが見た猫の獣人の女は決してケニーのように胸が大きくなかった。いや、むしろ自分よりも胸が小さい者もいた。だというのに、何故か今自分の前にいる女は胸が大きい。

（ふ、ふん。大事なのは大きさじゃないのよ。形よ、形。男の人だって大きさより形を……）

　半ば負け惜しみにも近い思いと知りながらも、レノラは内心で呟く。

　その様子を見たケニーは、すぐに口元に笑みを浮かべる。

　そう。猫の獣人らしく、まるで猫が捕まえたネズミをいたぶるかのような嗜し虐ぎやく的な笑みを。

「あらあら？　どうしたのかしらレノラ。そんなにじっと私の方を見て。……駄目よ？　確かに性癖はひとそれぞれだけど、今の私はレイ君一筋でそっちの趣味はないの」

　一瞬キョトンとするレノラ。ケニーが何を言っているのか分からなかったからだ。

　だが、数秒もすると頭の中にその言葉の意味が徐々に浸透し始める。

「だ、だだだだだ、誰がそっちの趣味よ！　私にはそんな趣味はないわよ！」

　怒りか、照れか、はたまた羞しゆう恥ちか。いや、むしろそれらの感情全てが入り交じったような真っ赤な顔で意地悪い笑みを浮かべているケニーに向かって怒鳴りつける。

「だ、大体今はレイさん一筋でそんな趣味はないってことは、レイさんに出会う前はもしかしてそういう趣味もあったんじゃないの!?」

　怒りに任せてがーっと叫びながら、レノラはスープと一緒にテーブルの上に置かれていたワインの入ったコップへと手を伸ばし、熱した頭を冷やそうとでもいうように喉のどへと流し込む。

　半ば混乱状態に近いレノラを見ながら、ケニーは余裕を感じさせる表情で笑みを浮かべる。

「さて、どうかしらね。でも安心しなさい。もしも私がそっちの趣味を持っていたとしても、レノラにだけは手を出す気はないから。……大体、ねえ？」

　そう告げるケニーの視線が向いているのは、レノラ。正確にはケニーよりも随分と膨らみの少ない──それでも標準はあるとレノラは信じている──胸だ。

　無言というのは、時として雄弁に語るよりも意思を示す。正に今がそれであり、レノラは殆ど反射的な動きでワインのコップを持っていない方の手で胸を隠す。

「な、何よ。何か文句ある訳？　聞いて上げるから言ってみなさいよ」

「え？　嫌よそんなの。だって可哀相じゃない。真実というのは人を傷つけることもあるのよ？」

　ピキリ。ケニーの口から笑みと共に出てきた言葉を聞き、レノラの額に血管が浮き出る。

　何だって自分はこんな女と友人関係を築いたのだろう。本来であれば、もっと自分と性格の近い真面目な相手を友人に選んでいたはずなのに。そうすればこんな思いをすることも……

（大体、私がケニーと話すようになったのは、ギルドマスターの……ギルドマスター？）

　そこまで呟き、ふと気が付く。そう、確かにケニーの胸は自分の胸よりも大きいだろう。非常に癪しやくではあるが、それは認めざるを得ない事実だ。しかし……

　次の瞬間、レノラはケニーに向かって勝ち誇ったように、堂々と口を開く。

　そう、それこそ敵を包囲した将軍が降伏勧告をするかの如く。

　……この時点で、実はレノラも結構酒に酔っていたのだろう。

「確かにケニーの胸は大きいわ。柔らかいわ。魅力的だわ。それは認める。けど……けどね、だからってケニーの胸が最高って訳じゃないのよ！　そう、私たちには……いえ、私にはまだ切り札が、奥の手が、隠し札がある！　ギルドマスターという最終兵器が！」

　レノラが椅子から立ち上がって、腕を振りつつそう叫んだ瞬間。間違いなくケニーはレノラの後ろで岩に当たって砕ける海の波を見た気がした。

　ケニー自身、海というものは話に聞いたことがあるだけで、見たことは一度もないのだが。

「っ!?　な……何でそこでギルドマスターを出してくるのよ！　だ、大体ギルドマスターの胸はギルドマスターのものであって、別にレノラが威張ることじゃないでしょ!?」

　ギルドマスター。言うまでもなく、それはギルムの冒険者ギルドの最高責任者だ。

　それも、辺境にあるギルムの……ミレアーナ王国の中でも有力な冒険者が数多く集まるギルドを運営しているギルドマスターだ。当然その実力やギルムに及ぼす権力は相当に高い。

　それこそ、ケニーが今日レノラの家にやってきた理由でもあるアゾット商会に勝るとも劣らずといったくらいの力を持つ。

　そんなギルドマスターだけに、ギルドの職員からも当然慕われている。

　もちろん、ケニーだってギルドマスターに対して親しみや尊敬の念を抱いているのは事実だ。

　だが……それでも、女としては決して譲れない一線というものが存在している。

　そう、ギルドマスターが男であればケニーもここまで懊おう悩のうすることはなかっただろう。

　だがそのギルドマスターが女であり、しかも自分を上回る女性的な魅力を持っている女であるというのは、自分の魅力にそれなり以上の自信を持っているケニーにして敵かなわないと感じるのだ。

　色気過多とでも呼ぶべき人物なので、男にしても好き嫌いはあるだろう。中には健康的な女を好む男がいることも知っているし、純朴だったり清せい楚そな女を好む者が多いのも知っている。
















　しかしケニーは自分の魅力はその色っぽさや艶つやっぽさといったものであると理解しているため、その方面で自分よりも確実に上のギルドマスターを出されてしまえば勝ち目はない。

　自分と同じ路線で、より上位の存在。そのような相手とは張り合える気すらも起きなかった。

　そんなケニーの姿を見て、レノラはケラケラと上機嫌に笑う。

　少し前までは怒りや羞恥で赤く染まっていたその顔は、ワインに酔って赤く染まっている。

「あはははは。でも、事実は事実でしょ？　確かにケニーは私よりも胸が多少は……本っ当に多少は大きいかもしれないけど、結局ギルドマスターには敵わないのよね。その点、私は形で張り合っているし？　あらあら、いつも私を馬鹿にしているケニーったら、実は可哀相だったのね」

「……レ、レノラ？　冗談も大概にしておかないと、心の広い私でも怒るわよ？」

　頰をヒクリとさせながら告げるケニーだったが、レノラは特に気にした様子もなくワインを飲み、テーブルの上に置かれているチーズや串くし焼やきへと手を伸ばす。

　もしもこの光景をギルドにいるレノラに想いを寄せている者が見れば、どう思っただろう。

　ケニーのようにあからさまな人気はないが、その世話好きな面や優しさ、何かあったときすぐに手を貸してくれる心配りといった風に、レノラに想いを寄せている者も少なからずいる。

　レノラ自身もそれなりに自分が人気があるというのは知っているのだが、それでも熱狂的とすら言ってもいいような、ケニーに想いを寄せている者に比べると、一段落ちると感じていた。

　それがレノラの心の奥ではコンプレックスとなり、密ひそかにストレスを感じさせていたのだろう。

　そして今、ケニーの前ではそのストレスが爆発し、噴火すらも行われていた。

「ふ……ふんっ、別にギルドマスターに敵わなくったって、私が一いち途ずに思っているレイ君が満足してくれればそれでいいじゃない。意味のない有象無象よりも、本命の一人よ」

「ふーん。でも、レイさんがケニーを選ぶとは決まってないじゃない。何でも噂によると、レイさんはとんでもない美人と一緒に街中を歩いてたって話でしょ？　しかも聞いた話だとその美人って、あの姫将軍だって話だし。……はあ」

　どこか勝ち誇ったように告げたレノラだったが、最後には溜ため息いきを吐いて再びワインを呷あおる。

　瞳ひとみが潤み、頰が赤く染まって熱っぽいその姿は、とても色気がないとは言えない代物だ。

　もしもその辺の男がこの姿を見れば、間違いなくお持ち帰りしようとするだろう。

　頭の片隅でそんな風に考えつつも、ケニーの思考の大半を占めているのはやはりレイのことだ。

　受付嬢である以上、当然依頼書の類たぐいを処理する必要があり、そのときに見てしまったのだ。

　ギルムの領主でもあるダスカー・ラルクス辺境伯の指名依頼の書類を。

　そして依頼書の内容は、エレーナ・ケレベルを連れてギルムからそう離れていない場所にあるダンジョンへと共に向かい、その護衛をすること。

　これだけを見れば全く問題がないただの護衛依頼に思える。だが、その名前が問題だった。

　エレーナ・ケレベル。姫将軍の異名を持つ人物であり、その実力はミレアーナ王国が長年にわたって敵対しているベスティア帝国にも鳴り響いているほどだ。

　異名というのは著しい活躍のあった者に付けられるものであり、冒険者や騎士、軍人、貴族といった風に色々な者に付けられる。例えばギルムではエルクだ。『雷らい神じんの斧おの』というパーティ名のランクＡパーティを率いるエルクだが、同時に雷神の斧という異名も持っている。

　パーティ名と異名が同じものというのは珍しいが、ギルムを代表する異名持ちであると言える。

　もちろんギルムにはエルク以外にも異名持ちは何人かいるが、それは有力な冒険者が集まる辺境にあるギルムだからだ。普通の街や村には異名持ちというのはまず居らず、都市と呼ばれるくらいになって、ようやく一人いるかどうか。

　それほどに異名を付けられ、あるいは与えられるというのは珍しいのだ。

　以前自分の名前に箔はくを付けようとした貴族が、部下に異名を名乗らせたことがある。だが、結果的にその貴族は他の貴族や冒険者、商人、果てには民衆からすらも嘲ちよう笑しようと軽けい蔑べつの対象となり、数世代の当主が力を尽くしてようやく名誉を回復させることが出来たという話もある。

　それだけ異名というのはこのエルジィンで特別視されているものであり、だからこそ姫将軍という異名は大きく、重いものがある。もっとも……

（たとえ姫将軍だろうと何だろうと、レイ君を渡すつもりは一切ないけどね。大体、レイ君と出会ったのは私が先なんだから、いくら貴族でもそう簡単に負けてたまるものですか）

　早く出会ったというのであれば、ケニーよりもレノラの方が先なのだが……ケニーとしてはその辺は気にしてはいないらしい。レノラがレイを弟のような目で見ているというのも大きいだろうが。

　もしもレノラが自分と同じようにレイに対し好意を……恋愛感情なり、愛情なりを抱いていればケニーとしては多少は葛かつ藤とうがあっただろう。

　だがレノラの態度を見ていれば、レイのことを異性として意識していないというのは明らかだ。

　この先いずれ、何らかの理由でレイを男として意識するようなことがあったとしても、ケニーはレイを男として意識したのは自分が先なのだから、決して退ひく気はなかった。

「相手が誰だろうと、私は退く気はないわよ？　今は色々と難しいかもしれないけど、事態が落ち着いて余裕が出来たらレイ君に対する攻勢を強めるんだから」

「……攻勢って、あのね。ただでさえこれまではちょっとやり過ぎってくらいなのに。確かにレイさんならその辺の有象無象に絡まれてもどうとでも出来るでしょうけど、そもそも絡まれないのに越したことはないのよ？　ただでさえレイさんの場合は絡まれやすいんだから」

　一見すると女顔で、年齢も十代半ば。身体つきも小柄であり、とてもではないが腕利きの冒険者には見えない。それでいながら普通の者であれば使いこなせないような大鎌を使用しており、グリフォンのセトをペットと……いや、従魔としている。

（セトちゃんの性格を考えると、確かに従魔というよりはペットと表現した方が似合うけど）

　レノラやケニーも、セトとは何度か遊んだことがある。あの人懐っこさを考えると、とてもではないがランクＡモンスターであるとは思えない。

　事実、ギルムではセトを見つけると自分から近寄っていって、食べ物を与えたり、撫なでたり、一緒に遊ぼうと誘ったりする者が多い。それも、危険なモンスターの判別がつかない子供だけではなく大人を……日々モンスターと戦っている冒険者を含めてだ。

　普通であれば、ランクＡモンスターというのは冒険者であっても人生で一度遭遇するかどうか。

　そして遭遇すればほぼ確実に命を奪われることになるだろう存在だ。

　そんなランクＡモンスターを相手に、皆が自分から好意的に近づいて行く。

　もしもセトという例を知らなければ、レノラも絶対に信じられなかっただろう。

　半ば酔いの覚めてきた頭でそんな風に考えながら、レノラの手はパンへと伸びる。

「とにかく、ケニーがレイさんにどんな想いを抱いているのかというのはともかく、あまりそれを表に出しすぎるのはレイさんの迷惑になるって言ってるのよ。別にケニーだってレイさんが他の冒険者に絡まれたりするようなところを見たい訳じゃないんでしょ？」

「それはそうだけど……けど、じゃどうしろってのよ？　レイ君の場合は女に対して慣れてないんだから、今ここで一気にいかないと、それこそ他の人に持っていかれちゃうかもしれないわ？」

　不満そうにそう告げてくるケニーに、レノラは小さく溜息を吐く。

「あのね、別に女としてのアピールは身体を使ったものだけってことでもないでしょ。女らしさを見せるということで手料理とかの家事とか、そっち方面もあると思うんだけど？」

　そう告げつつ、レノラはテーブルの上にある料理へと手を伸ばす。

　パンやワインは店から買ってきたものだが、スープやテーブルの上にあるサラダや肉の炒いため物、川魚の蒸し煮といった料理は、この部屋の主あるじであるレノラが作ったものだ。

　特に川魚の蒸し煮はレノラの得意料理でもあり、猫の獣人族のケニーはこの味に心底惚ほれ抜いていると言ってもいいほどの好物で、時々この部屋にやって来ては作って貰もらっている。

「うん、蒸し加減も丁度いいわね。おかげで魚のふっくらとした身が口の中で崩れていくわ。分かるかしら？　ケニーもこういう風に料理が出来るようになれば、立派に女の武器になるのよ？　確かにケニーは男好きのする身体かもしれないけど、最後はやっぱり胃袋を摑つかまなきゃね」

　ふふんっ、と笑みを浮かべて告げるレノラの言葉に若干悔しそうな表情を浮かべるケニー。

　別にケニーとて、料理が苦手という訳ではない。だがそれでも、レノラの料理に及ぶほどの腕かと言われれば、どう足あ搔がいても頷うなずくことは出来ない。

　このままでは自分が不利だと判断したのだろう。ケニーはそっと視線を逸そらして話題を逸らす。

「そんなに料理に自信があるのに、何でギルドに？　それこそ、料理のお店とかあったと思うけど」

「うーん、実はそっちも悩んだんだけどね。けど、ギルドの受付嬢って子供の頃からの憧あこがれだったし。それに制服が可愛いでしょ？　一回着てみたかったんだ。そんな風に考えてたら……ね」

「へえ。制服の可愛さね。まあ、それは分からないでもないけど」

　レノラに答えながら、ケニーは内心で意外に考える。

　確かにギルドの制服は可愛いが、いつものレノラなら生真面目な性格も影響して、そんなことは決して口に出さないはずなのだ。

（なるほど。酔いが覚めたように見えたけど、やっぱりまだ完全じゃないのね。……なら）

　酔っているがゆえに、いつもであれば答えないことも答えてくれる。そう考えたケニーは、今こそ絶好の好機、とばかりに笑みを浮かべて口を開く。

「ね、レノラ。レノラがレイ君に対して男として好きじゃないって話は聞いてるけど、じゃあレノラはどういう人が好みなの？　年上？　年下？　それとも同い年くらい？」

「えー？　私の好み？　うーん、どうなんだろ。今まで考えたこともなかったな。好きになった人が好みって言えば好みかも。そうなると……やっぱりレイさんは違うわね」

　その言葉に安あん堵どの息を吐くケニー。レノラがレイを弟のようなものだと言っていて、実際にそのように扱っているとしても、人の心の中までは分からないのが普通だ。それだけに、こうして酔っ払った状態のレノラの口から本心を聞けば、やはり安心してしまう。

「じゃあ、レノラの好きになった人って今まで誰かいたっけ？　……あれ？」

　そこまで口にして、ふと気が付く。これまで自分が誰と付き合ったという話はレノラにしたことはあったが、その類の話をレノラから聞いたことはないと。

（もしかしてレノラって、男の人と付き合ったことないんじゃ？）

　そんな風に考えるケニーに、レノラは据わった目つきで口を開く。

「何よ、今何かおかしなことを考えていなかった？　ケニーのことなんかお見通しなんだから」

「べ、別に何も思ってないわよ。で、それより話を戻すけど……」

「いーや！　絶対に何か考えてた。ほら、吐け。吐きなさい。故郷のお母さんも泣いてるわよ！」

「故郷って……私はギルム生まれのギルム育ちなんだけど……もう完全に酔っ払ってるわね、レノラ。全く、これで二日酔いにはならないっていうんだから、羨うらやましいわね本当に」

「酔ってない……酔ってないわよ、私は……」

　そう告げつつも、レノラはテーブルの上に上半身を倒れ込ませる。

　どこからどう見ても酔っ払っているとしか思えない光景だ。

「酔ってないって言ってる人ほど酔っ払っているものなのよ。……それにしても、不ふ憫びんね」

　ケニーの視線が向けられているのは、テーブルに倒れ込んでいつの間にか気持ちよく寝息を立てているレノラ……の、胸部。

　自分であればテーブルと身体に挟まれた双丘が潰つぶれる様子を見ることが出来るのだが、レノラの胸ではそのような光景を見ることは絶対に出来ない。

　そんな風に考えていたケニーに何か感じることがあったのか、眠っているレノラがピクリと動く。

「にゃによ、にゃんか文句ありゅのー？　あるなら言ってみなしゃいよ、聞いちぇあげるきゃら」

　寝ぼけているのか、酔っ払った影響か。呂ろ律れつの回っていない口調で呟つぶやくレノラ。

「はいはい、何でもないわよ。それよりもこのままここで寝ると身体に悪いわ、ほら立ちなさい」

　愚ぐ図ずるレノラを起き上がらせてベッドまで運び、寝間着に着替えさせるのは面倒だったのでそのまま服を剝はぎ取って──その際に再び胸を見て一言呟き、それにレノラが反応するといったこともあったが──から布団を掛けてやる。

　気持ち良さそうに寝息を立てるレノラをその場に残し、テーブルの上に転がっている食事の後片付けを簡単にすませると、ケニーは戸締まりを確認していく。

　女の一人暮らし、ギルドの受付嬢として有名なレノラ、それなりに好意を持っている者が多いという要素を考えると、防犯にはそれなりに気を遣う。

　防犯用のマジックアイテムの類も存在はしているのだが、それなり以上に高価な品であり、一介のギルド受付嬢に購入出来るような金額ではない。

「おやすみ、レノラ。いい夢を見なさい。……アゾット商会の件はちょっと気になるけど、それに関しては明日にでも話し合いましょ」

　聞こえているとは思えないが最後にそう声を掛け、ケニーはレノラの部屋を出て行くのだった。
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「レイだな？」

　ボルンターの屋敷を訪ねた翌朝。いつものように宿を出てギルドへと向かおうとしたレイとセトの前に、二人の男が現れるや否いなやそう問いかけてくる。

　一応確認するような口調ではあるが、その男たちの目にはレイが自分たちの目的の人物であるという確信の光が宿っていた。

　グリフォンを連れている冒険者なのだから見間違うはずもないのだろう。

　無言でレイが頷いたのを確認すると、二人がそれぞれ視線で何らかの会話をして再び口を開く。

「アゾット商会のボルンターさんがお前をお呼びだ。ついてこい」

　リーダー格なのだろう、三十代ほどの戦士がそう告げるが……

「断る」

　レイは迷う様子もなくそう告げる。

「なっ!?」

　さすがにその対応は予想外だったのか、絶句する男たち。

　ボルンターはギルムでも武器屋の元締めと言ってもいい商人だ。これが普通の街であるのならともかく、辺境であるギルムには当然冒険者の数も多いし、冒険者が使うための武器屋も多いのだ。そんな人物からの呼び出しを、有無を言わさず断るとは思わなかったのだろう。

「用件はそれだけだな？　じゃあ行かせて貰うぞ」

　予想外の返答に男たちの動きが止まったのを見たレイは、セトと共にその横を通り過ぎ……

「待て！　お前、ボルンターさんが誰かを知ってるのか!?」

「ああ。と言うか、今お前が自分でアゾット商会のって言ってたじゃないか」

「そうだ！　ならその呼び出しを断ったらどうなるか分かるだろう!?」

「そうは言ってもな。昨日呼び出されて貴族街まで出向いたんだが、門番に呆あつ気けなく追い返されたぞ。なんでそんな奴の呼び出しに何度も応じなきゃいけないんだよ」

　レイの言葉に啞あ然ぜんとする男たち。その様子に、半ば予想通りと内心でほくそ笑みながらセトと共に男たちをその場に残して去っていく。だが……

「待ってくれ。その件はこちらの不手際だ。呼び出しておいて失礼な真似をした。すまない」

　リーダー格の男が深く頭を下げるのを見ては、そのまま無視する訳にはいかなかった。

（ちょっと予想外だったな。俺が聞いた噂だと、アゾット商会にしろボルンターにしろ、その特権的な地位を笠かさに着て、自分の要求を無理に押し通すってタイプだと思ってたんだが）

　立ち止まって、思わず溜ため息いき一つ。これで再び高圧的に出られていたのなら、有無を言わさずに無視してギルドへと向かっていた。だが自分よりも随分と年上の、それも見るからに高品質な装備を身につけている男をこのままここへと置いていった場合、どう見てもレイの方が悪者だろう。

「ちょっ、ガラハトさん。なにもこんなガキに頭を下げなくても！」

　二人の男のうち、ハルバードを持っている男が頭を下げているリーダー格──ガラハト──を見て、慌てたようにそう口に出す。

「呼び出しておきながら門番が有無を言わせずに追い払ったのだ。この場合はどう見てもこちらが悪い。なら謝るのは当然だろう」

「それはガラハトさんが悪い訳じゃなくて、あの門番たちが……ったく、おいお前！　この人はランクＢ冒険者のガラハトさんだぞ。そんな人にいつまでも頭を下げさせるなよ！」

　これ以上は言っても無駄だと思ったのだろう。ガラハトへと声を掛けた冒険者は、睨にらみつけるかのようにレイへと視線を向けてくる。

「ムルト！　こちらは招いている立場なのだから相応の態度を見せろ！」

「けど！」

　ガラハトの叱しつ責せきに、反射的に何かを言いかけようとするハルバードの男──ムルト──だったが、やがて舌打ちして視線を逸らす。

「度々失礼した。もし都合が良いようなら今から同行して貰えないだろうか。決して昨日のように不愉快な思いはさせないと約束するので」

　どうするの？　と小首を傾げて喉のどを鳴らすセトの背を撫でてから、レイは溜息を吐く。

「分かったよ。そこまで言われたのに断るというのも何だしな」

（まさか評判の悪いアゾット商会にこんな男がいたとは思わなかったな。やっぱり噂だけで判断するのは駄目ってことか。そうなると、ボルンターとかいう男の評判の悪さも噂ほどじゃないのかもしれないし……そういう意味では一度きちんと会ってみるのがいいだろうな）

「おお、助かる。では早速案内しよう。俺について来てくれ」

　笑みを浮かべて先導するように進むガラハトのあとを、ムルトとレイ、そしてセトはついていく。

「ったく、今回はガラハトさんが止めたからこの辺にしておいてやるけどよ。お前もちょっと有名になったからってはしゃぎ回っていると、そのうち潰されるぞ？　冒険者ってのは誰もがガラハトさんみたいに懐の深い男だけじゃないんだからよ」

　歩きながらムルトがレイへとそう声を掛けるが、自分の尊敬する男がこんな子供に頭を下げたというのが気に入らないらしく、それを隠しもしないでレイに不満そうな視線を向けてくる。

「そもそも、昨日の時点でアゾット商会がきちんと対応していればこういうことにはならなかったんだけどな。お前が俺を責めるのは筋違いじゃないのか？」

「あぁ!?」

　ムルトがそれを聞いて睨みつけてくるが……

「ムルト！」

　すぐに先頭を歩いているガラハトに叱責されて矛を収める。

　そのままレイはガラハトや未いまだに不満そうなムルトと共に街を進み、貴族街へと向かう。




　貴族街に入ってしばらく歩いたガラハトの視線の先にあるのは、レイにとっては一日ぶりとなる金色の屋根。そして門の前に立っている二人の門番だった。

　門番の二人は昨日と同じように槍やりを持って、屋敷に近付いてくる一行を睨みつけていたが、一行の先頭にいるのがガラハトだと知ると、安堵の息を吐き槍の穂先を下ろす。

「ああ、ガラハトさんでしたか。　……あれ？　そのガキは確か昨日……」

　門番のフェーダーは一行の中に交ざっているレイに気が付き、戸惑ったような声を上げる。

　そんな二人を冷たい眼で眺め、ガラハトが口を開く。

「こいつはレイ。昨日もここに来たはずだな？」

「え、ええ。アゾット商会に雇って貰いたいって言って」

「いや、俺はそんなことを言った覚えは全くないんだがな」

「ぐっ、だ、黙れこのガキ！　今日は何しに来やがった！」

　自分の立場が悪くなるのを恐れたのだろう。持っていた槍の穂先をレイへと向けるが……

「グルルルルルゥッ！」

　レイの前へと姿を現したセトが好戦的な鳴き声を洩もらし、鋭い視線でフェーダーを睨みつける。

　普段は円つぶらな瞳ひとみと表現出来るセトの眼だが、今は敵を見るような剣けん吞のんな視線へと変わっていた。

「ひっ、ひぃっ！」

　セトのそんな視線を真っ正面から見つめてしまったフェーダーは、悲鳴を上げながら後あと退ずさる。

　そんなフェーダーに向かい、ムルトが忌々しげに睨み付けて口を開く。

「馬鹿が。レイはボルンターさんが直々に呼び出した人物だ。お前たちはそれを自分の勝手な判断で追い返したんだよ。つまりは、ボルンターさんの客をだ。……その辺の情報は聞いているはずだが、覚えていなかったとでも言うのか？」

「その……まさかこんな小汚いガキがボルンターさんの客だとは思わなくて……」

　必死に取り繕おうとするフェーダーに、自分たちがしでかした致命的なミスを理解して沈痛な表情を浮かべているサンカント。そんな対照的な二人の様子を眺め、ガラハトは口を開く。

「レイ。君には不愉快な思いをさせてしまい、申し訳ない。この二人はきちんと処罰するから、それで許して貰もらえると助かる」

「まあ、ガラハトがそう言うんならそれでもいいさ」

「では、改めて。ボルンター邸へようこそ」

　冒険者らしくもない、優雅な仕草で一礼するガラハトだった。
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「お前の持っているマジックアイテムを儂わしに譲れ」

　門番とのいざこざのあと、ようやく面会の用意が整ってレイはボルンターの部屋へとやってきたのだが、部屋に入ってきたレイを見るや否やボルンターが口に出したのがその要求だった。

　なお、セトに関しては庭にある芝生の上で寝転がって秋晴れの太陽を楽しんでいた。

「……何？」

「聞こえなかったのか？　お前の持っているマジックアイテム。具体的に言えばその靴と大鎌。そして何よりアイテムボックスを儂に譲れと言っているんだ」

　この男は正気か？　そんな風に思いながらレイは目の前に座っている男へと視線を向ける。

　自分が呼び出した客であるレイを立たせたまま、自分だけが椅子へと腰を下ろしている。その容姿に関して言えば、すでに老人と言ってもいいだろう。ただし通常の老人ではなく、未だ権力や財力といったものを貪どん欲よくに求め続けている類たぐいの老人だ。

（言わば老害な訳だ）

　内心で呟きながらも、目の前に座って自分へと視線を向けている老人にただ無言で返す。

　ミスティリングに関しては、ギルムに来たときから自分が所持しているのを隠してはいないので、目の前の男が知っていてもおかしくはない。デスサイズも同様だ。だが……

（スレイプニルの靴を知っている、か）

　その存在を知っている者は少ない。一番可能性が高いのはオークの集落の件で一緒になった冒険者たちから情報が漏れたことだろう。そして今自分が取るべき行動は……

　自分の意見は当然聞き入れられると思い込んでいる相手へ、どう対処するべきかと考えていると、そこへ唐突に声が掛けられる。

「お待ち下さい！　ボルンターさんはそんな用事のために、わざわざ彼を呼びつけたのですか」

　レイを迎えに来て、ここまで連れてきたガラハトだ。

　その視線にはボルンターに対して諫いさめるような色が宿っている。だが……

「誰がお前に口を開く許可を与えた。妾めかけの子は妾の子らしく儂の言うことを聞いていればいい」

　ガラハトを一いち瞥べつすらもせず、ボルンターは切って捨てる。

　その隣ではムルトがギリッと奥歯を嚙かみ締める音がレイにも聞こえていた。

（妾の子？　なるほど、どうやら色々と複雑な家系らしいな）

　内心で呟き、ボルンターとガラハトを見比べるレイ。

　単純に年の差を見ても三十近いこの二人が異母兄弟だというのは、レイも驚きを禁じ得ない。

「……失礼、しました」

　ガラハトはボルンターの言葉に感情を押し殺したように口を開いて後ろへと下がる。その様子に鼻を鳴らし、再びボルンターの視線はレイへと向けられる。

「話に聞いているほどのマジックアイテムだ。お前が持っているよりも儂が持っていた方が有効に活用出来る。分かったのならさっさと差し出せ。ああ、それとお前が連れているグリフォン。あれも置いていけ。どこかの物好きに売るなり、殺して素材を剝ぎ取るなりそれなりに使えるだろうからな。冒険者風情が持つのは勿もつ体たいない」

　その言葉にピクリと頰を引き攣つらせるレイ。ボルンターへと向けられている視線は、すでに呆あきれを通り越し、凍えた視線すらも通り越し、路傍の石でも見るようなものとなっている。そう、たとえ踏み砕いたとしてもなんの痛つう痒ようも覚えないような、路傍の石を見るかのような視線にだ。

「どうした？　ほらさっさと出せ。儂はお前と違って忙しいんだ。無駄な時間を取らせるな」

　無言で脳裏にミスティリングのリストを表示し、その中からデスサイズを取り出す。

「おおっ、それが噂の大鎌か。確かに見ただけでも分かるほどの至極の逸品！」

　デスサイズを見たボルンターが感嘆の声を上げる。

　確かにこのボルンターという男は、商売人としての目利きは一級品なのだろう。現にデスサイズを見た者の殆ほとんどがこの武器をただの巨大な鎌だと思い込んでいる中で、寸分の躊ちゆう躇ちよもなくマジックアイテム、魔法発動体だと見抜いたのだから。

　だがそれは、あまりにレイという人物のことを知らなかったゆえの一言だった。ギルムの中でも冒険者たちの間では、ある意味不可侵の相手として認識されつつあるレイ。

　そんなレイが、デスサイズをクルリと手の中で一回転させて柄の部分をボルンターの方へと突き出す。そしてそのまま大きく振りかぶり……

「やめろっ！」

　レイが何をしようとしているのかに気が付いたガラハトが、ボルンターの前へと立ち塞ふさがる。

　轟ごうっ！

　何の遠慮もなく振るわれるデスサイズの柄。

「がぁっ！」

　デスサイズを通常の槍程度の重さと考えていたガラハトは、受け止めた剣をへし折られながら真横へと吹き飛ばされる。

　三十代の、それも鎧よろいを身につけている大の男が簡単に吹き飛ばされ、壁を破壊して廊下を通り抜け、さらに向かいの部屋の壁を破壊してようやくその動きが止まる。

　ガラハトの失態はやはりレイの外見にあっただろう。いくら噂になっている冒険者とはいっても、それはあくまでもグリフォンというランクＡモンスターを従えているための噂であると。

　まさか身長百六十センチ台半ばの、筋肉も殆ど付いていないひ弱にすら見えるレイにそれだけの力があるとは思っても見なかったのだ。その結果が、一部屋分の距離を吹き飛ばされ、そのダメージで動くに動けない今の状態に結びついていた。

　一瞬だけ破壊された壁へと視線を向けるレイ。その一瞬をチャンスだと思ったのだろう。先程までの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度がどこにいったのか、顔を引き攣らせたボルンターが口を開く。

「き、貴様。いきなり何をする！　儂が誰か知っての狼ろう藉ぜきか！」

「お前も俺の前に立ち塞がるのか」

　レイは甲高い声で叫んでいるボルンターを無視し、自分の背後にいるムルトへと尋ねる。

「っ!?」

　視線を合わせたその瞬間、反射的に首を激しく横に振るムルト。自分では目の前にいる男に勝てない。それどころか道端の虫の如く踏み潰つぶされると本能的に察知したゆえの行動だった。

「そうか。ならいい」

　最も早はやムルトに興味はないと視線を逸そらし、顔を恐怖で青く染めているボルンターを見る。

「おい、き、聞いているのか！　儂が誰か分かった上での狼藉だろうな！」

「俺のことは別にいいんだよ。この見た目だし、それで侮られるのは何度も経験しているから。それに俺のマジックアイテムを狙ってくる奴だって初めてじゃない。『夜よ闇やみの星ほし』のようにな」

　そのパーティ名は、レイの持つミスティリングを奪おうと暗躍し、その結果オークの集落で逆にレイに全滅させられた愚か者たちの名。

「だが、お前はセトを、俺の相棒をどうすると言った？　売り飛ばす？　殺して素材を剝はぐ？」

　手の中でクルリ、クルリとデスサイズを回転させる。その刃やいばが触れた部屋の家具が砕け、斬り裂かれ、破壊されていく。そんな風に手の中でデスサイズを回転させつつも一歩、二歩と、レイは椅子に座ったまま頰を引き攣らせて身動きが出来ずにいるボルンターへと近付いていく。

「貴様、貴様ぁっ！　たかが冒険者風情が、このギルムで儂に逆らって無事にすむとでも思っているのか！　儂はアゾット商会の会頭だぞ！」

「それがどうした？　ならそのアゾット商会の権力で自分の身を守ってみろよ。ほら、もうお前の死はすぐそこまで近付いているぞ？」

　回転しているデスサイズの速度はより速くなっていく。そもそもガラハトですらまともに受け止めることが出来ずに吹き飛ばされたほどの威力を持つデスサイズだ。それが、さらに回転による遠心力で威力を増しながら突き進んでいく。その恐怖に、ようやくボルンターは自分が決して踏んではならない虎の尾を踏み躙にじったのだと理解する。

　だがすでに遅い。自分に死を与える存在はボルンターの前にある執務机を……そう、刺客に襲われたようないざというとき、咄とつ嗟さに下へと潜りこめば攻撃を防いでくれるはずの特別製の執務机すらも、まるで熱したナイフでバターを切るかのように容易たやすく斬り刻んでいるのだ。

「ひっ……ひぃっ！」

　ボルンターが悲鳴を上げたそのとき。

「……待って、くれ」

　微かすかに……そう、微かにだが確実に聞こえてきたその声に、恐怖で醜く歪ゆがんだボルンターの顔面まで残り数センチといったところまで迫っていた死の旋風は、ピタリと動きを止める。

　ガラッ、という壁を崩すような音と共に姿を現したのは、つい数分前にレイの一撃を受けて向かいの部屋まで吹き飛ばされたはずのガラハトだった。

　レザーアーマーで守られていたはずの胴体は、吹き飛ばされた衝撃ですでに鎧の残ざん滓ししか残っておらず、それほどの一撃を受けたのだから当然無事ですむ訳がない。

　肋ろつ骨こつが砕けて内臓に突き刺さり、顔色は死体と見間違えてもおかしくないほどに蒼そう白はくだ。同時に口の端には血の跡が付いている。吐き出した血を強引に拭ふき取ったのだろう。

　だがそれでも……それでもなおガラハトは生きていた。それどころか身動きさえも出来ていた。殆ど手加減をされていないレイのデスサイズによる一撃を食らったにもかかわらずだ。

　たとえ刃ではなく柄の部分による一撃であっても、デスサイズの重量とレイの腕力。その二つが組み合わさった一撃は通常の人間ならほぼ確実に死ぬ一撃であったはずなのに。

　そんなガラハトの様子に、表情を消して目の前に存在するボルンターを処分しようとしていたレイは思わず驚きの表情を浮かべる。

「頼む。その人の……兄貴の命を奪うのは止めてくれ」

　だがそんな驚きも、ガラハトの口から出て来た言葉を聞いた次の瞬間には消え去っていた。

「何故そこまで庇かばう？　こんな無駄に長く生きているだけの老害を」

「ろっ！」

　今まで面と向かってそんな言葉を言われたことはなかったのだろう。ボルンターが反射的に言い返そうとするが、それより前にガラハトが口を開く。そう、目の前にいる人物は容易く死を運ぶ死神なのだ。迂う闊かつなことを言えば、ボルンターの命が消え去ると理解していたために。

「そんな人でも……たとえ片親でも、俺と血の繫つながっている兄貴なんだよ。……ごふっ」

　内臓が傷ついているのに無理に動いたからか、口から血が吐き出される。だがそれに構わず、ここを逃せばあとはないとばかりにガラハトは口を開いて血と共に言葉を紡ぎ出す。

「それに、そんな兄貴でも……このギルムでそれなり以上の地位を築き上げているのは、事実だ。そんな奴を殺したりしたら……お前が賞金首として、ギルドに追われることに……なるぞ」

　情では決して兄を助けることが出来ない。そう判断したガラハトは咄嗟にそう告げる。情で動かないのなら利害。その咄嗟の判断はさすがランクＢ冒険者と言うべきだろう。事実その面倒な未来が脳裏を過よぎったレイは、微かに眉まゆを顰ひそめながらもデスサイズを引いたのだから。

「だがここで見逃しても、結局また俺に手を出してくるんじゃないのか？　ならここで処分してしまった方が早いと思うが」

「……止める。俺が、止める。次に兄貴が何かしようとしても、俺が必ず止める。だから……今回だけは目を瞑つぶってくれ」

　まるで嵐が吹き荒れたかのようなボルンターの執務室。無事な家具は殆ど残っていないその部屋で、レイとガラハトの視線は交わる。

　部屋の入り口で半ば腰を抜かしているムルトに、椅子に座ったまま直前の恐怖を忘れられず身動き出来ないボルンター。そんな二人をそのままに、やがてレイは溜ため息いきを吐いてデスサイズをミスティリングの中に収納する。

　その行為が何を意味するのか分かったのだろう。蒼白なガラハトの顔が安あん堵どに包まれる。

「一度だ。今回だけは見逃す。これ以降俺やセトに手を出さないなら、何もしないと約束しよう」

「……すまない……」

　激痛が走っているのだろう。最後にそう口に出すと、そのまま床へと倒れ込む。

「ガラハトさんっ！」

　ムルトが半ば腰を抜かしたまま、それでも這はってガラハトに近付いていくのを眺めていたレイは、やがてもうここには用はないと部屋をあとにする。

　……その背にありったけの憎悪を込めたボルンターの視線を感じながら。
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「ふざけるな！」

　部屋の中に男の怒声が響き渡る。

　ボルンター邸の一室。そこは昼間にレイが暴れた部屋ではない。だが、現状の部屋の有様は昼にレイが暴れた部屋と大して変わらないほどに荒れ果てている。椅子は壊され、カーテンは引き千切られ、壁に掛かっていた絵画は踏みにじられ、花を飾っていた壺つぼは砕かれていた。

「この儂わしが！　ランクＤ如きの若造に！　舐なめられて！　黙っていると！　思っているのかぁっ！」

　それでも部屋を破壊しつくし、多少は気がすんだのだろう。床に転がっていた鐘を鳴らすと、やってきた執事と共に向かいの部屋へと向かう。

「それで、奴のことはどれだけ調べられた？」

「ギルムに姿を現してからまだ一ヶ月半ほどしか経っておりません。噂によると凄すご腕うでの魔法使いの弟子だったとか。その修行を終え、冒険者として経験を積めと言われた……とのことです」

「ふんっ、だろうな。グリフォンを連れてる冒険者が昔からギルムにいるのなら、噂になるのが遅すぎる」

「そのあとは師匠の言葉通りにギルドへと登録。主に討伐系の依頼を受けていたようです」

　レイが去り、ボルンターが我に返ってから数時間で、執事の男はここまで情報を集めていた。

「なるほど。その関係でオークの集落に対する襲撃にも参加した訳か」

　小さく呟つぶやき、執事に話の先を促しながら、無造作にコップへと酒を注いで飲み干す。

「ぷはぁっ。で、奴自身の腕は……いや、聞くまでもないか」

　その瞬間ボルンターの脳裏を過ぎったのは昼間に味わった死の恐怖。あれほどの恐怖を自分に抱かせるのだから、その腕が未熟であるはずもない。

　そう呟き、ふと覚える違和感。

「待て。奴は魔法使いの弟子だった……のか？」

「はい。どのような人物の弟子だったのかは裏を取れていませんが、隠者とでも呼ぶべき魔法使いだったらしく、ずっと二人、そしてグリフォンだけで暮らしていたとか」

「その割には儂を殺そうとしたときに魔法は使っていなかったぞ？　魔法発動体は持っていたが」

　呟きつつ、レイが持っていた魔法発動体を思い出す。

　普通魔法発動体といえば杖つえであったり、あるいは指輪、珍しいところではピアスというのもあるが、それらに共通しているのは純粋に魔法発動体としての効果しか持っていないということだ。

　だがボルンターが昼間に見たレイの魔法発動体は、武器として……それも、極めて強力な何らかのマジックアイテムとしての能力も併せ持っているように見えた。

　もちろんマジックアイテムとして別の効果を持つ魔法発動体が存在しない訳ではない。

　だが、一つのマジックアイテムに魔法発動体としての能力とはまた別の特殊な能力を付与するには、非常に高度な技術が必要になる。

　つまり、魔法発動体と武器としての特殊能力の二つを併せ持つあの大鎌は、極めて貴重な……それこそ、魔導都市オゾスにいる錬金術師でようやく作れるかどうかという代物なのだ。

（あのマジックアイテムだけでも相当な財産になる。そして何といってもアイテムボックスか）

　忌々しい存在ではあるが、このまま見逃すには惜しい。惜しすぎる。持っている各種のマジックアイテムにしろ、グリフォンにしろ、それほどの存在なのだ。

「奴の人脈はどんな具合になっている？」

「人脈、ですか？」

「ああ。もし奴を何らかの罠わなに嵌はめた場合、口や手を出してきそうな者だ」

「やはりラルクス辺境伯でしょうな。オークの集落に対する襲撃の際、オークキングを倒したのがレイだったらしく、そこで囲い込むべく動いたようです。その結果、特例とも言える形でランクアップ試験を受けて現在はランクＤに。そのあとも指名依頼という形でレイへと依頼を出しているのを確認しています。それと……」

　僅わずかに言い淀よどむ執事。そんな執事に濁った視線を向けて先を促す。

「その、今言った指名依頼に関してですが……少し前にこのギルムに、貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵令嬢が来たのを覚えておられると思いますが」

「ああ。来ていたな。姫将軍とかいう通り名を持っているとか何とか」

「はい、その方です。その指名依頼というのが、ケレベル公爵令嬢の護衛だったという話です」

「何？　すると、何だ。あのレイとかいう小僧はケレベル公爵とも繫がってると言うのか？」

「確実にとは言えませんが、可能性はあるかと」

「……くそっ！」

　ギルムの領主であるダスカーだけなら、自分の権力を使えば根回しは可能だろう。相応の危険はあるだろうが、得られる利益を考えれば十分に収支が合う。

　だがその目もく論ろ見みも、執事の言ったケレベル公爵との繫がりがあった場合は全てご破算になる。貴族派の中心人物というのは、それほどまでの影響力を持っているのだ。

「陥れる、というのは儂の身が危険だな。そうなると……ふむ。おい」

「はい、なんでございましょう？」

「ギルムの武器屋全てに連絡を入れろ。以後あのレイとかいう小僧に武器の販売、手入れ、買い取りの全てを拒否しろとな。あの魔法発動体も、武器として使っている以上は手入れが必要なはず。そうなれば武器屋に頼るだろう。その際に武器屋全てから断られたとしたら……それは、すなわち儂からの明確なメッセージとしてあの小僧に伝わるはずだ」

「それこそ直接的な手出しになりませんか？　ガラハト様には二度目はないと宣言したとか」

　ガラハトの名前を聞き、不愉快そうに眉を顰めるボルンター。ボルンターにとってガラハトというのは、父親が老年に差し掛かってから妾めかけとの間に作られた存在であり、自分と半分だけでも血が繫がっていると思うだけで心の底から不快感が湧き上がってくるのだ。

「あの役立たずか。腐っても儂の一族の血を引いているから護衛として使ってやっているのに、ランクＤの小僧如きに一掃されるとはな。ランクＢの名が泣くぞ」

「旦だん那な様、そもそもあのレイという冒険者はランクＧのときにランクＢモンスターのオークキングを倒しているのです。基本的にギルドのランクが実力を示しているとしても、レイという存在にそれを当て嵌めるのは危険かと」

　執事の言葉にボルンターは眉を顰める。彼もレイという人物の異質さは、身に染みて分かっているのだ。ギルムで武器屋の元締めでもある自分を、何の躊ちゆう躇ちよもなく殺そうとしたのだから。

　最終的には殺されるようなことはなかったものの、それも忌むべき存在であるガラハトのおかげかと思うと素直に喜ぶことが出来ない。

「構わん。奴が次に何かをしてくれば、そのときは奴を犯罪者として法の下に裁いてくれるわ」

「ではギルムの武器屋にその旨を通達しますが……本当によろしいのですね？」

「しつこいぞ。とっとと言った通りにしろ」

　ボルンターの言葉に、執事は深々と頭を下げて部屋を出て行く。

　その姿を見送ったボルンターは、レイが明日からどのような目に遭うのかを想像しながら溜りゆう飲いんを下げ、酒へと手を伸ばすのだった。




「ぐっ……」

　ボルンターが暗い喜びを感じながら酒を飲んでいる頃、ボルンター邸の一室でガラハトが呻うめきを上げながら目を覚ます。

「ガラハトさん！」

　そんなガラハトへと、ベッドの近くにある椅子に座っていたムルトが喜びの声を上げる。

「こ、ここは……？」

「ここは医務室だよ」

　ボルンターほどに金や権力を持っていると、いつ刺客に襲われるか分からない。私兵の訓練で怪我をすることもある。そのためボルンターは医者を雇い、自らの屋敷に住まわせていた。そんな一室でガラハトは目を覚ましたのだ。

「医務室……？　っ!?　兄貴はっ！　ぐっ!?」

　勢いよく上半身を持ち上げるが、その衝撃で砕かれた肋骨が痛み、ベッドの上で踞うずくまる。

「ガラハトさん！　安静にしてないと駄目だ！　医者によると、回復魔法を使われるのがあと二十分遅れてたら助からなかったって怪我だったんだから！」

　目に涙を浮かべつつムルトが告げる。

　実際、レイの一撃で砕けた肋骨が内臓へと突き刺さっており、ボルンターが金の力に任せて凄腕の回復魔法を使える医者を雇っていたからこそガラハトは死なずにすんだのだ。

「ムルト、あ、兄貴はどうした？」

「ああ、無事だよ。怪我らしい怪我は一切ない。レイの奴もガラハトさんと約束したら、それ以上何をするでもなく大人しく帰ったし」

「そうか、兄貴は無事か」

「でも、当然ながら相当荒れてたよ」

　ムルトの言葉を聞いたガラハトは眉を顰める。

（俺は兄貴が昼間の件で怯おびえて、これ以上レイには手出しをしないものだと思い込んでいた。だがそれが間違いであったとしたら？）

　そう。ガラハトは確かにランクＢ冒険者と、高い能力を持っている。だがそれは、あくまでも冒険者としての能力なのだ。マジックアイテムの目利き、金の匂いというものに対してはボルンターには遠く及ばない。その金の匂いをボルンターがレイから嗅かぎ取ったのだとすれば。

「……ムルト。俺が今から言うことを良く聞け」

　今のガラハトが取れる手段は、目の前の自分を慕っている仲間に頼ることしかなかった。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




　その日、夕暮れの小麦亭で朝食を食べ終えたレイとセトはギルドへと向かっていた。だが……

（何だ、この視線は？）

　いつも通り朝食を食べ終えたばかりにもかかわらず、軽食の類たぐいを買ってセトと分け合いながら歩いていると、どこからともなく窺うかがうような視線が向けられてくるのだ。

　視線の感じられた方へと視線を向けるが、そこにいるのはその殆ほとんどが荒事の類に向いていない者だ。中には鍛えた肉体を持っている者もいるが、荒事に慣れている者は少ない。

（間違いなく昨日の件が関係してるんだろうが……）

　そんな風に考えつつ、気にしてもしょうがないと買い食いをしながらギルドへと向かう。




「あ、レイさん。良かった。昨日は来なかったから、てっきり一昨日おとといの件で何かあったのかと」

　ギルドへ入って来たレイを見て安堵の息を吐くレノラと、その隣で拗すねた顔をしているケニー。

「その件は取りあえず何とかなったんだけど……ケニーは何で拗ねてるんだ？」

　まだ火種を残してはいそうだが、昨日あれだけの目に遭った以上はそうそう下手な真似は出来ないだろうと判断して口に出すレイ。

　ギルドに来るまでに感じた視線の件を相談しようかとも考えたのだが、レノラもケニーも、一介のギルドの受付嬢でしかない。ここでよけいな話を耳に入れ、騒ぎに巻き込むのはやめておいた方がいいだろうと判断する。

「別に何でもないですよーだ。レイ君がピンチのときに、私が休んでて力になれなかったから僻ひがんでいる訳じゃないですよー」

　分かりやすいその拗ね具合に、レイは思わず苦笑を浮かべつつ口を開く。

「別にケニーの手助けがいらないとか、そういうことはない。単にタイミングが合わなかっただけだよ。それに実際何も起きてない……とはいえないが、取りあえず何とかなったんだし」

「やっぱり揉もめ事は起きたんですね」

　どこか呆あきれたような表情で呟くレノラ。

「まあ、そうだな。さすがに俺の持っているマジックアイテムを無条件で寄こせとか、セトを譲れと言われちゃな。はいそうですかと頷うなずく訳にもいかないよ」

　そのレイの言葉にピクリと表情を動かすレノラ。

　レノラはギルドマスターからレイが何かトラブルに巻き込まれたら報告するように言われているのだ。アゾット商会の会頭であるボルンターから呼び出されただけではトラブルとは判断しなかったが、今レイが口に出したのは間違いなくトラブルだ。

（そうは言っても、レイさんなら自分でどうとでも解決しちゃいそうな気がするけど）

　実際に色々とレイの出で鱈たら目めな部分をその目で見ているために、ちょっとやそっとのトラブルでレイがどうにかなるとは思えない。

　そんな風にレノラが考えているときだった。

「お、レイじゃないか。数日ぶりだな。丁度いい所で会えた」

　レイが振り向くと、そこにいたのは女戦士のフロン。その隣には巨大なハンマーを背負っている、ドワーフのブラッソの姿もある。

　そんな二人へと思わずジト目を向けてしまったレイだったが、肝心の二人は何故そんな風な目を向けられているのかが分からないらしく、首を傾げる。

「どうした、そんな剣けん吞のんな顔をして。俺たちが何かしたか？」

「しただろう。酒はそれほど強くないって言ってるのに、酔い潰つぶしやがって」

「あ、あはははは。まさかあんなにあっさりとダウンするとは思わなかったからな」

　バツが悪そうに笑ってみせるフロンだったが、その隣にいるブラッソは情けないと首を振る。

「あれしきの酒で酔い潰れるとは、戦士の風上にもおけぬぞ」

「いや、俺は純粋な戦士じゃなくて魔法戦士だ。……と言うか、戦士と酒は関係ないだろ」

「何を言うか！　戦士とは戦いのあとで勝利の祝杯を交わして絆きずなを強めていくものなのじゃぞ」

「悪いが、俺はそういうのは性に合わなくてな。だからこそソロで活動しているんだ」

　そう呟つぶやいたとき、待ってましたとばかりにフロンが一歩前へと出る。

「そうそう。その件だけど、もし良かったら今回の俺たちの依頼に協力してくれないか？」

「依頼？」

「ああ。お前の大好きな討伐依頼だ」

「何で俺を？　いつもはお前たち『砕きし戦士』の二人で活動しているんだろ？」

「あー、それがな。討伐対象が問題なんだよ。とにかくこっちに来て見てみろ」

　説明するのも面倒だと、フロンはレイを依頼ボードの前へと引っ張っていく。

　その強引さに、他の冒険者の相手をしていたケニーの視線が若干鋭くなったが……幸いフロンの年齢差からライバル認定はされなかったらしく、爆発するようなことにはならなかった。

「ほら、この依頼だよ。ちょっと前から張り出されてるんだけど、そろそろどうにかしないと俺たちにも少し影響してきそうでな」

　レイはその言葉に多少の疑問を抱きつつも、依頼書へと目を通す。

　そこには確かに討伐依頼の依頼書が貼られていた。討伐対象はハーピー。場所はギルムから少し離れた場所、レイたちが襲撃したオークの集落よりも大分手前にある山だ。

　ギルムからでも十時間程度の距離にあるその山にハーピーが棲すみ着き、ギルムへ向かう旅人や商人、ときには冒険者までもが襲われることがあるらしい。しかし……

「ハーピーの討伐依頼がランクＢ？　ハーピーはランクＤモンスターだっただろ？」

　そう、レイの言う通りハーピー自体の脅威度はそれほど高くはない。もちろんランクＤモンスターである以上はゴブリン程度のモンスターとは比べものにならないほど強力ではあるのだが、それでもランクＢの依頼になるというのは不自然だった。

　ランクＢモンスターと言えば、レイがダンジョンで戦ったエメラルドウルフの集団、あるいはオークの集落で戦ったオークキングと同レベルなのだから。

「それは場所が問題なんじゃよ。確かにレイの言う通り、ハーピー自体はそれほど強いモンスターではない。じゃが、棲み着いているのが山頂近くでな。その辺が絡んできておる」

「それと、群れてるってのも問題だな。しっかりと数を確認した奴はまだいないらしいが、それでも二十や三十程度はいるらしい」

　ブラッソとフロンの言葉に納得して頷くレイ。

　確かにハーピーを倒すには襲ってきたのを根気強く倒し続けるか、棲み着いている巣に襲撃を掛けるしかない。そして前者はいつ襲い掛かってくるかは完全に運任せであり、そもそも自分たち以外を襲う確率の方が高いのだ。

　そしてハーピーの巣がある山頂まで出向くということは、その巣に辿たどり着くまでにも他のモンスターと戦闘になる可能性が高い。

　また、ハーピーが群れを作るモンスターである以上は戦うときは数匹……下手をすれば十数匹のハーピーと戦うことになる。それらの事情を考えると、確かにハーピー自体はランクＤモンスターではあるが、それよりも二段階上のランクＢの依頼となっていてもおかしくはない。

「で、これが俺たちにも影響してくるのは何でだ？」

「うむ。冒険者としてやっていく上で武器の手入れや買い換えが重要なのは理解出来るな？」

　ブラッソの言葉に当然とばかりに頷くレイ。

　レイの使っているデスサイズは、その能力ゆえに手入れの必要はない。だが、それ以外の……特にモンスターの素材を剝はぎ取るときに使うようなナイフの類は使用後の手入れが必ひつ須すだ。

　もしその手入れを怠った場合は、モンスターの血や脂、あるいはそれ以外の体液や魔力の影響でそう遠くないうちに使い物にならなくなるだろう。

　そう説明するレイに、ブラッソは頷く。

「そうじゃな。冒険者として危険な依頼を引き受ける以上は武器の手入れや補修、買い換えは必須事項じゃ。……で、その際には当然金属が必要になる」

　ブラッソの言葉に何を言いたいのか理解するレイ。ハーピーの巣、山、金属。すなわち……

「ハーピーの巣がある山では鉱石が採掘出来るのか？」

　そんなレイの言葉に、フロンは忌々しそうに頷く。

「そういうことだ。もっとも、魔法金属とかが含まれているような稀き少しような鉱石じゃなくて、鉄鉱石とかだけどな。運が良ければ魔水晶や火炎鉱石が何とか……って感じだ」

　魔水晶というのは魔法発動体の媒体として一般的なものであり、若干ではあるが魔法の威力を向上させる性質を持つ。また、火炎鉱石は炎の魔力が鉱石に封じ込められたものであり、錬金術の素材として有名だ。高純度な物になれば、衝撃を与えると砕けて爆炎を撒まき散らす物もあるという。

「鉄鉱石くらいなら商人に運んできて貰もらう、とかは出来ないのか？」

「そりゃあ当然出来るさ。ただ、当然その輸送費用が鉄鉱石の料金に上乗せされるけどな」

「そうなると、ランクの低い冒険者が武器に手が届かなくなる可能性も出て来る」

　そんな二人の説明を聞き、納得するレイ。

「そんな事情なら他の冒険者がその依頼を受けてもいいだろ。何で数日も残ってるんだ？」

「それは簡単じゃ。山の中でどこから襲ってくるかも分からないハーピーと戦いたがる者はそうはおらん。報酬もそれほど高くないからのう。危険度が高い割に報酬が安いのじゃよ」

「……世知辛いな。で、じゃあなんでお前たち二人はその依頼を受ける気に？」

　危険度が高くて報酬が安い。ブラッソの言葉が真実ならば、わざわざ自分から進んでそんな危険な依頼を受ける必要もないだろうと尋ねるレイ。

「何、別に儂わし等とて義ぎ俠きよう心しんにかられて……とかそういう理由じゃないわい。ただ、知り合いの鍛か冶じ師に頼まれての。色々と世話になっておる相手じゃから無下にも出来ん。それに……」

　ニヤリとした笑みを浮かべるブラッソ。その隣ではフロンも同様の笑みを浮かべて口を開く。

「ハーピーと戦うときに何が一番厄介かといえば、集団で襲い掛かって来る戦法もそうだが、何より空を飛んでいることに尽きるんだよ。だが幸い俺たちにはグリフォンを従えている冒険者、すなわち空の敵に対処出来る奴に心当たりがあった。……ここまで言えば分かるだろう？」

　その先は言うまでもなかった。つまり、空を飛べるセトがいればハーピーを相手にするときに有効な空中戦力となると言いたいのだろう。

「どうじゃ？　街の者を助けると思って臨時パーティを組んでくれんかのぅ」

　レイ自身の目的はモンスターが持つ魔石であり、ハーピーの魔石は未いまだに入手していない魔石だ。同様に山で襲ってくるモンスターも、未だ見たこともないモンスターの可能性もある。

「そう、だな。倒したモンスターの魔石を一種類につき二つずつ俺へと譲渡するのを約束するのなら、協力してもいいが……どうする？」

「む、魔石か。……フロン、どうじゃな？　儂は構わんと思うが」

　ブラッソの言葉に、フロンは髪を搔かきながら悩み……しょうがないとばかりに頷く。

「ま、しょうがないか。けど魔石の分は報酬の分け前から引かせて貰うが、構わないな？」

　モンスターの素材の中で一番高額な魔石。その買い取り額が他の素材よりも高いのは相応の理由がある。錬金術によるマジックアイテムの材料や、錬金術師が多少の加工をすれば、マジックアイテムに使うための電池的な役割を果たすことにもなるからだ。

「ああ、条件はそれで構わない。出発はいつにする？」

「ハーピーの駆除は早い方がいい。出来るだけ早めに。可能ならこれからすぐにだな」

　こうしてレイは『砕きし戦士』と臨時のパーティを組むことになり、カウンターへと向かう。

「あ、三人とも。依頼の件は決まったんですか？」

　レノラの言葉に頷くフロン。

「ああ、この三人でこの依頼を受けることにした」

　フロンがランクＢの依頼ボードから持ってきた依頼書を出すと、レノラは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「ランクＢ、ですか。ではレイさんが今回『砕きし戦士』に臨時的に加入するということで構わないでしょうか？」

「ああ。そうしてくれないとランクＢの依頼は受けられないからな」

「レイさんも問題はないと？」

　チラリ、とレイへと視線を向けてくるレノラ。基本的にソロで行動しているレイなので、臨時とは言っても他のパーティに所属して上う手まくやっていけるかどうか心配だったのだろう。

　この辺、隣で羨うらやましそうにレノラへと視線を向けているケニーとは違い、どちらかというとレイの存在を弟のように感じているレノラらしかった。

「俺としても問題ないよ。臨時でも他のパーティに入るのは、何もこれが初めてじゃないし」

　呟くレイの脳裏にはオークの集落に対する襲撃のときのことと、ランクアップ試験、そしてエレーナたちと共にダンジョンへと潜ったことが過よぎるが、レノラはそれを否定する。

「今、きっとレイさんの頭の中にはオークの集落の件があったと思いますが、あれは特別です。人数が人数ですので、他のパーティに所属したと言うのとはちょっと違いますね」

「指名依頼の件で他のパーティの護衛をしたけど？」

「それは冒険者のパーティでしたか？」

　レノラの指摘に、そっと視線を逸そらすレイ。それでも黙り込まずに口を開いたのは、殆ど意地のようなものだったのだろう。

「ランクアップ試験で他の奴等とパーティを組んだ」

「ランクアップ試験については知ってますが、それにしたって殆どがソロのメンバーを集めた臨時パーティのようなものでしょう」

「あー、レノラ嬢ちゃん。あまりこいつを苛いじめんでくれ。大丈夫じゃ、儂等とこやつは共に酒を飲んだ仲。上手くやっていけるじゃろうて」

　苦笑を浮かべながら口を挟んできたブラッソの顔を見て、思わず溜ため息いきを吐くレノラ。

「分かりました、ブラッソさんがそう言うのなら信じます。では、ハーピーの討伐依頼は『砕きし戦士』が受領しました」

　そう告げ、書類に必要事項を書き込んでいくレノラ。それが終わったところで再び口を開く。

「では『砕きし戦士』の皆さん、レイさん。無事のお帰りをお待ちしています」

　ペコリと頭を下げたレノラに見送られ、ギルドを出て行く三人。

「レイ君、気を付けてねーっ！」

　そしてケニーの声もギルドへと響き渡るのだった。

「はっはっは。モテモテだな、おい」

　ギルドの外で笑みを浮かべながら、フロンはレイの背中をバンバンと叩たたく。

「いや、あれはそういうのじゃないと思う。どちらかと言うと、好みのペットがどうこうみたいな扱いのような気がする」

「それでもケニーに憧あこがれている冒険者にしてみれば羨ましいだろうよ」

　フロンの様子にレイは軽く肩を竦すくめてから、改めて視線を向ける。

「それでどうする？　馬車でも借りるか？」

「は？　そんな訳ないだろ。別に何日も掛かる距離じゃないんだし。歩きだよ、歩き」

「そうじゃな。元々今回の依頼は報酬が少ないんじゃから、無駄な出費は避けたいしの」

　レイの質問にフロンが首を振り、同時にブラッソもまた同意する。

「いや、それならさっさと短期間で依頼を終わらせて次の依頼に取り掛かった方がいいような気もするけど。結果的にその方が報酬も増えるんじゃないか？」

「まあ、そういう考え方もあるのは知ってるよ。だが今回は臨時とは言ってもレイが『砕きし戦士』に所属したんだ。俺たちの流儀に従って貰うが、構わないな？」

「……俺は金に困ってる訳じゃないから別にいいけど」

　話しながらギルドの従魔や馬車用の待機スペースへと向かうと、そこにはいつものように大勢の子供がセトの下へと集まっていた。

　そんな人混みに驚く二人をそのままに、レイは慣れた様子で人混みの中へと入っていく。

「悪いな、これから依頼だから今日はここまでにしておいてくれ。それとこれから遠出をするから、明日あしたはセトがいない。ギルドに来てガッカリしないようにな」

「えー、セト明日いないのかよぉ」

「ほらほら。しょうがないだろ。レイだって冒険者で、セトはその仲間なんだから」

　ブツクサと文句を言う十歳くらいの少年を、その父親と思おぼしき中年の男性が宥なだめていた。

　そんな様子を眺め、集まっている者たちから餌を貰っているセトの頭を撫なでて声を掛ける。

「ほら、セト。依頼に出掛けるぞ」

　分かったと小さく喉のどを鳴らして寝そべっていた状態から起き上がるセトに、レイはふと気が付く。

「セト、お前少し大きくなってないか？」

「グルゥ？」

　レイの言葉に小首を傾げるセトだったが、レイから見ると僅わずかにではあるが確かに魔獣術で生み出したときよりも大きくなっているように感じられた。

（生まれたときにこの大きさだったんだから、大きくなっても不思議はないのか？）

　そう思いつつ、セトの姿に驚きの表情を浮かべて固まっているフロンとブラッソへと合流する。

　この二人は誰？　とフロンとブラッソへと視線を向けながらセトは喉を鳴らす。

「今回の依頼は、この二人と一緒に近くの山に巣くっているハーピーの討伐だ」

　その言葉でようやく我に返ったのだろう。フロンがそっとセトへと手を伸ばそうとしては、止めて、といった風な仕草を繰り返しながら口を開く。

「その、俺はフロンだ。今回はお前さんたちの力を借りてハーピーをどうにかしようと思っている。よろしく頼むな。……レイ、こいつ嚙かまないよな？　クチバシがもの凄すごく鋭いんだが」

「変なことを考えない限りは問題ないさ」

「そ、そうか？　この鋭さを考えると、じゃれつかれるだけでも色々と大変そうなんだけど」

「今の光景を見ていただろ？　ギルムの子供にも人気のセトだ。自分からどうこうするような真似はしないから心配するな」

「わ、分かった」

　微かに怯おびえを表しつつも、レイの言葉を聞いたフロンの手は改めてセトの背へと伸ばされ……

「うおっ、何だこいつの毛並み。滅茶苦茶滑らかだぞ!?」

　シルクの如き滑らかさに、驚きの声を上げる。

「ほうほう、確かに賢そうな目をしておるのう」

　驚いているフロンの横では、何の躊ちゆう躇ちよもなくブラッソが手を伸ばしてセトの頭を撫でていた。

「おいっ、ブラッソ。お前よく平気だな。そのクチバシとか前足を見てみろよ」

「はっはっは。そこだけなら確かに危険に見えるかもしれんが、こやつの円つぶらな目を見てみろ。高い知性を感じさせるぞ。さすがはランクＡモンスターと言うべきじゃな」

　当然だ、とばかりに小さく喉を鳴らすセト。

「ん？　このグリフォン。セトとか言ったか、もしかして儂の言葉を理解しておるのか？」

「ああ。セトはきちんと人の言葉を理解出来るぞ」

「なるほどのう。この辺もさすがランクＡモンスターといったところか」

　感心したように頷うなずき、お互いの自己紹介も終了したと判断したのか、ブラッソがレイとセト、フロンへと視線を向けて口を開く。

「さて、ではそれぞれ準備を整えてから街の正門前に集合としよう。ハーピーの眠っているときに夜襲を掛けようと思うが、何か異論はあるか？」

「特に異論はない。纏まとまって眠っているんだから、これ以上ない狩りどきだろう。……ちなみに、ハーピーは夜目が利かなかったりするのか？」

「そんな訳ないだろ。顔が鳥ならその可能性もあるかもしれないが、ハーピーは手足が鳥で顔と胴体は女って代物だぞ？」

「……そうか。夜目が利かないなら、夜襲が効果的に出来ると思ったんだがな」

「そもそも、それを言うならセトはどうなのさ？　グリフォンとは言っても、顔は鷲わしだろ？」

「セトは普通に夜目が利くぞ。魔力のせいなのかどうかは分からないがな。それこそランクＡモンスターの面目躍如といったところか」

　褒められて嬉うれしげに喉の奥で鳴くセトだが、まだセトに慣れていないフロンにとっては嬉しげというより不機嫌と感じたらしく、一歩後あと退ずさる。

　そんな様子を半ば呆あきれた目で眺めていたブラッソだったが、このままではいつまで経っても出発出来ないと思ったのか、手を叩いて全員の注意を集める。

「いいか、今から一時間ほどしたら街の正門前に集合。そのあと、ハーピーの巣くっている山まで移動して夜襲を掛ける。ほれ、急げよ。遅刻したら荷物持ちじゃぞ」

　そう言い、ブラッソはさっさとギルドの前から移動する。そしてフロンも溜息を吐き、頭をガリガリと搔きながらそのあとを追っていく。

（いや、まあ。ミスティリングがあるから荷物持ちは全く問題ないんだが……）

　右腕に嵌はまっているミスティリングに荷物の殆ほとんどが入っている現状では、特に用意する物はない。

「あぁ、いや。そうだな。ハーピーは空を飛んでるんだから、セト以外にも別の対策は用意しておいた方がいいか」

　その瞬間にレイの脳裏を過ぎったのは、ダンジョンで使った槍やり。投とう擲てきされた槍はレイの筋力と槍自体の重量もあって、それこそどこの攻城兵器だとでも言えそうな威力を発揮していた。

　この際に必要なのは高価な槍ではない。それこそ使い捨てなのだから、二束三文のような粗雑な槍で構わない。究極的にはその辺に落ちている石でもいいのかもしれないが、やはり石と槍では槍の方が刃が付いている分だけ攻撃力が高いだろう。

「そうだな、時間もあるんだし武器屋で槍でも見てみるか」

　呟つぶやき、セトと共にギルドからそう遠くない場所にある武器屋へと入っていく。

　当然セトはその図体ゆえに店の前で待っていることになるのだが、それもすでに慣れた様子で、通りの邪魔にならない場所へと寝そべってレイを待つセトだった。

「いらっしゃ……」

　店の中に入ってきたレイへと声を掛けようとしたところで、唐突に口くち籠ごもる店主。そんな店主の様子に首を傾げつつ、槍が並べられている一画へと向かう。

　そこには儀礼用に使われる実用性のない槍、美術品としての槍、兵士が使うような飾り気も何もない槍を始めとして、大量の槍が並べられている。

　とは言っても、レイが探しているのは最後に視線を向けた兵士たちが使うような槍だ。どうせ使い捨てにするのだから、捨て値で売っているような槍を探していた。

　兵士用に作られた実用一辺倒の槍を手に取って、軽く構えて重量配分を確認する。

　その構えは槍を使う戦士のものではなく、どちらかと言えば陸上競技の槍投げに近い。

「ふむ、なるほど。結構ピッタリと来るな」

　そのあとも兵士用の槍を数本構えて満足した表情を浮かべると、手に合った五本の槍を持って武器屋のカウンターへと向かう。だが……

「すいません、お客さん。実はあの一帯にある槍は全て納品先が決まってるものでして。お売りする訳にはいかないんですよ」

　申し訳なさそうに店主に頭を下げられる。

「何？　なら何で店頭に並べてあるんだ？」

「その……量が量なので、置く場所がなくて。本当は倉庫にでも置いておけばいいんでしょうが、すぐに取りに来ると言われてまして」

　口を開こうとしたレイに、喋しやべらせてはならないとばかりに店主は話を続ける。

「その件で忙しくなるので、今日は店を閉めようと思ってたんです。申し訳ありませんが……」

　三十代ほどの人の好よさそうな店主がそう言い、何度も頭を下げてくる。

　その様子を内心疑問に思いつつ、槍を補充出来ればラッキー程度の認識だったレイは、特に何を言うでもなく武器屋を出る。

「あの武器屋の様子がちょっとおかしかったが……まさかな」

　小さく呟きながら隣にいるセトと共に正門へと向かって歩いて行くレイ。

「グルゥ？」

　どうしたの？　とばかりに横を歩きながら小首を傾げてくるセトに、何でもないとその頭を撫でながら道を進んでいく。

　当然その手には串くし焼やきやらサンドイッチやら、いつも通りにいくつもの軽食の類たぐいを抱えていた。

　そんな風に食べ歩きをしながら道を進んでいたレイとセトだったが、ふと近くの食堂から漂ってきた匂いに引かれて視線を向ける。

「そうだな、もう秋だし煮込み料理でも買っていくか。セト、ちょっとここで待っててくれ」

　レイの言葉にセトが了解とばかりに鳴いた声を聞きつつ、食堂の中へと入っていく。

　幸いまだ午前九時の鐘が鳴ってから間もなく、すでに朝食のピークは過ぎて昼までには時間があるためか、客の姿は数人程度しかいない。

　それでも昼食用の仕込みなのだろう。食堂の中には食欲を刺激するいい匂いが漂っていた。

「いらっしゃい。何にしますか？」

　店の中に入ったレイを迎えたのは、レイと殆ど変わらないような年齢に見える十代半ばの少女だった。手慣れた様子でレイへと声を掛けてくるその姿は、まさに看板娘と呼ぶに相応ふさわしい。

「いや、料理を食べに来た訳じゃないんだ」

「は？　じゃあ何しにうちの食堂に？」

「この店から煮込み料理のいい匂いが漂ってきてな。出来れば売って欲しい。可能なら鍋なべごと」

　あまりと言えばあまりなレイの注文に、看板娘はローブに包まれたレイの顔を啞あ然ぜんと見返す。

　そんな視線を受けながら、レイは懐の布袋から銀貨七枚ほどを取り出してテーブルの上に置く。

「鍋の料金も合わせて、このくらいでどうだ？」

「え？　え？　え？　銀貨……それも七枚!?」

　辺境であり、物価が安いギルムでは一般人が一食で使う料金としては考えられないような金額に看板娘は思わず混乱するが、すぐに我に返り……

「ちょっ、ちょっと待ってて下さい！　すぐに父さんを呼んできますから！」

　慌てたようにそう告げた少女は厨ちゆう房ぼうの奥へと引っ込んでいく。そして一分もしないうちに四十代ほどのガッシリとした肉体を持つ中年の男を引き連れて戻って来る。

「ったく、何だってんだよ。まだ仕込みが終わってる訳じゃねぇんだぞ」

「父さん、いいから来てよ。上客が来てるんだってば！」

　小柄な身体であるにもかかわらず、それでも自分よりかなり大きい中年の男を引っ張ってくるその様はどこか笑いを誘うような光景だが、本人としては必死なのだろう。

「お、お客さん。お待たせしました。これがうちの料理人ですので」

「これって何だ、これって。……で、お前が客か？　俺に何か用件でもあるのか？」

「ああ。店の外までいい匂いがしてきたからな。出来ればその匂いの料理を鍋ごと買い取りたい。料金に関しては……」

　チラリ、と少女の方へと視線を向ける。

「銀貨七枚も払ってくれるって！」

「はぁ!?　銀貨七枚って……いや、確かにそんなに俺の料理を評価してくれるのは嬉しいが。それにしたって鍋ごとというのは量が多すぎるだろう。うちの鍋は相当にでかいし、優に五十人分くらいはあるんだぞ？　さすがに腐らせると分かってるのに料理を売る訳にはいかねぇよ」

　銀貨七枚という金額に驚きながらも、それでも自分の料理を腐らせるような真似は許せないと断ってくる男。その様子に職人の意地を見て、レイは口元に好意的な笑みを浮かべる。

「その点は問題ない。俺にはアイテムボックスがあるからな」

「アイテムボックスって……あぁ！　この人ってばグリフォンを連れて噂になってる人じゃない！」

　少女がレイの顔を見て驚いたように叫ぶ。その声に、店の中にいた数少ない客もまた珍しそうにレイへと視線を向けていた。

「あ？　噂？　何だそりゃ」

「何よ、父さん知らないの？　グリフォンを従えたとんでもない新人が現れて、露店の食べ物を大量に買い漁あさってるって」

（そっちの噂か）

　自分が思っていたのとは違う噂に、思わずレイは内心で突っ込む。

　だが実際、レイがギルムに来てから食べ物を売っている露店は、売り上げが数倍になっている所もそれほど珍しくない。

　何しろ体長二メートルオーバーのグリフォンと、すこぶる燃費の悪いレイだ。夕暮れの小麦亭で出されている食事では到底足りないために、その分を露店で手軽に買える串焼きやサンドイッチといったもので補っている影響だろう。

「良く分からんが、ようは坊主が俺の料理を買っても腐って捨てたりはしないってことか？」

「ああ。売って貰もらえるのなら全部有り難く食べさせて貰う」

「うーん、そうだな。腐らせないで全部きちんと食べてくれるし、俺の料理に匂いだけで銀貨七枚の価値があると言ってくれたんだ。そんな客を追い返す訳にはいかねぇか。……よし分かった。いいだろう、坊主に売るよ。ついて来い」

　即断即決と言うべきだろう。大きな声でそう告げると、男はレイを厨房へと連れて行く。

　厨房にあったのは、大きい鍋だ。……いや、どちらかと言えば大きいと言うより巨大と言った方がいいであろう大きさ。そして鍋の中では大量の肉や野菜が煮込まれている。スープというよりは煮込み料理といった方が相応しいだろう料理。

「見ての通りこの大きさだ。中身が入ってないならともかく、たっぷりと量が入ってるから俺でも持ち上げることが出来ない。けどアイテムボックスを使えば問題ないんだろう？」

「ああ。全く問題ない」

　そう告げ、鍋の取っ手へと手を触れ『収納』と内心で呟くと、次の瞬間には巨大だったはずの鍋の姿は消えていた。

「うおー。こりゃすげぇ。アイテムボックスが使われているところなんて初めて見たぜ」

「基本的には希少価値の高いマジックアイテムだしな。ちなみに、あの料理はもうあのまま食べていいのか？　それとも仕込み云うん々ぬんと言ってたってことは、もうしばらく煮込んだ方がいいのか？」

「そう、だな。もう味は十分に染みこんでいるから普通に食べる分には全く問題ない。けど料理人として言わせて貰えば、もう一時間くらい煮込むと最高の食べ頃になる。……あぁ、それとついでにこれも貰っていけ。銀貨七枚だと多すぎるからな」

　呟き、籠かごにたっぷりと入ったパンを手渡してくる。その全てが焼きたてであり、ギルムのパンにしては珍しくふんわりとした柔らかそうな感じのパンだ。

「悪いな、じゃあ遠慮なく」

　鍋と同様にミスティリングへと収納し、軽く数分ほど話したあとで食堂を出る。

　そして店を出た途端に喉のどを鳴らして近付いてくるセト。レイの身体から香ってきた煮込み料理の匂いが食欲を刺激したのだろう。

　そんなセトの様子に苦笑を浮かべ、貰ったばかりの焼きたてのパンを一つセトへと与える。

　その柔らかいパンを頰張りながら満足気に喉を鳴らすセトと共に、正門へと向かう。

　いつものように正門で街を出る手続きをすませ、正門前に出る。

　そんな二人の目に映ったのは、野営道具一式や食料が入っていると思われるリュックを背負ったブラッソと、武器だけを腰に下げているフロンの姿だった。

「遅いぞお前等！」

　レイとセトの姿を見て声を上げるフロン。その隣ではブラッソがどことなく呆れたような視線をフロンへと向けている。

「おいおい、約束の時間まではまだ十分にあるじゃろうに」

「それでも俺たちを待たせたのは事実だろ。女を待たせるとか男としてはあるまじきことだぞ」

「……フロン、別に儂わし等はデートの待ち合わせをしていた訳じゃないぞ？　そもそも貴族や騎士でもない儂等にそんなことを期待する方が間違っておる」

　そんな二人の言い合いを聞き、レイは思わず笑みを浮かべつつ口を開く。

「そっちは早かったな。荷物はそれだけか？」

「うむ。泊まるにしても一泊程度じゃからのう。大仰な荷物は逆に邪魔になるだけじゃ」

「なるほど。じゃあ、その荷物を貸せよ。俺が遅れてきたからな。そのくらいなら持っていくさ」

「別に儂のことは気にしなくても平気じゃぞ？　この程度の荷物はいつも持たされておるし」

　言葉通り、全く問題にしていないのだろう。ブラッソは平気な顔で背負っているリュックを小さく揺らす。するとその横でフロンが呆れたように口を開く。

「そもそも、一抱えもある樽たる酒ざけを入れる時点でおかしいって何で気が付かねえかな。酒を飲むなとは言わないが、せめて依頼のときくらいは我慢しろよ」

「何を言う！　ドワーフにとって酒とは命の水じゃぞ。たとえ食料がなくても酒だけは手放せん」

「ったく、これだからドワーフは……」

　半ば諦あきらめの溜ため息いきを吐きつつ、手で顔を覆って上を向くフロン。

「あー、ほら。いいから寄こせって。重くなくても、動きの邪魔にはなるだろ」

　そう言い、レイは半ば強引にブラッソの背負っている荷物を奪い取る。

「お、おい」

「ちょっと待て。確かに荷物を背負っていれば動きが鈍くなるだろうが、それはレイだって同じだろ？　いや、ドワーフのブラッソよりもレイの方が動きの制約が大きく……」

　フロンが最後まで話せなかったのは、レイが受け取った荷物をさっさとミスティリングへ収納したからだ。その行為に目を見開いて驚きの表情を浮かべる二人に、溜息を吐いて口を開く。

「あのなぁ。俺がアイテムボックス持ちだというのは、それこそ噂になってたはずだろう？」

　呆あきれたように尋ねたレイだったが、フロンとブラッソは無言で首を横に振る。

「俺が聞いた噂は、あくまでもグリフォンを従えた冒険者ってだけだったぞ」

「儂も同じじゃ。お主がアイテムボックス持ちだというのは、今初めて知ったわい」

　そんな二人の返答に、思わず首を傾げるレイ。

　レイ自身は知らなかったが、アイテムボックスとグリフォンではやはり目立つのは後者だ。そのために自然とレイの噂はグリフォンを従えた新人の凄すご腕うで冒険者という風に広まっていた。

「……まあ、いいが。それよりもそろそろ出発しないか？　いつまでも正門の前でこうしていたってハーピーがどうにか出来る訳でもないし」

「あ、ああ。そうだな。いや、悪い悪い。いきなり伝説級のマジックアイテムを見たから驚いた」

「全くじゃ。……のう、レイ。後学のために一度そのアイテムボックスを見せてくれんかのう？」

　ブラッソの言葉に頷うなずきつつも、一応の念を押すレイ。

「構わないが、このアイテムボックスは俺にしか使えないように調整されているぞ？」

「何？　それはレイの魔力をこのアイテムボックスに登録してあるということかの？」

　その言葉にレイが頷くと、ブラッソの目に強い好奇心の光が宿る。

「それはお主がやったのか？」

「いや、このアイテムボックスをくれた師匠だな」

　ゼパイルの館やかたでミスティリングを受け取ったときに自動的にそうなったのだから、誰の仕業かと言われればゼパイル一門の錬金術師であるエスタ・ノールの仕業だろう。だがそれを言う訳にはいかないので、そう誤ご魔ま化かす。

「噂には聞いていたが、お主の師匠というのは相当な凄腕なんじゃな。今の時代にそのような腕の持ち主はそうはおらんぞ。……儂にもそれだけの腕があればのう」

　どこか羨うらやましそうな目で、ミスティリングが嵌はまっているレイの右手首へと視線を向けるブラッソ。

　その様子に、レイは以前フロンからブラッソは鍛か冶じ師の適性がなかったと聞いた話を思い出す。

（鍛冶師の適性はなくても、本人は鍛冶師に憧あこがれていたってところか）

　チラリとフロンへと視線を向けると、そちらでもレイと同様のことを思い出していたのだろう。小さく頷き、声に出さずに口を開いて『頼む』と言ってくる。

「……しょうがない。じゃあ山に着いて夜襲を行うまでに時間があったらな」

「うむ、感謝する。では早速行くとしようか！」

　レイの言葉に、嬉き々きとして街道を進み始めるブラッソ。その現金な様子に、思わず苦笑して顔を見合わせたレイとフロンはそのあとを追うのだった。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




「いやぁ、楽だなおい。いつもならこんな山の中に俺たちだけで入ると、まず間違いなく有象無象のモンスター共に襲われるんだがな」

　山の中にフロンの満足そうな声が響く。

　すでにハーピーが巣くっているという山に入ってから数時間。その間にモンスターに襲われたのは二度と、普通に山に入るときに比べるとその襲撃頻度はかなり低いものだった。

　当然それには理由がある。ドワーフと人間を餌にしようと近づいて来たモンスターの殆ほとんどがある程度まで近付くとランクＡモンスターであるグリフォンのセトに気が付き、モンスターとしての格の違いとでも言うべき物を本能的に理解して逃げ去っていくのだ。

「そうじゃのう。こんなに楽だと、ついつい物見遊山の気分になってくるわ」

　そう言いつつ、周囲の景色を眺めるブラッソ。その背には巨大なハンマーが背負われているが、山に入ってから……否いな、ギルムを出発してからはまだ一度として振るわれていない。

「うむうむ。さすが秋じゃのう。見事な紅葉じゃて」

　ブラッソの視線の先にあるのは、煌々と降り注ぐ月光の下、その葉の色を黄色や赤へと変えている幾多もの種類の木が見せる紅葉だ。雲の少ない夜空に、山特有の澄んだ空気。そして山のいたる所に生えている広葉樹の数々が見事なまでに黄や赤へと色を変え、山を覆っている。

「確かに見事な景色だけど、だからってあまり油断するなよ」

　そんな風に秋の山に見み惚とれているブラッソへとフロンが注意するが、そういうフロンも見事なまでの秋の山へと見惚れているのは事実なのだ。

「グルルゥ」

　そんな二人をよそに、レイはふとセトが唸うなりを上げたのを見て山へと目を凝らす。そして見つけたのは、空を飛んでいるいくつかの影だ。

　その影は本来ならまだ詳細に見分けが付かない距離にあるのだが、レイの五感があればそれがどんな存在なのかを判断するのは難しくない。

「二人共、物見遊山はそこまでだ。どうやらお目当ての存在が現れたようだぞ」

　そう。遠く山頂付近を飛び回っているその影は、女の顔と胴体を持ち、その足は猛もう禽きん類るいのものであるモンスター。すなわち、今回の討伐依頼の対象でもあるハーピーだった。

「こっちに来るのか？」

　フロンの言葉に小さく首を振るレイ。

「いや。こっちと別方向に飛んでくのを見ると、俺たちには気が付いていないんだろう。餌か何かを探しに行ったんだろうな」

「餌……ちっ、胸くそ悪い」

　つい数分前は秋の山に見惚れていたフロンだったが、ハーピーの求める餌が何なのかを理解すると、唾つばを地面へと吐き捨てる。

　そもそも今回レイたちがハーピーの討伐依頼を引き受けたのは、この山にある鉱山の件もあるが、ギルムへと向かう旅人、商人、冒険者といった存在がハーピーの襲撃に遭っているからなのだ。

　その襲撃の目的は自分たちの餌。つまり、たった今山頂から飛び去ったハーピーの群れは、食事としてそれらを襲いに行ったのだと理解したのだろう。

「……確かに物見遊山をしている場合じゃないのう」

　今までの気分を一新し、背負っていた巨大なハンマーをその手に持つ。その顔からはつい数分前まであった温和な表情は消え失うせ、危険を前に立ち向かう冒険者のそれになっている。

「確かにな。ったく、クソ鳥どもに絶望ってのを教えてやる」

　フロンもまた同様に、表情を険しくしながら呟つぶやく。

　ブラッソとフロンが山道を進み、その後ろをレイ、セトの順番でついていきながら、レイもまたミスティリングからデスサイズを取り出す。

「……うおっ、それが噂の大鎌か。確かにでかいな」

　背後でレイがデスサイズを取り出したのに気が付いたフロンが何気なくそちらの方を見ると、自分の身長よりも長い柄と巨大な刃やいばが目に入り思わず圧倒される。

「確かに凄い業物じゃ。よほど高名な錬金術師や鍛冶師が作ったマジックアイテムじゃろうて」

　先頭を行くブラッソにしても、かつては鍛冶師を目指していただけあって前方を油断しないように警戒しながら、背後へと視線を向けている。

　かつて鉱山で働いていた者たちに踏み固められた道を進みつつ、苦笑を浮かべるレイ。

「確かに強力なマジックアイテムなのは間違いないが、こういう狭い場所だと取り回しがしにくいって欠点もあるんだよな」

「なるほど。確かにこんな山の中だと、周囲の木が邪魔で取り回しはしにくいじゃろうな」

　ブラッソはレイの言葉に頷き、自分の持っている巨大なハンマーへと視線を向ける。

「そういう意味じゃと、儂のこの地揺れの槌つちも似たようなもんじゃな」

「だから、前からもっと取り回しのしやすい斧おのか何かに買い換えろって言ってんだろ。なんだってそんなデカブツに拘こだわってるんだか」

「やかましいわい。そもそもこの地揺れの槌は、儂が旅立つときに両親から贈って貰った物じゃぞ。壊れたならまだしも、そうそう売ったり出来るか。それにフロンとて、今までこの地揺れの槌のマジックアイテムとしての効果で命を長らえたこともあったじゃろう」

「……地揺れの槌？」

　二人の会話に出てきた物騒な名前に、ブラッソの持っているハンマーへと視線を向けるレイ。

「うむ。このハンマーの銘じゃ。マジックアイテムの一種でな。魔力を込めることにより、一度だけ打撃の威力を三倍に増すという代物じゃ。……もっとも、一度使えばまた使用可能になるほどの魔力を貯めるのに三日間は掛かるという欠点もあるが」

　よほど自慢の品なのだろう。ブラッソは笑みを浮かべつつ地揺れの槌の柄を撫なで、説明する。

　そんなブラッソを呆れたように眺めながらフロンが口を開く。

「けどブラッソ自慢の地揺れの槌は、ここのような山の中だと取り回しが難しいだろ？　せめて他の武器とかを持ったらどうなんだ？」

「……ちょっと前なら予備の斧があったんだけどな」

　レイの脳裏を過よぎったのは、ひたすらに上司を尊敬している一人の女騎士の姿だ。もっともパワー・アクスを使いこなすその姿は、すでに騎士というよりは戦士にしか見えなかったが。

「ちっ、残念だな」

「ま、俺にも色々あるんだからしょうがないだろ。それよりハーピーにはどんな風に攻撃するんだ？　巣の外側にいるのから一匹ずつ倒していくのか？」

「そのつもりじゃが、何か他にアイディアでもあるのか？」

　山道を進むのに邪魔な木々を踏み潰つぶしながら、後ろを進んでいるレイに尋ねるブラッソ。

「ああ。知ってるかどうかは分からないが、俺は純粋な戦士じゃなくて魔法戦士だ。それも炎の魔法に特化した……な。おかげで他は風の魔法を多少しか使えないが」

「……つまり、ハーピーの巣にお主の魔法を叩たたき込むと？」

　山道を進む足を止め、熟練の冒険者としての視線をレイへと向ける。

「ああ。ハーピーの巣があるのは山頂だろう？　なら延焼する心配もない」

「……まあ、よかろう。じゃが鉱山の安全を最優先にして、山火事になる可能性があれば炎の大規模魔法は使わない方向で進めるぞ」

「ああ。その辺は了解した。今回の俺はソロじゃなくて『砕きし戦士』の臨時のパーティメンバーだからな。リーダーの指示には従うさ」

「そうだな、確かにソロなら自分で思う通りに行動すればいいだろうさ。けど、今のレイは自分で言ったように俺たち『砕きし戦士』の一員なんだ。……それに、俺たちはこう見えてもそれなりに熟練の冒険者だからな。少しは見習うところがあるだろうよ」

「熟練過ぎて、熟女に近くなっているんじゃがな」

「黙れ岩石ジジイ。その脳天真っ二つに叩き割るぞ」

　熟女という単語を聞いたその瞬間。持っていた剣を大きく振りかぶっているフロンの姿があった。半ば殺気のような物を発しながらブラッソを睨にらみつけているフロン。

　その様子に、さすがのブラッソも額に冷や汗を滲にじませながら少しずつ後ろへと下がる。

「わ、悪かった。確かに儂が言い過ぎた。フロンはまだまだ現役で若いと儂は知っておるとも」

「……次はないぞ、酒飲みジジイが」

　険悪な目付きでブラッソを睨みつけ、大きく深呼吸する。

「ほら、お前たち二人もいい加減に山頂に向かうぞ。ここでダラダラと話していたら、夜を過ぎて夜明けになっちまう」

　フロンに何か言いたげな様子のブラッソだったが、次に何かよけいなことを言えば今度こそ本当に剣が振り下ろされるかもしれない。そんな本能的な恐怖を感じたために口を噤つぐむ。

　そしてブラッソに先頭を任せてはおけないとフロンが先頭に立ち、山道を進む。

　この辺まで来ると殆ど出入りする者もいないためか、道らしい道は存在していない。あって獣道といったところだろうか。生えている木の枝や蔓つるといったものが一行の進む道を塞ふさぐ。

「ちっ、木の枝や蔓が鬱うつ陶とうしいな！」

　持っている剣を振り、歩くのに邪魔なものを切り払っていくフロン。本来であればこういう役目は体力のあるブラッソがやるべきだが、ブラッソが切り払っても二人の背の高さの違いから、結局はフロンも自分が歩くのに邪魔になるものを切り払わないといけないために二度手間になるのだ。

　それでもさすがにランクＣ冒険者と言うべきだろう。普通の人間なら体力切れをしてもおかしくない速度で山の中を進んで行き……やがて山頂が見えてくる。

「……セト、様々だなぁ」

　吹き出た汗を拭ふきつつ、感心したようにセトを見るフロン。

　本来夜というのはモンスターの時間であり、昼間よりも凶暴になる。そして現在フロンたちがいるのは山の中なのだ。通常ならこんな風に殆ど襲撃もなく山を登ってくるような真似は出来ない。

「グルゥ」

　任せろ、と喉のどの奥で鳴くセト。その声に頼もしげに笑みを浮かべつつ茂みを切り払うと……

「見えた」

　とうとう山頂へと到着する。

　ハーピーが巣くっている山の頂上。その周辺には植物の類たぐいは殆ど生えておらず、大きめの岩がいくつも転がっている。まるで荒野のようだった。
















　そして山の頂には洞どう窟くつが存在していた。その近くには三匹のハーピーの姿がある。二匹は洞窟の入り口を左右から守るように佇たたずみ、一匹は洞窟の入り口から少し離れた場所で佇んでいる。

　そんな状況を、頂上から少し離れた木々が生い茂っている場所から確認しているレイたち。

「……あのハーピーは見張りだと思うか？」

　洞窟の入り口付近にいる三匹のハーピーを見ながら呟いたフロンの言葉にブラッソが頷く。

「じゃろうな。ハーピーは人の頭と胴体を持つ、それなりに知能が高いモンスターじゃ。見張りを立てるという概念くらいはあっても不思議ではない」

「どうする？　ここであの見張りを倒すのに手間取って仲間を呼ばれたりするのは嬉うれしくないぞ」

　ブラッソとフロンの話を聞いていたレイが、呟きながら洞窟の周辺へと視線を向ける。

　洞窟周辺の、特にハーピーたちの見張りがいる場所は周囲に植物の類はない。地面に転がっているのは、ハーピーたちの餌食となった動物の骨やモンスターの骨。……あるいは人の骨だ。

　ご丁寧なことにハーピーは獲物の肉だけではなく内臓や皮まで食い尽くすらしく、周囲に転がっているのは骨のみとなっており、腐臭の類が臭ってこないのは一行にとって幸いだった。

「……巣の周辺に燃えるようなものが見えないが、この状態なら延焼の心配はしなくてもいいんじゃないか？　あの洞窟がハーピーの巣なら、見張りを素早く始末して洞窟の中に炎の魔法でも叩き込むってのはどうだ？」

　周囲の状況を確認しつつ口を開いたレイの言葉に、考える様子を見せるフロン。

　レイの武器は大鎌、ブラッソの武器は巨大なハンマー、そしてセトに至っては体長二メートルオーバーの巨体なのだ。洞窟の中の広さがどれほどなのかは予想しか出来ないが、それでも三人と一匹が同時に戦闘を行うのはちょっと難しいだろう。

（ハーピーが巣くっている以上、奴等が飛んで移動出来るだけの広さがあるのは確実だろうが）

　長剣を握りしめ、内心で呟きながら洞窟を睨みつけるフロン。

「……どうする？　俺としてはあの洞窟の中に突っ込むのは出来れば遠慮したい」

　何しろ武器がこれだからな、とレイはデスサイズを握りしめる。

「そうじゃのう。……フロン、レイの言う通りここだと延焼の心配は少ない。それも洞窟の中だというのならなおさらじゃろう。一網打尽に出来ると思うが」

「そう、だな。ハーピーが巣くっている以上は飛ぶための空間的余裕はあるはずだが、入り口を見る限りだとかなり狭い。地上部分は狭くて上の部分はハーピーが自由に行動出来るという可能性もあるか。……しょうがない。レイの意見を採用だ」

　溜ため息いきを吐きながら告げるフロンにレイは頷うなずき、見張りのハーピーへと視線を向ける。

「さて、そうなると……あの見張りをどうするかだな。俺の魔法を使うにしても、出来れば不意打ちが望ましいし、洞窟に間違いなく魔法を叩き込むには、どうしても見張りの三匹は邪魔だ」

「……レイ、お前のアイテムボックスに何か飛び道具は入ってないのか？」

「んー、そうだな。一応投とう擲てき出来る槍やりはある」

　ミスティリングへと触れながらフロンに答えるレイ。その腕輪の中には、以前のランクアップ試験で討伐した盗賊たちが溜ため込んでいた槍が結構な数入っている。槍の投擲に関しては、エレーナたちと共に挑んだダンジョンの中でその有益性を実感していた。

「あとは風の魔法もあるが……射程距離的に考えてちょっと難しいだろうな」

　現在レイたちが潜んでいる茂みから洞窟までは約二百メートル。槍の投擲なら問題なく届く距離だが、威力重視の炎の魔法や風の魔法と偽っているデスサイズの飛ひ斬ざんでは射程範囲外だった。

　あるいは、大規模な炎の魔法を使ってもいいのなら二百メートルの距離はどうにでもなるが、そうなると間違いなく洞窟の中にいる他のハーピーたちに気が付かれる。

「……さて、どうしたものか。こんなところで迷うとはのう」

「一応、手がない訳じゃない。それにしても、若干運の要素が必要になるけど」

「何だ？　他に手がない以上は可能性があるのなら採用すべきだ。言ってくれ」

　フロンの言葉に、レイは大人しく踞うずくまっているセトへと視線を向ける。

「一番簡単なのは、フロンとブラッソも槍の投擲をしてハーピーを攻撃することだが……」

　レイの言葉に二人揃そろって首を振る。

「そもそも投擲なんて、専門の訓練でも受けない限りは狙った場所に命中させるのは無理だろ」

「儂わしも腕力には自信があるが、上う手まく命中させられるかどうかとなると難しいじゃろう」

（一応、俺の場合は最初からそれなりに上手く命中したんだが……）

　内心で呟くレイだったが、それがゼパイルの創った自分の肉体性能ゆえのことだというのも分かっていたので、特に口にせずに黙り込む。

「そうなるとこれが本命になるんだが……まず一匹は俺がここから槍を投擲して仕留める。残り二匹のうち片方はセトが空中高くから奇襲を仕掛けて倒す。そして残る一匹は……フロンかブラッソのどっちかがセトの背に乗って、セトと一緒に奇襲を仕掛ける」

『なっ!?』

　レイの提案に驚きの声を上げるフロンとブラッソ。グリフォンの背に乗れと言われているのだから無理もなかった。

　確実に見張りのハーピーを倒すのはそれが一番可能性が高いのも事実。そう判断した二人は目と目で会話をしてお互いに相方へと奇襲役を押しつけようとする。だが……

「奇襲役はフロンだろうな」

　レイの言葉であっさりと奇襲役が決まるのだった。

「ちょっと待て！　何で問答無用で俺に決まるんだ！」

　離れた所で見張りをしているハーピーに聞こえないよう、小声で怒鳴るという器用な真似をするフロン。その横では、ブラッソが心底助かったとばかりに安あん堵どの息を吐いている。

「落ち着け、理由は簡単だ。ドワーフという種族的に力はともかく、奇襲に……しかも上空からセトの背に乗っての奇襲について必要な素早さは、人間であるフロンの方が上だろ」

「むっ、確かにそれはそうじゃが。こう……いまいち嬉しくない気がするのう」

「じゃあ俺と交代するか？　こっちとしては全然構わないぞ。つーか、セトは俺を背に乗せても平気なのか？　竜騎士ってのは飛竜が相棒以外は絶対に背に乗せないとか言われてるけど」

　任せろ、とばかりに喉の奥で鳴くセト。

　セトにしてみれば、背に他人を乗せるというのは別にそれほど特別な行為ではないらしい。

「となると、儂はここでレイと一緒に待ってるだけか」

　呟つぶやいたブラッソにレイは首を振り、ミスティリングから取り出した槍をブラッソへと渡す。

「レイ？」

「俺の投擲とセトの奇襲で二匹のハーピーは確実に倒してみせる。けど、フロンはセトの背に……って言うか、空を飛ぶのは初めてだろう？」

「当然だ！　そんな経験をそうやすやすと出来るものか！」

　レイの言葉に再度小声で怒鳴るフロン。

「だからだ。一応念のため、ブラッソもこの槍をいつでも投擲出来るように準備しておいてくれ。もしフロンの奇襲が失敗するようなら、応援を呼ばれる前に一か八かこれで狙うんだ」

「おいちょっと待て。俺が奇襲を失敗したハーピーを狙えって……それだとブラッソの狙う標的のすぐ側に俺がいるじゃねぇかっ！　それも槍の投擲なんか殆ほとんどしたことのないブラッソだぞ？　レイは俺に死ねって言ってるのかよ！」

「……その辺に関しては、奇襲を失敗したら素早くハーピーから離れてくれとしか言えないな」

「ちっ、ったく。分かったよ。……ブラッソ。俺に当てたら三ヶ月禁酒な」

「む……むぅ……」

　何かを言い返したいが、それをすると自分に当てるつもりなのかと言い返されそうな気がする。かと言って数日の禁酒でも致命的なまでに厳しいのに、三ヶ月も禁酒したら自分は間違いなく死ぬだろう。そんなジレンマを感じつつ、それでも最終的には文句を言わずにレイから槍を受け取る。

「なんじゃ、レイが持っている槍にしては随分と安物の槍じゃのう」

　渡された槍を触りつつ呟くブラッソ。少し触っただけでその槍がどのような出来であるのかが分かるのは、鍛か冶じ師を目指したこともあるドワーフの本領発揮といったところか。

「元々は盗賊が使ってた槍だからな。品質が悪いのは承知の上だ。変に品質のいい槍だったら、投擲なんて使い捨て同然には出来ないだろ」

　自分用に取り出した槍を手に、視線をハーピーのうち一匹へと向ける。

「セトが奇襲を仕掛けるのは、洞窟の入り口付近にいるうちの片方……右にいる奴だ」

「グルゥ」

「フロンの担当は入り口の所にいる左側な」

「ああ、もう。分かったよ。腹を据えればいいんだろ！」

　半ばヤケクソ気味に頷くフロンを見ながら、ブラッソがしみじみと呟く。

「本来ならこういうときは、儂等のような経験を積んだ冒険者が指示を出すのが普通なんじゃが」

「言うな。そもそもレイをその辺の新人と一緒にするのが間違っている」

　溜息と同時に言葉を吐き出し、覚悟を決めたのかセトへと近付いていくフロン。

「セト、俺はお前のようなモンスターの背に乗ったことはない。その、慣れてはいないんだが……それでも大丈夫か？」

　任せろ、と喉を鳴らすセト。

「じゃあ、俺とセトは行くから……あの、離れた場所にいるハーピーは任せるぞ」

「ああ。……っと、言い忘れてた。これはあくまでも奇襲なんだから」

　そう言いかけたレイのフードに包まれた頭を、フロンがパカンッと軽く叩く。

「分かってる、そこまで心配されなきゃいけないほどじゃないよ。奇襲なんだから声を出さず、出させずに倒せってんだろ。ま、少しは熟練者の手並みって奴を見せてやるさ。……セト、行こう」

　喉の奥で鳴き、フロンと共に来た道を戻っていくセト。飛び立つ場面をハーピーに見つからない場所まで戻ったのだ。

　その後ろ姿を見送り、木々や茂みに隠れつつハーピーの様子を窺うかがう。やがて五分ほど経ち、ふとブラッソが口を開く。

「レイ」

「何か異変でもあったか？」

「いや、異変とかじゃなくてじゃな。……その、もしお前が良ければじゃが、この依頼が終わったあとも『砕きし戦士』に残らんか？」

　そう告げ、じっと、真剣な様子でレイへと視線を向ける。

「それは、つまり臨時じゃなくてか？」

「お主は頭も切れるし、判断力も高い。戦闘力に関しては言うに及ばずじゃ。セトもおるしな」

「……」

「けど、いつまでもソロで活動をするという訳にもいかないじゃろう？　今はまだランクＤじゃから何とかなっているかもしれんが、お主の実力ならそう遠くないうちにＣ、Ｂ、Ａと上がっていくはず。そのとき、ソロだったとしたら……儂の言いたいことも分かるじゃろう？」

（確かにこの二人とは気安く付き合えるのは事実だ。……酒に関してはともかくな。だが……）

　内心で迷い、やがて口を開く。

「そうだな、この依頼が終わったらその返事をさせてもらうよ」

　取りあえずは棚上げにする。

「……まあ、いいじゃろ。それよりも来たぞ」

　ドワーフ特有の能力なのか、その視線は暗闇に覆われている夜空へと向けられている。

　そちらの方へと視線を向けると、夜空の上空には飛んでいるセトが。そしてその背にはフロンが必死にしがみついているのがレイにも見えた。セトも非常に不安定に空を飛んでいる。

　普通の人間であれば夜の闇で見えない距離だが、ゼパイルによって創られたレイの肉体はそんな常識をいとも容易たやすく打ち破る。

（セトの動きが……妙だな）

　内心で首を傾げつつ呟くレイ。フラフラと空を飛んでいるその様子は、幸いまだハーピーに見つかってはいないが、まるで酔っ払いの千鳥足のようにすら見える。

　レイの仕草から自分同様に暗視能力があると気が付いたブラッソだったが、特に何も口に出さずにレイに渡された槍を片手で握りしめ、いつでも投擲出来るように準備をしている。

　その横ではレイもまたタイミングを合わせていつでも槍を投擲出来るように構えており……

「来た！」

　ブラッソの声と共に、上昇するときのフラフラ飛行とは打って変わって鋭く、一直線に落下してきたセトの鋭い前足が洞窟の前を守っているハーピーの頭を砕き、同時にフロンもその背から飛び降りた勢いのままにハーピーの頭部目掛けて剣を振り下ろす。

　空中での姿勢制御には無理があったらしく、頭部から幹から竹たけ割わりにすることは出来なかったが、それでもフロンに狙われたハーピーは首筋から胴体までを剣で斬り裂かれて絶命する。

「キィッ!?」

　離れた場所に佇んでいた最後の一匹。その一匹のハーピーが何があったのかと振り向こうとしたその瞬間。レイが力を込めて投擲した槍の穂先がその頭部を破壊し、頭部の中身の脳みそや体液、骨や血を周囲へとばらまく。

「……ふぅ。儂の出番がなくて何よりじゃわい」

　一瞬で終わったその戦闘を見ていたブラッソが安堵の息を吐く。

　心配されていたフロンによる空中からの奇襲も、頭部という狙いは外したが、それでも首筋から胸元を斬り裂き一撃でハーピーを絶命させていた。

　セトが振るった鉤かぎ爪づめによる一撃は、まるで生卵でも割るかのようにハーピーの頭部を破壊し、レイが槍の投擲で狙ったハーピーもまた、頭部を槍に貫通されてその衝撃で首から上は砕け散っていた。

　その一撃が凄すごかっただけに、レイは空中を頼りなく飛んでいたセトを思い出し、首を傾げる。

　安堵の息を吐いているブラッソだが、その腕に握られている槍は穂先を洞どう窟くつの入り口へと向けられたままだ。視線も注意深く洞窟の入り口へと向けられている。

　フロンは一撃でハーピーを倒したあとはすぐに移動し、入り口から見えない場所へ。セトもハーピーの頭部を消し飛ばした一撃のあとは、その反動を使って地を蹴けり、空中へと移動していた。

「どうやら気が付かれてはいないようだな」

　数十秒ほど息を殺して洞窟の様子を窺い、それでも他のハーピーが出てこないというのを確認してからレイも改めて安堵の息を吐く。

　フロンが洞窟の入り口から陰になっている場所からこっちに来いと手で合図を送る。

　その仕草を見たレイとブラッソは顔を見合わせ、フロンのいる場所へと向かう。

「それにしても、レイの一撃を受けたハーピーが少し声を漏らしたが……」

「ああ。タイミングが少しずれたからな。中に聞こえたと思うか？」

　荒野と表現すべき、草の生えていない剝むき出しの大地を素早く駆けながらブラッソへと小声で尋ねるが、小さく首を振る。

「仲間の様子がおかしかったから、どうした？　とでもいうような意味の声じゃったと思う。それなら近くにいる仲間に掛けた声なのじゃから、洞窟の内部までは聞こえていないじゃろう。……そこの洞窟に入ってすぐの場所にハーピーがいなければ、じゃがな」

「だといいが」

　そんな風に会話をしている間に洞窟の陰の部分へと到着。顔を引き攣つらせたフロンが二人を迎え、レイに向かって小声で怒鳴る。

「おいっ、何が俺なら大丈夫だよ！　思いっきりフラフラだったじゃねえかっ！」

　その剣幕に驚きつつも、レイもまた首を傾げる。

「おかしいな。俺とフロンじゃ体重はそう変わらないはずなんだけど……」

　あとでこの件に関してはきちんと調べないといけない。そう思いつつも、今はフロンからの追及を避けるべく口を開く。

「それにしても見事な一撃だったな」

「何か誤ご魔ま化かされている気がするが。ま、俺に任せればこんなもんだ。素早い一撃だっただろ？」

「……頭部を狙って外したようじゃがな」

「ああ!?　あの一撃は狙いにくい頭部じゃなくて、最初から首筋を狙ったんだよ」

　小声で怒鳴っているフロンを横目に、血の臭いがこれ以上広がらないようにハーピーの死体をミスティリングへと収納する。

「槍やりは……駄目か」

　ハーピーの頭を砕いた槍を探すが、その辺に転がっていたり、あるいは洞窟の外側や木に突き刺さったりといった様子はない。恐らくハーピーに命中した程度では殆ど速度を殺すことも出来ず、どこかへ飛んでいったのだろうと判断して回収を諦あきらめた。

　夜空で周囲を警戒していたセトが降りてくるのを見ながら小さく首を振る。

　そのセトは、先程の自分の失態にどこか落ち込んだ様子を見せていた。自分でもレイ以外の人物を乗せた場合、あそこまで酷ひどいことになるとは思わなかったのだろう。

「そうか。まあ、それよりもだ。……見張りを片付けたとなると」

　チラリと洞窟の入り口へと視線を向けるフロン。

　その視線を追い、レイもまた小さく頷うなずく。フロンの隣ではすでに立ち直ったブラッソもまた愛用のハンマーである地揺れの槌つちを手にしている。レイの隣には撫なでられて多少は元気を取り戻したセトが鋭い目付きで洞窟へと視線を向けていた。

「……よし、ならレイ。お主の魔法を洞窟の中に叩たたき込んでくれ。威力に関しては任せるが、素材の回収も考えて洞窟の崩落は出来るだけ避けてくれ。ただでさえ報酬の安い依頼なんじゃから、素材や魔石、討伐証明部位で少しでも懐を潤したいからのう」

「その報酬によって、飲める酒の種類も変わってくるしな」

「喧やかましいわい」

　ボソッと呟いたフロンに、ブラッソは小さく言い返してレイへと促すような視線を向ける。

　ブラッソの視線にレイは頷き、呪文を紡ぐ。

『炎よ、汝なんじの力は我が力。我が意志のままに魔力を燃やして敵を焼け。汝の特性は延焼、業火。我が魔力を呼び水とし、より火力を増せ』

　呪文の詠唱と共に、魔力によって作り出された十個の火球がデスサイズの前へと姿を現す。

　その炎により、夜のはずの洞窟周辺は急激に明るさを増していく。同時に炎の熱により明るさと共に周囲の気温も急激に上がっていった。

「熱っ！　おいレイ！　それ本当に大丈夫なんだろうな！」

　レイの持つデスサイズを中心に浮かぶ十個の火球。それぞれが人間の頭ほどの大きさがあり、空中をまるで泳ぐかのように浮かんでいる。

『十の火球！』

　呪文が完成するのと同時に、十個の火球は空を飛び洞窟の入り口へと向かう。そして火球自体に意思があるかのように洞窟の中へと入っていき……やがて洞窟の前からは明るさが消え、上がっていた温度も秋の夜風に散らされて急速に下がっていく。

「洞窟の中がどのくらい広いのか分からないから、もしかしたら入り口から炎が少し出て来るかもしれない。ちょっと離れた方がいいぞ」

　フロンとブラッソがレイの忠告に頷きながら茂みの方まで駆け戻り……次の瞬間。




　轟ごうっ！




　耳を揺するかのような爆発音が聞こえてくる。それも一つや二つではなく、連続していくつもだ。洞窟の中に入っていった火球が、連鎖的に爆発を起こしているのだろう。

「キキキィッ!?」

　寝ているところを急襲されたハーピーの混乱したような悲鳴が聞こえて来るが、レイがデスサイズを構えて待ち構えている洞窟の入り口に到達したハーピーの姿はない。

　……そう、レイの待ち構えていた洞窟の入り口には、だ。

「レイッ、上だ！」

　背後にある茂みからフロンが放った警告を聞き、レイは反射的に夜の空へと視線を向ける。

　洞窟の中から溢あふれる炎に照らし出されている夜空には、鳥の翼を広げたハーピーの姿があった。その姿を照らしているのは、レイのいる洞窟の入り口から溢れている炎だけではない。レイたちから見て、洞窟の裏側辺りにある方からも明かりが照らし出されていた。

「なるほど。洞窟の入り口とは言っても一つだけしかないとは限らない訳か」

　呟つぶやき、仲間を殺した犯人をレイだと判断したハーピーたちが急降下してくるのを待ち受ける。

「キキキィッ」

　セトとは比べものにならないほどに華きや奢しやだが、それでも先端は鋭く敵を傷つけるのには十分な威力を持った鉤爪を突き立てんとしたハーピーたちだったが……

「はぁっ！」

　そんな攻撃は意味などないとばかりに、デスサイズが振るわれる。

　魔力を通して振るわれたその刃やいばは、急降下してきたハーピーとすれ違ったその一瞬で胴体を斬り裂く。そして地面へと激突したハーピーは衝撃で胴体を上半身と下半身の二つに分け、血と内臓を周囲へと撒まき散らしながら地面を滑っていった。

「はあああああぁっ！」

　そんなレイの背後では、雄お叫たけびを上げつつ突き出されたフロンの剣先がハーピーの胴体を貫く。

　デスサイズを振るって刃に付着したハーピーの血を吹き飛ばし、上空へと視線を向けるレイ。そこではまだ二十匹近いハーピーが空を飛んでおり、レイたちへと襲い掛かる隙を窺っている。

「……どうやらハーピーの多くが寝ていたのは、もう一つの出口の近くだったようじゃな」

　地揺れの槌を肩に担ぎ、レイの近くまでやって来たブラッソが苦い表情を浮かべて呟く。

　その槌の頭の部分にはハーピーのものと思われる血や羽毛が付着しており、フロンやレイ同様に一戦を交えたあとなのは明白だった。

「グルルルルルゥッ！」

　セトもまた、翼を羽ばたかせながら上空から襲い掛かって来るハーピーを空中で迎え撃つ。そこには、少し前の落ち込んでいた様子は一切ない。

「あっちは随分と余裕そうじゃがな」

　ブラッソがセトを見ながら呟く。セトによって振るわれる鉤爪やクチバシは、空を舞うハーピーの身体を容赦なく砕き、あるいは貫いていた。

「けど、このままだと多勢に無勢だ。……いや、上空に固まっているのなら楽か？」

「レイ？」

「これからちょっと大きい魔法を使うから、少しの間俺の防御を頼む」

　レイの言葉に、ブラッソは洞窟の内部を燃やしている炎で照らされている空を見上げる。

「……なるほど。うむ、任せるがいい」

　それだけでレイが何を狙っているのかを理解したのは、熟練の冒険者だからこそだろう。

　その様子に笑みを浮かべ、魔力を高めて口を開く。

『炎よ、踊れよ踊れ。汝らの華麗なる舞踏にて周囲を照らし、遍あまねく者たちにその麗しき踊りで焼け付くほどに魅了せよ』

　その呪文が聞こえたセトは、レイの使う魔法がどのような物なのかを思い出したのだろう。かつて魔の森を抜け出したときに見たその魔法を。

　夜の森と山という違いはあれど、奇くしくも状況は魔の森を抜け出したときと酷似している。

　そう判断したセトが大きく鳴き、ハーピーが怯ひるんだ一瞬の隙を突いて地上へと降りてきたのを見ながら、レイは魔法の効果範囲を指定し、最後のキーワードを口に出す。

『舞い踊る炎』

　魔法が発動するのと同時に、人間大の炎が百近く姿を現す。その数は魔の森のときに比べるとかなり少ないが、それでも空を飛んでいるハーピーたちの五倍近くはあった。レイによって生み出された炎は、ユラリ、ユラリとまるで踊るように指定された範囲内を飛び回る。そして……

「キキィッ!?」

　現れた炎の多さに全てを回避することも出来ず、ハーピーは炎へと触れ……次の瞬間には全身へと炎が広がり、数秒で燃やし尽くされる。

「……長い間冒険者をやっているが、これほどの炎の魔法を見たのは数度あるかどうかじゃな」

「……ああ。正直、レイの力を見くびっていたな」

　ブラッソとフロンが啞あ然ぜんと呟く。

　先程まで戦っていたフロンの周囲には死し骸がいが転がっているが、フロン自身は息が上がるでもなく、周囲を警戒しながら触れる側から燃やされていくハーピーの群れを眺めている。

「じゃがあそこまで完かん璧ぺきに燃やされると、素材も魔石も討伐証明部位も剝はぎ取れんのう」

　消し炭と化し、地面へと落下して砕け散るハーピーへ視線を向け、ブラッソは無念そうに呟く。

「しょうがないだろ。あのまままともにやり合ってたら、恐らく面倒なことになってたぜ？　例えばセトに恐れをなしたハーピーたちがここから逃げだして、またどこか別の場所に巣を作るとかな。それを考えれば、レイの魔法で一網打尽にするのは悪い選択肢じゃないさ」

「……ハーピーの討伐に来たのに、追い出しただけとかになったら本末転倒だからな」

　デスサイズを構え、周囲に異常がないかを見回しながらレイが呟く。

　そこには、二十匹近いハーピーを纏まとめて消し炭にする規模の魔法を使ったにもかかわらず、大して疲労した様子の見えないレイの姿。

「あんな大規模魔法を使ったってのに、まだまだ余裕がありそうだな」

　そんなレイを見ながら、フロンは呆あきれたように呟くのだった。
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　山の頂。そこからは東の空から昇ってくる太陽が見えていた。

　その太陽に照らされ、死闘……と言うには一方的な奇襲の結果が明らかになってくる。

　草木が殆ほとんど生えていない、山の頂上付近にある洞窟。その周辺一帯には『舞い踊る炎』により消し炭と化したハーピーが落下した衝撃で砕け散った物がいたる所に散らばっていた。

　本来であればハーピーはランクＤモンスターなので、戦闘力自体はランクＣパーティである『砕きし戦士』の二人よりも落ちる。それはレイとセトという規格外の一人と一匹に対しても同様であり、その結果が目の前に広がっていた。

「……明るくなってきたな」

　朝日が差してきた影響で見やすくなった周囲の様子を眺めながらフロンが呟く。

「取りあえず、素材を剝いでから寝るとしよう。このまま眠りたいところじゃが、その間に血の臭いに惹ひかれて集まってきたモンスターがハーピーを食い荒らしては元も子もないからのう」

　溜ため息いきを吐きつつ、自分が地揺れの槌で叩き潰つぶしたハーピーを見ながらブラッソが呟く。

　まだ周囲が闇に包まれており、ハーピーの血の臭いが周囲に漂っている中で他のモンスターの襲撃を警戒しなければいけない以上は休む訳にもいかなかった。

　また、可能性は低いがハーピーの生き残りがどこかに隠れているかもしれない。それほど高ランクモンスターでもないので、群れてさえいなければ脅威となる訳ではないのだが、奇襲を掛けに来た自分たちが奇襲を受けるというような間抜けな真似をしないためにも。

「……早く酒を飲みたいのぅ」

　面倒臭そうに周囲を見回すブラッソ。そこへデスサイズの柄の部分を担ぎながらレイが口を開く。

「それなら、取りあえずハーピーの死体は俺のアイテムボックスに入れておくか？　それで一休みしてから、改めて素材やら討伐証明部位やら魔石やらを剝ぎ取ればいいんだし」

　そんなレイの言葉に、ブラッソはその手があったとばかりに髭ひげ面づらに笑みを浮かべ、フロンもまた徹夜はきつかったのだろう。全面的に同意する。

「寝不足のまま素材を剝ぎ取ったりして、その隙を他のモンスターに襲われたりしたら洒落しやれにもならないか。俺はレイの意見に賛成だ」

「もちろん儂わしも文句はないぞ」

　結局はそういうことになり、まだ原形のあるハーピーの死体を集め、レイが順番にミスティリングへと収納していく。

　幸いだったのは戦いが終了してからある程度時間が経っていたことだろう。その間に自然と血抜きがされたものが多く、流れ出た血でレイが汚れるというようなことはなかったのだから。

　そんな三人を、猫がするように背伸びをしながらセトが眺めるのだった。




「さて、さっさとここを移動するか。洞どう窟くつの中は起きてからで構わんじゃろう」

「……いいのか？」

　休憩する前に確認しておくべきではないか？　との意味を込めて尋ねたレイだったが、ブラッソは地揺れの槌を慣れた様子で肩に担ぎながら問題ないと頷く。

「そもそも、レイの使ったあの炎の魔法。あの威力を見るに、巣の中で生き残ったのは儂等に襲い掛かってきた奴等がせいぜいじゃろう。あるいは本当に運良く、何らかの原因で生き残って儂等に襲撃を仕掛けてこなかったハーピーもいるかもしれんが……そんなのはいても数匹じゃろうて」

「だろうな。少なくとも俺ならあんな炎の中で生きていられるとは思えないし」

　ブラッソの言葉に、フロンもまた同様だと頷きを返す。

「そういうことじゃ。ほれ、とっととここから離れるぞい。血の臭いに酔って、セトがいようとも襲ってくる奴が出てこないとも限らんからな」

　レイの腕を引っ張り、自分たちが隠れていた茂みの方へと向かう。

　そのあとをフロンとセトも追いかけ、やがて木々に囲まれていながらもそれなりに開けている場所へと辿たどり着く。

「さて、休むぞ。起きたら色々と忙しくなるから、お主等もきちんと休んでおくようにな。見張りはセトに任せておけばいいんじゃな？」

　ここまでの旅路で、セトについての話を聞いていたブラッソの言葉にレイが頷くと、それを見るや否いなや近くに生えていた木の幹へと寄り掛かり、目を瞑つぶって眠りへと落ちていく。

　その眠りの早さにレイが啞然としていると、フロンもまた近くにある木の幹へと寄り掛かる。

「冒険者ってのは寝るのも一つの仕事だ。ブラッソみたいに数秒で眠れるっていうのも一つの資質だな。起きたら忙しくなるのは間違いないんだから、お前も早く寝て体力を回復させておけよ」

　呟き、フロンもまた目を瞑ってから数分もしないうちに眠りに落ちる。

　それでもブラッソにしろフロンにしろ、自分の武器を握りながら眠っているのはやはり冒険者だからだろう。危険を察知した場合はすぐ対応出来るようにしてあるのだ。

「……そうだな、俺も寝るか。セト、見張りは頼むな」

　レイはセトの頭を撫なでながらそう告げ、セトの喉のどを鳴らす声を聞きながら眠りへと落ちていく。




「……ん……」

　急速に意識が覚かく醒せいしていく感覚。それに従って目を開けたレイは、近くで焚たき火をしているブラッソの姿を見つける。

「む？　目が覚めたか。丁度いいときに起きたな。アイテムボックスから何か出してくれぬか？　出来れば酒……」

　笑みを浮かべてそう言い掛けたブラッソの後頭部に、茂みの奥から飛んできた枯れ木が当たる。

　枯れ木の速度とブラッソのドワーフ特有の石頭。その二つがぶつかり合った結果、枯れ木が真っ二つに折れる音が周囲に響く。

「馬鹿なことを言ってんじゃねぇ。ったく、ちょっと目を離すとこれだ」

　茂みの中から現れたのは、言うまでもなくブラッソの相棒のフロンだ。

「ほら、これで顔でも拭ふけ」

　そう言いながらフロンが投げた濡ぬれた布を受け取ったレイは、その冷たさに驚く。

　すでに秋であり、今いるのが山の頂上付近なのも関係しているのだろうが、周囲は驚くほどに寒く、濡れた布の冷たさも予想以上だったのだ。

（と言うか、この寒さの中で数時間程度眠ってたのに……よく風邪を引かなかったな。ゼパイルたちの創ってくれた肉体の性能に感謝ってところか）

　内心で呟き、ブラッソの方を見る。ドワーフだから恐らく通常の人間よりも頑丈なのだろう。

　次にフロンへと視線を向ける。

　確かに女としては背が高いし、体格も戦士だけに頑丈な方だろう。だがそれでも、普通の人間である以上はこの寒さが平気だったとは思えなかったのだが……

（異世界だし、ウィルスやら何やらに対する抵抗力は高いんだろうな）

　内心で納得し、フロンに放り投げられた濡れた布で顔を拭きつつ焚き火の方へと移動する。

「あぁ、レイ。小さい鍋なべか何かないか？　少し離れた場所に川があったからな。水を汲くんできてお湯でも飲んで身体を温め……」

　そう言いかけたフロンだったが、すぐに首を振る。

　無言でレイが鍋を取り出したからだ。それも、フロンが考えていたような水やお湯ではなく、ギルムを出る前に買ってきた煮込み料理の入った鍋を。

　食欲を刺激する芳ほう醇じゆんなその匂いは、起きたばかりでも腹を刺激する。

　煮込み料理の芳醇な香りが周囲へと漂い、セトが自分にも欲しいとばかりに喉を鳴らす。

「ほら、熱いから気を付けろよ」

　セトの分ということで肉を大きめに盛り分けた皿を差し出すレイ。その頃にはフロンとブラッソも渡された料理へと舌鼓を打っていた。

「美う味まいのぅ。これで酒でも飲めれば最高なんじゃが」

「ああ、美味い。まさか野営をしているときにこんな手の込んだ料理を食えるとはな。……いやぁ、アイテムボックスを持ってるレイ様々だな、こりゃ。……ただしブラッソ。酒は禁止だ」

「ふんっ、寝起きの一杯くらいなら構わんじゃろうに」

「この前みたいにレイが酔い潰れたらどうする気だ。ったく」

　溜息を吐き、十分に煮込まれて味の染みている肉と野菜を口へ運び、満足そうに頷うなずくフロン。

「確かに依頼とかで野営をするにしても、こうやってしっかりとした温かい、出来たての料理を食べられるってのは士気的にいいよな。やる気が湧いてくる」

「そうじゃな。食事というのは軍隊でも重要視されておるし、フロンの言ってることもあながち間違いではないのう」

「俺にとってはアイテムボックスがある野営ってのが普通だから、違和感はないんだが……」

　喋しやべりながらスプーンでさっくりと割れる程に煮込まれている肉を口へと頰張り、繊維状に解ほどけるのを感じて、それを飲み込んでから改めて口を開く。

「ちなみに、普通の冒険者は野営のときに料理とかはどうしてるんだ？」

　そんなレイの質問に、フロンが煮込まれた芋をスプーンで掬すくい上げながら答える。

「基本的には保存が利くように焼き固められたパンだな。それを水とかお湯で柔らかくして食う程度だ。……狩猟が得意な奴がいれば、鳥やら野生動物やらを獲とってきて焼いて食ったりはするな」

「他にも道中でモンスターを倒したりしたらその肉を焼いて食べたりもするのう。じゃが、それは本当に幸運なときだけじゃな。数だけは多いゴブリンは肉が臭くて食えたものではないからのう。それに肉を焼くと言っても、味付けに使う塩の類たぐいを持ってる奴がいるのも珍しいし」

「……塩くらいは持ち歩いてもいいんじゃないか？」

　ブラッソの言葉に、思わず尋ねるレイ。実はミスティリングにはギルムで購入出来る多種多様な香辛料が入っていたりするのだが……

（この様子じゃそれに関しては言わない方がいいんだろうな）

「確かにそういう意見があるのも承知しておる。実際、塩の一瓶なら大して荷物の場所を取らぬしな。じゃが依頼を受けている儂等にとってみれば、その一瓶の重量差が生死を分けるというのも珍しくはないんじゃよ。ゆえに、少なくとも儂等は荷物を極力減らしておる訳じゃ」

　その言葉は、若者へとアドバイスをする年長者としては含蓄を含んでいる言葉だ。だが……

「その割には酒は必ず持ってくるんだよな」

　フロンのその一言で台なしとなる。

「喧やかましいわいっ！　酒と塩は別物じゃ！」

　ブラッソの言葉を聞き流したフロンの視線は、改めてレイへ……正確にはその右腕に向けられる。

「にしてもだな。こうしてレイの持っているアイテムボックスの便利さを考えると、今回の依頼が終わったあとにブラッソと二人だけのパーティでやってけるか？」

「一度便利な物に慣れたら、それを元の水準に戻すのは難しいとは良く言われることじゃしな」

「今回みたいにたまに組むのなら問題ないさ。何か手を焼く依頼があったら手を貸すしな」

「……それは、やはり『砕きし戦士』に参加はしないと考えてよいのか？」

　レイの言葉にブラッソがスプーンを動かす手を止めて視線を向けてくる。

　その視線を正面から受け止め、こちらもスプーンを動かす手を止めて小さく頷くレイ。

「ああ。色々考えたが、やっぱり俺にはソロが向いている。……いずれはパーティを組まないとやっていけないというのは分かるが、可能なところまではソロでやってみたい。それに……」

　レイは、自分の近くで嬉うれしそうに肉の入った皿にクチバシを突っ込んでいるセトの背を撫でる。

「俺にはセトがいる。こいつの力はブラッソも実感しているだろ？」

「うむ。それは……な」

　レイの言葉に頷くブラッソ。

　数時間程度とはいっても見張りを完全に任せ眠れるのだから、非常に心強い。ソロであることの難点の一つに、パーティのように交代で睡眠を取ることが出来ないというものがある。

　だが、セトがいればそんな心配は確かに無用なのだ。……それどころか、下手な相手とパーティを組むよりもずっと安心して背中を任せられるだろう。

　今回のハーピー討伐依頼で、セトの能力と、どれだけレイに懐いているのかを実際にその目で見たブラッソにしてみれば、そう言われると頷くしかなかった。

「そう、か。残念じゃがそれもしょうがないのう。じゃが、よいか。もし何かあったら儂等に言うんじゃぞ。お主のような腕の立つ若者が減るのはつまらんからな」

「へっ、せっかくこれで楽に依頼をこなせるようになると思ったのにな」

　しみじみと呟つぶやくブラッソに、どこか無理をしているように悪態を吐くフロン。そんな二人の様子に思わず笑みを浮かべ、再び料理へとスプーンを伸ばすレイだった。
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「うーむ、予想以上だったようじゃな」

　ブラッソが目の前に広がっている光景を見て、思わず呟く。

「俺もこの展開は予想出来なかった」

　その隣ではフロンが啞あ然ぜんとして言葉を出す。

「グルゥ？」

　どうしたの？　とばかりにセトが小首を傾げてからレイへと頭を擦こすりつける。

　そしてレイもまた、半ば呆ぼう然ぜんとその光景へと視線を向けていた。

「いや、確かに予想はしていたけど……ここまでとはな」

　口を開いたレイの視線の先には、この山の頂上。ハーピーたちが巣くっていた洞窟があった。

　洞窟自体は入り口付近がレイの放った複数の火球を使った魔法により焦げ付いており、その臭いが魔法を使ってから数時間経った現在でも周囲に漂っている。

　だが問題はそんなことではない。視線の先にある、血の海とでも表現すべき光景だった。

　洞窟の周辺にはハーピー以外にも幾多ものモンスターの死し骸がいが散らばっている。その死骸のほぼ全てが食い荒らされており、中にはレイたちが眠っていた数時間で骨となっているものすらある。

「たった数時間でこれとはな。……ハーピーたちの存在が、それだけこの山におけるモンスターの生態系を乱しておったのじゃろうな」

「つまり、この山のモンスターが手を組んでハーピーの生き残りを襲撃したと？」

　思わず、といった様子で尋ねるレイだが、その質問にブラッソは小さく首を振る。

「いや。そこまで組織立って行われた戦いではないじゃろう。恐らく、儂等が倒したときに流れたハーピーの血じゃな。その血の臭いを嗅かいで、ここに山の中からモンスターが集まり、盛大な殺し合い……否、喰くらい合いが起こったんじゃと思う」

「……その割には、その喰らい合いで生き残ったモンスターがいないようだが？」

「それは確かにもっともじゃが……恐らく」

　フロンへと言葉を返しつつ、チラリとレイに頭を擦りつけて甘えているセトへと視線を向ける。

「近付いてくるセトの気配に気が付いたんじゃろうな。まだ骨になっていないモンスターを見れば分かるが、殆ほとんどは低ランクモンスターじゃ。それだけに強き者の気配には敏感なんじゃろうて」

　ブラッソの言葉に、改めてモンスターの死骸へと視線を向けるレイとフロン。

　言われてレイが確認してみれば、確かに目の前に広がっているモンスターの死骸はゴブリンやソルジャーアント、ファングウルフといった低ランクモンスターがその殆どを占めている。中にはオークやリザードマンのものと思おぼしき死骸もあるが、それはごく少数でしかない。

「とにかくじゃ。このまま死骸を放置しておけば妙な病が起こりかねん。鉱山を再開するためにこのハーピーの依頼を受けたというのに、その鉱山で働く鉱夫たちが病気にでもなったら堪たまったもんじゃないわい。……レイ、頼めるか？」

「燃やせばいいんだな？」

「ああ。残っているモンスターの死骸からは碌ろくな素材は剝はぎとれんじゃろうし。……何より、今はセトの気配を感じて近付いてこないモンスターにしても、いつ気が変わるか分からん」

　ブラッソの言葉に頷き、どのような魔法が効果的かを考える。

　目の前の荒れ地には至る所に死骸が散らばっており、一ヶ所に纏まとめられている訳ではない。そうなると広範囲に効果が及ぶ魔法が必要な訳で……レイはデスサイズを握ったまま一歩前へと出る。

『炎よ、我が魔力を糧とし死する者を燃やし尽くせ。その無念、尽ことごとく我が炎により浄化せよ。恨み、辛つらみ、妬ねたみ、憎しみ。その全ては我が魔力の前に意味はなし。炎は怨おん念ねんすらも燃やし尽くす。ゆえに我が魔力を以もちて天へと還かえれ』

　呪文を唱えるのと同時に、レイの顔が魔力の急激な消耗により顰しかめられる。だがレイはそれに構わず、なおも呪文へと魔力を込めていく。

　そしてやがてデスサイズの石突きには青く輝く拳こぶし大の炎が現れ……

『弔いの炎』

　魔法の発動と同時に、デスサイズの石突きが青い炎ごと地面へと叩たたき付けられる。

　デスサイズの石突きと地面により青い炎は潰つぶされ、周囲へと青い炎の絨じゆう毯たんを広げていく。そして炎はモンスターの死骸に触れると瞬く間に燃やし、燃えている死骸はそのままに、さらに青い炎は広がり、やがて十秒かそこらで洞どう窟くつの前にあった荒れ地は全てが青い炎に覆われる。だが……

「熱く、ない？」

　呆然として呟くフロン。そう、目の前でモンスターの死骸を燃やし尽くしている青い炎からは、全く熱を感じないのだ。

「レイ？」

　フロンと同様、その青い炎に目を見張ったブラッソがレイの方へと声を掛けながら振り向くが、そこで見たのは顔中に玉のような汗を浮かべているレイの姿だった。

「お、おい。レイ!?」

　駆け寄ってくるフロンへと手を振り、大丈夫だと示してセトへと寄り掛かる。

「この手の魔法はどちらかと言えば神聖魔法の領分だから、炎の魔法にしか適性のない俺が使おうとすると、その分魔力を大量に消耗するんだよ」

　青い炎が荒れ地一帯にあった死骸を燃やしているのを見ながら、レイは魔法の説明をする。

「この魔法はモンスターや人の死体を燃やして弔い、アンデッドにしないための魔法だ」

　セトの滑らかな毛を撫で、青い炎によって燃やされていくモンスターの死骸を眺めるレイ。

　そのまま二十分ほどが経ち、荒れ地に散らばっていたモンスターの死骸もその殆どが燃やし尽くされた頃には、ようやくレイの体調も回復していた。

「……すっきりしたな」

　つい先程まで大量のモンスターの死骸が広がっていたとは思えない光景に、フロンが呟く。

「アンデッドやら疫病やらの心配はもうないじゃろう。さて、レイ。洞窟の中を確認してこようと思うが、お主はどうする？　まだ体調が厳しいようなら、ここで休んでいてもいいが」

「いや、せっかくだし俺も一緒に行くよ」

　心配そうに喉のどを鳴らしながら頭を擦りつけてくるセト。その頭を撫なで、レイは笑みを浮かべる。

「そう心配しなくても大丈夫だ。さっきのは大量の魔力を急激に消耗したからちょっと疲れただけだからな。それよりもセトはここで他のモンスターが襲ってこないように見張っててくれ」

　まだ心配そうにしながらも、それでも小さく鳴いて頷くセト。

　最後にその頭を再び撫でてから、レイたちはハーピーが巣くっていた洞窟へと向かう。

「予想よりも涼しい……っていうか寒いな」

　洞窟の中に入った途端に感じたひんやりとした冷たい空気に、思わずフロンが呟く。

「いくらレイの魔法とはいっても、一晩中燃えてる訳じゃないからのう。熱い空気は山の冷たい空気に散らされたんじゃろう。……それにしても」

　呟き、洞窟の壁を触って感心した声を出すブラッソ。

　洞窟の入り口は狭く、進むに従って広くなっている。もし洞窟の中に入ってハーピーを倒そうと思ったら、この狭さでレイとブラッソは自分の武器を思うように振るえずに苦戦していただろう。

　だがブラッソの目に映っているのは、その通路だけではない。否いな、通路よりもただひたすらに壁へと視線を向けている。

「これは……」

「ブラッソ？」

　いつも陽気に笑い、酒を飲み、騒いでいるドワーフのブラッソしか知らないレイが、その真面目な顔付きに思わず尋ねる。

　だがそんなレイの肩へとフロンが手を置き、小さく首を振って呆あきれたような声を出す。

「無駄だよ。ああなったら、しばらくは元に戻らない」

　レイと違ってブラッソとの付き合いの長いフロンにしてみれば、今のブラッソの状態は幾度か見たことがあったのだろう。

「前にも確か言ったな？　ブラッソは鍛か冶じ師を目指していたが、結局鍛冶師になれなかったと」

「ああ、それは聞いた」

「その最大の原因は、あいつの鍛冶師としてのセンスのなさが原因だった。けど、それでもさすが鍛冶師を目指したドワーフって奴なんだろうな。鉱石の目利きに関しては、その辺の人間の鍛冶師は足下にも及ばない凄すご腕うでなんだ。いや、目利きで凄腕ってのも変な表現だがな」

「……鉱石？」

　その言葉に、改めてブラッソへと視線を向けるレイ。そこでは何かを確かめるように洞窟の壁を触り、あるいは地揺れの槌つちで軽く叩いて地面へと落ちた石を確認しているドワーフの姿がある。

「つまり、何だ？　この洞窟は何かの金属の鉱脈か何かだった訳か？」

「だろうな。それもブラッソのあの様子を見る限りじゃ、相当に貴重なものだと思う」

　そのまま五分ほどブラッソの様子を眺めていたレイとフロンの二人だったが、このまま待っていても埒らちが明かないとフロンが溜ため息いきを吐き、レイへと視線を向ける。

「このままブラッソに付き合ってたら、今日もこの山で一泊することになっちまう。取りあえず、俺たちだけで中の様子を確認してこようぜ」

「いや、けどブラッソをこのままにしておいていいのか？」

「多少は心配だが……表にはグリフォンのセトがいるし、この奥には俺とお前で向かうんだ。モンスターの襲撃はまずないだろ。……あっても、さすがにモンスターに襲撃されればあの馬鹿も我に返るだろうしな。ほら、いいから行くぞ」

　ドラゴンローブに包まれているレイの腕を強引に引っ張り、洞窟の奥へと向かっていくフロン。

　焼け焦げた臭いに軽く眉まゆを顰ひそめつつ通路の奥へと進んでいくと、やがて巨大な空間へと出る。

　その巨大な空間は、レイが数日前に出向いたボルンターの屋敷と比べてもまだ広かった。そして、天井からは何本もの鍾しよう乳にゆう石せきが真冬の氷柱つららの如く大量に生えている。

（鍾乳石？　鍾しよう乳にゆう洞どうの類たぐいはこういう山頂に出来るんじゃなくて、山の中を通った水とかが石灰岩を溶かして作るとか何とか、以前ＴＶで見たことがあるが……それが何で山頂にある洞窟に？）

　一瞬そんな風に内心で思ったレイだったが、魔法があって、モンスターがいるような世界なのだ。山頂で鍾乳石の生えている鍾乳洞があるくらい、そうおかしな話ではないのだろうと判断する。

「おい、どうやらあそこがハーピーの巣だったみたいだな」

　鍾乳石を眺めていたレイがフロンの声で我に返り、フロンの見ている方へと視線を向けると、そこはまるで蜂の巣のように幾多もの穴が空き、ハニカム構造のような造りになっていた。

「あれは……？」

「さぁな。何であんな風になっているのかは分からないが、ハーピーの焼け焦げた死骸がある以上は間違いないだろ」

　確かにそのハニカム構造の壁の近くには、レイの放った魔法で焼け死んだのだろうハーピーと思われる、焦げて完全に炭と化している死体が大量に地面へと転がっている。

　そしてハニカム構造になっている場所を中心として、レイたちのいる場所の反対側には外へと続く穴が空いていた。

「なるほど、こっちがむしろハーピー共にとってみれば表玄関だった訳か。……どうりであの魔法を食らっても、二十匹近く生き残った訳だ」

　フロンが溜息を吐きながら周囲を見回し、レイもそれに続く。この大広間とも言える場所に残っているのはハーピーの死骸のみで、生き残っているハーピーの姿はどこにもない。

　もし運良くレイの魔法から生き延びていたとしても、出口があれほど近くにあるのならさっさとあそこから逃げだしているだろう。それをフロンも理解しているのか、周囲をざっと見回して生き残りがいないのを確認すると、安あん堵どしたように、そして清々したように笑みを浮かべる。

「よし、取りあえず依頼は達成だな。何だかんだで今回はレイに頼ってばかりになったが……」

　力強く背中を叩いてくる様子に苦笑を浮かべつつ、壁の近くにあるハニカム構造の存在へと目を向ける。

「ハーピーの討伐完了はいいが、結局何であんな風に？　ハーピーが作った巣とかいうオチか？」

「どうだろうな。少なくとも俺はハーピーがあんな風に巣を作るなんて話を聞いたことはないけどな。恐らくだが、偶然あそこを見つけて自分たちの巣に丁度いいとでも思ったんじゃないか？」

　そんな風にフロンと話しているレイだったが、背後からドタドタと自分たちに駆け寄ってくる足音が聞こえ、そちらへと振り向く。

　するとそこには、興奮で顔を真っ赤にしているブラッソが、巨大な薄紅色の鉱石を抱えながら走ってきているところだった。

「凄すごい！　ここは凄いぞ！　いや、レイが凄いのか!?」

　いつもの酔っ払った陽気な興奮の声ではなく、一種の鬼気迫る顔付きで持っていた鉱石と思しき物を見せつける。その手に抱えられているのは、ほんのりと薄紅色に輝いている鉱石だ。

「それは？」

「火炎鉱石じゃよ、火炎鉱石！」

　火炎鉱石。その名を聞いて、レイはギルドでブラッソたちに聞かされた内容を思い出す。

　この山にある鉱山。その鉱山で採掘出来ると聞かされていた一種の魔法金属だ。

「それがどうしたんだ？　この山にある鉱山で取れるんだろ？　それならこの洞窟にあっても不思議じゃないと思うんだが」

「違う！　いや、間違ってはいないんだが根本的にち……が…う……？」

　持っていた火炎鉱石を抱え上げ、口を開こうとしたブラッソの動きが止まる。その視線の先にあるのは、大広間の天井から幾本も生えている鍾乳石と洞窟の奥にあるハニカム構造の壁。

「……ば、馬鹿な。何故こんな所に風石結晶が……それも、こんなに。それにあっちにあるのはエ、エメロスト鉱石……か？」

　ブラッソが呟つぶやいた名前は何らかの金属だろうと、レイは以前読んだ本の内容を思い出す。


【風石結晶】

　一年中、止むことなく風が吹き続ける場所に数百年単位を掛けて生み出される鉱石。風の魔力が何らかの影響で半ば物質化し、それが溶けて鍾乳石のように天井から生えてくる。マジックアイテムの材料や、錬金術の材料として非常に有用。



（なるほど。ようはお宝な訳だ）

　内心で呟き、天井からぶら下がっている鍾乳石……否、風石結晶へと視線を向ける。作られるのに数百年単位も掛かるのなら、それは確かに滅めつ多たに拝める物ではないだろうと。

　次に視線を向けたのは、ハーピーたちが巣として使っていただろうハニカム構造の壁だ。


【エメロスト鉱石】

　自然に満ちている魔力を吸収し、それを触れている者に分け与える稀き少しよう鉱石。



（へぇ。確かにこれは凄い。ようは身につけているだけで魔力の回復速度が高まる訳か。ハーピーたちが巣にしていたのも当然と考えるべきだろうな）

「なるほど、これが風石結晶にエメロスト鉱石か。実際にこの目で見るのは初めてだな」

　感心したように呟くレイに、フロンが視線を向けてくる。

「知ってるのか？」

「本で読んだくらいの知識だけど」

　そう告げ本に書いてあった内容を説明すると、フロンは感心したように二つの鉱石を眺める。

　狂喜乱舞とまではいかずとも、もっと喜ぶと思っていたレイは拍子抜けしたように口を開く。

「もっと喜ぶと思ったんだがな」

「いや、確かに凄いとは思うが……別に俺たちの物になるわけじゃないしな」

「え？　違うのか？」

　フロンの言葉に思わず聞き返すレイ。それに対して、フロンは当然とばかりに頷うなずく。

「この山自体がラルクス辺境伯の持ち物だぞ？　そんな領主の持ち物の山から貴重なお宝を掠かすめ取ってみろ。ただでさえラルクス辺境伯の治めている領地は文字通りの意味で辺境なんだ。そんな所で私利私欲に走ったら、間違いなく厳しく取り締まるはずだ」

「……そういうものか」

「ああ。せめてこの山に鉱山がない、完全に誰の手も入ってない山だったら別だったんだがな。……だからブラッソも、その手に持ってる火炎鉱石を盗もうなんて思うんじゃないぞ！」

　フロンのその声に、風石結晶とエメロスト鉱石に目を奪われていたブラッソがビクリとする。

（こいつ、あわよくばとか思ってたんだろうな）

　ブラッソが大事そうに抱えている火炎鉱石を眺め、その慌てた様子に苦笑を浮かべるレイ。

「べ、別にそんなことは思っとらんわい！　それよりもじゃ、この火炎鉱石は凄いぞ。周囲にある鉱石も含めて調べてみたんじゃが、恐らくこの火炎鉱石は昨日生成されたばかりの代物じゃ」

「昨日？」

　その言葉を聞き、フロンはレイへと視線を向けてくる。

　それもそうだろう。火炎鉱石というのは炎の魔力が鉱石に封じ込められた代物なのだ。そして生成されたのが昨日。そうなると思いつくのは一つしかない。

　フロンの視線に押されるようにして口を開くレイ。

「それはつまり……昨日の俺の魔法でその火炎鉱石が生成されたと？」

　出来れば外れててくれ。そう思いつつ尋ねたレイだったが、ブラッソは当然とばかりに頷く。

「それ以外にないじゃろう。儂わしは魔力についてはそれほど詳しくないが、レイが昨日この洞窟に叩き込んだ魔法は桁けた外はずれの炎の魔力を持っていたんじゃろうな。それが偶然に何らかの作用によって鉱石に封じ込められ、この火炎鉱石が作られることになった」

「……つまり、レイがいれば好きなだけ火炎鉱石を作れるってのか？」

　レイ自身も感じた疑問をフロンが口に出すが、ブラッソは小さく首を振る。

「今も言ったように、確かにこの火炎鉱石が出来たのはレイの魔法が原因じゃろう。じゃが、あくまでも原因の一つでしかない。いくつもの偶発的な要素が積み重なってこそじゃ」

「俺がもう一度昨夜ゆうべのような魔法を使っても、火炎鉱石は出来ないってことか？」

「恐らくじゃがな。少しでも魔法金属に知識のある者が見れば、この火炎鉱石が最近生成されたというのは分かるじゃろう。となると、その原因として考えられるのは当然ハーピーの討伐を受けた儂等で、その中でも魔法が使えるのはレイだけというのもギルドで調べればすぐに分かるはずじゃ」

（下手をすれば俺が延々と火炎鉱石を生み出すために捕らえられる可能性もあるってことか）

「妙な騒動になる前に、一度ラルクス辺境伯に会って説明をしておいた方がいいかもしれないな」

「いや、それは確かにそうなんじゃが……伝つ手てがあるのか？　領主に面会したいと言っても、すぐに面会出来ないというのは分かるじゃろう？」

　髭ひげの生えた顎あごを撫でながらブラッソが溜息を吐く。

　だが、そんなブラッソに向かってレイは笑みを浮かべながら頷く。ラルクス辺境伯のダスカーからはダンジョンの件で指名依頼を受けたのだから、一応の面識はあるのだ。

「恐らくだがな。とにかくなるべく早くギルムに戻って領主と話をつけた方がいいだろう。……ハーピーからの素材剝はぎ取りは……」

「お前のアイテムボックスに入っていれば腐ることはないんだろ？　なら今はなるべく早くそっちの問題を片付けた方がいいだろうな」

「いいのか？」

「別にレイだけのためって訳じゃない。確かに火炎鉱石を作ったのはレイの魔法が原因かもしれないが、だからといって一緒に依頼を受けた俺たちが面倒事に巻き込まれないとも限らないだろ？」

「そうじゃな。腐るのなら素材の剝ぎ取りを早くした方がいいじゃろうが、今はこっちの件を早めにどうにかした方がいい。欲の皮の張った馬鹿な奴等にしてみれば、火炎鉱石を自由自在に作り出せるかもしれないというだけで、レイをどうにかするには十分な理由じゃからな」

　欲の皮の張った馬鹿な奴等。その言葉でレイの脳裏にボルンターの顔が思い浮かぶ。

（とは言え、あそこまで脅したんだ。そうそう馬鹿な真似はしないと思うがな）

　あそこまで脅され、それでも自分に干渉してくると言うのなら、それはそれで見事と言ってもいいだろう。次はないと宣言された上での行動であれば、己おのが命を賭かけての行動だろう。そう思いつつブラッソの持っている火炎鉱石へと手を伸ばす。

「ラルクス辺境伯に会うにしても、何らかの証拠が必要だろう。これを持っていくとするか」

「む？　……うむ。まあ、しょうがないのう」

　渋々といった様子でブラッソが差し出した薄紅色に輝いている火炎鉱石へと手を触れ、ミスティリングの中へと収納する。

「じゃあ、さっさと山を下りるか。……いや、俺がセトに乗って先に行くってのもありなのか？」

　エメロスト鉱石の近くにある、外へと続いている出口へと視線を向けて呟く。

　だがその言葉に首を横に振ったのはフロンだった。

「今はそこまで急ぐ必要はない。この洞どう窟くつを知っているのは俺たちだけなんだからな。それなら、セトがいなくて山を下りるときにモンスターの襲撃を撃退しないといけなくなる分時間が掛かるから、一緒に行った方がいい。どのみちこれからギルムまで戻れば、夕方頃には着くだろうし」

「そうじゃな、儂としてもそうしてくれれば助かる。……あるいは、セトが儂等三人全員を運べれば最良なんじゃが……」

　ブラッソの期待したような問いに、レイは首を横に振る。

「いや、基本的にセトに乗れるのは一人、頑張っても軽めで小柄な人物が二人ってところだ。それは昨夜フロンが乗ったのを見れば分かるだろ？」

　そう言い、ブラッソとフロンの二人へと視線を向ける。

　ブラッソは問答無用で却下だ。ドワーフ族特有の筋肉に、巨大なハンマーである地揺れの槌。

　武器の重さで言えばデスサイズの方が圧倒的に上なのだが、同じ魔獣術で生み出されたという影響もあり、セトは平気でデスサイズを持ったレイを乗せて飛ぶことが出来た。

　フロンに関しては、レイより多少背が高く戦士だけあって筋肉もそれなりについているし、そもそも昨夜の一件を見れば考えるまでもないだろう。

　そんな二人を少し観察し……小さく首を振るレイ。

「無理だな」

「儂はともかく、フロンもか？　……あぁ、それだけ体重がぐがっ！」

　最後まで言わせることなく、ブラッソの脳天にフロンの持っていた剣が振り下ろされる。

　幸いなのは剣が鞘さやに収まっていたことだろう。もし鞘から抜かれていたのなら、今頃はブラッソの身体は左右に分断されていたはずだ。それほどの勢いを持った一撃だった。

「ぐっ、ぐが……な、いきなり何をするん……じゃ……」

　怒声と共に背後へと振り向いたブラッソだったが、そこにいたのは自分よりもなお怒気に満ちた表情を浮かべているフロンだった。その様子にブラッソの怒気は瞬時に消え失うせる。

「ブラッソ。女に体重のことを言うとはいい度胸をしているな。いや、さすがにドワーフ族の勇者だ。世界中の女の怒りをその身に受けてみるとか、そんな勇気はお前くらいしか持ってないだろう」

「い、いや。別に儂はそんなつもりは……」

　チラ、チラ、と助けを求めるようにレイへと視線を向けてくるブラッソだったが、フロンの怒気をその目にしたレイはそっと視線を逸そらして救援要請をやり過ごす。




「……そろそろいいか？」

　ブラッソへの仕置きを終え、ある程度落ち着きを取り戻したフロンへと声を掛ける。

　それでもやはりどこか慎重な様子で声を掛けたのは、それだけ体重のことに関して話されたときのフロンが怒りに満ちていたからだろう。

「……ああ、そうだな。お仕置きは取りあえずこの程度でいいか。残りはこの件が終わってからゆっくり、じっくり、たっぷりと、その身にデリカシーという言葉と共に刻み込んでやる」

（まだ足りないのか）

　グロッキー状態になっているブラッソへと気の毒そうな視線を向け、それでも関わると自分にも不幸が訪れると理解しているのか、特に何を言うでもなく二人と共に洞窟から出ていく。











【セト】




・水球　Ｌｖ．２　　ｎｅｗ




直径三十センチほどの水球二つを同時に使用可能。威力自体もＬｖ．１のときに比べて若干上がっている。




・ファイアブレス　Ｌｖ．２

・ウィンドアロー　Ｌｖ．１

・王の威圧　Ｌｖ．１

・毒の爪　Ｌｖ．１

・サイズ変更　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ




元の大きさよりも縮む。Ｌｖ．１だと一メートル程度の体長になる。




・トルネード　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ




竜巻を作り出す。竜巻の大きさはＬｖによって異なる。Ｌｖ．１では高さ一メートル程度。







【デスサイズ】




・腐食　Ｌｖ．１

・飛ひ斬ざん　Ｌｖ．２　　ｎｅｗ




飛ばせる斬撃の数はＬｖ．１のときと同じだが、斬撃そのものの威力が上がっている。




・マジックシールド　Ｌｖ．１

・パワースラッシュ　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ




一撃の威力が増す。ただし斬れ味が鋭くなるのではなく叩き切るような一撃。




・風の手　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ




風の魔力で編み込まれた無色透明の触手のような物がデスサイズから生える。触手の先端部分で触れている物のみ風を使った干渉が可能。











　　　第二章







「お久しぶりです、ダスカー様」

「ああ、確かに久しぶりだな。……それにしても、お前はよくよく騒動を運んでくる。もっとも、今回のような騒動ならこっちとしては大歓迎だが」

　ニヤリとした笑みを浮かべつつ、ダスカーは緊張して固まっているブラッソとフロンを見て、次に来客用の応接セットのテーブルの上に置かれている火炎鉱石へと視線を向ける。

　口では文句を言いつつも、その表情には嬉うれし気な笑みが浮かんでいた。

　それも無理はないだろう。鉱山を使えなくなっていた原因であるハーピーが退治され、さらに見たこともないような巨大な火炎鉱石が持ち込まれたのだから。

「取りあえず座ってお茶でも飲め。そっちの二人も随分と緊張しているようだしな」

　ダスカーに勧められるままにレイたちは来客用のソファへと腰を下ろす。するとそれを待っていたかのようにメイドが執務室の中に入ってきて、お茶の入ったカップを並べていく。

　軽く礼を言って紅茶を口に運び、ブラッソとフロンが落ち着いたと見たダスカーが口を開く。

「ハーピーが巣にしていた洞窟からこの火炎鉱石が見つかったという話だが……それは事実か？」

　ダスカーの言葉にブラッソへと視線を向けるレイ。だがブラッソは、自分が言うのはごめんだ、お前が言えとばかりに視線を向けてくる。その様子に小さく溜ため息いきを吐き、レイは口を開く。

「正確には違います。昨夜のハーピーに対する襲撃時に俺が使った炎の魔法が、何らかの効果により洞窟の中にあった鉱石と反応して火炎鉱石になった……というのが正しいらしいです」

「……お前が？」

「はい。ただ、これはいくつもの偶然が重なって起きた、奇跡的な確率によるものらしいです。なのでもう一度火炎鉱石を作れと言われても、ちょっと難しい……と言うか、まず不可能だろうと」

「そうか。火炎鉱石が安定して産出するようになればこのギルムももう少し豊かになるんだがな。……それで、火炎鉱石についての説明はそこのドワーフから聞いたのか？」

　ダスカーの視線がブラッソへと向けられる。するとこれ以上は避けられないと判断したのか、ブラッソは持っていたカップをソーサーの上に置いて口を開いた。

「すいませんが、儂はドワーフの出で貴族に対する口の利き方は得意じゃないんで、その辺は見逃して貰もらえると助かります」

「構わん。俺自身元々礼儀に関してはそんなに気にしない方だしな。人前で最低限の礼儀を弁わきまえてくれればそれでいい」

　ダスカーのその一言でようやく安あん堵どしたのか、落ち着いた様子でブラッソが説明を始める。

「その火炎鉱石は、少しでも鉱石に詳しい者が見れば出来てから殆ほとんど時間が経っていないというのはすぐに分かります。そして火炎鉱石が見つかったのはハーピーの巣。そこまで分かれば、ギルドを調べてハーピーの討伐依頼を受けたのが誰なのかを調べるのはそれほど難しくはないでしょう」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ったブラッソは、意味ありげな視線をダスカーへと向けて言葉を紡ぐ。

「特にそれがこのギルムの領主であるラルクス辺境伯であればなおのことです。なので、変に情報が歪ゆがめられて領主様に届く前に儂等が話した方がいいと思って報告に来ました。……幸い、レイは領主様と面識があるということでしたので」

「……なるほど。レイが火炎鉱石を作るために酷使されるんじゃないかと判断した訳か」

「はい。何しろ実際に一度は火炎鉱石を生成しているので。何も知らない者なら、一度出来たことが二度目は出来ないなんて信じられないでしょう」

　ブラッソの言葉に顎に手を当てて何かを考えるダスカーだったが、やがて口を開く。

「この火炎鉱石が出来たのは本当に偶然なんだな？」

「はい。それはドワーフとして断言させて貰います」

「……分かった。この件でこれ以上レイに言及しないというのは約束しよう。それで、その洞窟にはどのくらいの火炎鉱石が出来たか分かるか？」

　ダスカーからの問いに、ブラッソが答えるのは数秒……いや、数十秒ほどは間が空いていた。

「洞窟の入り口ほぼ全てが……です」

「……何？」

「レイが炎の魔法を投げ込んだ、洞窟の入り口付近。その全てが火炎鉱石と化しています。量にすれば相当なものかと。それこそ錬金術師なり鍛か冶じ師なりなら目の色を変えるほどに。それに……」

　いきなり出て来た、信じられないほどの量の火炎鉱石。その価値を口にしながらも、さらに話を続けるブラッソ。

「それに？　まだ何かあるのか？」

「はい。洞窟の奥。ハーピーが巣にしていた場所には大量の風石結晶が天井から鍾しよう乳にゆう石せきのように生えており、他にもエメロスト鉱石が存在していました」

「……それは事実か？」

「儂だけではなく、レイやフロンも確認しておりますので間違いないかと。あの量の魔法金属、どれだけの価格になるのかちょっと想像も付きません。火炎鉱石に関してだけではなく、その件もあったので急いで領主様に面会を願い出たのです」

「……なるほど。よく知らせてくれた。早速その辺に詳しい者を騎士団と共に派遣してその洞窟とやらを調べさせよう。この件は誰にも言っていないな？」

　ダスカーからの視線に、レイ、ブラッソ、フロンの三人は黙って頷うなずく。

「はい、誰にも漏らしてはいません」

「そうか。……感謝する。知っての通り、ここは辺境だからな。これでまた一つ発展させられる」

　そう言い、辺境伯の立場にある者がレイたちへと頭を下げるのだった。

「以後この件に関しては全てこっちで取り仕切る。お前たちもよけいな騒動に巻き込まれたくないのなら口を噤つぐんでおくようにな」

　ダスカーの言葉に黙って頷く三人。その様子を見ながら再び口を開く。

「さて、他にあるか？　もしないようなら早速人を鉱石のある山へと向かわせようと思うのだが」

「……少し、いいでしょうか」

　ダスカーが話を打ち切ろうとしたのをレイが止める。

　貴族の話を遮るような真似をしたレイにブラッソとフロンはぎょっとした目を向けるが、それに構わずにレイは口を開く。

「今回の件とはあまり関係ないんですが、実はアゾット商会の会頭であるボルンターという男からマジックアイテムやセトを譲れと言われました。その件で何か聞いてますか？」

「……いや。全く知らないな。それは本当か？　いくらアゾット商会の会頭でも、冒険者の財産とも言える従じゆう魔まやマジックアイテムを取り上げるような真似は出来ないはずだぞ」

「はい。その辺についてはギルドで聞いています。色々と悪い噂の絶えない男らしいと。……一応その件については断ったのですが、もしかしたらそれでも諦あきらめずに何かを仕掛けて来る可能性もあります。その場合、ギルムでちょっとした騒ぎになるかもしれません」

　レイの言葉に眉まゆを顰ひそめるダスカー。ダスカーにしてもボルンターの悪い噂は色々と聞いているのだが、納める税金や根回しの類たぐいで迂う闊かつに排除出来ないでいた、一種の病巣なのだ。それも下手をすればギルムを死へと導く可能性もある。

「分かった。アゾット商会には領主権限としてその辺をよく言い聞かせておこう。それでも懲りずに強引な行動に出た場合は、お前の思うように行動をしろ。幸いあそこにはボルンターよりも出来のいい弟がいたはずだからな。跡継ぎに関しては心配しなくてもいいだろう」

　ダスカーの言葉が何を示唆しているのかを悟ったレイは表情を引き締めて小さく頷くのだった。




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




　ハーピーの巣についての報告が終わり、領主の館やかたから出て来たときにはすでに周囲は夕焼けによる赤色に染まっていた。

　その夕焼けを眩まぶしそうに眺めながらフロンが口を開く。

「いや、予想以上に時間が掛かったな」

「何を言っとるんじゃ。説明を全部儂わしやレイに投げおって。お前はただ黙って茶を飲んで、茶菓子を食べてただけじゃろうが」

　呆あきれたようにブラッソが溜息を吐く。

　その横ではこちらも同様に説明を投げられたレイが、呆れた様子でフロンへと視線を向けていた。

　二人から呆れた視線を向けられたフロンは、どこかバツの悪い笑みを浮かべつつ頰を搔かく。

「そんなこと言っても、俺は貴族と話したことなんかないし。慣れてる奴に任せるのが一番だろ？」

「儂だってそんなんないわい」

「俺は……まあ、ないこともないが、それだってここ最近の出来事だしな」

　二人の言葉に形勢が不利だと思ったのか、視線を逸らしつつフロンが改めて口を開く。

「そ、そもそも火炎鉱石はレイの担当で、その他の鉱石に関しても知識があるのはブラッソだろ？　ほら、そう考えれば俺は関係ないし」

「……もういいわい。取りあえず報告も一段落したし、ギルドに依頼達成の報告に行くとするかの」

　ブラッソが諦めの溜息と共に告げると、レイが領主の館の奥から歩いてくるセトを発見する。

　満足そうに喉のどを鳴らしながら近付いてくるセト。そのクチバシに何かのタレのようなものが付いているのを見たレイは、思わず笑みを浮かべつつセトの頭を撫なでる。

「どうやらここでも可愛がって貰ったらしいな」

　セトの様子からそう察し、頭を撫でながら視線をブラッソへと向ける。

「それで、ギルドに報告に行くって話だったが……火炎鉱石はどうする？」

　そう、ハーピーの巣から持ち帰ってきた一抱えほどもある火炎鉱石。その火炎鉱石を、ダスカーは今回の報告の褒美だということでレイたちに自分の物にしてもいいと許可したのだ。

「いやぁ……あれほどの大きさの火炎鉱石だと、売る方も買う方もおいそれとはな。一応、儂等が今回の件を頼まれた鍛冶師の所に持ち込んでみるか？」

「俺は金には困ってないから、出来ればその火炎鉱石はそのまま残しておくか……最悪、三等分に分けてって風にしてくれると嬉うれしい」

「うーん、その辺をどうするかだな。レイは金に困ってないらしいが、俺とブラッソは貧乏って訳じゃないが金に余裕がある訳でもないし。……けど武器を新調するときとかに火炎鉱石を使えるというのを考えると、このまま売りに出すのもちょっとなぁ」

　悩んでいるフロンのその様子に、ふと何かを思いついたかのようにレイが口を開く。

「ならこの火炎鉱石を売った場合にいくらくらいになるかを鑑定して貰って、その三分の一ずつを俺が二人に支払うってのは？」

　レイのその提案にフロンは数秒ほど悩み……やがて頷く。

「俺はそれで問題ない。ブラッソはどうだ？」

「む、むむむ……確かに金も捨てがたいんじゃが、火炎鉱石もまた……」

　頭を抱えて悩むブラッソを眺めながら街中へと向かうレイとフロンだったが、人通りが多くなってきても悩んだままのブラッソを見かねたレイが口を開く。

「なら、取りあえず火炎鉱石の査定をして貰わないか？　その値段によってはブラッソもどうするか決められるだろうし」

「う、うーむ……そうじゃな。確かに本職の者に鑑定して貰えば、一つの指針にはなるじゃろう」

「ならあそこの武器屋でいいか？」

　レイの視線の先にあるのは十メートルほど先に進んだ場所にある武器屋だった。奇くしくも、レイが今回の依頼を受けたあとに槍やりを買おうとして断られた店だ。

「む？　武器屋で良いいのか？　武器屋は基本的に武器を売る店であって、鉱石を使って武器を作るのは鍛冶師じゃぞ？」

「だな。どうせなら俺たちの知り合いの鍛冶師辺りに鑑定して貰った方がいいだろう。迂闊な店だとぼったくられる可能性もあるけど、知り合いならそんな真似はしないだろうし」

「お前たちがそっちの方がいいと言うんならそれでもいいが、鑑定だけして貰って、買い取って貰わないとかでも構わないのか？」

　場合によっては知り合い同士だからこそ揉もめるんじゃないかと尋ねたレイだったが、フロンはその言葉に肩を竦すくめ、ブラッソは笑みを浮かべる。

「奴は仕事には真面目な男じゃからな。だからこそこの街に来て短期間で多くの者たちに評価されておるんじゃ。そういうみみっちい真似はせんよ」

「……この街に来て短期間の鍛冶師？」

　ふと何やら聞き覚えのある言葉に、数秒ほど悩み……

「なぁ、もしかしてその鍛冶師って子供が一人いないか？　名前はクミトとかいう」

　以前ちょっとした暇ひま潰つぶしに絡まれている子供を助けたとき、その子供の父親がギルムに最近来たばかりの鍛冶師だと言っていたはずだ。それを思い出し、ブラッソとフロンへと尋ねる。

　そんなレイの問いに、軽く目を見開く二人。

「よく知っておるな。確かにパミドールにはクミトという息子がおるが……」

「あぁ、やっぱりな。いや、以前悪ガキに絡まれているところを助けたことがあってな」

「……お前の年齢でも十分悪ガキなんだがな」

　ボソッと呟つぶやいたフロンの言葉に苦笑を浮かべるレイ。

「それなら丁度いい。クミトに遊びに来て欲しいって言われてたからな。ならその……パミドールとか言ったか？　その鍛冶師の所に行くか」

「うむ。儂としても信頼出来る鍛冶師じゃから、そうしてくれると助かるわい」

「俺も異論はないな。下手な武器屋とかで鑑定して貰うと鑑定費用とか取る所もあるし」

「じゃあ暗くなる前に早い所ギルドに行くとするか。この時間帯だとそろそろ依頼達成の報告を持ってくる奴も多くなってくるはずだしな」

「……まあそれはしょうがないわい。時間が時間じゃから、儂等も人のことは言えんしのう」

「人混みはあまり好きじゃないんだよな。特に冒険者とかだと体格のいい奴が多いし」

　二人の会話を聞き、思わず漏れたレイの言葉。それを聞いたフロンは思わず吹き出す。

「そ、それは確かにそうだろうな。レイの背丈じゃ大人の間に入ると、完全に埋まるだろうし」

「レイでもそういうのは気にするんじゃな。ええい、フロン。人の身体的特徴を笑うでないわい」

「け、けどよ。あれだけの力を持ってるレイが、自分の身長にコンプレックスを持ってるって……だ、駄目だ。似合わなすぎる……」

「……一応、これでも俺はブラッソよりは大きいんだけど」

「お主も、ドワーフである儂より背が高いのが自慢になる訳ないであろうに」

　レイの言葉にブラッソは溜息を吐き、ギルドへと向かい……今度はレイが溜息を吐くことになる。

　夕方という時間帯の影響もありギルドの中は依頼を達成させた冒険者たちや、併設されている酒場で宴会の如く盛り上がっている者たちで溢あふれかえっていたのだ。

　そんな中を、ブラッソを先頭にしてカウンターの方へと向かっていく。

　何を考えたのか途中でフロンを口説こうとして近づいて来た酔っ払いもいたが、それらは例外なくフロンの剣で横っ面を引っぱたかれて撃沈する結果となった。

　……剣が鞘さやに収められていたのが、せめてもの救いだっただろう。

「あ、レイさん、それにブラッソさんにフロンさんもお帰りなさい。その様子だと依頼は無事に完了したようですね」

　レイたちの姿を見たレノラが、嬉しそうに笑みを浮かべて三人を迎える。

　この混雑している中でも笑みを浮かべて依頼達成の報告に来た冒険者を迎えるその様子は、受付嬢の鑑かがみとも言えるだろう。

「ハーピーの討伐でしたよね」

　そう言い、一いつ旦たん口を閉じてから周囲に聞こえないように小声で続きを口にする。

「実は領主様からギルドに連絡があったらしくて。本来であればこの手の討伐依頼は討伐を完了してから十日ほど様子を見て、討伐対象のモンスターがいないのが確認されて依頼達成になるんですが……今回は特例としてすぐに依頼達成を承認すると。……また何かやったんですか？」

　レノラからどこか呆れたような視線を向けられ、そっと目を逸そらすレイ。

　まさか自分の使った魔法の影響により、ハーピーの巣であった洞どう窟くつの一部分で火炎鉱石が生成されたなんてことはさすがに言えない。それに風石結晶やエメロスト鉱石にいたっては、その稀き少しようさから輪を掛けて口に出す訳にはいかないのだ。

　そんなレイをしばらくジト目で見ていたレノラだったが、やがてしょうがないとばかりに溜ため息いきを吐いて小さく首を振る。

　……隣で嫉しつ妬との籠こもった視線を向けている同僚の猫の獣人、ケニーの存在があったせいもあるが。

「えっと、ハーピーの素材や討伐証明部位、魔石の類はありますか？」

「今はないのう。ちょっと急いでギルムまで戻って来たから、ハーピーの死体はレイのアイテムボックスの中じゃ」

「そうですか。それらについてはいつでも買い取りが可能ですので。では、これが報酬となります」

　そう言い、金貨三枚の入った布袋を手渡してくるレノラ。ブラッソはそれを受け取り、これでハーピー討伐依頼は完了となる。




「うーむ……なぁ、レイ、フロン。ちょっと寄っていくのは駄目じゃろうか」

　カウンターから離れたブラッソの視線が向けられているのは、ギルド内部に併設されている酒場。

　いつもレイがギルドに来る人の少ない時間の酒場とは違い、今の酒場は座る場所もないほどに混んでいる。当然酒場では依頼を無事完了した冒険者たちが宴会のように皆みんなで飲んでおり、あるいは依頼に失敗した反省会と言う名で飲んでいたり……それをブラッソは羨うらやましそうに眺めていた。

　だがそんなブラッソの懇願をフロンは一刀両断にする。

「馬鹿を言うな。今からパミドールの工房に行くんだろ。飲んでたら工房が閉まっちまう」

「何も思う存分飲ませろとは言わん。一杯や二杯……」

「お前の場合、それじゃすまないから駄目だって言ってんだ！　ほら、とっとと行くぞ！」

「痛っ！　お、おいフロン。耳を引っ張るのは止めて欲しいのじゃが！」

　そんな風にギルドの外へと向かう二人を呆れたように眺めていたレイも、すぐにあとを追う。

「おーい、ブラッソ。お前の分も酒を楽しんでやるから安心しろよー」

　ブラッソの知人らしき男の声をその背に受け、その声にブラッソが悔しげに唸うなりながら。




　ギルドを出てレイたちが向かったのは、図書館へと続く大通りから横へ一本ずれた場所の脇道にある工房だった。確かに小さい工房だが、大通りから近いという立地は悪くはないだろう。

　そんな工房へと、未いまだに酒を飲めなくて不機嫌な様子のブラッソが扉を開けて声を掛ける。

「パミドール、いるか？」

「ああ？　何だこんな時間に。もうそろそろ店じまいだぞ！」

　工房のドアを開けて声を掛けた途端に返ってくる、ドスの利いた怒鳴り声。その怒鳴り声を聞きつつも、ブラッソとフロンは特に気にした様子もなく工房の中へと入っていく。

　セトはいつものように工房から少し離れた場所で寝転がり、レイはブラッソたちのあとを追う。

　工房へと入ってまず感じたのは、強烈な熱気だった。鍛か冶じ場自体は工房の奥にあるのだが、その鍛冶場からの熱が工房の入り口付近にまで伝わってきているのだ。

「こんな時間も何も、そろそろ今日の仕事は終わりじゃろうに」

　ブラッソが不機嫌そうに告げるが、そんなブラッソの姿を見たパミドールは僅わずかに表情を緩める。

　外見で言えば三十代ほどだろう。戦士と言っても信じられるほどの筋肉がついており、高い身長と相まってその存在感を際立たせている。頭部には髪の毛が一本も生えておらず、それがまたよけいにパミドールの強こわ面もて振りを強調していた。

　そんなパミドールの僅かに緩んだ表情に気が付いたのは、レイの鋭い観察眼ゆえに……という訳ではなく、ほんの少し表情が緩んだだけで何処か刺とげ々とげしい雰囲気が若干和らいだからだった。

　……それでもその顔付きは、パミドールが醸し出す雰囲気と相まって凶悪と言ってもいいようなものなのだが。恐らく夜の人通りがない場所で遭遇したりしたら悲鳴を上げて逃げられるのは間違いないだろう。

「おう、誰かと思えばブラッソじゃねぇか。フロンと……そっちの小僧は？」

「レイだ。ハーピーの依頼の件で手伝って貰もらったんだよ。俺とブラッソじゃ空を飛ぶハーピーを相手にするのは難しそうだったんでな」

　その名前を聞き、微かすかに眉まゆを顰ひそめるパミドール。だがすぐに小さく首を振り、真剣な表情を浮かべながら口を開く。

「それで、ここに来たってことはハーピーの件は片付いたのか？　鉱山は？」

　ブラッソの両肩をガッシリと摑つかまえているその表情は、どこをどう見ても鍛冶師というよりは盗賊……むしろ山賊や海賊といった姿に見える。

　だがブラッソにしろフロンにしろ、目の前にいるパミドールという男がどういう性格なのかはよく知っているため、平気な顔で問題はないと頷うなずく。

「ハーピーに関しては問題ない。鉱山に関しても恐らく近い内に再開されるじゃろう」

「……奥歯に物が挟まったような物言いだな。何かあったのか？」

「あったと言うか、作ってしまったと言うか……じゃな。レイ、頼む」

　ブラッソの言葉に頷き、ミスティリングから一抱え以上もある火炎鉱石を取り出すレイ。その火炎鉱石を見たパミドールは息を吞のんでその魔法金属へと視線を向ける。アイテムボックスという存在を見たにもかかわらず、その目にはレイが抱えている火炎鉱石しか映っていなかった。

　一分ほどじっと見つめていただろうか。ひたすら熱心に見つめ……否いな、観察してやがて口を開く。

「火炎鉱石、か？」

「うむ。これが原因でちょっと領主の館やかたに行ってきたんじゃ」

「領主の館？」

「そうじゃ。実はこの火炎鉱石……そこにいるレイが使った炎の魔法が何らかの作用を起こして、ハーピーが巣にしていた洞窟で新たに生成された物でな」

「……なるほど。だから出来てからまだそれほどに日が経っていないのか」

　ブラッソの言葉に頷きつつ、パミドールの視線はレイへと向けられる。

　レイという人物の心根の奥までを覗のぞき込むような視線に、思わず眉を顰めるレイ。だがそんな視線もすぐになくなり、笑みを浮かべてレイの肩を叩たたいてくる。

「まだまだ坊主の割には、俺の顔を見ても怖がらないとか随分と肝が据わってるな。気に入った」

「……へぇ。パミドールが一目で気に入るなんて珍しいこともあるもんだ」

　そんな様子を見ていたフロンの、どこか感心したような言葉に笑みを浮かべるパミドール。

「実はレイという人物についてはちょっと前に話に聞いていてな。少し前にうちの坊主が絡まれてる所を助けてくれたんだろう？」

「ああ、クミトの件だな」

「そうだ。あのときからお前さんの話を時々するようになってな。いつか寄るって言ってたらしいが、それを楽しみにしてたんだよ」

　その言葉に、小さく頷くレイ。

「で、結局今日は何の用事でこの工房に来たんだ？　この火炎鉱石を売りたいってんなら大歓迎だが。っと、レイだったな。ちょっとそこの作業机の上に火炎鉱石を置いてくれ」

　指示に従い、近くにあった作業机の上へと火炎鉱石を置くレイ。するとパミドールは火炎鉱石を惚ほれ惚ぼれするように眺めながら口を開く。

「で、これは俺に売ってくれるってことでいいのか？」

「いや、まずは鑑定じゃな。もし買い取るとしたらいくらで買い取る？」

「うーむ、そうだな。一抱えほどもある火炎鉱石だと相場で考えれば……白金貨五枚……いや、白金貨三枚に金貨五枚程度だな」

　予想外の値段に目を丸くするフロンだが、ブラッソは溜息を吐いてパミドールへと言葉を返す。

「ちとぼったくりすぎじゃないかのう？　儂わしの鑑定では白金貨八枚の価値はあると思うんじゃが」

「今は知っての通り純粋に鉄の量が足りなくてな。そっちの方が値上がりしている分、火炎鉱石のような魔法金属は逆に値下がりしてるんだよ。それに……」

　何か言いかけ、レイへと視線を向けるパミドール。だがすぐに首を振って火炎鉱石の鑑定に戻る。

　その様子に不思議そうな表情を浮かべるブラッソだったが、話はすぐに火炎鉱石へと戻っていく。

「確かに純度は文句がないほどだ。炎の魔力がこれでもかという感じに染みこんでやがる。……これほどの火炎鉱石を作りあげるとなると、よほど強力な炎の魔法を使ったな？」

「ああ、凄すごかったぜ。周囲の温度が急激に上がるほどの熱量を持った火球を十個も作り出して、それを洞窟の中に放り込んだんだ」

　自分の見た光景を思い出しながら呟くフロンの言葉に、パミドールは思わず眉を寄せる。

　鍛冶師というのは火を操って武器や防具といった品を作る。つまり火に関しては一種のスペシャリストなのだ。その鍛冶師の中でも腕がいいと評判のパミドールにしてみれば、それだけでレイが使った魔法がどれほどの威力を持っていたのか理解出来た。しかも……

「それほどの熱量を持った火球を十個も洞窟の中に放っただと？　それだと火球が連鎖的に爆発して、熱の逃げる場所がなくなって……なるほど。だからこれほどの火炎鉱石が生成された訳か」

　実は洞窟の出口がもう一つあったのでパミドールが想像するほどの熱量は洞窟内に籠もらなかったのだが、それでもその火力はパミドールの予想を超えていた。それもこれも、レイ自身が持つ桁けた外はずれの魔力量があってこそ放つことが出来た魔法だった。

「……どうだ、本気でこれは俺に売らないか？」

　火炎鉱石へと視線を向けながらそう告げてくるパミドールだが、ブラッソは小さく首を振る。

「実はじゃな、レイがこの火炎鉱石を欲しいと言っておってな。お主が出した買い取り金額を三分の一ずつ儂とフロンに払うと言っておるのじゃ」

「お前が火炎鉱石を？　見た所、鍛冶の腕はないようだが……何でまたこいつを欲しがる？」

　目に力を込め、生半可な答えでは許さないとばかりにレイを睨にらみつけるパミドール。そんな視線を受けながらも、特にプレッシャーを感じた様子もなくレイは口を開く。

「少し前に大きな依頼を片付けたばかりで、今は特に金には困ってないからな。この先、何らかの理由でマジックアイテムが必要になるときが来るかもしれないから、そのために今のうちに必要そうな素材は取っておきたいというのが正直なところだ」

　じっと、レイへと視線を向けるパミドール。だが、一分ほどもすると呆あきれたように息を吐く。

「はぁ、俺とまともに目を合わせることが出来る坊主だ。肝っ玉はなかなかのものだな」

　自分の強面振りを理解しているのだろう。口元に笑みを浮かべ、レイの肩を力強く叩いてくる。

「ただ……レイ、お前どこぞのお偉いさんを怒らせでもしただろう？」

「何？」

　唐突に話を変えたパミドールに、思わず尋ね返すレイ。

　心当たりがないのではない。これ以上ないほどにありすぎるからだ。

「実は妙な連絡が回ってきてな。レイという冒険者が直接鍛冶師の工房に武器の修理や買い付けに来るかもしれないが、その場合は取引をするなとな。もしレイと取引をしたのが判明した場合は、このギルムで武器屋との取引は出来なくなるという脅し付きでだ」

　武器屋からの通告。それだけで誰がその指示を出したのかは明らかだった。そんな無む茶ちや苦く茶ちやなことを言い出すのは一人しか思いつかない。数日前に自分の持っているマジックアイテムを渡せと、そしてよりにもよってセトを引き渡せと高圧的に命令してきた老害。

「ボルンター、か」

「そう言えば領主の館でもそんなことを言ってたな」

　フロンが軽く顔を顰しかめながら口を開く。

「あそこで言ったのが全てだけどな。十分に脅したと思ったんだが……まさか、直接手を出すんじゃなく、搦からめ手でくるとは思わなかった」

「搦め手というか、アゾット商会の会頭としてはある意味常じよう套とう手しゆ段だんなんだけどな。実際に以前ボルンターを怒らせて同じような目に遭った冒険者がいるって話は聞いたことがないか？」

　フロンのその言葉に、レイはミレイヌから聞いた話を思い出す。

「そう言えばそんな話を『灼しやく熱ねつの風かぜ』のミレイヌから聞いたな」

「お前、結構顔が広いな。まあ、とにかくそういう訳だ。ボルンターの機嫌を損ねたからには、これからは武器を買えないと思うんだが……どうするよ？」

「……さて、どうしたものか。正直に言えばそれほど困らない」

　その言葉に、フロンだけではなくその場にいたブラッソやパミドールの視線も集まっているのを感じつつ、レイはミスティリングからデスサイズを取り出して説明する。

「知っての通り、俺がメインとしている武器はこのデスサイズだ」

「……これは……」

　デスサイズを初めて見たパミドールが、その圧倒的な迫力に驚きよう愕がくの声を上げる。

「このデスサイズは魔力を通して使うのを前提としているために、手入れの類たぐいは殆ほとんど必要ない。他に俺が使う武器といえば、投とう擲てき用の槍やりや素材を剝はぎ取るためのナイフの類だが……」

　それに関してもアイテムボックスの中に在庫はかなり入っている、と告げるのだった。

「用意周到って言うか、何と言うか」

　武器を売らないように根回しされても困らない。そんな風に言ったレイへ、フロンが呆れて呟つぶやく。

　だが、レイはそんなフロンやブラッソたちに向かって小さく首を振る。

「別に今回の件を見越してた訳じゃないんだがな」

　槍に関して言えば、ランクアップ試験時に盗賊から手に入れた物がたまたまミスティリングに残っていただけであり、ナイフに関してもギルムに来たときに『鷹たかの爪つめ』から巻き上げたり、街中を散策しているときに何気なく購入した物だ。

「……で、パミドール。レイはこう言っておるが、お主はどうするんじゃ？」

「ブラッソ？」

　ニヤリと笑みを浮かべてパミドールへと声を掛けたブラッソに、レイが不思議そうな顔を向ける。

　だがパミドールはそんなレイの様子を気にした様子もなくブラッソ同様の笑みを返す。

　本来であれば悪戯いたずらを企たくらんでいるようなと表現すべき笑顔なのだが、元々の強面振りもあって、どう見ても山賊が商人の一団を襲う計画を立てながら浮かべているような笑みにしか見えなかった。

「……パミドール。お前はもう少し自分の顔が盗賊顔だってのを理解した方がいいぞ」

「あぁ？　んだと、こら。フロン、そんな盗賊顔の鍛冶師にお前は剣を打って貰ったんだろうが！」

　凄むパミドールだったが、すでに慣れているのかフロンは軽く肩を竦すくめてやり過ごす。

　そんなフロンを軽く睨みつけてから、パミドールは再度レイへと視線を向ける。

「レイだったな。安心しろ。いくらボルンターとやらがギルムの武器屋を仕切っていても、別に俺たちは……いや、俺は奴の手下って訳じゃないんだ。あんな馬鹿げた命令は聞く必要ねぇよ」

　その言葉に目を見開くレイ。

「いや、ちょっと待て。確かにボルンターの手下って訳じゃないかもしれないが、そんな奴に逆らったりしたら、お前の方がただじゃすまないだろ」

「ふんっ、別に俺はこのギルムに来たばかりだからな。やりたいように鍛冶をして、それを自分の納得した相手に売る。そんな商売がしたくてわざわざ辺境にあるギルムにやってきたんだからな」

「それはありがたいが、俺を相手に商売をしたら武器屋に商品を買い取って貰えなくなるぞ？」

「別に俺の客は武器屋だけじゃねえ。こいつらのように直接取引をしている奴の方が多いしな」

　まさに頑固な職人といった風に言い切るパミドールに、レイは思わず苦笑を浮かべる。

「馬鹿だな、長いものには巻かれていればいいものを」

「はっ。それこそ馬鹿を言うな。そんな風な商売をしたいんなら、わざわざこんな辺境にやってくる必要なんかねえだろ。俺の作った武器や鎧よろいが辺境でモンスターの脅威に対する者たちの助けになると思ったから、このギルムにやって来たんだ」

「……はぁ、好きにしろ。物好きな奴だ」

　呟きながら溜ため息いきを吐くレイだったが、パミドールがレイに向けてくる眼まな差ざしが『お前も同様だ』と物語っていた。

（さて、ボルンターをどうするかだが……やっぱりこの前のときに一思いに仕留めておくべきだったか？　ガラハトがもう手出しをさせないと言ったのを信じたからこそあのときは手を引いたというのに、すぐにこの様だ）

　小さく溜息を吐きつつ自分の行いに軽く後悔するが、既に手打ちとなっている以上はそう簡単にボルンターに手出し出来るはずもない。

（一いつ旦たんガラハト辺りと接触してみるか）

　そう考え、ブラッソの方へと顔を向けて何かを言おうとしたとき……

「ただいまー！」

　扉が開けられ、元気のいい大きな声が工房の中へと響き渡る。

「やっぱりレイお兄ちゃん！　外にセトがいるからすぐに分かったよ！　遊びに来てくれたんだ！」

　その声の持ち主は工房の中にいるレイをその視線に捉とらえると、そのまま勢いよく目的の人物へと向かって走って近寄り、飛びつくように抱き付く。

「っと！」

　その人物、十歳ほどの少年で利発そうな顔付きをしているクミトを抱きとめるレイ。

「久しぶりだな。元気にしてたか？」

「うん！　でもお兄ちゃん遊びに来るのが遅いよ！　もっと早く来てくれれば一杯遊べたのに」

　笑みを浮かべながら口を尖とがらせるという器用な真似をするクミトに、レイは苦笑を浮かべつつその頭を撫なでてやる。

「悪い、これでも一応冒険者なんでな。仕事があるんだよ。ほら、その二人に見覚えないか？」

　クミトの体勢を変え、フロンとブラッソの方へと向けると一瞬きょとんとしたあとに叫ぶ。

「あーっ！　フロンお姉ちゃんにブラッソおじちゃん。二人共お父さんに用事？　レイお兄ちゃんとも知り合いだったんだ！」

「ああ、お前はいつも元気でいいな。その元気を俺にも少し分けて欲しいくらいだよ」

「お姉ちゃんとか呼ばれてる割には、随分と年寄り臭いことを言っておるのう」

「はんっ、おじちゃんのブラッソよりはマシだろうよ」

「儂は別におばちゃん……いや、おじちゃんと言われても特に気にしないんじゃが？」

　おばちゃん。その単語を聞いたフロンは頰をひくつかせながらも口元へと笑みを浮かべる。……もっとも、その笑みは般はん若にやの笑みとでも呼ぶべきものだったのだが。

「ブラッソ。今何か言ったか？　何か妙な寝言が聞こえたような気がするんだが……訂正するなら今のうちだぞ？」

「はて、何じゃろうな。何しろ儂はおじちゃんじゃからな。物覚えが悪いんじゃよ」

　お互いに言い合いながらも、周囲へとどこか緊迫した雰囲気が満ちていく。

　レイはその様子にまたか、と溜息を吐きクミトを連れて二人から距離を取ろうとしたのだが……

「喧けん嘩かしちゃ駄目っ！　全く、二人はいっつもこうなんだから。レイお兄ちゃんも何とか言ってよ」

　勢いよく飛び出し、フロンとブラッソの間に立ちはだかって叫ぶクミト。

「とは言ってもな。この二人はそれこそいつものやり取りなんだから、気にする必要はないだろ」

「でも喧嘩だよ？　止めなきゃ」

「いや、これは喧嘩とは言わないな。どちらかと言えば一種のじゃれ合いみたいなもんだな。セトとかがよく頭を擦こすりつけたりしてくるのを見たことがないか？」

「……知らないよ。僕まだ殆どセトと遊んだことないし」

　口を尖らせながらそう言ってくるクミトは、すでにフロンとブラッソの二人を止めるというのよりも自分がセトとあまり遊べていない不満を素直に顔の表情に表している。

　そしてじゃれ合いと言われたフロンとブラッソは、お互いに構えていた拳こぶしを下ろして溜息を吐く。

「レイ、別に俺たちはじゃれ合いなんか……」

「うむ。そんなつもりは毛頭ないぞい」

　タイミングを合わせたように口を開いた二人を見て、クミトは不思議そうに首を傾げる。

「でも、息がぴったりだよね？」

『ぐっ……』

「はっはっは。お前等は俺を笑わせにきたのか？　っと、クミト。戻ってたか」

　笑い声を上げたパミドールが、クミトの頭を乱暴に撫でる。

　最初に気が付いたのはレイ。鋭い視線を工房のドアへと向け、ミスティリングからナイフを取り出し、手に取る。

　それを見て事態を察知したフロンが腰の剣へと手を伸ばし、ブラッソは地揺れの槌つちがこの場で振り回すのは向いていないと理解しているのかクミトを守るべく側へと移動する。

　クミトは何が起きているのか理解出来ない顔で周囲を見回し、パミドールはその厳いかつい顔を凶悪に歪ゆがめながら工房の中にあった小さめの金かな槌づちを手に取る。

「クミト、ちょっと鍛冶場の方に行ってろ」

　パミドールの言葉に従い、不安そうにしながらも工房の奥へと入っていくクミト。その瞬間……

「レイッ、ここにいるのか!?」

　そう叫びながら飛び込んできた男を見て、レイは何かを思い出すように一瞬だけ考え……すぐに目の前にいるのが誰なのかを理解した。

　少し前まで対処をどうするか悩んでいたアゾット商会に雇われているムルトだと。

「ああ、ここにいるが。何の騒ぎだ？」

　身体の数ヶ所から血を流し、一瞬だけ見えた左肩には背後から矢が刺さっている。とても平和なはずの街中での姿とは思えず、右手に持ったナイフを素早くムルトの方へと投擲しながら尋ねる。

「うわぁっ！」

　自分の方へと目掛けて飛んできたナイフ。それも弓で放たれた矢よりも素早いその一撃に思わず悲鳴を上げて固まったムルトだったが、レイから放たれたナイフはムルトの顔の横を通り過ぎ……

「ぐっ！」

　今にもムルトの後頭部へとナイフを突き立てようとしていた男の右肩へと突き刺さり、レイによって放たれた人外じみた膂りよ力りよくの一撃により、そのまま背後へと吹き飛んでいく。

「物騒な客を随分と連れているようだな」

「え？　あ、ああ。いや……」

　危機一髪だったと理解したのだろう、息を吞のむ。

「ったく、依頼から戻って来て早々に厄介事に巻き込まれるとはな。おい、小僧。こっちに来い！」

　フロンがムルトを工房の中へと引っ張り込み、その口へと近くにあった布切れを嚙かませる。

「もがっ！」

　突然の行為に呻うめくムルトだったが、フロンはそれには構わずレザーアーマーを強引に脱がせ、その下に着ている服も破いてムルトの左肩に刺さっていた矢へと手を伸ばす。

「肩からこんな矢を生やしたままじゃ邪魔だろ。ちょっと痛いかもしれないが、我慢しろ……よ！」

　布切れでムルトが碌ろくに喋しやべれないのをいいことに、無造作に肩から生えている矢へと手を伸ばし……一息に引き抜く！

「ぐっ、ぐもがぁっっ！」

　その行動に口に詰め込まれた布切れを思い切り嚙み締めるムルトだったが、フロンは慣れた様子で抜いた矢の鏃やじりを確認する。

「毒矢とかじゃないな。運が良かったと言うべきか、はたまた向こうが本気の殺意を持っていなかったのか。まあ、いい。パミドール、ここも鍛冶工房なんだから怪我をしたときのためにポーションの一つや二つはあるだろ。ちょっと貸してくれ」

「……まあ、こいつには事情を聞かないといけないからしょうがないか。……ほれ、貸したんだからきちんと返せよ。それなりに高価なポーションなんだからな」

「料金の請求は俺じゃなくてこの小僧にしてくれ」

　鏃を強引に引き抜くという、手荒いとしか言いようがない方法で矢を引き抜かれて痛みに呻いているムルトへと視線を向け、ポーションの入っている瓶を傾けてその液体を左肩の傷口へと垂らす。

「ぐっ……ふぅ、ふぅ、ふぅ……」

　ポーションによる治療で傷の痛みも大分治まってきたのか──その痛みの大半は強引に鏃を抜いたフロンのせいだったが──やがて呼吸が楽になっていくムルト。その様子を見ながら、レイは工房から表へと出て周囲を見回す。

　最初に目に入ってきたのはシーフらしき男たち二人が地面へと崩れ落ちている光景だった。そして最後の一人、短槍を持っていたシーフもまたセトが振るった前足の一撃により吹き飛んで壁にぶつかり、そのまま気を失う。

　そして残っているのはセトとは離れた場所から弓矢を構えている男が一人に……

「出てこいよ、そこに隠れているのは丸わかりだぞ」

　チラリ、と工房の近くにある建物の陰へと視線を向けながら告げるレイ。

　だがその陰から誰かが出て来るような気配はない。

　建物の陰へと視線を向けながらしばらく待っていたレイだったが、三十秒ほど待っても誰も出て来る気配がないのを見ると、溜息を吐きながらつい先程投げたナイフにより右肩を貫かれ、壁へとぶつかって気を失っていた男へと近寄る。

「悪いな、恨むならお前を見捨てた仲間を恨め」

　気を失っている男へと声を掛け、右肩に根本まで埋まっているナイフを無造作に引き抜く。

　ビクンッ、気絶をしていても痛みを感じたのか、一度だけ激しく痙けい攣れんする男。

　そのままナイフへと視線を向け……次いで、男の握っている長剣へと視線を向ける。

　至って普通の、鉄で出来た安物の長剣だ。レイはその長剣を取り上げ……

「ふっ！」

　そのまま建物の陰へと向かって投擲する。

　本来槍とは違い、長剣というのはあくまでも振るのが主体の武器だ。

　それはつまり、投擲するにしても長剣自体の重心により空中で回転しながら飛んで行くのが普通なのだが……レイの場合は投げるときに刀身が一直線になったタイミングで柄つかから手を離したために、長剣は回転することがないまま一直線に空気を斬り裂きながら飛んで行く。

「ちぃっ！」

　舌打ちと共に現れたのは、槍やりを持った男と棍こん棒ぼうを持った男の二人だった。夜の闇に潜むためと身軽さを重視しているのか、金属の鎧ではなく音の出にくい厚手の服を着ている。そして念には念をということなのか、その服は黒く染められていた。

「……へぇ、その服から見て夜の戦闘に特化してる訳か。さしずめアゾット商会の暗殺部隊とかそう言った代物か？　まあ、そこまで大おお袈げ裟さに言えるほどの実力はないようだがな」

　挑発の意味も込めて嘲ちよう笑しようをしながらそう告げるレイだったが……さすがにアゾット商会の裏の人材と言うべきなのだろう。レイの隙を窺うかがうようにそれぞれが自分の武器を構える。

「どうした？　お前たちの標的はこの工房の中だ。そしてこの工房の中に入るためには俺を倒さないといけない。……来いよ？」

　指を曲げて挑発するレイだったが、二人は何を言うでもなく武器を構えていた。そして……

「退ひくぞ」

　短く呟つぶやくと、そのまま脱だつ兎との如く再び建物の陰へと向かい姿を消す。

　入り組んでいる裏路地を知り尽くしているのだろう。殆ほとんど速度を緩めず夜の闇へと消えていく。

　そしてふと気が付けば、セトに睨にらみ据えられて動きを取れずにいた弓使いの姿もすでにない。セトの視線がレイへと向いた瞬間にこちらも脱兎の如く逃げ去ったのだ。

　どうしたの、とばかりに鳴いてくるセトの頭を撫で、何でもないと首を振る。

（これでムルトが俺と接触したのはボルンターに伝わるはずだ。そうなれば奴としても迂う闊かつな動きは出来ないだろう。……それに）

　脳裏を過よぎるのは、領主の館やかたでのダスカーとの会話。今回の件をいい機会とばかりに、ダスカーはギルムの病巣とも言えるボルンターを切り捨てる算段をしていたのだ。

　もちろんそうするのにはアゾット商会の跡を継ぐ存在がいるから混乱が長引かないという判断もあるのだろう。ギルムが混乱するということは冒険者たちも否いや応おうなくそれに巻き込まれることになり、同時にそれは何の罪もない街の住民の危機にも繫つながるということなのだから。

　あるいはこの地が辺境でなければそれを良しとした可能性もあるが、ここは辺境。常にモンスターの脅威が隣に存在している場所だ。

「ま、その辺は俺みたいな一介の冒険者じゃなくてお偉い貴族様が考えることなんだろうけどな」

　最後に軽くセトの頭を撫で、再び工房へと戻るレイ。

　その背を喉のどを鳴らしながら見送り、セトもまた邪魔にならない場所で寝転がる。




「お客さんはどうした？」

　工房の中へ入ると、フロンに声を掛けられ軽く首を振るレイ。

「実力差を感じたんだろうな。何も言わずに退いたよ。強さ自体はそれほどじゃなかったが、相手との力量差を感じ取れる能力はあったらしい」

「そうか。で、結局詳しい話はこいつに聞かないといけない訳だが……」

　ここまで走り通しで身体中に傷を受け、そして左肩には矢が突き刺さっていたムルト。矢を引き抜かれてポーションを掛けられ、ついでとばかりに身体についていた傷も粗方ポーションで治療されてその疲れが出たのだろう。今では気を失うかのようにして眠っていた。

「どうする？　叩たたき起こすか？」

「あー……そうだな、どうするか」

　ボルンターとの交渉のときに腰を抜かしていたムルトが、それでもなおレイの下へと来たのだ。細かい理由までは分からないが、それでもボルンターの関係であるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。本来ならここで叩き起こして事情を洗いざらい聞き出したい。だが……

　チラリとレイの視線が工房の奥へと向けられる。クミトが避難している鍛冶場だ。もしここで話を聞いた場合は、まず間違いなくパミドールやクミトを巻き込んでしまう。それを思うと、そう易々とここでムルトから事情を聞く訳にもいかなかった。

　そんなレイの葛かつ藤とうを感じ取ったのか、ブラッソは気絶しているムルトをあっさりと持ち上げる。

　大の男を軽々と持ち上げるその力は、さすがにドワーフ族とレイに妙な感心を抱かせる。

「さて。取りあえずここにいてはパミドールたちの迷惑になるじゃろうし、事情を聞くのは別の場所の方がいいじゃろうて」

「そうだな……って、ちょっと待て。今回の揉もめごとは確かに俺が関わっているのは間違いないだろうが、お前たちがわざわざ関わる必要はない。絶対に面倒なことになるぞ？」

　そんなレイの言葉に、ブラッソはムルトを抱えたまま小さく首を振り、フロンは肩を竦すくめる。

「確かに俺たちには関わりはないんだろうさ。だが領主の館で大方の話は聞いてるし、何より生死を共にした戦友を見捨てるなんて真似をするのは格好悪いだろう？」

「もちろん打算もある。儂わし等とお主が協力してハーピー退治の依頼を受けたのは、ギルドに少しでも伝つ手てがあれば知るのはそう難しくはない。この街の武器の取引を仕切っている商会だとかな。そうすれば儂等が臨時ではあっても同じパーティだったというのはすぐに判明するじゃろう」

　あとは分かるな？　と言わんばかりに視線を向けてくるブラッソ。

（なるほど。人質の類たぐいにされる可能性もあるな。まあ、襲ってきた相手の力量を考えるとこの二人が後れを取るとは思えないが、それでも万が一がある。それなら一緒に行動した方が安全って訳か）

「分かった。なら付き合って貰もらおうか」

「うむ。それにな……」

　何かを言いかけたブラッソが、作業机の上に置かれたままの火炎鉱石へと視線を向ける。

「これの件がアゾット商会に知られたらどうなるか……予想はつくじゃろう？」

「……まあな」

　溜ため息いきを吐きながら火炎鉱石へと触れ、ミスティリングへと収納するレイ。

　ただでさえマジックアイテムやセトを狙い無む茶ちやを言ってくるような相手なのだ。レイが火炎鉱石を生成したというのを知ったら、それこそどんな手段を使っても身柄を確保しようとするだろう。

「悪いな、パミドール。騒がしくして」

「けっ、気にしてねぇよ。騒ぎが治まったらまた来いや。そんときはお前の剣をしっかりと手入れしてやるからよ」

　ぶっきらぼうに言葉を返すパミドール。パミドール個人としては、自分とそれなりに親しいブラッソとフロンの二人を助けてやりたいとは思うのだが、自分には家族がいる。

　鍛冶場の奥へと目を向けると、そこにいるのは自分の血を引いているとは思えないほどに愛らしい顔をしている息子だ。そして家へと戻ればこんな自分を愛してくれた妻がいる。そんな二人を、ギルムの権力者が起こしている騒動に巻き込まれる訳にはいかなかった。

（情けねぇ。五年……いや、十年前なら俺もこいつらと一緒に暴れ回っただろうにな）

　内心で吐き捨て、保身を最初に考えた自分に対して苛いら立だちを覚える。

　そんなパミドールの内心に気が付いたのか。ムルトを抱え上げているブラッソが笑みを浮かべながら小さく首を振った。

「気にするな。お主には守るべき家族がおるのじゃからな。そっちを守るのを優先して当然じゃ」

「そうそう、お前みたいな強こわ面もてに嫁いできてくれた嫁さんなんだろ？　そんな珍しい趣味を持った女はそうそういるもんじゃないからな」

　フロンもまた、ブラッソの言葉に同意するように頷うなずく。

　二人の気持ちを悟ったのだろう。一瞬だけ申し訳なさそうな顔をしたあとに、すぐにその表情を笑顔へと変えるパミドール。……ただし、一般人が見たら獲物を前に獰どう猛もうに笑っている肉食獣のような笑みにしか見えない凶悪なものだったのだが。

　だが、ブラッソとフロンは平然と頷き、レイもまた特に気にした様子もなく小さく頷く。

「さて、じゃあ儂等はそろそろ行くとするよ。今回の件が片付いたらまた寄るから、そのときには武器の手入れを頼むとするかのう」

「任せとけ。面倒事はさっさと終わらせてから来るんだな」

「……クミトによろしくな」

「お前のことも姉ちゃんって慕ってるんだから気を付けろよ」

　そうやって言葉を交わし、三人と意識を失っている一人は工房を出て行く。

　レイたちが工房から出ると、すぐに近くで寝そべっていたセトが喉を鳴らして近寄ってくる。

　そのセトを撫なでながら周囲を見回すレイだったが、つい先程ナイフを右肩に刺された男も、そしてセトによって気を失わされた数人のシーフらしき男たちの姿もすでに消え去っていた。







　　　第三章







「あら、レイさん。おかえ……まあ、随分と大人数で。それにその人は？」

　夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていの女将おかみであるラナが、レイたち一行を見て尋ねてくる。

「知り合いだが、ちょっと酔い潰つぶれてな。俺の部屋で介抱する。それよりも食事を……」

　そう言いつつ食堂の方へと視線を向けるが、書き入れ時なのだろう。泊まり客や単純に料理が目当てで食事をしに来た者で席は殆ど埋まっており、レイたちが座る場所は残っていない。

　それに関してはラナも分かっていたのだろう。申し訳なさそうに顔を下げてくる。

「すいません、ご覧の通りちょっと今は……」

「そうだな、なら部屋まで何か適当に食べ物を持ってきてくれないか？　こいつらの分も頼む」

「ちょっ、待てレイ！　お前、ギルドに行く前にあれだけ食べて、まだ食う気か!?　って言うか、まだ腹に入るのかよ!?」

　平然と食事を注文するレイに、驚きよう愕がくの表情を向けるフロン。ギルドに着くまで、露店で食べ歩き出来るような料理を大量に買っては食べていたのに、まだ食えるのかと。

　だがそんなフロンに対してレイは何でもないかのように頷く。

「元々俺は燃費が悪いからな。ついでにいくら食っても太らない体質だし」

「……お前、世界中の女を敵に回してるぞ」

　ジト目を向けられるが、それをスルーしながらラナへと視線を向ける。

「あぁ、それとセトの方にも食事を頼む」

「分かりました。では少々お待ち下さいね」

　食堂の方から女将を呼ぶ声が聞こえ、ラナは小さく頭を下げてそっちへと向かっていく。

　その後ろ姿を見送り、一ひと先まず自分の部屋へ向かおうと階段に足を掛けたところで……

「出来れば酒も持ってきてくれると嬉うれしいんじゃがのう」

　背後からブラッソのそんな声が聞こえてきたが、レイとフロンは一瞬だけ目を合わせて聞かなかったことにするのだった。




「ここが、レイの部屋……って、殆ど荷物がないぞ、おい」

　ムルトを背負っているために、ブラッソの代わりに扉を開けたフロンが部屋の中を見て思わず叫ぶ。

「ベッドとか机とか椅子とかあるだろ？」

　レイの言うようにその部屋は、普通の宿の部屋にある物は不足なく揃そろっている。それでもフロンが『殆ど荷物がない』と表現したのは……

「お前の私物だよ、私物！　普通なら自分の部屋には相応の私物が転がってるだろ!?　武器の手入れ用品とか本とか着替えとか！」

　そう。フロンが指摘したように、レイの部屋には私物と思われる物が一切なかったのだ。

「ああ、それか。私物とかは全部アイテムボックスの中に入ってるからな。問題ない」

「……そうだよな。アイテムボックス持ちだもんな。そりゃそういうのも全部入るか」

　もう疲れたと言いたげに呟くフロンを横目に、ブラッソはムルトをベッドへと寝かせる。

　そのあとは適当に部屋の中の床やら椅子やらに座って一息吐く。

「そうなんだよな、考えてみればハーピーの山から急いでギルムに戻ってきて領主の館に直行。そのあとはギルドに行って、パミドールの工房に。でもってこいつが騒ぎを引き連れてやってきた……と。なんつーか、今日だけで色々と騒ぎが起き過ぎな気がする」

「はっはっは。まあ、確かにフロンが疲れるのも無理はないがな。それでも気の持ちようじゃよ」

「気の持ちよう？」

　床へと座り込んでいるブラッソの言葉に、同じく床に座っているフロンが尋ねる。

「うむ。ようは騒ぎが色々と起きたんじゃなく、一日が充実していたと取ればよい。そう考えれば決して悪いことばかりではなかったはずじゃぞ」

「そんなもんかねぇ」

　フロンが溜息と共に呟いたとき、扉がノックされて、レイたちは反射的に武器へと手を掛ける。

「誰だ？」

　そんなレイの声に答えたのは、つい数分前に一階で会話したばかりの人物だった。

「ラナです。食事をお持ちしました」

「そうか、悪いな」

　警戒しながらも扉を開けると、そこには大きめのお盆を持ったラナの姿があった。お盆の上には料理が載せられ、一瓶だけではあるがワインもある。

「このくらいで良かったでしょうか？」

「ああ、助かる。料金は？」

「レイさんの分を除くと銀貨一枚で結構です」

　食事の料金としてはそれなりの値段だったが、レイ以外の三人分の料理やワインもセットになっているのを考えると、そう高くもないだろう。レイはそう判断し、銀貨を一枚取り出して支払う。

「……飯……」

　そして部屋の中に料理の匂いが漂い始めると、まるでそれを待っていたかのようにベッドの上でムルトが目を覚まし、寝ぼけた様子で周囲を見回していた。

「料理の匂いで起きるとか……いやまあ、確かにいい匂いはしてるけどよ」

　フロンが呆あきれたようにそんなムルトを眺めているが、正直レイも内心ではそれに同意しながらムルトの方へと近付いていく。

　早速とばかりにワインの瓶へと手を伸ばしながらブラッソが呆れたように口を開いた。

「街中を移動しているときもそれなりに店からいい匂いがしてたんじゃがのう」

「いや、そういう問題じゃないだろ」

　コップにワインを注いでいるブラッソを呆れたように眺めながら溜息を吐くフロン。

　そんなフロンの横で、レイはお盆に載っていた料理をいくつかムルトの方へと持っていく。

「ほら、取りあえず食って体力を回復させろ。いくらポーションで怪我を治したとは言っても、流れた血や体力なんかは自分で回復させるしかないんだからな」

「あ？　あぁ……って、レイ!?　あ、そうだ。俺は確かレイを捜して……」

　寝起きで惚ほうけていたムルトが徐々に意識を取り戻し、自分が気を失う前の状況を思い出す。

「お前は身体中を傷だらけになりながら、俺たちのいた工房に突っ込んで来たんだよ」

「っ！　そうだ！　俺を追って来ていた奴等はどうした!?」

「それなら勝ち目がないと悟ったのか逃げていったよ。……飯の前に事情を聞いた方が良さそうだな。何があったんだ？」

「その……実はボルンターが、お前にやられたあとでもマジックアイテムやグリフォンを諦あきらめられなかったらしくてな。色々と手を回そうとしてたんだよ」

　レイに渡された水の入ったコップを口へと運びながら呟つぶやくムルト。

　そんなムルトの言葉を聞き、レイは内臓と豆の煮込み料理を口に運びながら頷く。

「鍛か冶じ師のパミドールから話は聞いた。武器屋に俺との商売をしないように言ってるらしいな」

　その表情には武器屋との取引が出来ないという悲ひ愴そう感の類は一切なく、むしろ今自分が食べている内臓と豆の煮込み料理の味の方が重要だと言わんばかりに口へとスプーンを運んでいる。

　内臓特有の嚙かみ応ごたえのある食感。それだけではなく、十分に煮込まれているために食感を楽しみつつもプツリと歯で嚙み千切れる各種の内臓。また、共に煮込まれている豆にも内臓の脂が旨うま味みと共に染みこんでおり、一度口へと運ぶとスプーンの動きは止まらず、次々に口へと運ぶ。

「で、お前は結局何で俺を捜していたんだ？」

「……ガラハトさんが……」

　レイの言葉に何か言いにくそうに口くち籠ごもったムルトだったが、このままでいてもしょうがないと判断したのだろう。やがて口を開き始める。

「レイがボルンターの提案を断って暴れただろう？」

　ムルトの口から出た言葉に、フロンとブラッソの二人はぎょっとした目でレイへと視線を向ける。

　口にワインを含んでいたブラッソは思わず吹き出しかねないほどに驚いたのか、思わずその口を手で押さえていた。

　この二人にしても、領主の館やかたでレイがボルンター相手にマジックアイテムやセトを渡せと強要されたのは聞いていたのだが、まさかそれを断って暴れているとは思ってもいなかったのだ。

（いや、レイの気性を考えるとむしろ当然と考えるべきなんだろうな）

　ワインで咽むせて咳せきをしているブラッソを横目に、一時の混乱から立ち直ると納得するフロン。

　それでも、普通はギルムの武器取引を仕切っているアゾット商会の会頭を相手にして、そんな真似をするというのは信じられないだろう。むしろレイという人物を知っていたとしても、それだけで納得してしまうフロンもある意味では常識外れの存在と言えるのかもしれない。

「……お前の一撃でガラハトさんは瀕ひん死しの重傷を負ったけど、回復魔法やポーションのおかげでなんとか一命は取り留めたんだが」

「あれだけのダメージを受けておきながら無む茶ちやをしたんだから、自業自得だろう」

　自分が兄貴分と慕っている人に対してあれだけのことをしておきながらも、全く気にした様子のないレイに対して一瞬額に青筋を立てて怒鳴りつけようとしたムルトだったが、これから自分はそのレイに向かって頼み事をしなければいけないのだと思い直して何とか怒りを静める。

「……ガラハトさんが意識を取り戻してから指示されたのが、アゾット商会に関してだ」

「そのガラハトと言うのは？」

　咽せていた状態から落ち着き、改めてワインの注がれたコップを口に運びながら尋ねるブラッソ。

「アゾット商会のボルンターから呼び出されたときに迎えに来た冒険者だな。ランクＢ冒険者らしいが、知らないのか？」

「確かに儂わし等は冒険者としてはそれなりにベテランだと言っても構わんが、じゃからと言って高ランク冒険者全てを憶おぼえている訳じゃないからのう」

「それにしても、アゾット商会に雇われているにしては随分と人のいい性格をしてたから、もっと有名になってもよさそうなもんだけどな」

　そう呟いたレイの言葉に、ベッドの上でムルトが小さく首を振る。

「ボルンターの性格を考えろよ。あいつが自分と半分だけしか血が繫つながっていないとは言っても、それでガラハトさんが有名になったり持てはやされたりするのを許すと思うか？」

「俺が聞いているボルンターという男の噂が半分でも事実なら、そりゃあそうなるか」

　溜息を吐きながらフロンが呆れたように呟き、その意味を理解したレイもまた軽く眉まゆを顰ひそめる。

　そんな二人の様子を見ながら、ムルトも同様に小さく溜息を吐く。

「ガラハトさんが何かの手柄を挙げても、ボルンターがそれに手を回して自分に忠実な部下にその手柄を横取りさせてるのさ」

「……そんなことをギルドが許すのか？」

　当然と言えば当然のレイの質問に、ムルトは首を左右に振る。

「もちろん普通ならそんなのが罷まかり通るはずがない。けど、その功績を挙げたガラハトさんが何も言わないからな。本人からの苦情があればギルドも動けたんだろうけど」

　ボルンターとのやり取りで、自分の前に立ちはだかったガラハトの様子を思い出すレイ。確かにあのときのガラハトは自分の命を差し出してでもボルンターの命を救おうと必死になっていた。

「ギルドの方でもそれを承知しているから、名誉とかはともかくランクアップ試験については公平にやっているらしい。そのおかげでガラハトさんはランクＢまで上がったんだが……」

「今度は逆に、それがアゾット商会に唯一雇われているランクＢ冒険者として名が売れた訳か」

　ガラハトとムルトが自分を迎えに来たときのやり取りを思い出しながら呟く。

「ああ。それがまたボルンターの逆げき鱗りんに触れたらしくてな。ランクＢ冒険者だって言うのに、目立つような仕事じゃなくて雑用の類たぐいを押しつけられることになっちまった訳だ。ランクＢ冒険者がアゾット商会に所属しているという名前だけをいいように使われてな」

　忌々しそうに吐き捨てるムルト。そんなムルトの様子に、思わずレイは首を傾げる。

「俺がボルンターを殺そうとしたときもそうだったが、何でガラハトはそんなにボルンターに対して肩入れ……と言うか、一方的に尽くし続けるんだ？　ボルンター本人はあれだけ嫌っているってのに。まさかあのときに言っていた血が繫がっている云うん々ぬんってだけじゃないんだろう？」

　レイのその疑問に、ムルトは口を閉ざす。

　そんなムルトへと、レイ、フロン、ブラッソの三人もまた黙って視線を送る。

　数分ほど沈黙が続いただろうか。やがて観念したようにムルトが口を開く。

「ガラハトさんとボルンターは半分だけ血が繫がっている。ようは、ボルンターの父親が爺じじいになってからお手つきになった母親が産んだのがガラハトさんな訳だ。いくらギルムで武器取引を仕切っているアゾット商会の会頭だとしても、身分的にはしょせん平民であって貴族じゃねぇ。

　この街はラルクス辺境伯が治めているから、そこまで貴族が絶対的な特権的階級って訳でもないが……それでも平民と貴族じゃどうしたって立場が違う。貴族なら妾めかけやら何やらで本妻じゃなくてもそれなりに尊重して貰もらえるが、平民でそんなことをすれば当然白い目で見られる。

　ガラハトさんの場合はさらに悪いことにボルンターの父親がアゾット商会の会頭って立場だったからな。その分のしわ寄せは全部ガラハトさんの母親に向かったらしい。そして同時にそれはその息子でもあるガラハトさんにも向かった。

　特にアゾット商会に関しては昔から今の様な強引な手法をとっていたらしいからな。その結果恨み辛つらみが全部ガラハトさんたちに向かったと言えば分かりやすいか？」

　そのいかにもなまぐさい話に顔を顰しかめる三人だったが、やがてブラッソが口を開く。

「じゃが、儂が知ってる中でも貴族ではない……いわゆる平民でも愛人を堂々と持ってる者がおるぞ？　お主の話に出て来たような酷ひどい扱いは受けておらぬが」

「だろうな。責められた原因はやっぱりアゾット商会にあるんだよ。強引な取引やら不公平極まりない取引。そんなのを毎回受けている者たちにしてみれば、ガラハトさんたち親子は格好の憂さ晴らしの対象だったんだろうよ。

　その結果生まれてからずっと日陰者同然の暮らしを半ば強制させられてきた訳だ。ボルンターの親父も親父で、そういうのが面倒臭くなったのか最終的には毎月の生活費を……それも、本当に親子二人がどうにか暮らしていける程度の生活費を払うだけになったらしいしな」

「……結局何でそんな目に遭ってまで、ガラハトはボルンターに大人しく従っているんだ？」

「これは、ガラハトさんが酔っ払ったときに聞いた話なんだが……ガラハトさんの母親が病に倒れたとき、どんな気き紛まぐれかは知らないがボルンターが手を尽くして薬を手に入れてやったらしい」

　ムルトのその言葉に、思わずポカンとするレイたち三人。

　そしてたっぷり一分ほど沈黙してからやがてレイが口を開く。

「……噓だろ？」

　レイの隣ではブラッソとフロンの二人も同感だとばかりに頷うなずいている。

　そんな三人の様子に、思わず苦笑を浮かべるムルト。

「だろうな。俺もこの話を初めて聞いたときにはそう思ったよ。けど事実らしい。少なくともガラハトさんがそう信じ込んでいるのは間違いない」

「病気だったのはガラハトの母親なんだな？　ガラハト本人じゃなく」

　もしかしてガラハト本人が病気だったときに熱か何かでそんな幻覚を見たんじゃないかと暗に尋ねたレイだったが、ムルトは当然とばかりに頷く。

「間違いない。俺もこの話を聞いたときには何度もガラハトさんに確認したからな」

「となると、ボルンターがアゾット商会の会頭になってから性格が変わったとかか？」

　半信半疑という様子で呟いたレイだったが、今度はブラッソがそれを否定する。

「いや、儂はボルンターがアゾット商会の会頭になる前からこのギルムで冒険者をやっているが、そのときから評判は最悪に近かった」

「なら何であれほどにガラハトを疎んでいる……いや、憎んでいると言ってもいいボルンターがガラハトの手助けをするんだ？」

　ブラッソの言葉に思わず呟いたレイだったが、この場にいる誰もがその当然の疑問に答えることは出来なかった。

　ムルトにしても、この話をガラハトに聞いてから幾度となく考えた疑問ではあったのだが、結局答えを見つけ出せてはいない。

　レイたちが訳が分からないと考えていると、ムルトが小さく首を振り話を進める。

「とにかく、ガラハトさんはその件でボルンターに恩を感じているんだ。それも、ガラハトさんがまだ子供のときのことだっただけによけいに印象強くなっているらしくてな。

　ガラハトさんの母親も結局は亡くなってしまって、それ以来ガラハトさんにとってボルンターはどんなに駄目な男でも、自分にとって唯一血の繫がった兄弟ってことになってしまった訳だ」

　その言葉を聞き、レイの中に一瞬とある想像が湧き上がったのだが……いくら何でもそれはないだろうと判断し、小さく首を振って口を開く。

「子供の頃の体験が強く印象に残り、それが成長してもその人物の行動に影響を与えるってのは珍しい話じゃない」

　幼少時の体験と言うのは、大人になるときに形成される性格に強く影響を与える。

　そんな風に考えていたレイだったが、フロンのパンパンという手を叩たたく音を聞き我に返った。

「話が思いっきりずれていたが、ガラハトとかいう男に関しては分かった。それでそのガラハトってのがアゾット商会に関しての指示をお前に出したのは分かったが、どんな指示を出したんだ？」

　その言葉に、ムルトが再び口を開こうとして……

「待て」

　レイにその声を止められる。

「レイ？」

「どうしたんじゃ？」

　フロンとブラッソの二人に尋ねられるが、レイは目を閉じ耳を澄ませ……

「どうやら下にお客さんが来ているらしい」

「……客？」

　そんなレイへと向けてフロンが尋ねるが、その口調はどう考えても歓迎すると言うよりは面倒事が起きたというものだった。

「パミドールの工房であれだけ一方的にお前やセトにやられたのに、まだ懲りてないのか？」

「いや、あのときの奴等とは随分と違うな。どちらかと言えば単なるチンピラに近い。……が」

「が？」

「どうやらムルトを捜しているらしいな。大人しく出せとか怒鳴っているよ」

「ここから一階で騒いでる声が聞こえるって……お前、どんだけ耳がいいんだよ」

　フロンの言葉に小さく肩を竦すくめるレイ。

「セトの方が五感は鋭いけどな」

「いや、ランクＡモンスターのグリフォンと比べること自体が間違ってるからな」

　呆あきれたようなフロンを横目に、レイは椅子から立ち上がる。

「このままだと宿にも迷惑になるから、ちょっと行って騒ぎを治めてくる」

「そうか、なら儂も行くとするかのう」

　レイの言葉に、自分も暴れたいとばかりにワインの瓶を床に置いて立ち上がったブラッソ。だがそんなブラッソにレイは首を左右に振って立ち上がるのを止めた。

「悪いがブラッソとフロンはこの部屋で待っててくれ」

「む？　レイ一人で暴れる気か？」

　自分も交ぜろとブラッソが告げてくるが、レイの視線はベッドにいるムルトへと向けられている。

「下の騒動が陽動の可能性も高い。その場合、ムルトを守る者が必要だろう？」

「……それなら儂とフロンが一階に行くというのでも構わんと思うが」

「一応ここは俺が泊まっている宿だから、俺が騒動を治めるのが筋だろ」

「ぬ、そう言われると儂もこれ以上は何も言えんの。分かった。儂とフロンはここに残ろう。フロン、お主もそれで構わんか？」

「はっ、俺は元々騒動に自分から首を突っ込む気はねえよ」

　こうして二人の了解を得、レイはムルトへと視線を向ける。

「と言うことだ。俺はちょっと下に行ってこの騒動を治めてくるから、お前は身体を休めてろ。腹が減ったんならその料理を食ってもいいぞ」

　床に並べられている料理へと視線を向け、その匂いを意識して腹を鳴らしたムルトをその場に残してレイは部屋を出て行く。

「……取りあえず、その焼いた肉を貰えるか？」

　背後にムルトがそう口に出すのを聞きながら。

　部屋から出たレイが一階へと向かうと、その途端に怒鳴り声が聞こえて来る。

「おらっ、いいからムルトって奴を出せばいいんだよ！　こっちが大人しくしているうちに従った方が身のためだぜ？」

「ですから、うちの客にムルトという名前の人はいません。それにもしいたとしても、貴方あなたたちのような方たちに差し出すような真似はしません！　どうぞお引き取りを」

　女将おかみのラナが、十人近い若者たちへと向かって怯おびえる様子もなくきっぱりと告げていた。

　常日頃から冒険者たちや傭よう兵へいを相手にした商売をしているのだ。当然食堂で喧けん嘩かになったりすることもあり、そんな光景を飽きるほどに見てきたラナにしてみれば、目の前にいるチンピラ同然の若者たちがいくら凄すごんでも鳥の雛ひながピーチクパーチク鳴いているのに等しい。

「んだとこら！　俺たちにそんな風に偉そうな口を利いてただですむと思ってるのか!?」

　男たちのリーダー格なのだろう。目つきの鋭い長髪の男がラナへと凄む。

「私はこの宿の女将です。当然お客様の安全を守るための義務があります」

　再びきっぱりと断られ、それがチンピラの男たちに残っていた最後の理性を切ったのだろう。あるいは舐なめられたと思って我慢の限界が来たのか、リーダー格の隣にいた男が懐からナイフを取り出し、そのままラナの顔の前へと突き出して脅そうとしたところで……

　ぐしゃり。

　そんな音が周囲へと響いた。

『……』

　チンピラの男たちは何が起こったのか理解しておらず、それはレイもまた同様だった。いや、レイの場合は何が起きたのかはしっかりと見えていたのだが、自分の問題で起きた出来事に赤の他人が干渉してくるのが意外だったために意表を突かれたというのが正しいだろう。

　皆みんなの視線が音のした方へと集まると、そこにあったのはラナへと向かってナイフを取りだそうとしていた男の姿。ただし、その男の周囲には木の破片が散らばり、完全に気を失っている。

（椅子、だったな）

　思わず内心で呟つぶやくレイ。

　そう。チンピラの男がラナへとナイフを突き出そうとしたその瞬間、食堂の方から飛んできた椅子がラナの横を通り過ぎて男へと命中。そのまま男を吹き飛ばして椅子が砕け散ったのだ。

「……お帰り下さい」

　自分の真横を椅子が通り過ぎていったというのに、全く驚いていない表情でチンピラへと告げるラナ。その恰かつ幅ぷくのいい外見と合わさり、まさに肝っ玉母さんと言うべき雰囲気を醸し出していた。

「っ！　ふ、ふざけるな！　ここまで馬鹿にされて大人しく引き下がるとでも思ってんのか!?　おい、誰だ今椅子を投げ付けたクソ野郎は！　ちょっと出てこい！」

　リーダー格の男の声が宿の一階、そしてそのすぐ近くにある食堂へと響き渡る。

　このチンピラたちにとって不運だったのは、今日この宿に泊まっているのが有名な行商人でもあるヴェトマンという人物が率いていた商隊であったことだろう。この商隊は、護衛の傭兵団も雇わずに辺境を渡り歩いているという一種の武装商人の集団なのだ。

　傍はたから見れば商人でしかないのだが、その練度は商隊だけで辺境を渡り歩いてモンスターや盗賊の類たぐいを撃退しているという者たちであり、その辺の傭兵団よりもよほど腕の立つ者たちが揃そろっている。そしてヴェトマンがギルムで贔屓ひいきにしているのが、この夕暮れの小麦亭だった。

「ああ？　椅子を投げたのは俺だ。さっきから喧やかましいんだよ。こっちはようやくギルムに着いて久しぶりの宴会を楽しんでるんだ。これ以上騒ぐようなら手て前めえ等の生皮を剝はいで商品にしちまうぞ」

　パミドールほどではないにしろ、それでも山賊や海賊の類にしか見えない強こわ面もての男が食堂から姿を現して一歩踏み出す。

「ユースラばかりにいい格好はさせておけないな」

　次に出て来たのはにこやかな笑みを浮かべた三十代ほどの男だ。ただし口には笑みを浮かべていても、その目は少しも笑っていない。

　そして仲間たちだけにいいところを見せてたまるかと、次々に商隊の者たちが食堂から出てくる。

　さらにはヴェトマン率いる商隊以外でこの宿屋に泊まっていた傭兵や冒険者、食事を目当てに訪れていた者たちまでもが食堂から姿を現す。

「て、手前等……俺の、俺たちの後ろ盾を知ってんのか!?　大体お前等商人だろう!?　アゾット商会と繫つながりのある俺たちと揉もめ事を起こして、このギルムで商売出来ると思ってるのか!?」

　自分の想像以上の人数が出て来たためだろう。若干及び腰になりながら、それでも威勢良く言い放つ男。そんな男の様子に、階段の途中で一連の出来事を窺うかがっていたレイが思わず笑い声を漏らす。

「くっくくくく、駄目だ。笑いが……ああ、すまない。あれだけ威勢良く啖たん呵かを切ってたのに、相手が多くなったらいきなり腰が引けて、しかも後ろ盾って……お前等もしかしてチンピラじゃなくて大道芸人か何かか？」

　レイのその言葉がツボに嵌はまったのだろう。つい数秒前までは血を見なければ治まらないとでもいうような雰囲気で睨にらみ合っていたチンピラと商隊だったが、その商隊側の者たちが思わず吹き出す。

「ぶはっ、た、確かにな。そこの小僧の言う通りだ。まさに今のお前たちはドラゴンの威を借るゴブリンそのものだな」

　ユースラと呼ばれた男の言葉に、チンピラたちが額に青筋を立ててレイを睨みつける。

「何だこのクソガキは。てめぇ、あんまりふざけたことをぬかしてるとその顔を切り刻むぞ！」

「……出来れば、な」

　チンピラたちのリーダー格の言葉に苦笑を浮かべ、階段の手て摺すりを越え飛び降りる。五メートルはあろうかという高さから飛び降りたというのに、殆ほとんど音を立てずに一階の床へと着地するレイ。

　そんなレイの様子を見ていた商人たちは、視線を鋭くしてその様子を眺める。今の一連の動きだけで、レイがどれほどの腕を持つのかを武装商人としての経験から本能的に察したのだ。

「おい」

「……ああ。ただものじゃねぇな」

　ユースラとその側にいた商人が数秒前まで浮かべていた笑みを消し去り、鋭い視線を交わす。

　だがそんな武装商人たちと逆の行動をとったのが、チンピラたちだった。

　レイが飛び降りたときの動きを見ても特に何も感じず、険悪な目付きで睨みつけている。

「……おい、お前。ガキの癖に俺たちに意見しようってのか？　お前みたいなヒョロイ奴が正気か？　今なら謝れば許してやるから、泣いて帰ってママのおっぱいでも吸って寝てろ」

「せっかく俺を訪ねてきた客なんだ。俺が出迎えるのが筋ってものだろ」

「お前がムルトか！」

　俺を訪ねてきた客。その言葉を聞いたチンピラたちの目に欲望の色が混ざる。

　雇い主に引っ張ってこいと言われていたムルトという人物が、目の前にいるような子供だとは思ってもみなかったのだろう。楽に金かね儲もうけが出来るという予想外の幸運に濁った笑みを浮かべる。

　チンピラたちへと視線を向け、レイはミスティリングからデスサイズを取り出し、軽く振るう。

　轟ごうっ！

　レイにとっては軽い一撃であっても、百キロを超える重さの大鎌が振るわれたのだ。その風圧で今、目の前で放たれた一撃がどれほどのものだったのか、さすがに理解したチンピラたちの顔が、屈辱で赤くなったり恐怖で青くなったりと忙しく変わる。

　そんなチンピラたちを見ながら、武装商人たちは無言で視線を交わす。チンピラたちのようにデスサイズの脅威に晒さらされた訳でもないのでレイの様子を冷静に観察することが出来たのだ。

　例えばレイがデスサイズをどこから取り出したのか。何もない場所から取り出した。すなわちアイテムボックスの類からだ。その取り出したデスサイズを片手で軽々と操っている。勢いよく振られたその風切り音からどれほどの重量を持つのかを予想出来る。

　そんな風にレイの様子をじっくりと観察しながら、この騒動がどんな決着を付けるのかの成り行きを酒の肴さかなとばかりに半ば楽しんでいた。

「さて、お前たちには二つの道がある。第一の道は俺とこの場で敵対してこのデスサイズの錆さびになることだ。安心しろ。お前たちを刃やいばの錆にするつもりはないからな。この柄で十分だ」

　その言葉に顔を引き攣つらせるチンピラたち。いくら刃ではなく柄による一撃だったとしても、その威力がどれほどのものなのかは想像するまでもなかったからだ。

「第二の道。……正直、俺としてはこっちを勧めるがね。騒ぎを起こした謝罪として有り金と持っている武器を全部置いて逃げ帰る。……さぁ、どっちにする？　あぁ、そうそう。一つ目を選択した場合でも気絶したお前たちから金や武器を没収するのは結局変わらないけどな」

　にこやかに笑みを浮かべながら選択を促すレイ。そこまで言われてプライドを傷つけられたチンピラたちだったが、それでもレイに勝てるとは思えない。そんなチンピラたちが結局選んだ道は、自分たちの力量と目の前にいる存在の力量差を考えれば当然のものだった。

「くそっ！」

　短く吐き捨て、自分だけでも逃げ出そうと近くにいた仲間を盾にするようにレイの前に押しだし、逃げようとする。

　自分だけが無事であればいい。そのような思いが透けて見える行動だったが、次の瞬間にはレイの手にミスティリングから取りだしたナイフが一本握られていた。

　ヒュッ、という空気を斬り裂く音と共に、逃げ出そうとしたリーダー格の足下へと突き刺さる。

　いきなり自分の足の近くに生えたかのようなナイフに、リーダー格の男は思わず息を吞のむ。

「どこに行く気だ？　逃げるのなら置いていく物があるんじゃないのか？　それとも……いっそ命でも置いていくか？」

「わ、分かった！　置いていく！　……これでいいのか？」

　チンピラたちのリーダー格が持っていた武器や有り金全てを床へと置いてそう告げる。

　そんなリーダー格に周囲から向けられる視線は、自分たちを見捨てて逃げようとしたこともあって、とても好意的なものではない。

　そんな視線を送りつつ、他の者たちもリーダー格と同様に武器や金を取り出す。

　殆どの者がナイフの類を持っており、中には片かた手て斧おのや長剣を持っている者もいた。武器だけでも売ればそれなりの金額にはなるだろう。売れればだが。そして……

「へぇ、予想外に持ってたな」

　リーダー格が懐から出した布袋の中身を確認して思わず呟くレイ。布袋の中には数枚の金貨が入っていた。街のチンピラ風情がそうそう持てるような金額ではない。何処から出て来たのかを悟ったレイは、薄い笑みを浮かべてリーダー格へと話し掛ける。

「これが今回の報酬だったようだが……残念だったな。次からはもっと相手との力量差を考えてから引き受けた方がいいぞ」

　レイの言葉に沈黙を貫くチンピラたち。

　その様子を眺め、クイッと顎あごで扉の方を指す。

「行け。次に同じようなことがあったら、そのときは……まあ、お楽しみってことにしておくか」

　にこやかな笑みを口元に浮かべながらそう告げるレイに、チンピラたちは特に何も言わずに……否いな、言えずにそのまま宿屋から出て行く。

　そしてチンピラたちが消え去ると床に置かれている硬貨の類を金貨の入っていた袋へと纏まとめてからラナと商人たちへと視線を向ける。

「迷惑を掛けたな」

「いえ、とんでもないです。この宿に泊まっているからには、私のお客様ですから」

「いよっ、さすが夕暮れの小麦亭の女将！　俺たち皆の母親代わり！」

　武装商人たちからの声に、頰を僅わずかに赤くしながら振り向くラナ。

「貴方たちも、危険な真似はしないで下さい！」

「あー、ごめんごめん。けどこの宿は俺たちにとっては大事な場所だしな。……そんな場所に無遠慮に上がり込んできたら、さすがに対応するさ」

「皆さんには今回の罰として、明日あしたの朝食にファングボアのシチューを食べて貰もらいます」

　そう言いつつも、自分の宿を大事な場所と言われては悪い気がしないのだろう。口元に笑みを浮かべつつもそう告げるラナ。

　ファングボアのシチューという言葉に、歓声を上げる商人たち。そんな商人たちに対してレイが声を掛ける。

「せっかくの宴会に水を差して悪かったな」

「気にすんなよ、坊主。こっちはこっちで勝手にやったことだからな」

　ユースラ、と仲間たちに呼ばれていた男が豪快に笑いながらレイの肩をバンバンと叩たたく。

　その様子に苦笑を浮かべ、レイはチンピラたちから巻き上げた金貨や銀貨、銅貨の入った布袋をラナへと放り投げた。

「レイさん？」

「宴会に水を差した詫わびに今日の食事や酒の代金は俺が払う。取りあえずそれは手付けだ。足りなかったらまたあとで言ってくれ」

『うおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ！』

　レイの奢おごりだという言葉に、食堂にいた武装商人や冒険者たちから歓声が上がる。

「坊主、お前背は小さいが器が大きいなぁ！」

　ユースラもまた奢りという言葉に豪快に笑う。本人に悪気はないのだろうが、それでもレイは若干不満そうな表情を浮かべていた。

　そんな中、武装商人たちの中から一人の人物がレイへと近付いてくる。

　四十代ほどの男で、身長はレイと殆ど差がない。顔には人当たりの良い笑みを浮かべている。

　だが、その目は違った。その辺にいる街の住人にはとても放てないような、深い、それでいて相手を見抜き、包み込むような視線。その視線だけで男が誰なのかがレイには想像がついた。この武装商人たちを率いている者だろうと。

「今日は貴方あなたに奢って貰えるとか。この者たちの代表として礼を言わせて貰います」

　ペコリ、と頭を下げて手を差し出してくる。

「申し遅れました。私はこの者たちを率いて辺境から辺境へと渡り歩く商隊のリーダー、ヴェトマンと申します」

　その手を握り返しながらレイもまた言葉を返す。

「レイだ。冒険者をやっている。奢りに関しては気にしないでくれ。俺の騒動に巻き込んでせっかくの楽しい気分に水を差してしまったからな。その埋め合わせだよ」

　レイが握り返したヴェトマンの手は、とても商人のものとは思えないものだった。明らかに武器を握って出来たと思われるタコがあり、商人より冒険者や傭よう兵へいと言われた方が納得出来るだろう。

　感心したようにヴェトマンへと視線を向けるレイだったが、ヴェトマンは逆にどこか困惑したような視線をレイへと向けている。

　いつの間にか消えているデスサイズのような巨大な得物を振り回している人物だというのに、その手には武器を握って訓練して出来たようなタコが一切なかったからだ。先程のチンピラたちの前で振るわれた一撃は、一流の戦士が振るう剣の風切り音にも似たようなものがあったというのに。

　レイの肉体がゼパイルによって創られた以上、回復能力や治癒能力は並の人間を上回っている。

　そのためにレイがいくらデスサイズを使ったとしても、その修練の証あかしとも言えるタコのようなものは出来ない。そのため、現在のレイはとても戦う人間としての手とは思えないような柔らかさを保っていたのだが、当然ヴェトマンにそれを悟れと言うのも無理な話だろう。

「どうした？」

　そんなヴェトマンの様子に気が付いたレイが尋ねるが、すぐに何でもないと首を振る。この辺は武装商人たちを率いているだけあって、レイに感じた疑問を表情に出すようなことは一切なかった。

「なんでもありません。ところで聞きたいのですが、さっきの大きい鎌は……」

「ああ。まあ、予想出来てると思うがアイテムボックス持ちでな」

「何と……まさかとは思いましたが、やはり。いや、初めて本物のアイテムボックスを見せて貰いました。一部では極小規模の疑似的なアイテムボックスのような物も使われているという話を聞きますが……まさか本物のアイテムボックスをこの目に出来るとは」

　感心したように呟つぶやき、食堂の方へと視線を向けるヴェトマン。

　そんなヴェトマンを見ながら、疑似的なアイテムボックスと聞き、ダンジョンでエレーナが使っていた物を思い出すレイ。

「よろしければご一緒にどうですか？　レイさんの奢りだというのですし、是非一緒に」

「あー、いや、悪いな。部屋で何人か待ってるんだよ。それに……」

　チラリと宿屋の扉へと視線を向ける。

　それだけでヴェトマンもレイが何を言いたいのか分かったのだろう。小さく頷うなずく。

「なるほど。そう言えば先程の者たちはレイさんのお客でしたな。では少々お待ちを」

　呟き、食堂へと行くとすぐに戻って来る。その手に酒が入っている小さい樽たるが存在していた。

「せめてものお礼ですが、これをどうぞ。私の好きな酒です。口に合うかどうか分かりませんが」

「……そうか。ならありがたく貰っておく」

　酒はそれほど好まないレイだったが、そもそも部屋に戻れば身体の血は酒で出来ていると豪語するブラッソがいる。ワインでは飲み足りない様子であったことだし、とありがたく受け取る。

「私たちは一月ほどこの宿に滞在する予定ですから、機会があったらまた飲みましょう」

　そう告げ、ペコリと頭を下げると武装商人たちを率いて食堂へと戻っていく。

　その武装商人たちや冒険者、傭兵といった者たちも、今夜の料金を全て持つと言ったレイに対して気軽に礼を言いながらヴェトマンのあとを追って食堂へと戻っていった。

　そして最後に残ったのはレイとこの宿の女将おかみであるラナの二人のみ。

「騒ぎを起こして悪かったな」

「いえ、気にしないで下さい。冒険者や傭兵を相手に商売をしているんですから、こんなのは慣れっこですよ。私も食堂の方に戻ります。せっかくレイさんが大盤振る舞いをしてくれたのですから、旦だん那なと一緒に普段は作れないような料理を作って皆みんなに出させて貰いますね」

　肝っ玉母さんここにあり、とでも言うように笑みを浮かべて食堂の方へと戻っていくラナ。

　その後ろ姿を見送り、床に落ちていたナイフや長剣、片手斧の類たぐいをミスティリングに収納してからレイもまた自分の部屋へと向かう。




「よう、一階の様子はどうだった？　お前にしてはちょっと手こずったみたいだが」

　レイが部屋に入ると、フロンに声を掛けられる。部屋の様子は特に変わったようなこともなく、一階の騒ぎが陽動というのは疑い過ぎだったらしいと考えつつ首を横に振る。

「一階に来ていたのは街のチンピラたちだった。それよりもやっぱり陽動とかじゃなかったのか？」

「ああ。こっちは特にこれといって何も起きなかったが……って、何だよその樽は」

「この宿に泊まっている商人たちの纏め役から貰った」

「……何がどうなればそんな展開になるんだ？」

　そう呟くフロンだったが、ブラッソが目め敏ざとく樽の中身を嗅かぎ分ける。

「その樽に入ってるのは酒じゃな。それも、この芳ほう醇じゆんな香りからすると相当な上物じゃ。……レイ、お主は確か酒がそれほど得意ではなかったはずじゃな？　ならばその上物の酒は持っていても宝の持ち腐れではないかと儂わしは思うんじゃが……」

　ブラッソの視線を釘くぎ付づけにしている樽を見て、小さく溜ため息いきを吐いて持っていた樽を床へと置く。

「そんな物欲しそうな顔をしなくてもいい。元々お前にやるために貰って来たんだ」

「うむうむ、さすがレイじゃ。どこぞの女冒険者と違って年上を敬うということを知っておるのう」

「……へぇ、その女冒険者ってのは誰のことだ？」

　ジト目で視線を向けてくるフロンに構わず、早速とばかりに樽を開けてコップへと酒を注ぐブラッソ。すると部屋の中に熟成された酒特有の芳醇な匂いが立ちこめる。

「予想通りかなりの上物じゃな。銀貨数枚……いや、下手をすれば金貨が必要なほどかもしれん」

　匂いを堪たん能のうしつつ、思わず呟くブラッソ。

　ムルトはそんなブラッソを羨うらやましそうに見ながらも、口を開く。

「で、話を続けてもいいか？　ガラハトさんの件なんだが……」

「ああ、そう言えばそうだったな。お前がアゾット商会に雇われている者たちに狙われていたってことは、ガラハトも危ないんじゃないのか？」

「もちろんだ。だからこそ俺とガラハトさんだけが知ってる隠れ家で休んで貰ってる。まだ怪我が治ってないからな。迂う闊かつに暴れるなんて真似は出来ないんだよ」

「じゃあ、お前もその隠れ家に隠れてしばらく安静にしていた方が良かったんじゃないのか？」

　ムルトの言葉に、思わず尋ねるレイ。そのまま隠れ家とやらに隠れていれば今回のような騒ぎにならないんじゃないかとも思ったのだが……

「それじゃあ遅いんだよ」

　悔しげに言葉を返すムルトに、レイは視線でその理由を話すように促す。

「ああ。ガラハトさんが指示したのは簡単に言えば下克上、アゾット商会の乗っ取りだ。アゾット商会と一ひと括くくりにしてはいても、当然内部には色々な派閥がある訳だ」

「まあ、そうだろうな。人間が三人いれば派閥が出来るってくらいだし」

「まあな。で、その派閥なんだが……当然現在の主流派はボルンターにくっついて甘い汁を吸ってる奴等だからな。そういう汚い真似が嫌いで、真っ当にギルムのために働こうって奴もいるんだよ」

「……いるのか？」

　ムルトの言葉に、思わずと言った様子でフロンが尋ねる。

　アゾット商会の評判については十分以上に承知しているムルトは、苦笑を浮かべつつも頷く。

「一応、いるんだよ。当然数は主流派とかと比べると圧倒的に少数派だがな。とは言っても、自分たちが甘い汁を吸っているのに、それを止めようとしてくる奴等なんだぞ？　弾圧ってのはちょっと言い過ぎだが、基本的には閑職に回されたりと冷遇されているんだよ。

　組織の末端は普通の、善良と言ってもいい商売人たちなんだよ。……でもなければ、ボルンターのような欲深い男が牛耳っているアゾット商会がここまで無事にやってこられる訳がないだろ？

　もっとも、ボルンターはボルンターで強引に物事を運ぶのは妙に上う手まいから、完全な無能って訳でもないんだが……」

　それが裏目に出たのが、今回のレイとの一件だったと続けるムルト。

　その説明を聞いていたレイが口を開く。

「それでこれからどうするんだ？　そもそも、その閑職に回されていた奴等がガラハトを支持するのは分かったが、そこからどう持っていく？」

「まあ、簡単に言えば結局は武力で排除ってことになるんだろうな。本来ならアゾット商会で働いている者たちに根回しをしてガラハトさんの勢力を広げていくってのがいいんだが」

「しかし、じゃ。お主の話では、ガラハトと言うのはずっと冒険者をやっていたのじゃろう？」

　不意にコップから口を離してブラッソが尋ねると、ムルトは頷きを返す。

「ああ、そうだ。そうでもなきゃランクＢなんて高ランクまで上がるのはまず無理だろ」

「となると、もしそのガラハトとかいうのがアゾット商会の会頭になったとして……商会の運営をきちんとこなせるのかのう」

「そうか、言われてみりゃそうだよな。確かに商会の経営に関わってきた訳じゃないガラハトって奴がアゾット商会を乗っ取っても、きちんと商会を動かせるかどうかと言われれば……」

　ブラッソの言葉に頷くフロン。まがりなりにもこれまでアゾット商会を経営してきたボルンターだが、それに取って代わろうとしているガラハトはあくまでも冒険者であって商人ではない。

　そんな人物が辺境の、しかも冒険者たちが数多いギルムで武器の取引を仕切っているアゾット商会を上手く動かしていけるのか。そんな疑問を口にしたフロンだったが、ムルトは問題ないと頷く。

「ガラハトさんは冒険者になってからずっとアゾット商会に雇われていたから、その辺の商人よりはよほどアゾット商会の内部に詳しい。それにガラハトさんがなるのはあくまでもアゾット商会の代表だ。実質的には自分を支持している商人たちの合議制で商会を動かすらしい」

（一種の民主制な訳か。……衆愚政治とかにならないといいんだけどな）

　ムルトの言葉を聞いてレイが思い浮かべたのは、かつて自分が暮らしていた日本の政治家たちだった。いや、むしろ政治家と言うよりも政治屋と表現するのが正しい者たち。自国の利益よりも自分に利益をもたらしてくれる他国に尻しつ尾ぽを振って擦り寄る売国奴たち。

　脳裏を過よぎった考えをすぐに振り払う。ここはすでに自分のいた日本ではないのだから、と。

「とにかく、このままガラハトがアゾット商会を乗っ取っても、ギルムが混乱したりはしないと思っていいんだな？」

　内心の考えを振り払うかのように小さく首を振り、ムルトへと尋ねるレイ。

「ああ。当然少しの混乱も起きないって訳にはいかないだろうが、それでも最低限ですむ手て筈はずになっている。ボルンターの野郎が閑職に回していた従業員の殆ほとんどは、今のままだとアゾット商会はいずれ駄目になると判断して諫かん言げんをした奴等だからな。能力的には十分なはずだ」

「そうなると、さっさとガラハトがいる隠れ家とやらまで行った方がいいかもな。……ムルト、ガラハトは武力でボルンターを引き下ろすって話だったが、そっちはどのくらいの戦力があるんだ？」

「アゾット商会に雇われている冒険者の中でも、ガラハトさんに助けられた経験を持つ奴や、ガラハトさんを慕っている奴を考えると……楽観的に見て三割。下手をすれば一割程度ってところだ」

「つまり確実に戦力になるのはその一割って訳か。具体的な人数は？」

「五人前後」

　ムルトの言葉に思わず驚きの表情を浮かべるレイ。

　一割で五人前後となると、単純計算でアゾット商会が雇っている冒険者は五十人近くになるのだ。

「アゾット商会の規模がでかいとは知っていたが、それほどの冒険者を抱え込んでいるとは……」

　ブラッソもまた、レイと同様に驚きの表情を浮かべる。

「楽観的な場合に追加される二割は、一種の中立みたいな感じと考えてもいいのか？」

「まあ、そうだな。他にも色々な事情があってボルンターの方に協力せざるを得ない状況にあるけど、気持ち的にはガラハトさんの味方とかな」

「ふんっ、確実に戦力に数えられないんじゃ戦力外と考えた方がいい。それよりそこまで戦力差があるんなら、なるべく早く動いた方がいい。数で負けて、その上行動を起こす速度でも負けてたら勝ち目はないぞ。こっちが勝ってる点と言えば……」

　フロンの視線がチラリとレイへと向けられる。

　ハーピーの討伐依頼で見た実力は、ランクＤ程度に収まるものではない。グリフォンのセトを従えていることから考えても、総合的な実力はランクＡ冒険者に勝るとも劣らないだろう人物。

　そして何よりも今回起きたこの騒動の発端もレイなのだ。それを考えれば、この規格外の戦力を使わない手はないだろう。

「どのみちレイは今回の騒動に巻き込まれるのは確実なんだ。……って言うか、パミドールに回ってきた話を考えれば、もう十分巻き込まれているか。ならさっさと戦力に組み込んでアゾット商会の世代交代をさせた方が誰のためにもなるだろうさ。当然俺やブラッソにとってもな」

　自分たちはレイとパーティを組んで依頼を受けただけに、嫌でも巻き込まれるのは確定している。それに評判の悪いアゾット商会を何とかして、ギルムの風通しを良くしたいという考えもある。

「だから、さっさとそのガラハトとかいう奴が隠れている場所に行くぞ。ここからは時間が勝負だ。早く動けば動くほどに、アゾット商会側の戦力も少なくなるはずだからな」

　喋しやべりながら立ち上がり、ベッドの上にいるムルトの腕を強引に引っ張って起き上がらせるフロン。

「あ、ああ。わかった……」

　その迫力に押されて頷いてしまうムルトに、レイがミスティリングの中へと収納していたハルバードとレザーアーマーを取り出す。

「ほら、これから行くんなら最低限装備は整えないとな。今はまだ大丈夫そうだが、ガラハトと合流後はまず確実に戦闘になるんだろうし」

「これ、俺の……あぁ、そうか。確かレイはアイテムボックスを持っていたんだったか」

「おめでたい奴だな、忘れてたのか？　そもそもこれが原因で今回の騒ぎになったんだろうに」

　若干呆あきれたような視線を向けるレイ。そんなレイの視線から逃れるように、ムルトは渡されたレザーアーマーを身につけていく。

　そんな二人を見ながら、いつの間にか最後の一杯になっていた酒を呷あおっていたブラッソが立ち上がる。小さめとは言っても樽一つ分の酒を飲み干して少しも酔っていないのは、酒に強いドワーフ族だからか、あるいはブラッソだからこそか。

　それぞれに食事や準備をすませると、レイは部屋の外へと出る。そのあとにフロンとブラッソが続き、準備を整えたムルトも続く。

　四人が階段を下りていくと、やがて食堂の方から賑にぎやかな声が聞こえて来る。

「儂ももう少し酒を飲みたかったのう」

　羨ましそうに食堂の方へと視線を向けるブラッソだったが、その後頭部へとフロンが鞘さやに入ったままの長剣を振り下ろした。

「レイの部屋で一樽空けて、まだ足りねえのか！　ったく、これだからドワーフは……」

「痛いつぅっ！　フロン、お主こそいい加減にせんかい。毎回毎回儂の頭を気安く殴りおって。せめて手で殴れ、手で。鞘に入ったままとはいえ剣で殴る奴がおるか！」

　頭を押さえながら苦情を言うブラッソだが、フロンは鼻で笑う。

「お前の石頭を素手で殴ったりしたら、俺の繊細な手が怪我するだろ」

「けっ、何が繊細な手じゃ。繊細な手を持つ奴は戦士なんぞやっとらんわい」

　すでにレイにとっては見慣れたやり取りだったが、初めて見るムルトには気が気でなかった。

「おい、レイ。これから騒動の渦に突っ込むのに、あの二人が喧けん嘩かしたままでいいのか？」

　そっとレイへと尋ねるムルトだったが、レイは特に表情を変えもせずに問題ないと頷く。

「俺も付き合いは短いが、あの二人にとってはいつものことだ」

　そんな風に会話をしながら夕暮れの小麦亭をあとにしたのだった。




「……なぁ、これどう思う？」

　呆れたような様子で呟つぶやくレイに、ブラッソは小さく溜息を吐きながら首を振る。

「どうもこうも……見ての通りじゃろう」

　現在レイたちがいるのは夕暮れの小麦亭の裏にある厩きゆう舎しやだ。ガラハトと合流する前にセトを迎えに厩舎へとやって来たのだが……レイたちが見たのは、厩舎の入り口が内部から何かがぶつかって破壊されており、扉の残ざん骸がいの上に気を失って倒れている三人の冒険者たちの姿だった。

　最初は宿に押し掛けてきたチンピラの仲間かと思ったレイだったが、男たちの装備品が違っていた。金属製の鎧よろいや、何を考えているのかフルプレートメイルを身に纏まとっている者もいる。

　チンピラたちの装備が良くて長剣一本程度であったことを考えると、恐らく別口。少なくともチンピラたちの仲間ではないだろうと判断する。

「セトを捕らえるか殺すかしに来たんだろ。セトは俺たちにしてみれば最大戦力だ。おまけに今回の首謀者のボルンターはセトを欲しがっているんだろ？　生かして捕らえられれば良し。もし殺してもグリフォンの素材なんてどれほどの値がつくのか想像するのも難しくないからな」

「で、チンピラたちを宿に突入させて陽動や時間稼ぎ。そして本命の冒険者たちが厩舎で大人しくしているセトを狙って襲撃を掛け……最終的には結局これか？」

　フロンへとそう返したレイは、気を失っている三人へと視線を向ける。

　セト自身の力だけでも驚異的だというのに、身につけている者の力を上げる剛ごう力りきの腕輪を装備しているのだ。その状態で一撃を食らった冒険者二人は身体に傷を負って血を流しており、フルプレートメイルを着ていた者はセトの一撃で鎧を砕かれ、周囲へとその破片を撒まき散らしている。

　セトも面倒事になるのを嫌ったのか殺しはしていないようだが、秋も深まってきたこの季節、それなりに深い傷をそのままに一晩外に放り出しておけば凍死……とまではいかないが、それでも風邪の一つや二つは引くだろう。

「この装備の違いは何だ？　チェーンメイルに、普通の金属鎧。そしてフルプレートメイル。三人全員が違う装備品というのは別に珍しくもないが、それでもこれは用途が違いすぎないか？」

　動きやすさを重視し、レザーアーマーよりも防御力の高いチェーンメイル。ブリガンダインとも呼ばれる胸部や胴体を守る金属鎧。そして全身を金属の鎧で覆ったフルプレートメイル。三人の冒険者たちの着ている装備は、用途を考えると色々な意味でちぐはぐだった。

「恐らくだが、考え方の違いじゃろうな」

「考え方の違い？」

　ブラッソの言葉に首を傾げながら尋ね返す。

「うむ。例えばチェーンメイルを着ている者は隠おん密みつ性を重視したのじゃろう。それとは逆にフルプレートメイルを着ている者は、セトのグリフォンとしての能力を恐れて防御を固めたのじゃろう」

「なるほど。となると、冒険者同士の意思疎通はそれほど上手くいってる訳じゃないのか」

　ブラッソの言葉に頷うなずきつつ、地面に落ちている武器へと手を伸ばすレイ。

　槍やりが二本に弓が一つ。ただし弓は弦が切れているため、修理しなければ使えないだろう。

（奇襲を仕掛けるにしても、グリフォンを相手に剣や斧おの、棍こん棒ぼうのように近い間合いで戦うのは怖かったんだろうな。そのために間合いの広い槍を選んだ訳か）

　内心で呟き、地面から拾い上げた槍二本と弓をミスティリングへと収納するレイ。同時にチェーンメイルを着ている男の近くに転がっていた矢筒も同様に貰もらい受ける。

「で、問題はこいつ等をどうするかだが」

　気絶している男たちへと視線を向けるレイ。

「こいつらは一応今回の件が上手く行けばアゾット商会の戦力になるんだろ？　なら縛って宿屋にでも預けておけばいいんじゃないのか？」

「フロンの言うことももっともなんじゃが……縄抜けとかしそうな気がするのう。そしてまた向こう側の戦力として現れるとか」

「まあ、こいつらに関しては今がまさに稼ぎ時と言ってもいいからな」

　自分の地位が脅かされているボルンターだ。自分の地位を守るためなら、冒険者に報酬の大盤振る舞いをするくらいは安いものだろう。

　この男たちを見張るような人材がいるのなら、自分たちの戦力に組み込みたい。そう考えるブラッソやフロンにとっては、捕虜と言ってもいい三人の扱いをどうするかは頭の痛い出来事だった。それこそ、頭痛が痛いと言いたくなるほどに。

（俺たちの戦力を割くのは論外。かと言って戦力にはならないがある程度でも信用出来るような相手は……待てよ？）

　内心でレイが呟いたとき、ふと自分たちの方へと近付いてくる複数の足音が聞こえてきた。

　ミスティリングからデスサイズを取り出し、それを見たブラッソたちも武器を構えるが……

「何だ、お前たちか」

　暗闇の中から姿を現し、月の光で露あらわになったその顔を見て、レイはデスサイズを下ろす。

「知り合いか？」

　そんなレイへと視線を向けてくるムルト。この中ではガラハトを慕っているという理由で一番今回の出来事に深く関わっているために、見知らぬ人物たちは警戒の視線を向けざるを得ないのだ。

　だが、姿を現した人物はムルトの警戒するような視線と、自分に向けられているハルバードを気にしたような様子もなく話し掛けてくる。

「宿の裏が騒がしいとのことで様子を見に来てみたんですが……先程振りですね、レイさん」

　そう言い、人当たりの良さそうな笑みを浮かべたのは現在夕暮れの小麦亭に泊まっている武装商人たちを率いている人物、ヴェトマンだった。

「騒がしい、と言ってたが……そこまで騒ぎを大きくしたつもりはないんだけどな」

　握っているデスサイズはすでに構えてはいないが、それでも警戒したような視線を向けるレイ。

「まあ、うちには色々な能力を持った人たちがいますから。それよりも少しですが話を聞かせて貰いました。よければお手伝いしましょうか？」

「……何が目的だ？」

「特にこれといった目的はありませんよ。ですが、せっかくこうして凄すご腕うでの冒険者の方とお知り合いになれたのです。是非とも縁を繫つないでおきたいと思いまして。……端的に言えば先行投資ですよ」

「凄腕、ねぇ」

　チラリ、とブラッソとフロンへと視線を向けるレイ。

　……その際、一顧だにされなかったムルトは微妙に不満そうな顔をしていたが、さすがにこの状況でそれを口に出すようなことはなかった。

「いえいえ。そちらのお二人もそうですが、私が言っている凄腕の冒険者というのは貴方あなたですよレイさん。そちらのお二人は確かにベテランの冒険者であって、経験も豊富でしょう。ですが私の目から見た限りでは、この中で最も腕が立つのはレイさん、貴方だ」

　笑みを浮かべつつも、鋭い視線を向けるヴェトマン。その視線を真っ向から受け止めつつも、レイは小さく肩を竦すくめる。

「俺はこれでも、まだランクＤ冒険者なんだがな。それも昇格してから一年も経っていない」

「ランクは確かに冒険者の実力を見る目安にはなりますが、絶対的な評価ではないというのが私の判断です。そもそも、グリフォンを連れている人が実力がないというのもおかしな話ですし」

　チラリ、とレイの側で大人しく佇たたずんでいるセトへと視線を向けるヴェトマン。グリフォンという存在をその目で見ても平静を保っているのは、さすがと言うべきだろう。現にヴェトマンと共に現れた者たちは身体を強こわ張ばらせてグリフォンへと視線を向けているのだから。

　会話の成り行きを窺うかがっていたフロンとブラッソは、お互いに視線を交わして無言で意思を交わす。

　そしてやがて結論が出たのか、ブラッソが口を開く。

「レイ、実際に戦闘に参加する訳じゃないということじゃし、ここは協力して貰ってはどうじゃろうか？　ヴェトマンと言えば儂わしでも知ってる凄腕の商人たちを纏めている人物じゃ。わざわざ儂等を騙だますような真似はしないじゃろうて」

　凄腕の武装商人で構成され、危険な辺境を旅する者たち。武装商人と言っているように護衛も雇わずに、それでも十年以上やってきた者たちなのだ。

　当然冒険者たちの間ではヴェトマンの名前はそれなりに知れ渡っていた。特に辺境に位置しているギルムで、冒険者や商人だというのにその名前を知らない者はモグリと言ってもいいだろう。

「ならそうだな、この三人を見張っててくれるか？　色々な理由で殺すという訳にはいかないらしいし、かと言ってこのまま解放するとまたすぐに敵に回りそうなんでな」

　ヴェトマンはレイの言葉に数秒ほど考えるように目を閉じ、やがて目を開くと小さく頷く。

「分かりました。その程度ならお安い御用です。では、彼等は私たちの部屋で見張っておきます。具体的にはいつくらいまででしょうか？」

「恐らく明日くらいまでだとは思うが、もし遅れるようなら誰かを連絡に出す。それでいいよな？」

「あ、ああ。どんなに時間が掛かっても明日中には何とか治まるはずだと思う」

　突然話を振られたムルトが多少慌てたように答えるのを見て、笑みを浮かべて頷くヴェトマン。

「ではそういうことで。私たちとしてもこのギルムで武器取引を仕切っているアゾット商会と繫がりが出来るのは嬉うれしいですし。ここしばらく、色々と都合の悪い取引を……いえ、貴方たちに言ってもしょうがないですね」

　苦笑を浮かべるヴェトマンに、レイは何となく自分たちを手助けする理由に納得する。

　ボルンターの性格を考えれば、公平な取引というのはまず行われなかったのであろう。相手の足下を見たような、それも強引な取引を迫っていたのだというのは簡単に予想出来た。

「まあ、そっちが協力してくれる理由は何となく分かった。けどここで俺たちを助けたからといって、取引に便宜を図るとかそういうのは約束出来ないけど構わないのか？」

「別に便宜を図ってくれとまでは言いませんとも。私が期待するのは公平な取引です」

「……だ、そうだが？」

　とムルトの方を見て尋ねるレイ。

「……え？　何でそこで俺に？」

「いや、そもそもこの中で正式にアゾット商会に雇われてて、なおかつガラハトの仲間はお前だけだろ。俺はそもそもボルンターに狙われている立場ってだけだし、ブラッソとフロンの二人に至っては完全に巻き込まれただけだ」

　呆あつ気けに取られているムルトだったが、レイのその言葉で我に返る。

「あー、ヴェトマンさん。あんたたちの噂は俺も色々と聞いてる。辺境に住んでいる者たちのために労を惜しまない方針がボルンターにとっては気に食わなくて色々とやってたことも含めてだ。

　確かにガラハトさんがアゾット商会の代表になれば、今までのような強引と言うか無理強いするような感じにはならないと思うが、それもしっかりとは約束出来ない。だから俺に出来るとすれば、あんたたちに助けて貰ったとガラハトさんに報告するくらいだけど……それでもいいのか？」

「ええ、もちろんですとも。むしろここで貴方たちに強引に恩を売りつけるというのは、それこそ恩の押し売り。そんな商売は商道に外れた行為ですからね」

「じゃあ……頼む」

　ペコリと頭を下げるムルト。そのムルトにヴェトマンは一瞬意外そうな表情を浮かべながらも、小さく笑みを浮かべながら肩を叩たたく。

「任されました。では、貴方たちは存分に暴れてきて下さい。ただし、くれぐれも負けることのないようにお願いします。多少とは言っても貴方たちを手助けしてしまったのです。これで向こうが勝ってしまったら、今まで以上にこちらの足下を見られた取引をしなければならなくなりますので」

「なら、見張りだけじゃなくて全力で俺たちを手伝ってくれてもいいんじゃないか？　それこそ、そうしたらこれからの取引で優遇されると思うんだけど」

　そんな、ある意味当然とも言えるレイの疑問に、ヴェトマンは苦笑しながら首を振る。

「私たちは行商人であり、傭よう兵へいではないのです。武装商人と言われてはいても、それはあくまでも自衛のため。武力を商品として商売する傭兵ではないのですから。薄情だと思うかもしれませんが、これは私たちの商隊での絶対的な約束事項。あるいは掟おきて、と言ってもいいかもしれません」

　今、自分の前にいるのは自らが決めた道を決して外れることなく歩き続ける男なのだ。そう判断したレイは小さく頭を下げる。

「そうか、悪かった。無理を言ってしまったらしいな」

「いえ、気にしないで下さい。実際、中には半分商人、半分傭兵なんて商隊もいるんですし。たまたま私たちの決まりがそうだった、というだけのことです。……さ、それよりもそこで倒れている三人については私たちに任せて貴方たちは早く行動に移って下さい。……彼等を運びますので」

　自分の背後の仲間たちへと声を掛けると、小さく頷き倒れている三人を連れて宿へと戻って行く。その背を見送ったあとで、レイたち三人とセトの視線がムルトへと向けられる。

「……じゃあ、行くぞ」

　ムルトのそんな声に頷き、一行は夕暮れの小麦亭をあとにした。
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「さすがに暗いな」

　スラム街近くを急いで歩きながらフロンが呟つぶやく。

　ムルトの案内でガラハトが潜んでいるという一軒家へと向かっているのだが、各種の店や酒場、娼館といったいわゆる夜の盛り場がある表通りならともかく、ここはスラムに近い場所だ。当然住んでいる者も金持ちな訳ではないので、明かりと言えば秋の夜空を照らす月光のみだった。

（……異世界でも、月は一つで変わらないんだよな）

　思わず月を見上げて内心で呟くレイ。異世界というのだから月が二つや三つあっても……あるいは、紫色だったり緑色だったりでもいいようなものだが、レイの見上げている月は地球で見た月と何一つ変わるところはない。そんなレイの前を歩くムルトが苛いら立だたしげに呟く。

「くそっ、出来れば走っていきたいところなんだが」

「無む茶ちやを言うでないわい。そもそも隠れ家を知ってるのはお主だけで、そのお主だけが走って一人で先行するか？　お主の腕では、アゾット商会側の冒険者に襲われたら対抗出来んじゃろう」

「ぐっ……」

　もちろんムルトも一人前と言われているランクＤ冒険者だ。それなりに腕は立つし、何よりガラハトに訓練を付けて貰っている以上はその辺のランクＤ冒険者に負けるような気はしない。

（一般的なランクＤ冒険者になら、な）

　自分の後ろをついてきているだろうレイの姿が脳裏を過よぎる。

　自分と同じランクＤ冒険者。それもギルム始まって以来のスピードでランクアップしてきた人物だ。その実力はすでにランクＤといったものではないだろう。レイがボルンターに殺意を向けたとき、その殺気に当てられた自分は腰を抜かして黙って見ているしか出来なかったのだから。

「アゾット商会に雇われているランクＢ冒険者はガラハトさんだけだが、ランクＣやランクＤはある程度いる。それを考えれば確かに俺だけで向かうのは自殺行為なんだろうな」

　その様子に、暗闇の中をムルトのあとを追うようにして歩きながらブラッソが頷く。

「分かればいいわい。……それよりも、何だかんだいいつつアゾット商会に雇われている冒険者たちはすでに十人近く倒している訳じゃが、そうなると残りは三十人強。具体的な戦力、と言うか残っている奴等のランクはどの程度のものか分かるか？」

「正確なところは分からないが、大体はな。ランクＣは殆ほとんどいないし、Ｄもそれほど多くはない。数が多いのはＥやＦの連中だな。戦闘になる可能性を考えると、ＧやＨはいないと思っていい」

　月明かりのみが照らす夜の道を歩きながらのムルトの説明に、フロンは小さく首を傾げる。

「ってことは何か？　パミドールの工房付近でお前たちやセトに倒されたり、夕暮れの小麦亭でセトを襲ってきた奴らも向こうにしてみればそれなりに重要な戦力だったってことか？」

「ああ、そうなるな。少なくともシーフやら何やらの絶対数は少ないはずだ」

　自分の名前が出て来たので気になったのだろう。セトが小首を傾げて喉のどの奥で鳴く。

　そんなセトの足取りには、夜の闇を歩いているという戸惑いはない。

「何でもねーよ。お前がお手柄だったってことだ」

　セトの背を軽く撫なでてやるフロン。

　喉の奥で上機嫌に鳴くセトを見ながら、ムルトも過度な緊張が解けていくのを感じる。

　そんな風にしながら夜道を歩く一行だったが、やがてムルトにとって見覚えのある小屋が目に入ってきた。一見するとかなり古く、すでに誰も住んでいないような外見だ。だがその中身はそれなりに補修してあるのか、見た目ほどに酷ひどくはないその建物。

「……あれだ」

　そここそが、ガラハトが身を隠している小屋だった。

　スラムの近くにあるその小屋。周辺は正確にはまだスラムと呼ばれる地区ではないが、それでも場所が場所のために元々人通りは少ない。それが夜ともなれば、殆ど人の姿はないと言ってもいいだろう。そんな中、目標の小屋を見つけたレイたち一行は素早くその小屋へと向かっていく。

「……確かにボロいのう。何かあればすぐに倒壊してしまいそうに見えるが」

　小屋の外見を見てブラッソが呟く。フロンもまた同様だと黙って頷うなずいていた。

「まあ、人が近付かないようにと色々工夫しているからな」

　ムルトはそんな二人へと言葉を返し、小屋の扉へと手を伸ばす。扉の右上、右下、左下、左上と時計回りに押していくムルト。するとすぐにカチッという物音が聞こえる。

「なるほど、仕掛け扉か」

　これなら確かに何も知らない者には開けられないだろうと感心したように呟くレイ。

　ムルトはその様子を見て得意気に笑みを浮かべながら扉を開く。

「あー、……セトは悪いが外で頼む」

　扉の入り口とセトを見比べ、ムルトが申し訳なさそうに呟く。

　もっともセトにとって建物の中に入れないというのはいつものことだ。特に異論がないとばかりに小さく鳴いて、建物の陰になっている場所へと寝転がる。

「セト、周囲の警戒を頼むな」

　そんなセトに声を掛け、小屋の中に入っていく一同。

（パミドールの工房で助けられてから、ムルトのセトに対する態度がかなり柔らかくなってるな）

　レイは内心で呟きつつ、小さく笑みを浮かべる。

「……で、肝心のガラハトとやらは何処にいるんじゃ？」

　小屋の中へと入ったブラッソの第一声がそれだった。

　小屋の中にいると聞いていたガラハトの姿が何処にも見えないのだから、無理もない。

「ちょっと待っててくれ」

　だがムルトは、特に慌てもせずに部屋の隅に置かれているゴミの入った樽たるを動かしたあとで、樽の下になっていた床へと手を伸ばして何らかの操作をする。すると次の瞬間、床の一部分がガコンッという音を立てながら横へと移動し、地下へと続く階段が姿を現す。

「なんともはやまあ。予想外の展開じゃな」

　現れた階段に、どこか呆あきれたように呟くブラッソ。その隣ではフロンもまた同様だと頷いており、唯一レイだけが興味深そうに地下へと続く階段を塞ふさいでいた仕掛けを眺めている。

「隠れ家だからな。いつ何があるか分からないだろ？　念のためって奴だよ」

「……念のためも何も、こんな仕掛けを作るとしたら相応に金が掛かったじゃろうに」

「この仕掛けを作るのに手を貸してくれたのはガラハトさんに以前世話になったって奴だったから、最低限の出費ですんだ。その最低限についてもガラハトさんなら余裕で払えるものだったしな」

　自慢そうに呟くムルトだったが、やがてそれどころではないと気が付いたのだろう。地下へと伸びている階段へと足を踏み入れる。

「じゃあ早速だけど行くぞ。この先にある部屋にガラハトさんがいるはずだ」

　その言葉に頷き、階段を下りていく。

　さすがに階段の途中に明かりを付けるような余裕はなかったのだろう。あるいは、短い距離だからという理由で付けなかったのかもしれない。そんな暗闇に閉ざされている中で階段を下りて行くと、次の瞬間にはたった今下りてきた床が再び閉じて周囲が闇に包まれる。

「おい、大丈夫なんだろうな？」

　さすがに不安になったのかフロンがムルトへと尋ねるが、何も問題はないと頷き……次の瞬間には暗闇に包まれているのだから頷いても分からないのだと思い出し、口を開く。

「問題ない。元々階段の周囲に何も重さがなくなると自動的に床が閉じる仕掛けなんだ。この地下から出るときには、階段の上、今閉まった床の近くにスイッチがあるからそれを押せばいい」

「……本当だろうな。こんな暗い場所に閉じ込められるなんてごめんだぞ？」

「くっくっく。暗がりが怖いとか、フロンにも意外に女らしいところがあるんじゃな」

「黙れ酔っ払い。俺は元々女だ」

「いや、今の儂わしは酔っ払ってないんじゃがな」

　そんな風に言い合いながらも、一分もしないうちに階段を下りきる。すると目の前には扉が一つだけ存在していた。

　もちろん領主の館やかたにあるような立派な扉ではなく、どこにでもあるようなごく普通の扉だ。

「ここだ」

　ムルトが一言だけそう呟き、扉をノックする。

「ガラハトさん、いますか？　ムルトです」

「……誰か連れているのか？」

　ムルト以外の人の気配を感じ取ったのだろう。扉の向こうから訝いぶかしげな声が返ってくる。

　ここはガラハトとムルトのみが知っている隠れ家なのだから、その場所に自分たち以外の人物を連れてくるというのはよほどのことがあったに違いない。そんな疑問を持ったガラハトの問いに、小さく深呼吸をしてからムルトが答える。

「すいません、どうにもこっちの戦力不足で……俺が勝手に助っ人とを頼みました」

「……そうか。やはり兄貴の方が勢力的には上か」

　溜ため息いきを吐きながらの呟きが聞こえると、鍵かぎの開けられる音が周囲へと響いて扉が開かれる。そして中から姿を現したのは、動きにくい様子を見せてはいるが、それでもきちんと自分の足で立っているガラハトの姿だった。

（へぇ、本当にあの怪我から数日でここまで回復したのか。ポーションか回復魔法かは知らないが、この世界の医療技術も馬鹿にしたものじゃないな）

　内心で呟くレイ。だがガラハトは、自分へと視線を向けているレイを見て思わず硬直する。

「レ、レイ!?」

「ああ。さっきムルトが言ってただろ？　助っ人を頼んだってな。それが俺だ。……正確に言えば俺とこいつらだ」

　身体をずらしてブラッソとフロンの二人の姿が見えるようにする。

　だが、ガラハトとしてはそれどころではない。目の前にいるのはレイなのだ。そう、ボルンターに対して次はないと宣言した人物。その人物が目の前にいるということは……

「ムルトッ！」

　反射的にムルトへと叱しつ責せきの声を上げるガラハト。

　だがそれも無理はなかった。そもそも今回ガラハトがあれだけ従順に尽くしていた兄に逆らう決意を決めたのも、目の前の人物からボルンターを守るためだったのだから。

　二度目はないと宣告されたにもかかわらず、死の恐怖を感じ取ったその日のうちに再びレイへとちょっかいを出す算段をしていたボルンター。その度し難いとしか言えない兄の命を、目の前に立っている人物から何とか守るためには兄を権力の座から引き下ろさなければならない。

　そう判断したからこそ、あれほど疎まれつつも慕っていた兄に対して反旗を翻すことにしたのだ。それなのに、その原因である人物が目の前にいる。ムルトのとった行為はガラハトにしてみれば明確な裏切り以外のなにものでもなかった。

　もしその五体が健康なままであったのなら、恐らく腰に下げている剣を抜いたかもしれない。

　それほどの怒りを感じつつも、怪我をこれ以上に酷くしないため、レイの目の前でそんな行為をすれば敵対したと見られかねないため。……そして、もしかしたらという一いち縷るの希望。それら色々な感情がない交ぜになり、ガラハトの手を止める。

　そのまま数秒。やがてガラハトがそっと口を開く。

「レイ、ここに来たということは、兄貴が出してきたちょっかいに気が付いたんだな？　それを知った上でここに来たということは……宣言通りに兄貴を殺すのか？」

「さて、どうだろうな。だがこの前の件については、ギルムの領主のダスカー様には報告ずみだ」

「っ!?」

　さらりと告げられたその言葉に、息を吞のむガラハト。レイの隣ではムルトもまた同様に驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「この街の領主としても、アゾット商会ほどでかい商会がボルンターのような人物に仕切られているのは色々と面倒らしくてな。暗黙の了解でだが奴を殺す許可は貰もらっている」

「ダスカー様が、か」

　信じられない……否いな、信じたくなかったのだろう。噓だと言って欲しい。そんな目でブラッソとフロンへと視線を向けるガラハトだったが、実際にその場にいた二人が無言で首を左右に振るのを見て絶望の表情を浮かべる。

「まあ、ダスカー様としては、アゾット商会の会頭が替わって今までのような悪あく辣らつな真似をしなければそれでいいんだろうがな」

「本当か!?」

　レイの言葉に希望を感じて顔を見上げたガラハトだったが、それも次の言葉を聞くまでだった。

「この街の領主としてはそれでもいいんだろう。だが次はないと脅したにもかかわらず、数日と経ってない状況でこの有様だ。それについてはどうするつもりだ？」

「……そ、それは……次に何かをしようとしたら俺が止め」

「それはこの前も聞いたな。あのときはお前の言葉を信じてその場を治めたが、それでボルンターはどうした？　鍛か冶じ師の工房に行ったときに、武器屋から俺に対して商品を売るなと言われたと聞かされたぞ？」

　ガラハトに最後まで言わせることなく、途中で言葉を挟むレイ。それが事実なだけに、ガラハトも言い返すことが出来ない。

　その代わりに口を出したのはムルトだった。ガラハトを庇かばうようにレイの前へと出て口を開く。

「待てよ。武器屋の件に関しては、ガラハトさんがお前の攻撃で意識を失っている間にボルンターが決めたんだ。どうやってもガラハトさんにそれを止めるなんて真似は出来なかったんだよ」

「それがどうした？　俺は二度目はないと条件を付けて一度だけ許した。それを承諾したのはガラハトだ。そうなれば当然その責任はガラハトにあるだろ？　自分の意識がなくなっていて、その間に話が進んでました……そんな風に言って俺が納得すると思うのか？」

「そ、それは！」

　なおも言い募ろうとするムルトだったが、その肩をガラハトが摑つかんで止める。

「いや、いい。確かにレイの言う通りだ。俺がもうちょっかいを出させないと約束したのに、それをいきなり破ったんだ。非は俺にある」

「ガラハトさん……」

　ムルトとしてはボルンターがどうなろうと関係はなく、むしろいい気味だと感じるのだろう。だがその結果、兄貴分と慕っているガラハトが受けるショックを考えるとレイに賛成も出来ない。

　そんな二人を見ていたレイが溜息を吐きながら口を開く。

「……いいだろう。ボルンターの命は取らないと約束する。それで納得しろ」

「命は、か？」

「ああ。命は、だ」

　確認するように尋ねてくるガラハトへと向かって頷く。『命は取らない』つまりそれは、命以外は取ると宣言しているに等しい。だからこそガラハトも確認するように尋ねてきたのだ。

「どうしてもか？」

「そうだな。これが俺の最大の譲歩案だ。これすらも認めないというのなら、俺は独力でボルンターを討ちに行く。ラルクス辺境伯からその辺についての暗黙の了解は貰っているしな」

（もっとも……その代わりにとばかりに向こうも何らかの要求はしてくるだろうが）

　内心で呟つぶやくレイ。

　事実もしそのような事態になった場合、ダスカーは嬉き々きとしてレイを取り込むべく色々と行動を起こすだろう。それも、出来るだけそのことをレイ自身に悟られないように。レイという個人として極めて強力な戦力にはそれだけの価値があると考えているのだから。

　レイの言葉を聞き、一分ほど黙り込むガラハト。やがて何かを決意したかのように口を開く。

「分かった。レイの意見を全面的に飲もう」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情でそう告げたのだった。

　ボルンターの命は助ける。しかしそれ以外に配慮はしない。そう告げたレイに対して、ガラハトは不承不承ながら頷く。

　何故こうなった。そうも思わないでもない。だが今起きている事態の全ては、兄の行動の結果なのだ。それならばたとえ半分しか血が繫つながっていないとしても、弟としてベストではないがベターの選択をするしかない。そう判断したガラハトは渋々ではあるがレイの提案を受け入れる。

「入ってくれ。まずは現状を聞かせて欲しい」

　扉の前から移動し、部屋の中へと四人を迎え入れるガラハト。

　そうして中に入ったレイたちは外の状況を説明し、自分たちが取るべき作戦を話し合うのだった。







　　　第四章







「さすがにこの時間になってくると殆ほとんど人の姿は見えなくなってくるな」

　スラム街から出て、大通りを貴族街の方へと向かって進みながらレイが呟く。

　すでに時刻は午後十時近く。この街の住人にとってはそろそろ深夜と言ってもいい時間帯だ。酒場を含む歓楽街も、その賑にぎわいはそろそろ終わりへと向かっていた。

　そんな中を進む一行なので、すでに周囲に見える人影はガラハトの隠れていた小屋に向かったときに比べるとかなり少ない。

　そんな周囲の様子を見ながら歩き続け、大通りを抜けるとやがて貴族街が見えてくる。

「そう言えば、結局ガラハトに味方をしているという冒険者たちはどうしておるんじゃ？　最低でも五人前後はいるとか言っておったが」

　地揺れの槌つちを肩に担ぎつつブラッソがムルトへと尋ねる。

「そっちはアゾット商会の、ボルンター派の幹部を抑えるのに回って貰ってる」

「む？　それはガラハトに協力している者たちが担当するのではなかったか？」

「アゾット商会に雇われている冒険者が、全部屋敷に回されているなんてことはないだろ？　もしかしたら数人は幹部を守るために派遣しているかもしれないし。そっちに対応して貰うため、ガラハトさんに協力している幹部たちの護衛に回って貰ってるんだよ」

「うーん、確かにそれはそうだけど……」

　二人の話を聞いていたフロンが、どこか奥歯に物が挟まったように呟く。

「何か問題あるか？」

「いや、部下とは言ってもしょせんはボルンターの取り巻きだろ？　自分の身の安全を少しでも犠牲にして他人を守る……なんて気概はボルンターにはないはずなんだけどな」

　フロンの、ある意味で当然と言えば当然のその言葉に思わず苦笑を浮かべるガラハト。その隣ではたった今まで話していたムルトもまた同様に苦笑を浮かべている。

「確かに兄貴の性格を考えればその可能性が高い。だが、兄貴の家に代々仕えている執事は相当に頭が切れる。兄貴を説得して取り巻きたちに護衛を派遣するという可能性は十分にあるはずだ。ただでさえ俺の支持者は少ないんだ。……こっち側にレイがいる時点で戦力的には十分だしな」

　そこまで言い、チラリとレイの横を悠然と歩いているセトへと視線を向ける。

「それにグリフォンのセトがいる時点で駄目押しと言ってもいいだろう」

「まあ、普通の冒険者ならグリフォンと好んで敵対をしたくはないよな」

　しみじみと呟くフロン。

　おまけにこのギルムではセトは非常に人気者であり、そのセトと戦うことになったというのが街の住民に知られでもしたら、色々な意味で不ま味ずいことになるだろう。

（まず食べ物の屋台の住人からは商品を売って貰えなくなる可能性が高い。商売をしていない街の住人にしても、当然セトと敵対……と言うか、苛いじめたとみなされれば……）

　ギルムで暮らしている限り、否いや応おうなく他人とは関わらなければならない。それはギルドしかり、宿しかり、食堂しかり、商店しかりだ。

　そのたびに決まって全員から冷たい視線を向けられ、あるいは街の人気者を苛めた卑ひ怯きよう者として陰口を叩たたかれるようにでもなれば……ギルムでそのまま暮らすのは難しいだろう。

　レイとセトに誠心誠意謝って許して貰うという可能性もあるが、レイやセトと一度でも敵対して、それでもなお話し掛ける勇気や根性を持つ者はそう多くないだろう。

（結局、ガラハトにレイが味方した時点で向こう側は一種の詰みなんだよな）

　フロンは内心でそう考え、レイと敵対した運の悪い冒険者たちに哀れみを抱くのだった。




　そんな風にそれぞれが沈黙したまま道を進んで行くと、やがて貴族街の入り口へと到着する。

　そこにはすでに夜も遅い時間ということもあって、貴族街の見回りとして雇われている冒険者たちの姿が数名ほど存在していた。

「止まれっ！　ここから先は貴族街だ。こんな夜更けに何の用……あれ？　ガラハトさん？」

　警戒するように声を掛けて来た冒険者だったが、自分が声を掛けた相手がガラハトだと知るとすぐに構えていた斧おのを地面へと下ろす。

　そんな冒険者たちに対して、ガラハトは笑みを浮かべながら近付いていく。まだ怪我が完治していないために多少動きはゆっくりとだが、足取りに不安な様子は見えない。

「見回りご苦労だな。貴族街で何か騒ぎが起こってる様子は？」

　斧を持っていた男はガラハトの問いに小さく首を振るが、その隣にいた長剣を持っている男が何かを思い出すように口を開く。

「そう言えば、ボルンターさんの屋敷にアゾット商会に雇われている冒険者たちが集まっているらしいですが……何か聞いてますか？」

　冒険者の言葉に思わず舌打ちをするフロン。幸い音は小さく、それほど周囲には響かなかった。

（やっぱり冒険者を集めているのか。出来れば向こうの戦力は少ない方が良かったんだけどな）

　そう内心でフロンが呟いている間にも、ガラハトと冒険者たちの会話は続いている。

「ああ。その件に関しては聞いてる。ちょっと揉もめ事があってな。俺の後ろの奴等もその関係だしな。ほら、グリフォンを連れてる冒険者とか噂に聞いたことがあっただろ？」

　ガラハトのその言葉に、今まで周囲を警戒して気配を消しながらレイたちの背後に隠れていたセトがその頭をひょっこりと伸ばす。

「おわっ！」

　いきなりセトを見た冒険者は驚き、咄とつ嗟さに斧を持ち上げようとするが、ガラハトに止められる。

「おいおい、やめておけ。今も言ったようにグリフォンのセトと、ランクＤ冒険者のレイだ。噂くらいは聞いてるだろう？」

「……そう言えば、聞いたような覚えが」

　ガラハトの言葉でグリフォンを連れている冒険者というのを思い出したのだろう。無ぶ精しよう髭ひげの生えた顔で、ドラゴンローブを着ているレイへと視線を向ける。

「坊主が噂のレイか。……確かに噂に聞いたように頼りない体型をしてるな。その割にはかなり力が強いって話だが。まあ、いい。ガラハトさんの知り合いなら問題ないだろ。通っていいぞ」

　他の冒険者たちもガラハトに対しては信頼感があるのか、そのまま道を空けて一行を通す。

　そして冒険者たちから十分離れたところで、レイが呆あきれたような視線をガラハトへと向ける。

「よくもまあ、あんなにペラペラと口から出任せが出てくるな」

　だがそんなレイの呆れた視線を、ガラハトは当然とばかりに受け止める。

「そうか？　俺は噓を言った覚えはないけどな。屋敷に冒険者が集まっているのはアゾット商会の揉め事が原因なのは事実だし、レイたちがその揉め事に関係しているというのも事実だろ？」

「それだけ口が回れば十分だよ。さて、予想通りボルンターの屋敷には、相当数の冒険者が集められているらしいな」

「すいません、ガラハトさん。俺の動きが向こうに知られたばかりに」

　気を取り直したかのように呟いたレイの言葉に、ムルトはガラハトに頭を下げる。

　だがガラハトは気にしていないと、ムルトの肩へと手を置いて頭を左右に振る。

「気にするな。どうやったってこれだけの動きだ。兄貴に知られないで最後までことを運ぶなんて出来なかったさ。向こうに知られたのが、たまたまお前の動きだっただけだ」

「……ガラハトさんの身は、俺が必ず守って見せます」

「そうだな。期待してるよ」

　そんな風に会話をしながら貴族街を進んでいくと、やがて夜も深いというのに大量の明かりで照らされている屋敷が見えてくる。

「随分と豪華と言うか、何と言うか……」

　呆れたように屋敷を眺めながら呟くフロンの様子に、ガラハトは苦笑を浮かべながら口を開く。

「いつもはあそこまで明かりを点つけたりはしていない。恐らく俺たちを警戒しているんだろう」

「あぁ、なるほど。そう言えばそうか。ムルトを追っていた奴等は殆どが返り討ちに遭っているし、夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていでセトに襲い掛かった奴等も返り討ち。そりゃ警戒はするか」

「と言うよりもじゃ。確か向こうの戦力は四十人強で、フロンが言ったようにすでに十人近くが返り討ちに遭っておる。つまり計算上では三十人強しか残っていないはずなんじゃが……妙に人影が多いように感じるのは儂わしの気のせいか？」

　徐々に近付いてくるボルンターの屋敷を眺めながらブラッソが呟く。確かに屋敷の庭に見える人影は三十を優に超えている。屋敷の中にもある程度の護衛がいることを考えると、事前にムルトやガラハトから聞いていた話とは随分と違うのがレイたちにも分かるのだった。

「恐らく夕暮れの小麦亭に来たようなチンピラたちをかき集めたんだろ」

　レイがそう呟き、冒険者たちが守っているボルンターの屋敷の門へと近付いて行く。

　ボルンターの屋敷を守っている門番でもあるサンカントとフェーダー。その二人は夜を徹しての門番を命じられて愚痴をこぼしていた。

　もっとも、愚痴をこぼすのは殆どがフェーダーであり、サンカントはその愚痴を聞きながら時々頷うなずくだけだったが。

　それでもそれなりに金払いのいい仕事であるという理由と、同時に屋敷に大量にいる冒険者たちの存在を考えると、そう忙しくはないだろう仕事に思えていた。

「にしても、ガラハトさんも何を考えてるんだろうな。ボルンターさんに逆らうなんて」

「さあな。俺たちは俺たちに命じられた仕事をやればいいさ。それに、現在この屋敷にはアゾット商会の息が掛かっている冒険者が集まっているんだ。さすがにガラハトさんでもわざわざここに攻め込んでくるような馬鹿な真似は……」

　サンカントがそう言い掛けたとき。その馬鹿な真似をしようとしているガラハトがボルンターの屋敷の門の前に姿を現す。それ以外にも弟分のムルトがいるのは二人にも予想の範囲内だったのだが、その他にも数人。しかもその中の一人と一匹には嫌と言うほどに見覚えがあったのだ。

「レ、レイ!?　それに……ひっ！」

　レイの後ろから姿を現したセトの姿を見て思わず固まるフェーダー。その隣にいるサンカントは、それでも何とか口を動かす。

「ガ、ガラハトさんには反逆の疑いが掛けられています。大人しくして貰もらえますか？」

「反逆……まあ、兄貴を会頭の座から引きずり下ろそうとしているんだからしょうがないか」

　ガラハトから返ってきた言葉の内容に、思わず頰を引き攣つらせるフェーダーとサンカント。

　このときレイたちにとって幸運だったのは、屋敷の庭やら何やらで待機していた冒険者たちが自分たちの人数の多さに油断して緊張感を切らし、敵の襲撃を警戒すると言うよりは庭に腰を下ろして無駄話に興じていたことだろう。

　これが実力もあり、ランクの高い冒険者たちならまだ緊張感を保っていたのだろうが、不幸なことに庭に配置されているのはその殆どがランクＥやＦの低ランク冒険者。あるいはとにかく数を揃えるために集められた、冒険者にすらなれないチンピラたちだったのだ。

「ガラハトさん、俺たちもガラハトさんには色々と助けて貰っている身です。なので悪いことは言いません。ボルンターさんに謝罪して反逆なんて真似は止めてくれませんか？」

　サンカントの言葉に、その隣でフェーダーも何度も頷いている。

　自分たちはボルンターがわざわざ呼び寄せたレイを勝手な判断で追い返したというミスがあり、それを目の前にいる人物に取りなして貰ったのだから、恩を感じるなというのが無理だった。

「悪いな、ここで俺が退ひく訳にはいかない。兄貴には申し訳ないが、すでに兄貴にアゾット商会の会頭を辞めて貰うというのは決定事項なんだ」

「……どうしても、ですか？」

　苦虫を嚙み潰したような顔を向けてくるサンカントに頷くガラハト。

　やがて深く息を吸うと、サンカントは持っていた槍やりの穂先をガラハトへと突きつけた。

「残念です」

　サンカントは小さく呟き、隣で同様に槍をレイたちに向けているフェーダーへと視線を向ける。

　さすがにずっと組んで門番をやって来ただけあり、相棒の意思を理解したフェーダーは大きく息を吸って敵の来襲を告げる。

「敵襲だ！　ボルンターさんに反逆したガラハトが来たぞ！　全員戦闘準備だ！」

　その大声はボルンターの屋敷の庭中へと響き渡った。

　最初はその声を信用出来るかどうか声が上がり、数人が門の前へと様子を見るために姿を現す。

　この辺の初動の遅さもまた、庭にいる者たちが数あわせのチンピラであったり、実力の低い低ランク冒険者であるというのを証明していた。

「うわっ、本当に来てやがる！　しかもたった五人だぜ！」

　最初に門の近くへと顔を出したチンピラの男がそう叫び、やがて我も我もと庭に集まっていた者たちが門の中から姿を現す。

　その殆ど全てが最初に一行の先頭に立っているガラハトへと嘲ちよう笑しようを向け、レイの冒険者とは思えないような体型や背の小ささに苦笑を浮かべ、最後にいかにもベテランといった雰囲気を出しているフロンとブラッソへと警戒の目を向ける。そして……

「グ、グリフォンだとぉっ!?」

　レイたちの最後尾に存在していたセトに目を留めてその動きを止める。

「おい、ちょっと待て。グリフォンだと？　確かギルドの方で何か噂になってた奴がいただろ？　ランクＤパーティの『鷹たかの爪つめ』をたった一人で相手取って完勝したとか何とか」

「本当か？　俺はそんなのを聞いた覚えがないぞ？　グリフォンに関しては、街でマスコットキャラとして可愛がられているというのは知ってるが……」

　そんな風にそれぞれが自分の知っている話を持ち出していたが、それもブラッソがその地揺れの槌つちを地面へと叩き付けるまでだった。

　ドガァッ！　という、とてもではないが地面を叩いたときに出るような音ではない音を周囲へと響き渡らせ、地揺れの槌が叩き付けられた地面は半ばクレーター状に窪くぼんでいる。

　その威力に啞あ然ぜんとする者たちを尻しり目めに、地揺れの槌を肩へと担ぐブラッソ。

「儂等と本気でやり合うつもりがある奴以外はとっとと去れ！　残った奴だけ相手をしてやろう。……ただし、儂のこの一撃を受ける覚悟のある奴だけが残るんじゃな」

『……』

　たった今見たその一撃。それがどれほどの威力なのかは、クレーター状に抉えぐれている地面を見れば分かる。その一撃を見て静まり返るチンピラや低ランク冒険者たち。

　しかし去れと言われてはいそうですかと去る訳にいかないのは、その場にいる全員に共通している。この場で最初に去れば、それは一番初めに臆おく病びよう風かぜに吹かれたと見られるのは間違いない。

　それもこれほど大勢の目の前で。しかもここはギルムでも上位の権力者であるボルンターの屋敷なのだ。裏切ったと見なされた場合、明日以降この街で暮らすのは非常に難しくなるだろう。

　かと言ってブラッソに向かって攻撃を仕掛けるかと言われれば、それもまた今の一撃を見てしまった以上は危険性が高い。

　最終的にその場にいた者たちが選んだのは攻撃ではなく口撃だった。

「お前等、この街でアゾット商会に逆らって冒険者としてやっていけると思ってるのか？　さっさと尻しつ尾ぽ巻いて帰れよ。そうしたら見逃してやるからよ」

「そうそう、大体こっちには何人いると思ってるんだ？　普通はこの人数差を見たら大人しく引っ込むだろう。そのくらいの常識も持ってないのか？」

「ほら、分かったらお前たちの方こそさっさと帰れよ」

　口々に放たれる言葉。言っている本人たちにしてみれば数の優位で相手を威圧しているつもりなのだろうが、レイたちにしてみればまさに弱い犬ほどよく吠ほえるという表現そのままの姿だ。

　そんな口撃が続く中、不意に周囲に怒鳴り声が響き渡る。

「ええいっ、邪魔だ有象無象共が！　どけ！」

　その声に軽く首を傾げるレイ。

（今の声、どこかで聞き覚えがあったような……）

　そう思いつつ、割れた人垣の中から出て来る人物を待ち受けるレイ。

　人垣を割るようにして現れたのは、粗野な外見をしている二十代ほどの男。周囲の者たちに見下しきった視線を向けながら進み出る。

　その男の顔を見て、やはりどこか見覚えがあるとばかりにレイは首を傾げる。

　レイ本人はその人物が誰かは分からなかったが、当の本人は違っていた。人垣の中から進み出て、背負っていたバトルアックスを手に持ち、凶悪な笑みを口元に浮かべながら口を開く。

「お前とこうして会えるのを楽しみにしてたぞ、レイ。以前の屈辱、ここで晴らさせて貰うぜ！」

　ブンッ、とバトルアックスを大きく振るう男。見ただけで今の一撃には力が十分に伝わっているのが分かる。それほどの一撃だった。少なくとも低ランク冒険者に出せるような音ではない。

（俺を知っててあそこまで敵意を向けているとなると、どこかで絡んできた奴か何かか？）

　内心で呟つぶやき、目の前の男の顔を思い出そうとするが……自分の見た目が見た目だ。これまで絡んできた相手はかなりの数になり、そんな相手の顔を全て覚えているほどに、レイは暇ではなかった。
















「……悪いが、お前が誰か思い出せない。名前くらいは名乗って貰えないか？　もしかしたら名前を聞けば思い出せるかもしれないしな」

　男にとってその発言は、自分を取るに足らぬ存在だと言われたにも等しく、怒りで顔を赤くする。

「おい、あれってもしかして……」

「ああ。『鷹の爪』を率いているバルガスさんだよ。皆みんなの見てる前でレイに面めん子つを潰つぶされた」

（……ああ、そう言えばそんなのもいたな）

　周辺を囲んでいた者たちの声を聞き、ようやく目の前にいるのが誰なのかを思い出す。

「悪いな、たった今思い出した。そうか。ゴブリンの涎よだれを率いている奴か。お前との賭かけで貰ったパワー・アクスはかなり高性能な品だったな」

「ふざけるな！　あれはなぁ、俺が必死にダンジョンに潜って手に入れたマジックアイテムだぞ！」

　怒声、というよりは吠えるという表現が正しいような声を上げるバルガスだったが、レイは溜ため息いきを吐いてそれに返す。

「そもそもお前が俺に絡んできたのが原因だろうに。自業自得って言葉を知ってるか？」

「細かい話はいい。それより俺のパワー・アクスはどうした？　今日はそれを返して貰う」

　その言葉に、ふいっと視線を逸そらすレイ。

「あー、悪いな。ちょっと事情があって臨時でパーティを組んだ相手にやった。……いや売ったか」

「なっ！　お前、パワー・アクスの価値を知ってて言ってるのか!?」

「ああ。けど安心しろ。そいつの斧おの使いとしての才能はお前よりも上だったからな。マジックアイテムも自分を使いこなしてくれる相手に使われた方が幸福だろう」

「ふ、ふ、ふ……ふざけるなぁっ！」

　怒声を上げ、そのまま持っていた斧を振り上げてレイとの間合いを縮めるバルガス。さすがにランクＤ冒険者と言うべきなのだろう。我流で磨いてきたであろう一撃のために狙いが分かりやすいという欠点はあったが、それを補ってあまりあるほどの力が込められている。

　普通のランクＤ冒険者ならその一撃を受け止めることはまず無理だろうと思える一撃。戦闘力だけで言えばランクＣと同等と言われていたバルガスの一撃なのだ。だが……バルガスの不幸は、やはりレイという存在を敵に回したことだった。

「甘いな」

　袈け裟さ懸けに左肩へと振り下ろされた斧を、デスサイズの柄の部分で受け止める。

　ガキィンッ、という金属音が周囲に響き渡るが、周囲にいた者たちが見たのは両手で振り下ろしたバルガスの斧を、片手で持ったデスサイズで受け止めているレイだった。

　バルガスの一撃をまともに受け止めたというのに一歩も動いていないその姿は、凄すごいと言うよりも異様という印象を周囲の者たちに与える。

「おい、噓だろ？　バルガスさんの一撃だぞ？　それを片手で受け止めてやがる」

　周囲の声を聞きつつ、レイは必死に両手で斧を押しつけてくるバルガスへと視線を向ける。

　そのまま斧を受け止めているデスサイズへと徐々に力を込め、次第に押し勝っていく。

「ぐっ、く、くそがぁっ！　けどなぁっ！」

　バルガスとしても、そのままだと純粋に力の差で負けると思ったのだろう。デスサイズの柄を斧で受け流すようにしていなし、後方へと大きく跳ぶ。そして……

「今だっ！」

　レイから離れるや否いなや大きくそう叫ぶ。同時に夜の空気を斬り裂く飛ひ翔しよう音。

「ちっ、こざかしい真似をする」

　聞こえてきた飛翔音に合わせるようにして、魔力を込めたデスサイズを大きく振るう。

　キンッ！　という金属同士がぶつかり合う音が周囲へと響き、次の瞬間にはレイの近くに鏃やじりを縦に二つに斬り裂かれた矢が落ちていた。

「……随分とやることが汚いな。今のがお前の余裕の根拠だったのか？」

　侮ぶ蔑べつの目を向けるレイに、バルガスは切り札をあっさりと破られたというのに、自らの有利を確信したような笑みを浮かべる。

「へっ、つくづく化け物だな。けど、飛んでくる矢を斬り捨てるなんて真似が出来るのはそうそう多くない。それに……」

　チラリとガラハトの方へと視線を向けるバルガス。

「聞いてるぜ？　まだ怪我が治ってないんだってな。その状態で飛んでくる矢を防げるのか？」

　バルガスの言葉に眉まゆを顰ひそめるレイ。だが怪我の影響で動きの鈍いガラハトを人質に取るというのは間違いなく有効な戦術だった。弓で狙っているのが一人ならレイが何とでも出来るが、それが数ヶ所同時に矢を放たれれば守り抜くのは難しいと言わざるを得ない。

「俺がそうやすやすとガラハトさんをやらせる訳ないだろ！」

　そう吠えるムルトだが、実力的には一行の中で最も低いのだ。ムルトに対処させるくらいなら、まだガラハトが自ら動いた方が助かる確率は高いだろう。

　それを悟っているのだろう。バルガスは馬鹿にしたような視線をムルトへと向ける。

「へっ、お前程度の雑魚ざこが何をしようとも結果は変わらねえよ。……レイ、事態が分かったらこれ以上動くなよ？　大人しく俺に叩たたき切られろ」

　自らの勝利を確信したバルガスが勝ち誇った笑みを浮かべ一歩進み出るが……

「詰めが甘いんだよ、馬鹿が」

　呟いたレイが、つい先程矢の飛んできた方へと向けてデスサイズを振るう。

「飛ひ斬ざん！」

　振るわれたデスサイズから斬撃がそのまま形作って空を飛び……屋敷の庭に生えている樹の枝へと命中。次の瞬間には、男が悲鳴を上げながら切断された足場の枝諸もろ共ともに地面へと落下する。

「こっちもだ、飛斬！」

　再度放たれた飛ぶ斬撃が向かったのは、ボルンターの屋敷の二階の窓。建物を文字通りに斬り裂くという形で窓ごと壁を斬り裂き、弓を持った男は、斬り裂かれた壁や窓に吹き飛ばされる。

「なっ!?」

　飛斬を連続して使うレイを見て驚きよう愕がくの声を上げるバルガス。だが、すぐに視線を屋敷の方へと向けてニヤリとした笑みを口元に浮かべながら短く叫ぶ。

「撃て！」

　バルガスの合図と共に屋敷から放たれる矢。そう、隠れていたのは今レイによって対処された二人だけではなく、もう一人存在していた。屋敷の中に残っている数少ないランクＣ冒険者。バルガスは知らなかったが、ムルトが裏道を逃げているときに矢を放っていた冒険者だった。

（それを見抜けなかったお前のミスだ！）

　内心で喝かつ采さいの声を上げ、勝ち誇った笑みを浮かべたバルガスが次に見たものは……飛んできた矢を前足で難なく弾はじくグリフォンの姿。そして……いつの間にか自分のすぐ前まで移動してきたレイがデスサイズを振り上げている光景。

　次の瞬間、激しい衝撃と浮遊感と共にバルガスの意識は闇へと沈む。




　ボルンターの屋敷の門の前。そこは現在静寂に包まれていた。

　レイたちを包囲していたチンピラや低ランク冒険者たちだったが、今見た光景に言葉も出ない。

　レイが振るったデスサイズの柄による一撃で、巨漢と言ってもいいバルガスが吹き飛ばされて門を破壊し、屋敷のエントランスホールの中にまで突っ込んでいったのだ。

　あまりの展開に、誰もが何も口に出すことは出来ないままレイへと視線を向けている。

　そんな相手を一いち瞥べつし、再度デスサイズを振るって注目を集めたレイは口を開く。

「これからボルンターの屋敷に乗り込む。それを許せないのなら、俺の前に立ち塞ふさがれ。行くぞ」

　自分の背後にいる仲間たちへと声を掛けて一歩を踏み出す。当然その肩にはデスサイズが担がれており、いつでも振るえるように準備は整えられていた。

　レイたちが一歩を踏み出すごとに包囲していた者たちは一歩下がる。そんな状況が続き、最終的には何の手出しをするまでもなく、レイたちは無事に門の前へと辿たどり着く。とは言っても、すでに門は先程吹き飛ばされたバルガスによって強引に開かれているのだが。

　その門の前では、サンカントとフェーダー、二人の門番が槍やりを構えてその場に留とどまっていた。

「退ひけ」

　短く命じるレイ。その声を聞いたフェーダーは一瞬大きく震えて相棒のサンカントへと視線を向けるのだが、サンカント本人は顔を青くしてもその場を譲る様子は見せていなかった。

「お、おいサンカント」

　その様子に、思わず声を掛けるフェーダー。バルガスとやり合った一連の出来事を見ていれば、レイが自分たちでどうにか出来る相手ではないというのは明らかなのだ。

「これまで俺みたいなのでも雇ってくれたんだ。それなりに恩は感じてるんでな。……フェーダー、別にお前まで付き合えとは言わないから好きにしろ」

「……あぁっ、くそっ！　畜生がっ！　そんな風に言われてお前をそのままにしておけるかよ！」

　相棒の言葉に思わず怒鳴り、持っていた槍の穂先をレイへと向ける。

「俺の馬鹿に付き合わなくてもいいものを。……お前は本当に馬鹿だな」

「うるせぇっ！　馬鹿馬鹿言われなくても分かってるよ。ったく、何だってこんなことを……」

　舌打ちをしつつも自分へと槍の穂先を向けてくる二人に、レイは一瞬だけ感心したような笑みを浮かべるも、すぐにその笑みを消して口を開く。

「俺に対して敵対する。そういう認識でいいんだな？」

「うおおおおぉぉぉっっっ！」

　レイの問いに返ってきたのは、言葉ではなく雄お叫たけびだった。自らの士気を鼓舞するために雄叫びを上げ、槍の穂先をレイの胴体を狙って突き出してくるサンカントとフェーダー。

　最初にサンカントが槍を突き出し、その槍を防ぐか回避したところを狙ってフェーダーの槍が突き込まれるのだ。一種の時間差攻撃と言ってもいい。

　それは普通の相手には効果的であっただろう。だがサンカントとフェーダーの唯一にして最大の誤算。それは敵対した相手がレイだったことだ。

「それなりに筋はいい……なっ！」

　最初に突き出されたサンカントによる槍の一突きをデスサイズの刃やいばで受け止めて穂先を切断し、そのままデスサイズを持っていた手首をクルリと素早く回転させ、石突きでフェーダーが突き出してきた槍を弾き上げる。

「ぐあっ！」

　弾かれたその威力に、フェーダーは思わず苦痛の声を上げる。サンカントの槍は穂先を鋭く切断されただけだったので特にダメージはなかったのだが、レイの力と圧倒的な重量を誇るデスサイズの石突きで自分の槍を弾かれたフェーダーの手にはすでに槍は存在していなかった。

　弾かれた衝撃に耐えきれずに手を放し、遥はるか真上へと打ち上げられてしまったのだ。

　一瞬にして自分の槍を切断し、同時に相方の槍を弾いたレイに啞あ然ぜんとするサンカント。

　レイは空いていた左手で落下してきた槍を受け止め、そのまま地面へと勢いよく突き刺す。

　ズゴンッ、という槍を地面に突き刺しただけでは決して出ないはずの音を周囲に響かせながら、穂先どころか柄の部分も五十センチほど地面へと突き刺さる。

「もういいだろ。お前たちに俺たちを止める手段はない。退け」

「……頼む。お前たちにこんなことで怪我をして欲しくないんだ。大人しく退いてくれ」

　レイの言葉に被かぶせるようにしてガラハトの口から漏れた言葉だったが、それを聞いたサンカントはそれでも一歩前に出ようとして……

「サンカント、もういいだろう。俺たちは十分役目を果たした」

　フェーダーの言葉にその足を止める。

「分かってるだろ？　そのレイって奴がいる時点でボルンターさんは詰んでるんだよ。それでもお前は勝負を挑んだんだから、門番としての役目は十分に果たしたはずだ」

「……そうだ、な」

　フェーダーの言葉に、サンカントは小さく溜息を吐きながらそう返す。

「分かりました、ガラハトさん。……通って下さい」

「悪いな。お前たちにとっても悪いようにはしないから、安心してくれ」

　ガラハトが頷うなずき、サンカントとフェーダーの二人へと声を掛けて門を通る。

「待って下さいよガラハトさん。今のガラハトさんは本調子じゃないんだから！」

　ムルトがそう言いつつ追いかけ、レイ、フロン、ブラッソの三人とセトもあとを追う。




「何て言うか、まさにうわぁ……としか出てこないな」

　門から十メートルほど離れた場所にあるボルンターの屋敷の玄関。そこに嵌はまっているはずの扉は、レイの一撃によって吹き飛ばされたバルガスによりものの見事に破壊されていた。

　扉を破壊し、屋敷の中に入った場所にあるエントランスホール。その床の上に完全に気を失ったバルガスが倒れ込んでいる。

「ま、扉に罠わなが仕掛けてあった可能性もあるんだし……結果良ければ全て良しって奴じゃないか？」

　フロンが呆あきれたような目で気を失っているバルガスを眺めながらそう告げる。

　フロンにしてみればレイと一度戦ってその実力を知っているはずのバルガスが、それでも懲りずにレイに戦いを挑んだというのは呆れという感情しか感じなかった。

　自らを鍛えて実力を上げてから再戦を挑むのならまだしも、遠距離から弓矢で狙撃、それもレイではなく怪我をしているガラハトを人質に取った時点でフロンにしてみれば結果は見えていた。

　それはブラッソも同様だったのだろう。だらしなく床に崩れ落ちて気絶しているバルガスに一瞬だけ視線を向けると、鼻で笑ってすぐに視線を逸そらす。

「グルルルゥ」

　最後にエントランスホールに入って来たセトが喉のどの奥を鳴らしながら周囲を見回す。

　本来であればグリフォンであるセトが屋敷に入るようなことはまずないのだが、今回はボルンターに雇われている冒険者たちとの戦いということもあり、誰も文句を言うつもりはない。

「それにしても、お出迎えが一人もいないというのは寂しい限りじゃのう」

　地揺れの槌つちを肩にエントランスホールを見回すブラッソだが、その言葉通り人の姿はない。

「これは……どこか一ヶ所に戦力を集中して俺たちを待ち受けているってことか？」

　いつでも腰から剣を抜けるように準備しつつフロンも呟つぶやく。

「だろうな。レイがいる時点で戦力的に不利だから一点集中して現状を打破しようとしているんだろう。……兄貴らしいと言えば兄貴らしいな」

「となると、その纏まとまった戦力はどこにいると思う？　有象無象はその殆ほとんどが屋敷の前にいたし、ある程度はここに来るまでで片付けている。人数的にはそう残っていないはずだが」

「恐らくレイが以前兄貴と会った部屋。その隣か向かいにある部屋が怪しいだろうな。一応あそこには兄貴の執務室として使える部屋が何部屋かあったはずだし。……いや、違うな」

　言い掛けた自分の言葉を遮るガラハト。何かを考えるようにして周囲を見回し、口を開く。

「確かに兄貴の執務室が一番怪しいだろうが、そこだと冒険者たちが戦闘をするのには狭すぎる。そうなると俺たちもそうだが、兄貴の方でも防衛力に不安が残るはず。そうなると……」

　呟き、二階へと視線を向けるガラハト。

「二階には何があるのじゃ？」

「ダンスホールの類たぐいだな。兄貴が知り合いを招いてパーティを開くときに使われていた」

「ダンスホールということは、当然広いのか。……例えば冒険者たちが戦闘を行えるくらいには」

　ブラッソとガラハトの会話を聞き、納得したような表情を浮かべながらフロンが呟く。

「ああ。この屋敷の中で一番広い部屋になる」

「ま、どのみちここで調べないで執務室に向かって背後から攻撃されるのも馬鹿らしいし、そう手間でもないんだ。確認した方がいいんじゃないか？」

「……いや、その必要はないらしい」

　フロンの言葉を遮るようにレイが呟く。その視線の先は二階にいる人影を捉とらえていた。

　そして人影は弓を引き絞っており……

　その矢が放たれた瞬間。レイが一歩前に出て構えていたデスサイズを振るう。一瞬の閃せん光こうの如く振るわれたデスサイズの刃は、ガラハト目掛けて飛んできた矢を容易たやすく両断していた。

「見ての通り招待状付きだ。向こうもこれ以上屋敷の中を荒らされたくはないんだろう」

　矢を放った人物がこれ見よがしにダンスホールの中へと入っていくのを見ながら、レイが呟き、そのあとを追うように二階へと向かう。すると視界に入ってきたのはダンスホールへと続く扉。

「さて、この扉を開ければ今回起きた馬鹿げた騒動のクライマックスの始まりだ。準備はいいな？」

「問題ないわい。早くこの騒動を終わらせてゆっくりと酒でも飲みたいものじゃ」

「俺もいつでもいいぞ。ったく、こんな馬鹿げた騒動に付き合うことになるとはな」

「……すまんな。身内のゴタゴタに巻き込んでしまって」

　口を尖とがらせて溜ため息いきと共に文句を言うフロンへと、ガラハトが小さく頭を下げる。

「べ、別にお前のせいじゃないだろ。元々はアゾット商会が……いや、ボルンターがレイに対して無む茶ちやな要求をしたからであってだな」

　そんなガラハトに向かって、フロンが慌てたように口を開く。

「ガラハトさんの護衛は任せてくれ。ただ、その分俺に戦力的には期待しないで欲しいけどな」

　ハルバードを構えながらムルトがそう呟き。

「グルルルゥ」

　階段を上がらずに直接二階まで飛んできたセトが、いつでもいいとばかりに喉の奥で鳴く。

　そんな緊張感のない同行者たちの様子にレイは苦笑を浮かべつつ、ダンスホールの扉を大きく開き……次の瞬間、自分に向かって飛んできた何かを察知し、反射的にデスサイズを振るう。

　キンッ、という金属音を響かせ弾かれるナイフ。

「うおっ、マジかよ。扉の壁を斬り裂いて俺のナイフを弾きやがった」

　そして聞こえて来る驚愕の声。

　その言葉通りに、今の一瞬で振るわれたレイのデスサイズによる一撃はダンスホールの扉周辺の壁を斬り裂いて自分へと飛んできたナイフを弾き返したのだ。

　驚くべきは、壁を斬り裂いて振るわれた一撃だというのに振り遅れなかったことか。それはつまり、レイにとって壁は障害物として考えなくてもいいということだ。

　ダンスホールの中で待ち受けていた者たちにしてみれば、レイのその力は予想外だったのだろう。

　だがすでにレイがどれほど規格外の存在であるのかを理解していたブラッソやフロン、そしてボルンターと対面したときのやり取りを見ていたガラハトやムルトにしてみれば、さほど驚くべきことでもなかった。そのため、特に何を言うでもないままに全員がダンスホールへと入り……

「ひ、ひいいぃっ！」

　その中でレイたちを待ち受けていた人物の一人、ローブに身を包んで魔法発動体であろう杖つえをその手に持っていた四十代ほどの中年の女が、いきなり悲鳴を上げて腰を抜かす。

　何をやってるんだ、こいつ。仲間たちどころかレイたちからもそんな視線を向けられた女魔法使いだったが、その女魔法使いはまるで目の前にいる存在が絶対的捕食者であり、自分が被捕食者であるかのように恐怖で濁った視線をレイへと向けている。

（……ああ）

　その女魔法使いの様子を見て、自分の魔力を感じ取ったのだろうと内心で判断するレイ。

「どうやらあの魔法使いは気にしなくてもいいらしいな。となると、残るのは……」

　中年の女魔法使いから興味を失い、ダンスホールで待ち受けていた相手へと視線を向ける。

　先程ナイフを投げてきたシーフ風の男に、身軽に動けるようにレザーアーマーを着た戦士が一人、金属鎧よろいを着ている槍使いが二人、フルプレートメイルを着てハルバードを持っている、重騎士とでも呼ぶべき男が一人。そして弓を持っている弓術士が一人の合計六人。

「ブラッソ、フロン、ガラハト。あいつらの中で知ってる奴、注意するべき人物はいるか？」

　デスサイズを構え、相手を牽けん制せいしつつ背後にいるブラッソたちへと尋ねるレイ。

　ギルムでベテランと言ってもいいほどに経験を積んでいるブラッソにフロン、そしてランクＢという高ランクで、アゾット商会にいる冒険者とは元同僚でもあるガラハトへと尋ねる。

　最初に口を開いたのはフロンだった。

「戦士と槍使い二人は見覚えがある。比較的最近ランクＣパーティにランクアップした『雪せつ原げんの狼おおかみ』だ。ランクアップは最近とは言っても、それなりに腕が立つから注意しろ」

　そんなフロンの言葉に続くようにガラハトが口を開く。

「ナイフを投げ付けてきた男はアゾット商会のシーフを仕切っている男だ。名前はテンダ」

「あの弓使いはレイを捜して裏通りに入ったときに俺を狙った奴だな。恐らくだが、屋敷の前でレイに攻撃されなかった奴もあいつだと思う」

　ムルトがそう告げ、そこで全員の声が静まる。

「あのフルプレートの男は？　見た感じ、あの中じゃ一番腕が立ちそうだが」

　レイの視線の先にいるのは、ハルバードを持っている重騎士だ。他の者たちも身のこなしはそれなりのものだが、その男だけは他の冒険者たちと比べても数段腕が上のような雰囲気を放っているようにレイには感じられた。

「……いや、儂わしは知らん。と言うか、フルプレートを着た冒険者なんて珍しいもんがいたら、すぐに噂になりそうなものじゃがのう」

　冒険者は依頼の場所までの移動も自力なのだ。そんな中、数十キロもあるようなフルプレートメイルを着ている冒険者がいれば、間違いなく話題になるだろう。だがブラッソやフロンはそんな風変わりな冒険者の噂を聞いた覚えがなかった。

（まあ、身の丈よりも巨大な大鎌を使うような風変わりな冒険者もいるんじゃ。フルプレートメイルを着た冒険者がいてもおかしくないとは思うがの）

　そんな風に内心で考えながら、ガラハトへと視線を向けるブラッソ。

「お主に覚えは？　同僚なのじゃから、ああも目立つような輩やからは噂になりやすいんじゃないのか？」

　そう問いかけられるも、ガラハトは小さく首を振る。

「見覚えがないな。あれほど目立つ奴なら一目見たら忘れないと思うんだが……そうなると、俺が行方を晦くらました間に急きゆう遽きよ雇われた奴か？　ムルト、お前は？」

「いえ、俺も見覚えはないです」

「おいおいおいおい、ここまで来て内緒話をしてるとかどうなんだよ？　こっちは今日一日ずっとここでお前たちを待ってたんだぜ？　噂のグリフォン使い、少しは楽しませてくれ……よっ！」

　アゾット商会のシーフを束ねているテンダが、そう告げるや否やナイフを両手に一つずつ構えたまま床を蹴けり、急速に間合いを縮めてくる。

「ちっ、まずあのシーフを片付ける。お前たちは俺が奴を片付けるまで持ち堪こたえてくれ！　セト、お前は弓使いを！　ムルトはガラハトの護衛だ。その場で待機してろ！」

　自分に向かって来るシーフを迎え撃つべくデスサイズを構えながらブラッソとフロン、ムルトの三人とセトへと声を掛け、レイもまたそのままテンダを待ち受けるのではなく前に出る。

「そんな長物を使ってるってのに自分から間合いを詰めてくるとはな！　噂通りに面白い奴だ！」

　獰どう猛もうな……それでいて非常に楽しそうな笑みを浮かべつつ、ナイフを構えながら素早く左右にフェイントを掛け、テンダはレイへとナイフを繰り出す。

　右かと思えば左、左かと思えば下、そして下かと思えば上と、常に意表を突いた場所へナイフを繰り出してくるのだ。普通ならそのフェイントに翻ほん弄ろうされるだろう。だが、今回は相手が悪かった。

「はぁっ！」

　レイは長さ二メートルほどの巨大な大鎌を、まるで枯れ木の枝でも振り回すかのように縦横無尽に振り回しているのだ。多少のフェイントを加えたとしても、レイ自身の膂りよ力りよくと、重量を感じさせないというデスサイズのマジックアイテムの効果により容易く先回りをしてくる。

「ちっ、確かに噂通りの化け物だな、これは」

　最初の十秒は手て応ごたえのある獲物だと狩人かりゆうどの喜びに笑みを浮かべ、次の十秒は予想外に手て強ごわい相手だと遊び気分を切り替えて本気で攻撃を仕掛け、次の十秒ではいくら攻撃しても自分のナイフが全く命中せず尽ことごとく防がれ、回避され、いなされるという状況に驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　レイもナイフを武器として戦う相手というのはそれほど機会がなかったため、動きを読むためにテンダの攻撃を回避することに専念していたのだが、やがてそれも終わったのか鋭く息を吐きながらデスサイズを大振りに振るう。

「ふっ！」

「っ!?　ちぃっ！」

　これまでの幾度かの攻撃をデスサイズで受け止められ、その武器の強きよう靱じんさとレイ自身の化け物じみた膂力を理解していたテンダは、咄とつ嗟さにその場にしゃがみ込む。

（確かにお前の一撃は異常な威力を持っている。だがな、当たらなければどんな一撃も意味はないんだよ！　そのデカブツを空振りしたら、この麻ま痺ひ毒を塗りつけたナイフで……）

　そう。テンダはレイの一撃が自分の頭上を通り過ぎたあとの隙を突き、レイの足へと攻撃をするつもりだった。何らかの魔法効果のあるローブで覆われてはいるが、それでも自分の技量があればローブくらいは切り裂き、足へかすり傷をつけるくらいは出来るだろうと。

　この時点でのテンダのミスは二つ。まず一つめはレイが着ているローブは確かにマジックアイテムではあるが、どれほどの品であるのかを知らなかったこと。

　数百年を生きた竜の革を二重に使っており、革と革の間には竜の鱗うろこも仕込まれているドラゴンローブは、その辺のフルプレートメイルと比べても圧倒的な防御力を誇っている。

　そして最大のミス。それはレイ自身の身体能力を甘く見ていたことだ。テンダ自身はあくまでもランクＣ冒険者だ。だが、実力は十分にランクＢに達していると自負しているし、実際にランクＢ冒険者のガラハトと戦っても互角にやり合えるだけの実力はある。

　それほどの実力があってもランクＣに留とどまっているのは、ひとえにアゾット商会にガラハト以外のランクＢ冒険者がいると目立つためだ。特にテンダ自身はアゾット商会のシーフを率いる立場にあり、色々と汚い裏の仕事を任されることも多い。

　その自信がテンダの判断を鈍らせた。しゃがみ込んだテンダの上を、デスサイズが空気をひしゃげるかのような音を立てて通り過ぎ……麻痺毒に染まったナイフをレイの足目掛けて突き出そうとした瞬間、脇腹に強烈な衝撃を受けてテンダの意識は闇へと沈む。

「狙いは良かったんだが……な」

　レイの取った行動はそう複雑ではない。単純にテンダの頭上をデスサイズが通り過ぎたあと、そのままの速度で切り返しただけだ。

　本来であればデスサイズほどの長物を使っている者にとっては絶対に無理な軌道を描いた切り返し。それはデスサイズの重量軽減効果で割り箸ばし程度の重さしか感じないレイならではの一撃だった。

　十メートル以上吹き飛び、そのまま左側の肋ろつ骨こつを纏めてへし折られた衝撃と痛みで気を失ったテンダに一瞬だけ視線を向け、他のメンバーの戦闘を確認する。セトに任せた弓術士の男はすでに床に引きずり倒されており、右前足を背に乗せられて完全に身動きが出来ない状態になっていた。

（腕の立つ弓術士でもセトの相手をするのは無理だったか）

　内心で苦笑を浮かべるレイ。

　事実、弓術士の男はダンスホールの広さを十分に活いかして縦横無尽に空を飛ぶセトに幾度となく矢を放つも、その殆どを回避され、あるいは前足で弾はじかれ、中にはクチバシで横から咥くわえられたりと散々な目に遭い、尻しつ尾ぽで足を掬すくわれ、そのまま倒れた背へと右足を乗せられたのだ。

　次に目を向けたのは、フロンとブラッソの二人。

　こちらは人数的に不利だったが、それでもランクＣだけあって、槍やりという間合い的に有利な武器を持っている二人と、その二人の前衛を務めている戦士一人相手にほぼ互角にやり合っている。

　総じて見る限りではほぼ互角の膠こう着ちやく状じよう態たいという所だった。

（……互角？　待て）

　ふと待ち受けていた敵のメンバーの数を思い出し、再びダンスホールを見回すレイ。

　魔法使いらしき中年の女はレイが発する魔力の巨大さを感じ取り、腰を抜かして何やら意味不明な言葉を口の中で呟つぶやいている。

（この女魔法使いは取りあえず問題ないだろう）

　内心で呟き、その女から視線を横にずらすと……

　黙ってレイの方へと視線を向けていたハルバードの男と目が合った。

　いや、当然顔全体を隠すかのような兜かぶとを被かぶっているので、目が合ったかどうかは分からないはずなのだが、レイ自身は殆ほとんど本能的に目が合ったと感じていた。

　そして相手の男も周囲を見回し、自分とレイの戦いを邪魔するような人物がいないのを確認すると、手に持っていたハルバードを大きく振るう。

　その風切り音は、レイがデスサイズを振るうときに出す音よりは小さい。それでもとても一介の冒険者に……それも、アゾット商会に雇われているような冒険者に出せるような音ではない。

　そのまま無言でハルバードを構えたままレイの方へと一歩を踏み出し、続いて二歩、三歩と、ゆっくりとだが確実にレイとの間合いを詰めてくる。

（こいつ、相当に腕が立つな。ランクＢ冒険者はガラハトだけだって話だったが……シーフのテンダにしろ、こいつにしろ、色々と予想外の人物が多いらしい。いや、このハルバードの男に関してはガラハトやムルトも見覚えがないと言ってたから、仕方ないんだろうが）

　近付いてくる相手を見つつ、レイもまたデスサイズを構えながら一歩を踏み出す。

　そうしてお互いがお互いの間合いへと近付き……

「っ!?」

「はぁっ！」

　それぞれが間合いに入った瞬間、レイがデスサイズを、男がハルバードをそれぞれ振るう。

　お互いの振るう長物の武器がそれぞれ空気を斬り裂きながら迫り、キンッッッ！　という甲高い金属の音を周囲へと響かせながらぶつかり合う。それも一度や二度ではない。何度も連続してだ。

　ハルバードの斧おのとデスサイズの刃やいばが幾度もぶつかり合い、お互いの武器を弾く。

　手に感じるその衝撃に軽く驚きの表情を浮かべるレイ。

（魔力を通したデスサイズとまともにぶつかり合える武器だと？　マジックアイテムか!?）

　驚愕の表情はレイだけではない。男の方も同様だった。これまで数え切れないほどに戦闘を繰り広げ、その全てに勝ち続けてきた自分と、そして何よりも世界で最も信用する相棒であるハルバードとまともにぶつかり合える武器があるとは思ってもいなかったのだ。

　そう。伝説と言われている錬金術師が作った自らのハルバードと、だ。

　無言でレイへと感嘆の視線を向け、一度ハルバードを退ひいて距離を取る男。

　本来であれば追撃を仕掛けるべき場面ではあったのだが、デスサイズと互角に渡り合う男のハルバードを警戒して、男を見送るレイ。

（フロンとブラッソの方は今の所互角とは言っても、人数の差がそのうち影響してくるはずだ。今日一日はずっと働きっぱなしなんだからな。そうなるとセトが弓術士を気絶させて援護に向かうか、あるいは俺がこのハルバード使いを倒して援護に向かうか）

　内心で色々と考えつつも、その視線は決して目の前の男からは外さない。

　じっと黙ったまま向き合いながらも、お互いに相手の隙を窺うかがう。それをどうにかしようと微かすかにデスサイズを握る手に力を込めたり、あるいは半歩分だけ踏み込んだり、わざと隙を作るために意図的に関係のない方へと視線を向けたりもする。

　だがレイと対たい峙じしている男は対人戦によほど慣れているのだろう。レイの誘いには一切乗らず、逆に同様のフェイントを仕掛けては攻撃を誘う。

　お互いが相手の隙を誘うようにしながら向き合って数分。このままお互いに動きがないと、次第に不利になっていくのは体力の消耗が激しいフロンとブラッソだろうと考えていたレイは、事態を動かすために向こうの予想外であろう一手を繰り出す。

「マジックシールド」

　デスサイズの習得したスキルの一つ。一度だけどんな攻撃も防ぐ光の盾が形成される。

　いきなり現れた光の盾に男が驚いている間に、レイは床を蹴りデスサイズを振りかぶりながら男との距離を縮め、次の一手を放つべく新たなスキルを発動する。

「風の手！」

　振りかぶっているデスサイズ。その石突きから無色透明の触手を一本作り出す。

　レイの言葉で何かを仕掛けてきたというのは分かったのだろうが、それでも瞬時に無色透明の風の触手を把握するのは無理だったらしく、兜に覆われた顔で素早く周囲を見回す男。だが結局は何も見つからず、ブラフと判断して自分に迫ってくるレイを迎え撃つべくハルバードを構える。

「はぁっ！」

　鋭い声と同時に振り下ろされるデスサイズ。男もまた、デスサイズの威力が最大限に発揮されるよりも前に一撃を防ごうと一歩前へと出たところで叫ぶ。

「そこだっ！」

　風の手を操り、その先端で男が踏み出そうとした右足首を固定し、同時に……

「パワースラッシュ！」

　締めの一撃だとばかりに、最後のスキルを発動する。

　風の手により右足を固定され、身動きが出来ない状態の男へと向けて放たれたその一撃。パワースラッシュは一撃の威力を上げる代わりに刃の斬れ味を鈍らせるという効果を持つスキルだが、今回の場合はそれでも良かった。ガラハトから敵を殺さないように頼まれているのだから。

　振るわれたデスサイズは刃の内側、柄の部分が男へと振るわれる。

「っ!?」

　右足が風の触手で固定されているとは言っても、しょせん風の手のレベルは一でしかない。男は力ずくで強引に風の手から右足を抜き出し、そのままハルバードをレイへと目掛けて振るう。

　レイの一撃を無傷で防ぐのは無理だと判断し、相打ちを狙っての一撃だったのだが……

（その程度、お見通しだよ）

　口元にニヤリとした笑みを浮かべながら、振るわれたハルバードを全く気にした様子もなくデスサイズを振るうレイ。

　レイの頭部を狙って振るわれたハルバードが、命中する寸前……

　ギンッ！　という金属音を立てて光の盾がハルバードの一撃を受け止め、その後霞かすみの如く散っていく。同時にデスサイズはフルプレートメイルの脇腹へと吸い込まれるようにして叩たたき込まれた。

　百キロを超えるデスサイズの重量、レイ自身の人外の膂力。そしてデスサイズのスキルであるパワースラッシュにより振るわれたその一撃は、鈍い音を周囲へと響かせながら男の着ていたフルプレートメイルの胴体部分を容易に砕きながら吹き飛ばす。

「ぐがぁっ！」

　この部屋に入って以来初めて漏らした男の声は、苦痛と衝撃を堪こらえるための苦く悶もんの声だった。

「よし、こっちは片付い……何？」

　今の一撃を食らえばまず間違いなく気絶しただろう。そう判断してフロンやブラッソの方へと振り向いたレイだったが、背後から聞こえてきた物音に思わず啞あ然ぜんとして振り返る。

　通常の一撃を脇腹に食らったテンダはそのまま意識を失っている。それなのに、パワースラッシュを使っての一撃を受けた男がまだ意識を保っているというのが、レイには信じられなかった。

「お前、本当に人間か？　いや、その頑丈さから考えると普通の人間には思えないが……かと言ってドワーフにしては背が高いし、エルフならそもそも人間よりも打たれ弱いはずだ」

　多少動きが鈍いながらも、それでもなお立ち上がってきた男へと向けて尋ねるレイだったが、男は相変わらず一言も漏らさずに黙ってハルバードを構える。

（殺してもいいのなら何とでもなるが、それが禁止されているのが痛いな。やっぱり手足の一本や二本へし折って……いや、さっきの手応えだと間違いなく肋骨は大半がへし折られているはずだ。それなのに今更手足を折っても奴に効果があるとは……待て。動きが……）
















　男が立ち上がってからまだ一分と経っていないというのに、目の前の男は確実に動きが滑らかになってきていた。それこそ、まるで怪我をする前のように。

（怪我をする前のように？）

　何かが脳裏を過よぎったが、時間を与えるのすら惜しいと男はハルバードを構えて前進してくる。

　その動きに肋骨を折られた影響は殆ど見えない。

（もしかして、常時回復効果がある類たぐいのマジックアイテムか!?）

　数あるマジックアイテムの中でも、特に稀き少しような種類の一つ。それだけにレイがその可能性に辿たどり着くのに若干時間が掛かり、その隙を突くかのように男はハルバードを振るう。先端の斧で薙なぎ払い、槍の部分で突き、斧の反対側の部分から伸びている鋭いスパイクを使って殴り掛かってくる。

　そんな怒ど濤とうの攻撃を、レイはデスサイズの刃の部分で弾き、受け流し、柄の部分で弾く。

　まさに先程の繰り返しとでも言うようなその戦いを、じっと見ている者たちがいた。

　ダンスホールの入り口近くにいるガラハトとその護衛のムルトだ。低ランク冒険者にはまず出来ないような剣舞……否いな、演舞と言ってもいいその動きに、二人はただひたすら息を吞のむ。

　デスサイズにしろハルバードにしろ、どちらの攻撃も鋭く、速い。そして何よりも、一撃でも当たれば自分ならまず確実に死ぬと思えるほど圧倒的な威力を持っているのは明らかだった。

（あれが……俺と同じハルバード使い？　技量の桁けたが違いすぎる）

　ムルトがレイと戦っている男の技量に自らとの差を感じ取って圧倒される。

　ムルトにしてみればレイに勝って欲しいのが当然なのだが、自分と同じ武器を使っている相手だ。どうしても相手の方に肩入れをしてしまう。

　だがそんな演舞も長続きはせずに、やがて終局へと向かい始める。

　最初にそれに気が付いたのは、当然の如くムルトよりも戦闘経験が多いガラハトだった。

「……勝ったな」

　ガラハトの言葉に思わず視線を向けるムルト。自分ではこの距離からでも目で追うのがやっとの戦いではあったが、それでもムルトの目から見てまだ互角のように見える。それなのに何故ガラハトがレイの勝ちを確信したのか。見ていてもどうしても分からず、視線で尋ねる。

「分からないか？」

「はい。俺の目には全くの互角に見えます」

「そうだな、互角に見えるな。今のところは……な。だがもうちょっと注意して見てみろ。そうすれば違うものが見えてくるはずだ」

　ガラハトの言葉を聞き、ムルトはデスサイズとハルバードの演舞の如き戦いを注意深く観察する。すると次第にガラハトの言っている意味が理解出来るようになる。

「あれ？　ハルバードの男の方がほんの少しだけど反応が鈍くなってきている？」

　思わず呟く。そう、ムルトの目から見てほんの少しだが、ハルバードの男がレイの攻撃に対して反応するのが遅れているように見えていた。だが、ガラハトはそんなムルトの言葉に首を横に振る。

「惜しいな。いや、意味的には合ってるんだが正確じゃない。あれはハルバードの男の反応が遅くなってきているんじゃなくて、レイの速度が上がってきているんだ。……まさかあの状況からもう一段階上の速度があるとは、さすがに予想外だった」

　ほんの少し……だが確実に形勢がレイへと傾いていくのを見ながら呟くガラハト。

　その視線の先では、徐々に、本当に徐々にではあるが、レイの振るうデスサイズがハルバードを振るう速度を上回り、フルプレートメイルへと小さくではあるがいくつも傷を付け始めていた。

　そのまま事態が進めば、恐らくあと十分もしないうちに勝負が付くだろう。そう思っていたガラハトとムルトだったが、次の瞬間その予想は大きく外れることになる。

　レイのデスサイズの一撃で男を覆っていたフルプレートメイルの胸元に大きく一筋の傷が付けられると、何故か後方へと一歩、二歩と下がり始めたのだ。

「……どうした？」

　そんな男を見て、思わず呟くレイ。

　確かに今の一撃は鎧よろい越しとは言ってもそれなりの衝撃を男に与えただろう。だが、だからと言って今の一撃だけで勝負が決まるほどの物でもなかったのは事実。だと言うのに、つい数秒前までレイと戦っていた男は数歩ほど後ろに下がり、そのまま後退をやめずに大きくレイとの距離を取る。

　否、距離を取るのではなく、そのままダンスホールの裏口へと向かっていく。

　特に何も言わず、戦闘を一方的に放り出して退いていくその姿に首を傾げながらも、レイは特に追撃を掛けるような真似はしなかった。

（常時回復効果のあるマジックアイテムを持っている以上、殺さずに無力化するのは難しい。自分から退いてくれるのならそれに越したことはない。それにしても、今の男の実力はランクＢ程度なんてものじゃなかった。何故それほどの実力を持つ者がボルンター如きに協力している？）

　内心で首を傾げながらも、とにかく手が空いたのは事実なので、フロンとブラッソがやり合っている『雪原の狼』に背後から攻撃を加えるべくデスサイズを構えたまま一歩踏み出すのだった。
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「……お嬢様から聞いてはいたが、まさか本当にあれほどの腕を持つとはな」

　つい先程までレイと戦っていた男は、そう呟きながら顔を覆っていたフルフェイスを外す。

　その中から出て来たのは三十代後半ほどの男の顔だ。そのまま砕けたり、ヒビが入っていたりするフルプレートメイルを強引に脱いでいき、やがてその下からはチェーンメイルを盛り上げるほどの強きよう靱じんに鍛えられた筋肉に包まれた姿が現れる。

「それに、あのグリフォンや馬鹿げた魔力の大きさ。本当にあんな逸材がこんな辺境に眠っているとは。いや、あるいは辺境だからこそ……か？」

　フルプレートメイルを脱ぎ去り身軽になった男は、ボルンターの屋敷から離れていく。

「お嬢様の人を見る目は狂っていなかった。だがラルクス辺境伯ほどの人物が、あれほどの実力者を放っておくとも思えん。中立派にあれほどの力を持つ戦力が加わるのは公爵としても面白くはないだろうが……ベスティア帝国の影がある以上は権力闘争に明け暮れる訳にもいかないしな」

　もしこの場にこの街の領主であるラルクス辺境伯のダスカーがいれば、この男の正体が誰かはすぐに分かっただろう。あるいは、この街に駐留している貴族なら中立派、国王派、貴族派のどの派閥の貴族であろうと目を見開いていたはずだ。

　なぜなら、この男の名前はフィルマ・デジール。貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵が所有する騎士団の頂点に立つ人物なのだから。

　そもそも、本来であればこの場にいてはいけない人物であるフィルマが何故この場にいるのか。

　それはケレベル公爵が娘であるエレーナからレイの話を聞いたからだ。底の知れない実力を持つ冒険者、ランクＡモンスターであるグリフォンを従えている冒険者、途方もないほどの魔力をその身に宿している冒険者。恐らく将来的にはランクＳにすら届くだろう可能性。

　それらの話を聞いたケレベル公爵は、もし本当にそれほどの実力者が隠れていたとしたのなら是非抱え込みたい。そう思い、セイルズ子爵家に対する追撃を終えて戻って来たフィルマへと命じたのだ。ギルムへと赴き、レイという冒険者の実力を確認してこいと。

　本来であれば騎士団長ともあろう人物がわざわざ出て来るような仕事ではない。だがケレベル公爵がエレーナよりも信頼出来る人物がフィルマだけだったため、フィルマが派遣されたのだ。

　もちろん他にも他人の能力や適性を見抜けるような者たちもいるのだが、その殆ほとんどは何らかのしがらみを抱えており、能力的にはともかく、その他の面で信頼出来なかった。

「まさか俺と互角以上の実力を持っているとは思わなかった。いや、向こうが明らかに手加減していたのを思えば、俺よりも強いのは確実か？　この場合はあれほどの人物の能力を見極めたお嬢様の人を見る目を褒めるべきか。ケレベル公爵は、気が気ではないだろうがな」

　厳格に見えても、それはあくまでも表向きにそういう態度を取っているだけであり、実は自分の愛まな娘むすめに強い愛情を抱いている主君の顔を思い出して苦笑を浮かべる。

　レイという人物の性格や能力を説明していたときに見た主君の娘が浮かべていた表情は、とても姫ひめ将しよう軍ぐんと呼ばれるほどの異名を持つようなものではなかった。

　今まで恋の一つすら知らずに、ひたすらに武の道を歩き続けてきたエレーナの様子を思い浮かべて口元に微かな笑みを浮かべる。

　だがすぐに小さく首を振り、自らと戦ったレイとの戦闘を思い出し、視線を自らの長年の相棒でもあるハルバードへと向ける。

「それに能力だけじゃなく、あの大鎌も相当に高レベルなマジックアイテムだろう。伝説の錬金術師、エスタ・ノールの作品であるドラゴンファングと打ち合う……いや、打ち勝つのだから」

　そう。フィルマの持っているハルバードは、ゼパイル一門にして魔術時代最高の錬金術師として名を馳はせたエスタ・ノールが作り出したマジックアイテムだった。その効果は使用者の魔力を消費して一撃の威力を高めるというものだが、単純な効果であるだけにその信頼性は高い。

　そしてレイはその魔力で強化された一撃と殆ど互角に……否、自分の一撃よりもなお強烈な攻撃を、息を乱さず途切れることなく繰り出し続けたのだ。

　自らが仕える主あるじに対して、エレーナの人を見る目は本物であったと報告することが出来るという吉報と、ギルムの領主であるラルクス辺境伯が目を付けている人材である以上は、レイを貴族派に取り込むのは非常に難しそうだという二つの報告を持ってフィルマは夜の街から姿を消す。
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「ぐわぁっ！」

　ランクＣパーティ『雪原の狼』のメンバーでも最後の一人となった槍やりを持った男が苦悶の声を上げながら吹き飛ばされ、そのまま床へと叩き付けられた衝撃で気を失う。

「予想外に手こずったな」

　気を失っている三人のメンバーを見ながら呟つぶやくレイ。

　本来であればフロンとブラッソを相手にしてようやく互角だったのだ。そこにさらにレイが加わってしまえばどう考えても勝ち目がないのは明らかだったが、『雪原の狼』のメンバーたちはブラッソの降伏を促す言葉には耳も貸さず、全員が気を失うまで戦闘を続けた。

「アゾット商会に雇われている冒険者って言ったら、ろくでもない奴等が殆どだと思ってたが……こいつ等は骨があったな」

　乱れた息を整えながらフロンが呟き、同感だとばかりにブラッソも頷うなずく。

「そうじゃな。じゃが、此こ奴やつ等のパーティはランクアップしてからそれほど経っていない。そんな状態で敵にあっさりと降伏したという噂が立つのを恐れた……というのもあるんじゃろうな」

「確かにランクアップした直後に敵に降伏するようなパーティとか噂を立てられると、以後の依頼に関しても足下を見られたり、同業者に甘く見られたりするか。……ん？　どうした？」

　気絶した三人を見ていたフロンが、ふと自分を睨にらみつけているムルトと苦笑を浮かべているガラハトに気が付き尋ねる。

『アゾット商会に雇われている冒険者はろくでもない奴が殆ど』というのに自分も含まれていることに気が付いたために向けられたムルトの視線と、これまで兄の所業を止められなかったガラハトの自じ嘲ちようの笑みを見て、それでもフロンは何が原因でこうなったのかを理解していなかった。

「いや、何でもないさ。確かにアゾット商会に雇われている冒険者はろくでもない奴等が殆どだってのは俺を含めて事実だしな」

　ガラハトにそう言われ、ようやくフロンもムルトの怒っている理由を理解したのだろう。頰を搔かきながら明後日あさつての方へと視線を向け、誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべる。

　そんなやり取りを眺めつつ、レイはデスサイズを肩に担ぎながら周囲を見回す。最初に襲ってきたテンダは肋ろつ骨こつを砕かれて気絶しており、『雪原の狼』の三人も同様に気絶している。そして……

　レイの視線は自分に敵対した人物でまだ意識を保っている中年の女魔法使いと、未いまだにセトに背を押さえつけられて動けなくなっている弓術士の男へと向けられる。

　その視線に怯おびえ、腰を抜かしたまま両手で這はうようにして背後へと下がっていく女魔法使い。

（……こっちは駄目だな。完全に話をする余裕すらない）

　内心で呟くレイだが、それも無理はない。まだ完全に使いこなせてはいないが、元々レイ自身が持つ魔力は莫ばく大だいであり魔人と呼ばれたゼパイルすら凌りよう駕がするほどの量と密度を誇っているのだ。

　それゆえにこれまでにも何度か魔力を感じ取る能力を持つ魔法使いたちや、ルーノのように魔力を視認出来る者たちはレイの持つ魔力に恐怖した。それは今レイの視線の先で必死に逃げようと両手だけで後あと退ずさっている女魔法使いも同様だったのだろう。

「……向こうがああだから、結局お前に聞くしかない訳だが」

　セトの右前足によって押さえつけられている弓術士へと視線を向けるレイ。

　だが弓術士は何一言喋しやべることもなく、ただ黙ってその鋭い視線をレイへと向けている。

「アゾット商会の切り札とも言えるお前たちが敗れた以上、もう勝ち目がないと言うのは分かっているんだろ？　ならさっさとガラハトに協力した方がいいと思うんだがな」

「……」

「向こうに残っている戦力は？　ボルンターがまだ何かを企たくらんでいるかどうかを知っているか？　今回の件にアゾット商会の幹部たちはどこまで嚙かんでいる？」

　相次いで放たれるレイの質問だが、その全てに無言で返してくる弓術士。

「……こういう真似は好きじゃないんだけどな。セト」

　レイの指示に小さく鳴き、弓術士の背中を押さえつけていた前足へと力を入れるセト。

「っ!?」

　背中から押さえつけられるセトの力により、自分の身体の中で背骨がミシミシと音を立てているのを感じ取った弓術士の男だが、それでもなおその口から情報が漏れることはなかった。いや、それどころか苦く悶もんの声すらも漏らされていない。

「レイ、駄目だ。こいつは自分の仕事にプライドを持っている目だ。ちょっとやそっとじゃ雇い主の不利になるような真似はしないぞ」

　レイと無言の弓術士のやり取りを眺めていたフロンが溜ため息いきと共に呟き、他の面々もそれに頷く。

「……ランクが上になるとそれなりの奴が増える、か」

　レイは、改めてガラハトへと視線を向ける。

「で、こいつはどうするんだ？　このまま放って置いて背後から攻撃されるのはごめんだぞ」

「そうだな。……最後にもう一度だけ聞く。俺に協力をするつもりはないんだな？」

　ガラハトの問いにも無言で返す弓術士の男。

　自分に向けられるその視線をじっと見つめ……やがてガラハトは溜息を吐いて口を開く。

「レイ、気絶させてくれ。俺がアゾット商会のトップになったらそいつは信頼出来る。ここで下手にダメージを負わせたくない」

　その言葉に頷き、セトに押さえつけられている弓術士の首筋へと手刀を入れ、気絶させる。

「取りあえずこれで兄貴側の冒険者はほぼ全滅したと見てもいいだろう。まだ何人かは残っているかもしれないが、それでも極少数のはずだ」

　ガラハトの言葉に頷き、ボルンターが待っているであろう執務室へと向かうべくレイたちはダンスホールを出て行く。

「……兄貴、そろそろこの馬鹿騒ぎもお終しまいの時間だ」

　レイたちのあとに続こうとして、ガラハトが呟いたその言葉がダンスホールの中に不思議と響き渡った。




　ダンスホールでの戦闘を終え、ガラハトたちはボルンターの屋敷の中を進む。

「ボルンターがいるはずの執務室ってのは、俺が奴と会った場所の近くでいいんだよな？」

　セトと共に先頭を歩きながらレイが尋ねると、ガラハトは小さく頷く。

「ああ。普通なら屋敷が襲われたときに避難するための部屋を用意するものなんだが、兄貴はこの屋敷に絶対の自信を持っていたからな。実際、この屋敷に忍び込んで無事だった奴はいないんだし」

「でも、それはガラハトさんがいたからこそですよ。実際ガラハトさんを切り捨てる判断をボルンターがしたあとに屋敷の警備に回されていたのは、俺から見ても雑魚ざこ同然の奴等ですし」

　ムルトの言葉を聞きつつも、レイの脳裏にはハルバードの男が過よぎる。

（あの男だけは例外だった。幸いこちらの様子見をしているような感じで戦っていたからどうにでもなったが……もしあのまま戦いを続けていれば、負けはしないまでも決着が付くまでは長引いたはずだ。特に常時回復効果を持ってるらしいマジックアイテムが厄介極まりないし）

　レイが内心でそう考えていると、不意にセトが喉のどを鳴らす。その視線の先には一つの扉。

「セト、どうした？　……ガラハト、あの扉は？」

「あの扉は……誰か来たときに兄貴が使う応接室だな」

「グルルルゥ」

　セトの鳴き声が明確に何を言っているのかは分からない。それでも何となく予想はついた。

「どうやらボルンターは執務室じゃなくて、あの部屋にいるらしいな」

「応接室に？　自分の屋敷が襲撃されてるってのに、誰かが訪ねて来てるってのか？」

　思わずといった様子で呟くガラハトだったが、それでもグリフォンの五感を考えれば何かの勘違いだろうなどと疑う余地がないのは理解している。

「とにかく部屋の中に突入してみれば全て分かるか。……行くぞ！」




　　　　◆　◇　◆　◇　◆　◇




　屋敷にある応接室。そこでボルンターは一人の人物と向かい合っていた。

　ボルンター自身はいつものように傲ごう慢まんな笑みを浮かべており、その背後には護衛役なのだろうシーフの男が一人佇たたずんでいる。

　そしてボルンターの向かいに座っている男の背後には、身体全体を覆い隠し、顔すらも確認できない二人の人影が一言も発さずに立ち尽くしていた。

「おや、どうかしましたか？　今日は妙に騒がしいようですけど」

　ボルンターの向かいに座っている男が尋ねる。四十代ほどでどこか瘦やせぎすであり、頰や顎あごに数本伸びている無ぶ精しよう髭ひげや脂にテカっている髪の毛と合わさり、見る者に不健康そうな印象を与える。

「……問題はない。この件については今日で片付く予定だ」

　それに対してボルンターは男の態度を改めようともせずに小さく返す。

　そう。本来であれば自分の権勢をこれ以上ないくらいに自覚しているボルンターが、慇いん懃ぎん無礼な男の態度に何も言わなかったのだ。

「へぇ。なら何で僕を呼んだんですかねえ？　これが必要になるかもしれないからでしょう？」

　ニタリ、とした笑みを浮かべた男が、懐から取り出した指先程の小瓶をテーブルの上へと置く。

「……確かにいざというときのためにお前を呼びはしたが、それはあくまでも保険でしかない」

　そうは言いつつも、ボルンターの目はテーブルの上に置かれた小瓶へと向けられている。

「いや、懐かしいですね。僕が初めてあの薬を作り出してから、すでに二十年以上の付き合いですか。この薬も、あれから改良に改良を重ねて今では別物と言ってもいいようなものになりました」

「ふんっ、薬か。よくもその口でほざけるものだ」

「薬は薬でしょう？　そもそも毒薬だって読んで字の如く薬でもあるんですから。ただ、ちょっと……そう、ほんの少しだけ効力が強すぎるというだけでね」

「まあ、お前のその戯ざれ言はいつものことだからな。それで、このど……いや、薬の効果は？」

「実験では屈強なランクＤ冒険者が、この薬の塗ったナイフでかすり傷を受けたあとに十日間ほど苦しんで、苦しんで、苦しみ抜いて。最後には殺してくれと哀願しながら天に召されましたよ」

　男の口から出た残酷な内容を、ボルンターは表情も変えずに聞いていた。

「あの忌々しい愚物めが。儂わしと半分でも血の繫つながりがあるというのが信じられんほどに忌々しい」

「おやおや。それでもそんな相手を自分の手駒にするべく僕の作品を使ったのでしょう？」

「……結局あの阿あ婆ば擦ずれの血が原因なんだろうな」

「それでもアゾット商会の名前を高めるのに随分と役立っていたと思いますが」

「その程度しか役には立たなかったからな。儂の手の者に手柄を与えるという意味では多少役に立ったが……青臭い正義感に染まっているせいか、裏の仕事を任せることも出来ん」

「くふっ、くふふふ。何だかんだ言いながらも十分活用していると思いますけどねぇ」

　男がそう告げたとき、その男の背後にいたマントを被かぶった人影がそっと近寄り男の耳元で何かを囁ささやき、すぐにまた元の場所へと戻る。

「そうですか……残念ですね」

「……何が残念だと言うんだ？」

「だって、ほら。分かりませんか？　ご自慢の冒険者たちはすでに全滅しているらしいですよ？」

「何!?　馬鹿な、アゾット商会で雇っている冒険者たちを殆ほとんど全て集めたんだぞ？　レイとかいうあの小僧が来ているらしいが、それでも戦力の差は圧倒的なはずだ。最もランクの高いガラハトも怪我でろくに身動きが出来ん以上、儂が雇っている冒険者たちが負ける要素はない！」

「それがあるから困ったものなんですよ。全く、いくら量を集めたとしても質に対応出来ないとは困ったものです。やはり個々の質を上げるしか……いや、それも僕の薬を使えばある程度は可能なのだから、そうなると最低限の質を持った者をより多く集めることが重要ですか」

　ボルンターと喋っていて何やら思いついたのか、自らの世界の中に入ってブツブツと呟く男。

　その様子を疎ましそうに眺めながらボルンターが再び口を開く。

「少し黙れ。それで、本当に屋敷に集まっていた冒険者たちは倒されたのか？」

「僕の言葉を疑うんですか？」

「それは当然だろう。全滅したと言い出したのはお前だし、それを儂が確認した訳でもない」

　ボルンターのその言葉を聞き、頰をピクリと引き攣つらせる男。

「まあ、僕としてはあくまで忠告しただけですので、それを聞かないというのなら別に構いません。ミナス、コルド、行きますよ。ここにいては騒動に巻き込まれてしまう。僕たちに何か利益があるのならともかく、お家騒動に巻き込まれるのはごめんです」

　ミナス、コルドと呼ばれたローブを被っている二つの人影に声を掛け、座っていた椅子から立ち上がり……次の瞬間、男の手ではなく、他の者の手によって応接室のドアが開かれた。

　それに気が付いたミナスとコルドは男を庇かばうようにして前に出る。その視線の先に映ったのは数人の人影。その先頭に立っている男は、事前に聞かされていた情報からガラハトであると判断する。

「……誰だ？」

　だがガラハトにしてみれば全身をローブで覆っている、見たこともない者たちだ。思わずそう尋ねるが、すぐに目の前にいる人物が誰なのかを理解する。

「そうか、お前たちが兄貴の客か」

「ええ、そうですよ。ボルンターさんとは以前から色々と取引をしていましてね。ですが今日は忙しそうなので帰らせて貰もらおうと思っているのですが……構いませんよね？　ガラハトさんと仰おつしやいましたか。貴方あなたも、無関係の第三者をお家騒動に巻き込むつもりはないでしょう？」

　どこかからかうように告げてくる男に、微かすかに眉まゆを顰ひそめながらも頷くガラハト。

「当然だ。兄貴に協力している冒険者ならまだしも、ただの商売相手にどうこうするつもりはない」

　そう言い、道を空けるガラハト。それを見た男は軽薄な笑みを浮かべて頭を下げる。

「待て！　儂をこの場に置いていく気か！」

　さっさと部屋を出ようとしている男に向かい、ボルンターが叫ぶ。

　ボルンターにしてみれば、ここで男に去られては自分の戦力は護衛として部屋にいるシーフの男が一人のみ。ここで置いていかれれば自分の人生は終わる。そう判断したボルンターは、怒気も露あらわに男へ向かって怒鳴りつける。

「これまで引き立ててやった恩を忘れたのか！」

「そう言われましても、これはしょせんお家騒動でしょう？　なら僕たちは……」

　男がそこまで喋ったときだ。いざというときには前へと出ようとしていたレイの後ろにいたセトが唸うなり声を上げる。

「グルルルルルルゥ」

　いつものように、上機嫌なときに上げる唸り声ではない。一種の怒気が籠こもったかのような唸り声に、セトの姿が直接見えないボルンターでさえ思わず動きを止める。

（……ボルンターに対してではない？）

　セトを落ち着かせるように撫なでながら内心で呟つぶやくレイ。

　セトの視線は扉越しで姿の見えないボルンターではなく、無精髭を生やしている中年の男の側にいるローブを被って顔すらもフードで完全に見えない二人の人物へと向いている。まるで今にも飛びかかっていきそうなセトのその様子に、首を傾げつつも三人を注意深く観察する。

　まさに一触即発の空気の中、面白そうな声を上げる男が一人。

「へぇ、グリフォンか。本物を見るのは初めてだね。もし良かったら僕にこのグリフォンを……」

「グルルルゥッ」

「……譲ってくれそうにはないね、うん」

　言葉を放った瞬間に唸るセト。そんなセトにお手上げとばかりに男は残念そうに首を振る。

（何だ？　何でこんなにセトはこいつらを警戒している？　どこかで会った……訳はないか。もしセトが警戒が必要と判断するような相手なら忘れるはずがない。そうなると……）

　セトはレイの言葉を理解出来るが、レイはセトの言葉を理解出来ない。いくら魔獣術で繫がっていても、それで分かるのは例えば『腹が減った』『眠い』『遊んで』といった大雑把な意思だけで、細かい所まではさすがに理解出来ない。

　それでもセトが警戒しているのだから危険な何かがあるというのは事実だと、セトを撫でていた頭から手を離してデスサイズをいつでも振るえるようにしながら口を開く。

「なあ、お前たち……一体何者だ？　セトがここまで警戒するような相手というのは普通じゃない」

「うーん、何者と言われてもね。僕たちはボルンターさんの取引相手以外の何物でもないよ？」

「……その割には、大事な取引相手を見捨てようとしているようだが？」

「僕たちが取引をしているのはアゾット商会であって、ボルンターさん個人じゃないからね」

（……僕『たち』か。つまり背後に誰かいるのか？　あるいはあのローブを被っている奴等を合わせて僕たちなのか）

「ふざ……ふざけるなぁっ！　貴様、今まで目を掛けてきてやった恩を忘れおって！　そもそも貴様等がこのギルムで仕事を請け負うようになったのも儂の……」

「ここでそれ以上言ってもいいの？」

　ボルンターの言葉を遮るように男が呟く。その言葉を聞き、反射的に息を吞のむボルンター。

「へぇ、興味深いな。その辺ちょっと聞かせてくれると嬉うれしいんだが？」

　ボルンターが本来であれば口に出してはいけないことを喋しやべったと思ったのだろう。フロンもまた興味深そうに男たちへと視線を向けて尋ねる。

「悪いけど、さすがに守秘義務のようなものがあるんでね。第三者にそうほいほいと情報を与える訳にはいかないんだよ。さて、そろそろいいかな？　僕たちも暇って訳じゃないんでね」

「まあ、そう言うなよ。どうやらお前はボルンターの秘密について色々と知ってそうだしな。……特に、そこのテーブルの上に意味ありげに置いてある小瓶に関してとか、な」

　レイの視線の先にあるのは、部屋の中にあるテーブルの上に置かれている小瓶だった。

　ボルンターもレイの見ているものに気が付いたのだろう。慌ててその小瓶へと手を伸ばす。

　その行動こそがよけいに怪しまれるというのに気が付いたのだろう。小瓶を握りしめてから忌々しそうにレイを睨にらみつける。

「見ての通り、何か訳ありらしいしな。それに……」

　ガラハトへと視線を向け、小さく頷うなずくのを確認したレイは、男へとデスサイズの石突きを突き出す。

　その速度はそれほど速いものではなかった。あるいは、男が冒険者であったのなら簡単に回避出来ていたかもしれない。そんな程度の一撃。だが不幸なことに男は冒険者ではなく、その攻撃を回避することは出来ず胴体へとデスサイズの柄の先端が……

「っ!?」

　突き刺さる寸前、ローブで身を包んでいた人影の片方、ミナスと呼ばれた方のローブの内側から何かが飛びだし、デスサイズの石突きを受け止める。

　……そう、ローブの内側から現れた紫色の触手が。

　それを見て、レイはようやく何故セトが目の前の者たちを警戒していたのかを理解した。何故なら、レイはその触手にこれでもかと言わんばかりに見覚えがあったからだ。

　エレーナたちと共に向かったダンジョンの最下層。そこに存在していた継けい承しようの祭さい壇だんでエレーナの護衛であったはずのヴェルがその本性を露わにしたときに使っていた、あるいは使役していた物だ。

　そしてヴェルはベスティア帝国へと寝返っており、その触手はベスティア帝国の錬金術師によって作り出されたものだと得意気に言っていたのだ。

　紫の触手からデスサイズの石突きを強引に引き剝はがして呟く。

「……ベスティア帝国の手の者か」

　レイの口から漏れたその言葉に、レイと向かい合っている男たち以外全員の視線がレイへと向けられる。その視線に込められているのは驚きよう愕がく。

「馬鹿なっ！　ベスティア帝国じゃと!?」

　ブラッソがそう叫びながら肩に背負っていた地揺れの槌つちを構える。

　フロンやムルトも同じく武器を構えるのを見ながら、レイは目の前の三人へと視線を向けて呟く。

「まさかこんな辺境に出没するとはな」

「へぇ、何で僕がベスティア帝国の関係者だと思ったのか……聞いてもいいかな？」

　笑みを浮かべつつ尋ねる男。すでに自分たちがベスティア帝国の者だと隠す気もないのだろう。そんな男を守るようにしてミナスとコルドは男の前へと進み出る。

　ボルンターの屋敷の応接室。その部屋の扉を境目としてレイたちと男たちは向かい合う。ミナスとコルドが前へと出て、その後ろに男が。そしてレイたちはガラハトとレイが並んでおり、その二人を囲むようにして残りのメンバーがいつでも攻撃が可能なように武器を構えている。

　そんな一触即発の状況の中、それでも男は笑みを浮かべながら気安くレイに話し掛けてきた。それこそ、まるで自分たちが旧知の仲であるかのように。

「確かに僕たちはベスティア帝国の手の者だ」

「……随分とあっさり認めるんだな」

　ガラハトが後ろへと数歩下がりながら呟く。現在の自分の体調を考えた場合、戦いになったときに足あし手で纏まといになると理解しての行動だ。そんな兄貴分を守るべくムルトが前に出る。

　その様子を眺めつつも、特に気にした様子もなく男は笑みを浮かべて口を開く。

「ピンポイントにベスティア帝国と指摘してきたからね。他の国だったり、あるいはこの国の他の貴族だったりしたらまだ誤ご魔ま化かしようがあったんだけど……そこまで的確に指摘するからには、僕がベスティア帝国の関係者だと見破る決定的な何かがあったはずだよね。聞いてもいいかな？」

　そう言いつつも、男の視線はミナスへと向いている。正確にはミナスを覆っているローブの内側から数本ほど伸びている紫の触手へと。

　見ているだけで生理的な嫌悪感を覚えるその触手は、うねりながらローブの内側へと戻っていく。

　その触手が原因というのは男にとっても分かっているのだろう。それを承知の上で尋ねるのは、あくまでも触手で見破られたというのは予想であって確信がないからだ。

「その前にお前の名前を是非聞かせて欲しいな」

「へぇ？　僕の名前を聞いてどうするの？」

「何。それほど難しい話じゃない。名前くらい分からないと墓碑銘やら何やらで困るだろ？　まさか適当に名前を付ける訳にもいかないし」

「あははは。それは確かに勘弁して欲しいな。どうせなら墓碑銘は自分の名前を付けて貰いたいし」

　レイと男の会話は、表面上だけを見るのなら和やかな談笑と言っても良かった。だがその会話の内容は剣けん吞のんであり、薄皮一枚剝がれた先にはレイの殺意と男の狂気じみた好奇心が存在している。

　周囲の者たちがギリギリの一線を感じとって緊張に固まる中、沈黙を破ったのは男の方だった。

「まあいいや。別に名前を教えるくらいは構わないし。僕の名前はポストゲーラ。よろしくね」

「馬鹿なっ！　儂わしにはリヴと名乗っておっただろう！」

「ん？　ああ、そう言えばボルンターさんには適当に名乗ってたっけ。リヴってのは偽名だよ」

「……何でわざわざ偽名を？」

　そんなレイの質問に、無ぶ精しよう髭ひげの生えている頰を搔かきながらどこか照れたように笑うポストゲーラ。

「だってほら、わざわざ操り人形が糸の先にいる自分を操ってる傀く儡ぐつ師の名前を知りたいからって名乗る必要はないでしょう？」

「なっ、き、貴様っ！　儂を人形だと……ふざけるな、ふざけるな、ふざけるなぁっ！　儂はアゾット商会の会頭、ボルンターだぞ！　その儂を人形だと！　錬金術師風情が儂を馬鹿にするのもいい加減にしろ！　やれ！　奴を殺して儂を馬鹿にした報いを受けさせろ！」

　ボルンターのその命令に、後ろで控えていたシーフの男が一歩踏み出し、懐から取り出したナイフをポストゲーラ目掛けて素早く投とう擲てきする。

　ナイフの刃が毒か何かの液体によって濡ぬれているのを確認出来たのはレイを含めて数名程度だっただろう。少なくともボルンターやムルトにそれを見抜くことは出来なかった。だが……

　そのとき動いたのは、ポストゲーラを守るようにしてレイたちとの間に立ちはだかっているミナスではなく、コルドと呼ばれたもう一人の方だ。

　ミナスと同様、紫色の生理的嫌悪感を生じさせる触手をローブの隙間から伸ばし、ポストゲーラへと向かって投擲されたナイフを摑つかみ取っている。しかも柄の部分を摑み取っているのだ。投擲されたナイフの動きを完全に見切っていなければ、到底出来る芸当ではない。そして次の瞬間……

「ぐあっ！」

　触手によって素早く投げ返されたナイフが、空気を切り裂いて持ち主の下へと戻る。

　シーフの男もボルンターの護衛を任されているだけあってそれなりに腕が立ったのか、あるいはコルドが特に投げ返す場所を気にしなかったのか。投げ返されたナイフは男の頭部や喉のど、あるいは心臓といった急所ではなく、右肩へと深く突き刺さっていた。

　苦痛の声を漏らしながら床へと膝ひざを突くシーフ。そのナイフの刃には痺しびれ薬がたっぷりと塗られていたために、急激に薬が身体に回って身動きが取れなくなったのだ。

「なかなかやるな」

「でしょう？　あの二人は僕の護衛としては十分な力を備えているんだ。だからさ、君たちも僕に手を出さないでこのまま見逃した方がいいと思うよ？」

　床へと倒れた男へと視線を向けながらレイが呟くと、ポストゲーラがそれに言葉を返す。

「兄貴……なんだってベスティア帝国の奴と取引を。ラルクス辺境伯にこのことが知られたら、最悪アゾット商会は潰つぶされるぞ!?」

　ガラハトの上げる声に一瞬だけビクリとしたボルンターだったが、すぐにまた喚わめき出す。

「黙れ！　とにかくその男を何とかしろ。そうすれば今回の件はなかったことにしてやる！」

　何を言ってるんだ？　レイたち一行はそんな目をボルンターへと向ける。

　この期に及んで、まだ自分の立場が無事だと思っている老人の姿。それはいっそ喜劇と言っても良かったかもしれない。

「ガラハト、そこの老害は放っておけ。今はこいつを確保するのが重要だ。まさかベスティア帝国の錬金術師がこんな辺境にまで入り込んでいるとは思わなかったからな。成り行きとは言っても、このミレアーナ王国に所属している以上はそれなりに義理は果たしておきたい」

　そう言いつつも、レイの脳裏には継承の祭壇で裏切ったヴェルの姿が過よぎっていた。

（まあ、俺のことを知らなかった所から見てヴェルとの関係はないんだろうが）

「そこの老害、お前にはあとで用があるからな。今は動かずにそこでじっと怯おびえていろ」

「なっ、き、貴様！　アゾット商会の会頭である儂に向かって」

「黙れ。今はお前如きに構っている暇はない。妙な動きをすれば、それこそ巻き込まれて死ぬぞ？」

　死ぬと告げているレイの目に本気を感じたのだろう。憎々しげに睨みつけはするが、それ以上何を言うでもなくソファへと座り直す。

「……どうやら僕を捕らえるつもりのようだから、一応忠告しておこうか。ミナスにしろコルドにしろ、その辺の冒険者よりはよほど強いよ？」

　ポストゲーラのその言葉に、ムルトは唾つばを飲む。その隣ではブラッソとフロンの二人も緊張に身体を硬くしており、本来であればこの中で最もランクの高いガラハトも、現在の自分の体調では足を引っ張るだけだと理解しているのか、悔しそうに奥歯を嚙かみ締めている。

　自分の思惑通りと内心で笑みを浮かべるポストゲーラだったが……

　轟ごうっ！

　大きく振るわれたレイのデスサイズが、応接室の入り口付近の扉を壁諸もろ共ともに叩たたき斬る。

　その一撃で先程までの絶望感を吹き飛ばしたレイは、口元に笑みすら浮かべながら言葉を紡ぐ。

「安心しろ、この二人……いや。二匹、か？　こいつらの相手は俺とセトがする。お前たちはそこの錬金術師が逃げないように見張ってろ。……いいか、こいつは恐らく転移するためのマジックアイテムを持っている。何か妙な動きをしたら手足の一本や二本は叩き斬っても構わない」

　継承の祭壇でヴェルが使った転移するためのマジックアイテム。それを実際にその目で見たことにより、レイはベスティア帝国に属している者の逃げ足の速さを十分に思い知っていた。

　四人が頷いたのを確認し、レイの背後からセトが姿を現す。

「グルルゥ」

　剣吞な目付きで目の前にいるミナスへと視線を向け、喉の奥で唸うなる。

「どうした？　もし来ないなら、俺とセトがこのミナスとかいう奴と戦うぞ？」

　デスサイズを片手に、コルドを挑発するレイ。

　数秒ほど部屋の中でソファに座っているボルンターの方へと顔を向けていたコルドだったが、すぐに興味を失ったかのようにポストゲーラへと問いかけるように視線を向ける。

「ああ、構わないよ。糸の切れた人形には何が出来るって訳でもないしね。相手をしてやってくれ」

　主人の許可を貰もらったコルドは、レイたちの方へと歩き出してミナスの隣に並ぶ。

　その様子を見ながら、糸の切れた人形と言われたボルンターは視線に憎悪を込めてポストゲーラとレイの二人を睨みつけていた。

（くそっ！　儂を……この儂を馬鹿にしおって。絶対に許さんぞ。いずれ目にもの見せてやる！）

　内心で怒りを爆発させているボルンターだが、まさか自分がすでにギルムの領主であるダスカーに切り捨てられているとは夢にも思っていない。この場を切り抜ければ、またこれまで通りの明日が迎えられると信じているのだ。

「ここは狭いからどこか広い場所にでも移動を……いや、する必要はないか。わざわざ向こうを有利にする必要はないだろうし」

　デスサイズと体長二メートルを超えるセトを見ながら、ポストゲーラが話を途中で切り上げる。

「別に俺はそれでも構わないが、そう簡単にそっちの思い通りになるのは面白くない……なっ！」

　その言葉と同時に床を蹴けり、コルドとの距離を詰めるレイ。元々の距離が殆ほとんど空いていなかったため、まさに一瞬でコルドとの距離はゼロになる。

　デスサイズという、二メートルほどの長さの大鎌を持つレイがその間合いをゼロにする。それはデスサイズの威力を最大限発揮出来る間合いを自ら捨てたことを意味していた。それを理解したのか一瞬動きを止めるコルドだったが、レイはそんな相手には構わずにデスサイズを強引に振るう。

　応接室の壁や扉を破壊しながら振るわれたデスサイズだったが、刃やいばの内側にいるコルドに対しては有効な一撃を与えられはしない。

　だが柄の内側がコルドへと叩き付けられ、レイ自身の力とデスサイズの重量による一撃を受けると堪こらえることが出来ずに吹き飛ばされ、応接室の壁を破壊しながら外へと投げ出される。

「グルルルゥッ！」

　その横では、こちらもレイと同じように壁など関係ないとばかりに振るわれたセトの鷲わし爪づめによる薙なぎ払いの一撃で吹き飛ばされるミナスの姿があった。

（このままポストゲーラを確保して一いつ旦たん退ひくか？　……いや、ここであの得体の知れない二人を放っておく訳にもいかないか）

　一秒にも満たないうちにそう判断し、部屋の前から応接室の中へと足を踏み入れる。

「俺とセトは奴等を仕留めてくる。お前たちはここでボルンターとポストゲーラを見張ってろ！」

　その場に残った者たちにそう言い残し、破壊された応接室の壁を飛び越えて外へと躍り出るレイ。

　セトもまた、そのあとに続くように新たに壁を破壊しながら外へと飛び出す。




　応接室から、文字通りに庭まで吹き飛ばされたコルドとミナス。その二人と向かい合うようにレイとセトは対たい峙じしていた。

「……お前は……」

　コルドにしろ、ミナスにしろ、さすがに壁を破壊するほどの一撃を受けてはその身を覆っていたローブが無傷という訳にもいかず、所々が破れてその中身が見えていた。

　レイの着ているドラゴンローブのようにマジックアイテムであれば話は違ったのだろうが、二人が着ているローブはその身を人目に触れさせないためのただのローブだ。

　何故そのようなローブが必要だったのかは、ローブの中から現れた姿を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　コルドの方は顔の皮膚が甲殻類の、それも蟹かにか何かの殻のようなものになっている。その殻に覆われた顔の中で、目だけが人間の目であり、それがよけいに嫌悪感を抱かせる。

　そんなコルドに比べれば、ミナスの方はまだ人間に近い。ただし、その顔はやはり異形であった。額から四本の触覚が生えており、その耳は三十センチほどまでに巨大化しているが、それでも外見は十分に人間の女の面影を残しており、その手は鞭むちを握っている。

「……モンスター？　それとも亜人か？　……いや、そうか」

（ベスティア帝国が継承の儀式を簡易化させたとエレーナが言っていたな。それがこいつらか？）

　内心で呟つぶやきながらコルドとミナスの様子を観察するレイ。

　継承の祭壇で正式に儀式を行ったエレーナに比べて、目の前の二人の存在はどう見てもすでに人間をやめているようにしか見えない。せいぜい人間とモンスターのキメラと言ったところか。

「どうした？　この姿に恐怖したのか？」

　コルドが口を開き、感情のない平へい坦たんな声で尋ねてくる。

「まさか。ローブの中身が予想外に人間らしかったから驚いただけだよ」

「我等が人間らしい、と？」

「ああ。てっきりもっと化け物染みた顔をしているのかと思ってたからな」

「貴様、我等以外の魔獣兵を見たことでもあるのか？」

　戸惑ったように告げるコルドに、眉まゆを顰ひそめるレイ。

「俺がお前以外の魔獣兵とやらに会っていたとしても、それを聞いてどうする？」

「……何？　それはどういう意味だ？」

「少し鈍いな。それも魔獣兵になったのが原因か？　ここで俺やセトに倒されるお前たちがそれを聞いても意味がないだろうと言ってるんだよ」

「心外ですね。魔獣兵である私たちがただの人間である貴方あなたに後れを取ると？　たとえランクＡモンスターのグリフォンがいようと、しょせんはただのモンスターでしかありません。モンスターの力と人間の知恵。その二つを兼ね備えた私たち魔獣兵の敵ではありません」

　レイの言葉に不愉快そうに言い返すミナスだったが、それでもやはり自分たちよりも格上であるグリフォンには警戒心を抱いているのだろう。セトが軽く身じろぎをするたびに反応している。

「セト、ミナスの方は任せた。情報を引き出したいし、魔獣兵とやらの実物をラルクス辺境伯に引き渡したいから出来れば生かしたまま無力化してくれ」

　レイの言葉に小さく喉の奥で鳴いて了承するセト。そのやり取りをコルドは感情を浮かべずに一いち瞥べつし、ミナスは不愉快そうに眉を顰めている。

「どうやら魔獣兵を甘く見ているようですね。その根拠のない自信を砕いて差し上げます」

　呟くや否いなや、着ていたローブを脱ぎ捨てるミナス。その下から出て来たのは、まるでリザードマンの如き鱗うろこ。身体全てが鱗で覆われてはいるが、胸や腰の周辺は顔同様に女の面影を残していた。それだけに、両肩から二本ずつ生えている紫色の触手が生理的嫌悪感を刺激する。

「戦闘は不可避か。ならばしょうがない」

　コルドも呟き、ローブを脱ぎ捨てる。そこに現れたのは、蟹と人間を混ぜ合わせたような姿だ。両腕は蟹やザリガニを思わせる強きよう靱じんな螯はさみとなっており、脇腹からはミナスの肩から生えているのと同様の紫色の触手が左右それぞれ三本ずつ生えている。下半身はイカやタコのように吸盤の付いた二十本近い触手とも足とも言えるようなものが生えており、それぞれがウネウネと蠢うごめいていた。

　その、予想を超えた異形の姿にレイは思わず眉を顰める。

　レイがその目で見た継承の儀式と言えば、エレーナがエンシェントドラゴンの魔石を使って行ったものであり、その儀式を終えたあとのエレーナの姿は、儀式を行う前と変わった様子がなかった。

　そんなコルドに対してデスサイズを構えるレイ。その横では、セトが今にもミナスへと躍り掛かろうとしている。

「生憎あいにくとこっちは明日色々と用事があってな。ここは手早く終わらせて貰うぞ」

「今日でその命を終えるのだ。明日の心配をする必要はないだろう」

　自分の方が格上だとばかりにレイの口から放たれた挑発の言葉に、相変わらず感情のない平坦な声を返してくるコルド。

「グルルルゥ」

「おいで、猫ちゃん。たとえランクＡモンスターだと言っても、しょせんはモンスター。人の知恵とモンスターの能力。この二つを手に入れた魔獣兵を相手にするのは二十年ほど早いですよ」

　戦意を込めて唸るセトに、鱗の生えた手で手招きをするミナス。そして……

「はぁっ！」

　まずは先制の一撃とばかりにレイは地を蹴り、コルドへと袈け裟さ懸けにデスサイズを振り下ろす。

　自分へと近づいて来たレイへと視線を向け、振り下ろされるデスサイズを目にした瞬間、下半身に生えている無数の足を動かして後退するコルド。だが……

「飛ひ斬ざん！」

　振り下ろした刃を返す一撃で飛斬のスキルを発動し、飛ばされる斬撃。その一撃にはさすがにコルドも驚いたのか一瞬動きを止め、回避は不可能と判断して両手の螯を前へと突き出す。

　甲羅ではなく、金属音にしか思えないような音が周囲へと響き……

「残念だったな」

　平坦な声で呟きながらコルドは飛んできた斬撃を防いだ両手の構えを解く。

「なるほど、どうやらその螯はかなり頑丈らしい。だがやりようはいくらでもある」

「……己の過信は身を滅ぼすぞ。いや、どうせここで尽きる命だ。好きに使うがいい」

（ヴェルのときは、あの紫の触手が攻撃を防いでいた。見た感じだとあのときの触手と同じように見える。まあ、マジックアイテムか何かのように手で持っていたのと、身体から直接生えている違いはあるが。……飛斬を防がなかった、いや防げなかった？　となると……）

　ミスティリングから取り出したナイフを投とう擲てきし、そのあとを追うようにコルドとの距離を縮める。

「無意味なことを」

　呟き、脇腹から生えている触手を使い自らの胴体へと向かって来たナイフを弾はじく。だがそこまではレイの予想通りの行動だった。そして予想通りである以上は次の行動もすでに終えていた。

「飛斬！」

　ナイフが弾かれた瞬間を狙い、再び振り下ろされるデスサイズ。そこから斬撃が飛ばされ……

　斬っ！

　ナイフを弾いたばかりだった触手はレイが放った飛斬を防ぐことは出来ずに、コルドの左脇腹から生えている触手は三本が纏まとめて斬り飛ばされる。

「ついでだ、これも食らえ！」

　その言葉と共に振るわれるデスサイズ。その動作を見たコルドは、触手を斬り飛ばされた痛みに顔を歪ゆがめながらも微かすかに唇を歪める。自分の腕を覆っている甲殻は頑丈極まりないのだ。これまでの戦闘の経験上、剣や槍やり、あるいは弓、果てには斧おのやハンマーの類たぐいを食らっても傷一つ付けられないどころか、中には武器の方が破壊されたことも多々あったのだから。

（このレイとか言うのが持っているのはマジックアイテムであるのは間違いない。そうなると武器を破壊することは出来ないだろう。だが、俺の甲殻が破壊されるというのもまずないはず）

　そう判断したコルドだったが、レイの狙いは最初から頑丈な甲殻に覆われている上半身ではない。

　それに気が付いたときにはすでに遅い。振りかぶられたはずのデスサイズはコルドの視界から消え去り、次の瞬間には下半身から生えている触手のうち半分近い十本ほどを切断されていたのだ。

　下半身の触手のうち、大部分を失った。本能的にそう悟ったコルドは、残った触手を使い大きく地を蹴って後方へと退避する。

（馬鹿な。下半身の触手をこうも簡単に）

　これまで魔獣兵として幾度となく戦ってきたが、下半身の触手をここまで切断された覚えはない。

　もちろんこれまでの戦闘で自分の甲殻に歯が立たないと知った者の中には、一見柔らかそうに見える下半身の触手を狙ってくる者もそれなりにいた。

　だが見た目は確かにあっさりと切断出来そうな触手だが、分泌されている保護粘液とでも呼ぶべき液体に守られているために、並の刃物では刃が立たないはずなのだ。それなのにこうもあっさりと触手の半分近くを切断されるとは、コルドにとっても予想外の展開だった。

「魔力を通していないデスサイズの刃で切断出来るとは、どうやらそっちの触手は上半身の触手よりも防御力に秀でているって訳じゃないらしいな」

　デスサイズを鋭く振り、刃に付いている粘着力の高そうな液体を地面へと弾きながら呟くレイ。

　その言葉は、コルドにとってはまさに死の宣告にも等しい言葉だった。何故なら自分と敵対しているレイの攻撃力は今よりもさらに上がるということを意味しているのだから。

「さて、甲殻の固さは確認した。胴体の方と下半身の触手についても大体分かった。……まだ何か攻撃手段があるか？　もしないならそろそろこの戦いを終わらせたいんだがな」

「……魔獣兵という存在を舐なめて貰っては困るな」

　レイの言葉にそう返すと、次に目を見開くのはコルドではなくレイの番になる。つい今し方斬り捨てたはずの触手の傷口から肉が盛り上がり、十秒ほどで新たな触手が生えてきたのだ。

「なるほど。再生能力持ちか」

　呟きつつ、内心で眉を顰めるレイ。

（蟹のような甲殻。脇腹からは三本ずつの触手。そして下半身はイカやタコの足のような触手。……どんなモンスターの魔石で継承の儀式を行ったんだ？　俺が知る限りはこんな特徴を持っているモンスターは存在しない。となると、単純に俺が知らないモンスターの魔石を使ったか……あるいは）

　デスサイズを構えつつコルドを観察するレイ。

「確かにその再生能力は驚いたが、再生するのはその下半身の触手だけ。……違うか？」

　その問いかけはある種のブラフだった。ただし完全に当てずっぽうかと言えばそうでもない。下半身の触手と上半身の甲殻ではあからさまに別物に見えたのだから。単純にそれだけを考えての問いだったが、コルドは表情をピクリと動かす。それだけでレイにとっては十分な答えだった。

「どうやら正解のようだな。ならどうとでもやりようはある！」

　鋭く吐き捨て、レイは地を蹴ってコルドとの距離を縮める。

「はあああぁぁぁっ！」

　自分をどうにかする手はいくらでもあると宣言したにもかかわらず、結局は先程と同様の力ちから尽ずくの一撃かと一瞬安あん堵どしたコルド。

　だがすぐに先程の『魔力を通していない』と言う台詞せりふが脳裏を過よぎる。

（確かに魔力を通していない一撃では、下半身の触手はともかく俺の甲殻を破壊出来なかった。そうなると次の手段は、当然魔力を込めた一撃と見るべきだな）

　自分に向かい、急速に近付いてくるレイを見ながら大きく息を吸い込むコルド。

　その仕草を見たレイは嫌な予感が脳裏を過ぎり、殆ど反射的に叫ぶ。

「マジックシールド！」

　デスサイズが有するスキルのうち、あらゆる攻撃を一度だけ防ぐ光の盾を生成する能力。その能力により作り出された光の盾は、作り出された次の瞬間には霞かすみのように消えて行く。

　そう、コルドの口から吐き出されたウォーターブレスを受け止めてだ。

　高圧で放たれた水は、金属をも滑らかに斬り裂く。コルドが放ったそのウォーターブレスはそこまでの威力ではなかったが、容易に人を傷つける程度の威力は持っていた。だがそれでもマジックシールドによってその一撃は防がれる。

　コルドも自らが持つ切り札とも言えるウォーターブレスを防がれ、驚きで一瞬動きを止める。そしてレイにとってはその一瞬があれば十分だった。

「はぁっ！」

　デスサイズに魔力を込めた下から掬すくい上げるような一撃。それだけでも自分の甲殻を砕き、あるいは斬り裂くだけの威力を持っているのは理解していたが、レイが狙ったのは甲殻の繫つなぎ目の部分。

　それをコルドが悟ったときにはすでにどうしようもないほどにその刃やいばは近付いており、次の瞬間にはレイの振るうデスサイズの刃は右脇腹から伸びている触手三本と同時に、右腕の肘ひじから先を空中へと斬り飛ばす。

　魔獣兵とは言っても痛覚はあるのか、右の螯を斬り飛ばされた痛みに呻うめくコルド。そしてレイは一瞬ではあるが痛みで動きの固まった隙を見逃すほどには甘くはなかった。レイが右の螯へと放った刃を斬り上げ、その返す刃で左肩の関節も切断した。

　右腕の肘から先と左腕丸々一本。それもコルドの最大の武器でもある螯を失ってしまった以上はすでに攻撃手段は殆ほとんど残されていない。防御に強い効果を発揮する脇腹から伸びている触手も左右の三本全てが切断されており、すでにコルドに攻撃が可能な手段は殆ど残っていなかった。

　……たった一つ、つい先程防がれたウォーターブレス以外は。

（俺がこの場で死ぬとしても、魔獣兵として最低限の仕事はさせて貰もらう。魔獣兵は常に結果を出し続けなければならない。それが、それこそがあとに続いた者たちの糧となるのだから）

　右肘と左肩を切断された衝撃を受けて吹き飛ばされたコルドは、逆転の一撃に最後の希望を託して気を失った振りをし、自らの最後の一撃を放つ隙を狙う。

　庭の地面を踏んでレイが自分に近付いてくる音を聞きながらタイミングを見計らい……

　その音に気が付いたのは、コルドが最後の一撃を放つために意識を極限まで集中していたためだろう。そうでなければ恐らく見逃していた音。自分の真上から聞こえて来る、そして真下に。つまりは自分へと向かって降って来るその音に。

　咄とつ嗟さに下半身の触手を動かして移動する。次の瞬間には一瞬前までコルドのいた場所へと、レイがデスサイズの石突きを突き刺していた。

「……だろうと思ったよ。魔獣兵とか言ったか？　ベスティア帝国の切り札があの程度で気絶をするとは思ってなかったんでな」

　殆ど音を立てずに地面へと着地し、デスサイズを構えながら呟つぶやくレイ。

　コルドもまた騙だまし討ちの一撃が効果がないと知り、苦々しげに唇を歪めながら下半身の触手を使って起き上がり、レイへと向き直る。

「さて、どうする？　もうお前に攻撃の手段は残されていないだろ？　このまま降伏してくれると楽でいいんだがな。素直に情報を話すのなら恐らくそれなりに好待遇で迎えて貰えると思うぞ？」

　レイからの提案は一顧だにしないとばかりに無視を貫く。

　もし今ここで自分が裏切りを働いてしまうと他の魔獣兵たちに対する扱いが酷ひどくなるというのは自明の理であり、そうである以上はここで降伏という手段を選ぶことは絶対に出来なかった。

「どうやらそのつもりはない、か。何に義理立てしてるのかは知らないが、そんな身体にされた相手に忠誠を誓う必要があるのかね」

「貴様には分からんさ。そう、貴様のように才能のある者には俺たちの気持ちは決して分からん！」

　今までの感情のない平へい坦たんな声が噓であるかのように叫び、再び放たれるウォーターブレス。

　だが不意打ち気味に放たれた最初の一撃ならともかく、すでにレイはその存在を知っている以上対処するのはそう難しくはなかった。

　自分の顔面目掛けて飛んできたウォーターブレスに対し、顔を数センチ動かして回避するレイ。

「奥の手を見せた以上、それが二度も三度も通用すると思われては困るな。それよりも降伏しないとなると多少強引な手段に出ることになるが……構わないな？」

　デスサイズを構えつつ近付いていくレイ。それを何とか防ごうと連続してウォーターブレスを放つコルドだったが、その全てを回避し、あるいはデスサイズで防ぎ続けるレイ。

　そしてやがてウォーターブレスとして吐き出される体内の水分がなくなったのか、ただ黙って自分へと近付いて来るレイへと視線を向けていた。

　その目は殆ど感情を表してはいなかったが、決して自分は屈しないと言う意志が込められている。

「出来ればお前が動けないように下半身の触手を斬り捨てたいところだが、さっきの様子を見る限りでは再生するんだろうな。そうなると、気を失って貰うしかないか。生きてさえいればダスカー様の方で何とかしてくれるだろ。……死ぬなよ」

　呟き、デスサイズに魔力を通してその石突きで鳩尾みぞおちを突こうとした、そのとき。

　視界の隅で何かが動いたと思ったその瞬間、レイは地を蹴けってコルドの前から飛び離れていた。

　起死回生の一撃を狙ったのだろう。無念そうな表情を浮かべるコルド。

　そのコルドから距離を取ったレイが一瞬前まで自分のいた場所へと視線を向けると、そこにはまるで槍のように鋭く尖とがった切っ先を持つ二本の触手が地面へと突き刺さっている。その触手を辿たどった先にあるのは、コルドの下半身だった。

　下半身から生えている二十本近い触手。その中で二本だけ他の触手よりも長く、そしてその先端が鋭く尖っているものがあったのだ。

（……触腕って奴か？）

　触腕。それはイカが持っている腕の中でも特に長い二本を指す。イカが獲物を捕らえるために使う器官であり、イカにとっては最大の武器と言えるだろう。

（まさか、本当にイカを使った魔獣兵とかじゃないだろうな？　いや、そもそもイカはモンスターじゃないから魔石なんかないはずだし）

　内心で疑問に思いつつ、鞭むちの如く振り回される触腕目掛けて素早くデスサイズを一いつ閃せんする。

「ぐっ！」

　下半身から生えている他の触手と違い、痛覚がきちんとあるのか苦痛の声を上げるコルド。一瞬だけ動きの止まったその隙を逃さず、レイは横に一閃したデスサイズを握っていた手首を返し、石突きをコルドの胴体へと向けてそのまま勢いを付けて突き出す。

　生半可な剣なら逆に折ってしまうほどの固さが自慢のコルドの甲殻だが、魔力を込めたデスサイズを防ぐことは出来ずに鳩尾へと石突きが甲殻を破壊しながらめり込んでいく。

　そのまま力の限り石突きを埋め込んでいれば、苦もなくコルドの鳩尾から背中へと貫通していただろう。だが今回の目的はあくまでもベスティア帝国の、それも全体像が把握し切れていない魔獣兵という存在の情報を得るための捕虜なのだ。

　ボルンターの応接室で押さえているはずの錬金術師や、セトと激しい戦いを繰り広げているミナスからも情報は入手出来るかもしれないが、情報源は多い方がいいだろうという判断だった。

（まあ、こいつの言動を見る限りでは義理堅い性格をしているから、そうそう仲間の情報を売るとは思えないけどな。その辺は尋問するダスカー様の部下に頑張ってもらうとしよう）

　レイがコルドを気絶させた頃、セトとミナスの戦いもクライマックスを迎えようとしていた。

「くっ、何で……何でっ！」

　どこからともなく取り出した鞭を振るうも、その先端は自由に空を飛び回るセトに対し、かすり傷一つ付けることすら出来ていなかった。

　戦闘開始当初こそ魔獣兵である自分が、いくらランクＡではあってもしょせんはモンスターに負けるとは思いもしなかったミナスだったが、その己に対する過信は戦闘開始数分で崩れていく。

「ケダモノの分際で魔獣兵である私より強いなんて、絶対に認めない。認められるものですかっ！」

　叫びつつ鞭を振るうミナス。魔獣兵として通常の人間に比べて数倍の膂りよ力りよくを誇るミナスが振るう鞭だ。その膂力で振るわれた鞭は目にも留まらぬ速度でセトへと襲い掛かるのだが、セトはその全てを見切って回避し、あるいは前足で弾いていく。

　パーンッ！　という鋭い音が周囲へと響き渡るが、その音が鳴るということは鞭がセトへと命中せずに地面へと叩たたき付けられているということなのだ。

　それを見たセトは、空中を蹴り上げるようにして翼を羽ばたかせ、上空へと舞い上がっていく。

　こうなると、遠距離攻撃の手段がないミナスにはセトが降りてくるのを待つしかなかった。

　そしてセトは空中を自由自在に飛び回り、隙を狙ってはミナスへと上空から襲い掛かる。

「グルルルゥッ！」

　二十メートルほどの高さから、ミナスへと落下するように急降下していく。

　ミナスもまた、セトの身体を鞭で打ち据えるべく待ち受け……

「はぁっ！」

　セトの身体が射程距離内に入ったところで鞭を振るう。しかし。

「グルゥッ！」

　高く鳴いてサイズ変更のスキルを使用したセトの身体が次の瞬間一メートルほどにまで縮む。

　このとき、鞭を回避するためにバレルロール回転のような動きをしながらの急降下だったので、セトの動きを見ていた殆どの者は違和感は受けたが、明確に身体が縮んだというのを確信出来る者はいなかったのは幸いだった。もちろんそれを狙ってのバレルロール回転だったのだが。

　そのまま身体を縮めたバレルロール回転で高速で放たれた鞭を回避しつつ、ミナスへと迫るセト。

　そして鞭を回避したと見るや否いなや、再びサイズ変更のスキルを使用して元の大きさに戻り……

「グルゥッ！」

　右前足による横よこ薙なぎの一撃を放つ。

「キャアアアッ！」

　もちろん普通の一撃ではない。グリフォンの、セトによる一撃なのだ。その威力は凶悪と言ってもいいものであり、いくら魔獣兵でその身を鱗うろこで覆っているミナスといえども防ぎきるようなことは出来ず、真横へと十メートル近くも吹き飛ばされ、その衝撃により気を失う。




「……さて」

　呟き、ボルンターの屋敷の庭を見回すレイ。

　周囲はレイとコルド、そしてセトとミナスが行った戦いにより酷く荒れてはいるが、それでも人死にが出てないのは幸いと言うべきだろう。

「セト、悪いがこの二人の様子を見ていてくれ。意識が戻って何かしそうになったらまた気絶させるなりなんなりすればいい」

「グルゥ」

　気絶しているコルドとミナスの二人を一ヶ所へと纏まとめ、セトへと見張りを頼むとレイは身軽に庭にある樹へと登り──二メートルほどのデスサイズを片手で持って──先程自分たちが出て来るときに破壊した応接室の壁から応接室の中へと戻る。

　応接室の中に入ったレイが見たのは、ムルトにハルバードを突きつけられて身動きが出来なくなっているボルンターの姿と、どこから出したのかロープで手足を雁がん字じ搦がらめに縛られ気を失い、こちらも身動きが出来なくなっているポストゲーラの姿だった。

　そのポストゲーラの近くには緑色の宝石のような物が転がっている。

「こっちは片付いたが……何がどうなっている？」

「……レイに言われた通り警戒していたんだが、護衛のあの二人？　二匹？　とにかくそいつ等が不利になった瞬間、そこにある宝石を取り出したんでな。気を失わせて縛り上げておいた」

「なるほど。どうやらやっぱりこの手のアイテムを持っていた訳か」

　足下に転がっていた緑色の宝石を拾い上げて数秒ほど眺めるが、やがてガラハトへと放り投げる。

「恐らくこの宝石を使えば転移するんだろう。ベスティア帝国の錬金術がどれほどのレベルなのかを確認するための手段の一つにはなるだろうから、ポストゲーラや庭で気を失っている二人と一緒にラルクス辺境伯に渡した方がいいな。……連絡は？」

「一応、下働きの者を領主の館やかたに向かわせた」

「……下働きの者を？　それで向こうが信じるか？」

「恐らく最初は信じないだろうが、それでもアゾット商会の会頭を務めている人物の屋敷で働いている者からの連絡だ。最低でも騎士団から数人程度は寄こすだろう」

　苦々しげに呟くガラハト。ガラハトにしてみれば、自分の兄がレイに殺されるよりは……という理由で今回の騒動を引き起こしたのだ。

　だがそれが実際に屋敷に来てみれば、ベスティア帝国の手の者が入り込んでいると言う予想外の展開だった。藪やぶを突つついて蛇を出すどころかドラゴンが出て来たような思いだろう。

「恐らくアゾット商会は今回の件で最悪潰つぶされる。……運が良ければ何とか存続を許されるかもしれないが、それにしても完全にラルクス辺境伯の管理下……いや、支配下に置かれるだろうな。あるいは商会の者以外にしてみればその方が良いのかもしれないが」

「ガラハトさん……」

　ボルンターへとハルバードを突きつけているムルトが心配そうに名前を呟き、続けて何かを言おうとするが、それよりも早くボルンターが口を開く。

「ふ、ふざけるな！　このギルムで武器に関する商売を仕切ってきた儂わしのアゾット商会が潰されるだと!?　ダスカーの若造の管理下に組み込まれるだと!?　そんなことはこの儂が決して許さんぞ！」

　見苦しく叫ぶボルンターへと悲しそうな視線を向けるガラハト。

「大体だな、貴様が儂を会頭の座から引きずり下ろそうと企たくらんだりしなければこのような事態にはならなかったんだ。貴様、ここまで育てて貰った恩を仇あだで返しおって。はんっ、しょせんは下げ賤せんの血が流れている妾めかけの子よ。恩を恩とも感じられないとはな」

「……まれ」

　喋しやべっていて興奮してきたのだろう。ボルンターがガラハトを罵ののしる声は次第に大きくなっていく。

「アゾット商会があるから、ギルムは辺境であるにもかかわらず冒険者たちに対して十分な武器を提供出来ているのだぞ？　明日以降武器の不足で冒険者が死んだら、それは全てお前のせい……」

「黙れって言ってるんだよ、この糞くそ野郎がぁっ！」

　ムルトの叫びと共にハルバードが振り上げられ、そのままボルンター目掛けて振り下ろされ……

　鋭い金属音がして、ハルバードがボルンターの頭部へと吸い込まれる寸前に受け止められていた。

「よせ、ムルト」

　剣を抜いたガラハトによって。

「何でですか、ガラハトさんっ！　こんな屑くず、生きてても何の価値もありません。食べ物や水の無駄遣いです！　こいつ、こいつがこれまでガラハトさんに対して……」

「ムルト。俺はよせと言った。それに兄貴は……」

　そこまで告げ、ハルバードの一撃で命を落とす寸前であったためかさすがに息を吞のんで黙り込んでいるボルンターを一いち瞥べつしてから、一連の出来事をただ黙って眺めているレイへと声を掛ける。

「レイ、確かお前の希望は兄貴から命以外の全てを失わせるだったな。見ての通り今の兄貴はすでにどうしようもなくなっている。この先はラルクス辺境伯に捕らえられてこれまでの悪事を洗いざらい吐かせられるだろう。そしてこの先二度と日の光を見ることはない」

「……だから見逃せ、と？」

「はっ、ははははは、あははははは、くははははははっ！」

　レイの言葉にガラハトが何かを言おうとしたとき、まるでその言葉を遮るような笑い声が応接室の中へと響き渡る。

　狂気すら感じさせるその笑いは、ロープで雁字搦めにされて気絶しているはずのポストゲーラの口から吐き出されていた。

「は、は、は……はぁ、笑った笑った。いや、これほど笑わせて貰もらえるとはさすがの僕も思ってなかったよ。君たち、大道芸人の素質があるんじゃないのかい？　まさか目が覚めた途端にこんな笑える展開が待ってるとはね」

「……悪いんじゃが、今のどこに笑える要素があったのか教えて貰えんかの？」

　ふざけたことを言ったら、骨の一本や二本は叩き折る。そんな空気を醸し出しながらブラッソがポストゲーラへと尋ね、その横ではこちらもまたフロンが不愉快そうに視線を向けている。

「だってさ。まさか小さいときに思い込んだ記憶がここまで効果を発揮するなんてね。……ガラハトとか言ったっけ？　君、今まで僕が見てきた中でも最大級の道化師だよ」

　小さいとき、思い込んだ記憶、ガラハト。それ等の単語を頭の中で並べたレイは、ボルンターへと鋭い視線を向ける。

　その単語の連鎖で思い出すべき内容は一つしかなかった。何故ガラハトがボルンターに疎まれながらもアゾット商会から離れなかったのか。その理由を自分はムルトから聞いていたのだから。

　やはり同様の連想をしたのだろう。ブラッソとフロンの二人も顔を厳しく引き締めている。

　ムルトだけはボルンターに対する怒りを静めるのに必死だったのか、ポストゲーラの話を聞いている様子はなかったが。

「黙れ！　この期に及んで何を言う気だ！」

　自分にとって致命的な何かを言おうとしていると気が付いたのだろう。我に返ったボルンターが怒鳴るが、ポストゲーラは笑みを浮かべたまま口を開く。

「ガラハト、よーく思い出してくれ。君がそこにいる人形に対して恩を感じるようになったときの出来事を。君の母親は病気で、それを治す薬を人形が渡した。そうだったよね？」

　人形、と言いつつボルンターへと視線を向けながら話すポストゲーラにガラハトは頷うなずく。

「その病気。身体中に緑色の斑はん点てんが出来て、強烈な痒かゆみに襲われてただろう？　そして斑点を搔かいた場所には膿うみが出来て、そこから強烈な腐臭を感じさせる緑色の液体が流れ出てくる。痒みに襲われていたときとは正反対の激痛を発しながら」

　ポストゲーラの説明する、あまりにも凄せい惨さんな病気の内容にレイたちは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「で、あんたたちを嫌悪していたボルンターが薬を持ってきて、その薬を使ったらある程度は回復したけど結局は完治することなく最終的には死亡。……よく考えてみたらさ、それって病気を治したと言うよりも逆に長い時間無む理り矢や理り苦しめながら生かしたってことにならないかな？」

「黙れ黙れ黙れぇっ！　貴様如きが何をほざくか！」

　ボルンターから放たれる怒声だが、すでにその効果はない。いや、逆にその怒声により我に返ったムルトまでもがポストゲーラの話へと耳を傾けている。

「そして君はその薬を持ってきたそこの人形に恩を感じて、これまで誠心誠意尽くしてきた訳だ。……ねぇ、ガラハト。本当に君はそこの人形が親切心で君に薬を渡したと思うのかい？　そして、何故僕が病気の内容をそこまで詳しく知っていると思う？」

　ニタリ、とでも表現出来そうな笑みを浮かべるポストゲーラ。

「ついでに言えば、その小瓶の中身とか調べてみると結構面白いことが分かるかもね」

　次に視線を向けたのは、ボルンターが後生大事に持っていた小瓶だ。捕らえたときに取り上げて証拠品になるだろうと判断してガラハトが持っていたのだが……

「……兄貴」

「……」

「なぁ、兄貴。こいつの言ってることは……事実なのか？」

「……」

　ガラハトの問いに、沈黙を返すボルンター。

　本来であれば噓だと言いたいのだろうが、現在ガラハトが決定的な証拠とも言える小瓶を持っている以上は何を言っても無駄だと判断したのだろう。

　そしてガラハトはそんなボルンターの姿を見て真実を悟ったのだろう。ただ無言で俯うつむく。

（最悪の予想だったんだが……まさかドンピシャとはな）

　内心で溜ため息いきを吐くレイ。

　ガラハトが何故あれほど兄を慕っていたのか。その理由を聞いたときにまさかとは思ったのだ。だがすぐにそれを否定した。さすがにそこまではやらないだろうという思いもあったが、それよりもそこまでして自分の手駒としたにしては、随分とガラハトに対する扱いが雑と言ってもいいものだったからだ。

　そんなガラハトを眺めつつ、まずは自分の分とばかりにボルンターの方へと歩を進める。

「な、何だ？　貴様、何のために貴様は儂に近付いてくる？」

　路傍の石でも見るような視線を向けられ、ろくでもない目に遭うのだということを理解したのだろう。何とかその場から逃げだそうとするボルンターだったが、次の瞬間……

「がっ！」

　立ち上がろうとした足をムルトの持つハルバードの柄によって掬すくわれ、床へと顔面をぶつける。

　初老にしては鍛えてあるボルンターだからこそ怪我はなかったが、これがもし普通の初老の男であれば確実に怪我をしていただろう。そう思わせるほどの勢いでボルンターは床へと倒れ込む。

「な、何をするか貴様！」

　起き上がって睨にらみつけるが、返ってきたのはレイが自分を見ているのと変わらないような、まるで自分を人間としては見ていないようなムルトの視線だ。

「お前はちょっと黙ってろ」

　床へと倒れ込んだボルンターの首元をハルバードで押さえ込み、身動き出来ないようにする。

　そんなボルンターへとゆっくりと近付いていくレイ。

「本当はお前の四肢を毟むしり取って、目玉を潰し、鼻を削そぎ、耳を斬り飛ばして……とか考えていたんだけどな。お前をラルクス辺境伯に引き渡す以上そんな真似は出来ない」

　いっそ優しいとすら言えるレイのその言葉に、安あん堵どの表情を浮かべるボルンター。しかし、その安堵の表情も次の瞬間には崩れ去る。

「ベスティア帝国の錬金術師と取引をしていたんだ。お前からその情報を聞き出すためにラルクス辺境伯がどんな手段に出るのか……考えるまでもないだろう？　そのときに手足がなかったり目玉が潰されていたりすると、尋問官、あるいは拷問官が仕事を出来ないしな？」

　天国から地獄へ。まさにそれを体験したボルンターは、レイが紡ぐ言葉に絶望の表情を浮かべる。

　確かにラルクス辺境伯のダスカーは武人であり汚い真似を嫌う男だ。だが、だからと言って故国を侵略しようとしている国と繫つながっている者、あるいは繫がっている可能性が濃厚だと思われる者に対してまで寛容な訳ではない。武人であるからこそ、拷問や尋問は凄惨を極めるだろう。

「どうやら理解したようだな。それと……これはついでだ。取っておけ」

　呟つぶやき、魔力を込めて呪文を唱え始める。

『炎よ、汝なんじは永遠の業火。その永遠の苦しみをもたらすものは苦痛の炎。時が巡るそのとき、汝の宿主に絶望と苦痛の悲鳴を上げさせよ。その業が祓はらわれるまで永久に』

　呪文を唱えると共に、石突きの先端に炎が現れ、一センチほどの大きさにまで圧縮される。

　その姿はまさに炎の種。レイが使う魔法の一つでもある『戒いましめの種』と瓜うり二ふたつの存在だ。だが、この魔法は違う。誓約と引き替えに炎の加護を与えるのではなく、ただひたすらに炎による責め苦を与える拷問用とも言える魔法。

　毎日日付が替わるときに、これまで犯してきた罪が償われたと炎そのものが認めるまで業火に焼かれるような痛みを対象へともたらす魔法。そして狂いそうになれば強制的に不死鳥の如く精神を癒いやし、再び苦痛を与えるその魔法の名は……

『断罪の焰ほのお』

　断罪するための炎が、ボルンターの体内へと沈み込んでいくのだった。

「ぎゃああああ……あ……あ？」

　一センチほどにまで圧縮された炎を体内に埋め込まれ、思わず悲鳴を上げるボルンター。だが次の瞬間には全く熱さを感じさせないことに気が付き、思わず立ち上がって自らの身体を確認する。

　つい数秒前まではハルバードでボルンターを押さえつけていたムルトだったが、レイの魔法で危険を感じたのだろう。すでにボルンターから距離をとって様子を眺めていた。

「……何も、ない？」

　身体中を確認するが火傷やけどの類たぐいは一切なく、服装にも焦げすらもない。何らかの魔法を使われたのは確実なのに、だ。

「儂に何をしたぁっ！」

　分からない、理解不能。その混乱が容易に頭に血を上らせ、結果的に短絡的な行動を選択する。

　デスサイズを肩に担いでまるでゴミでも見るような目で自分を見ている目の前の若者……否いな、どちらかと言えば少年とでも表現出来そうなレイに対して反射的に拳こぶしを振り上げ……

「がふぅっ！」

　難なく拳の一撃を回避したレイに、デスサイズの石突きで腹を殴られてその場に踞うずくまる。

「落ち着け。別に死ぬような魔法は使っていない。それは魔法を使った俺自身が保証する」

（毎日日付が替わる時間に体内を焼き尽くすような、死ぬほどの激痛を味わうことになるだろうが、発狂しそうになれば強制的に回復してくれるんだから噓は言ってないよな）

「お前の中に埋め込まれた炎は、一定の時刻になると体内を燃やし尽くすような激痛を生じさせる。ただ、その激痛に関してはお前の罪が償われたと判断されれば解放される、とだけ言っておこう」

「なっ！」

　レイの言葉に絶句するボルンター。自分がこれまでの人生でどれだけの罪を重ねてきたのか。それを理解しているだけに、その表情にはすでに絶望しか浮かんでいない。

　またブラッソやフロンにしても、予想以上の凶悪と言ってもいい魔法に思わず眉を顰める。

　それでもレイに対して文句を言わないのは、ボルンターがこれまでにどれだけ非道な行いをしてきたのか理解しているからだろう。

「昼は尋問官や拷問官による肉体的な苦痛。夜は体内を燃やすかのような精神的な苦痛。……お前の人生の結果だ。存分に味わえ」

　そう呟いたとき、一人の人間が応接室の中へと飛び込んでくる。

「旦だん那な様！　ご無事ですか！」

　ボルンターと同年代、いや若干年上にも見えるその老人は、部屋に入ってくるや否や周囲を見回し、厳しい視線でガラハトを睨みつけて怒鳴る。

「ガラハトッ！　貴様大恩ある旦那様に何という無礼を！　身のほどを知れ！」

　執事服を着たその老人の叫びが応接室の中へと響き渡り、その場にいた殆ほとんどの者が眉を顰めた。

「誰だ、こいつは」

　そんなフロンの呟きに答えたのはムルト。忌々しげに老人へと視線を向けながら口を開く。

「この屋敷の執事長だよ。何でも幼少の頃からボルンター付きだったんだとよ」

　ムルトの説明に納得の表情を浮かべるフロン。

　見た感じ年齢的にはボルンターとそう大差がないその執事は、文字通りにボルンターのお付きとして共に育って来たのだろう。そして……

（こいつが甘やかし放題だったのが、今のこの性格を育てることになった訳か）

　これまでどのように育って来たのかが容易に想像出来たため、思わず舌打ちをする。

　本来は主あるじを諫いさめたりするのも役目なのだろうが、それを一切、あるいは殆どしなかったのだろう。

「ガラハト、こいつはどうする？　一応騎士団に引き渡すか？」

　自分に使われた魔法がどれほどに非道なものなのかを理解し、絶望により身動きすら出来なくなったボルンターを放っておき、厳しい目付きでガラハトを睨みつけている執事へと視線を向ける。

「あ、ああ。そうだな。うん。そうするのがいいのか？」

　ガラハトはガラハトで、自分が兄を慕う最大の理由だった母親の病気がそもそもボルンターの仕組んだものであったと知り、こちらもまた呆ぼう然ぜんと言葉を返す。

　レイはそんなガラハトの様子を見て溜息を吐き、ムルトの方へと視線を向ける。

「ガラハトがこの様子だと、お前が判断した方がいい。この執事はどうした方がいいと思う？」

「……そうだな。ボルンターの腹心的な立場だったんだし、色々と事情は知ってるはずだ」

「それにじゃ。辺境の街とは言っても、一つの街で最大規模の商会がベスティア帝国と繫がっていたなんて話を知ってる者は少ない方がいいじゃろうて」

「くっ、ははははは。無駄だよ。いくらここで僕やそこの人形を捕らえても、この国にちょっかいを出しているのは僕以外にも何人もいる。僕はしょせんトカゲの尻しつ尾ぽ、氷山の一角でしかないのさ」

　縛られたまま得意げにそう話すポストゲーラだったが、その場にいる殆どの者がどこか冷めた視線を向けているのに気が付くと、詰まらなそうに舌打ちをしてからそっぽを向く。

（馬鹿かこいつは。自分以外にも潜んでいる者がいると俺たちに教えてどうするんだ？）

　この件が明るみに出るようなことはないだろうが、それでもミレアーナ王国内でベスティア帝国の手の者を探し出す狩りが行われるだろうことはレイにも予想出来た。スパイ自体は珍しくもないだろうが、権力者のすぐ近くにまでベスティア帝国の者が潜んでいるとなれば話は別だろう。

「何をする！　放せ！　冒険者如きがボルンター様の執事である私に、薄汚い手で触れるな！」

　執事が喚わめいた、そのとき……

「ここか！」

　そう叫びつつ応接室へと入って来る三十代ほどの男。

　またか、と思いつつどこか呆あきれたようにその部屋にいた者たちは扉の方へと視線を向け……そこにいたのがギルムの騎士団に所属する騎士の鎧よろいを着ているのを見て安堵の息を吐く。

　部屋にいた者たちに視線を集中して向けられた騎士だったが、部屋の中を見回しながら口を開く。

「あー……事情を説明してくれ」

　恐らく呼びに行かされた下働きの者は殆ど事情を説明せずに連れてきたのだろう。そう判断したフロンやブラッソの視線がガラハトへと向けられるが、そこでは未いまだにどこか心ここにあらずといった様子のガラハトがいる。

「ムルト、ガラハトがあの様子じゃからお主が説明せい」

「あ？　ああ分かった。じゃあしばらくボルンターを任せてもいいか？」

　ブラッソの言葉にムルトが騎士へと近付いていくのを見ていたレイが、その前にと話に割り込む。

「その前にちょっといいか？」

「む？　お前は確かダスカー様に何度か会いに来ていた……レイとか言ったか」

　レイのことを知っていたらしい騎士の言葉に小さく頷き、壁の穴へと視線を向ける。

「そこの穴から見て貰もらえば分かるが、庭に二人ほど倒れている。そっちを早く確保した方がいい」

「詳しい話はまだ聞いていないが、それでもボルンターより重要視する人物がいるとは思えんが？」

「庭で倒れているのはベスティア帝国の秘密兵器とも言える存在だとしてもか？」

　ボルンターの方へ向き直ろうとしていた騎士は動きを止め、視線で尋ね返す。

「ベスティア帝国の秘密兵器だと言ったんだ。正確に言えば、ベスティア帝国の錬金術師が作り出した人とモンスターのキメラのような奴だ」

「何だと!?」

　レイの言葉に、どれほどの重大事か理解したのだろう。急いで壁の穴から庭を覗のぞき込む。

　その視線の先には身体に鱗うろこの生えている女と、蟹かにのような甲殻に上半身を覆われており下半身からは幾多もの触手が伸びている、遠目からでは明らかにモンスターにしか見えない存在が並べられるように倒れており、その隣ではグリフォンであるセトが二人を見張っていた。

「確かにレイの言う通りのようだな。それにしてもこのような外道な手段に手を出すとは」

「はっはっは。何を言ってるのさ。技術の進歩に失敗は付きもの。いや、その失敗を下敷きにして技術を伸ばしていくんだよ？」

　縛られているポストゲーラの声に、胡う散さん臭くさそうに視線を向ける騎士。

「こいつは？」

「何、君が今言っただろう？　僕は君の言う外道さ」

「っ!?　ベスティア帝国の錬金術師!?」

　魔獣兵を見たときよりも驚きの表情を露あらわにする騎士。

「これは……どういうことだ？」

「つまり、アゾット商会は……」

　レイはそこまで呟き、ガラハトへと視線を向けて言い直す。

「ボルンターはベスティア帝国と繫がっていた訳だ」

「……違う、違う、違う！　儂わしはそいつがベスティア帝国の錬金術師だとは思ってもいなかった。決してミレアーナ王国を裏切った訳ではない！」

　このままだと裏切り者にされると理解したボルンターがそう叫ぶが、この場にポストゲーラがいる以上は何を叫んでも言い訳にしかならなかった。

　その様子を見ていた騎士は数秒ほど考えて小さく溜息を吐き、ムルトの方へと視線を向ける。

「すまないが、何か書く物と紙を用意してくれ。こんな大事になってしまっては俺だけではどうにも出来ん。上司やダスカー様にも相談しないとな。出来れば俺が直接出向いて呼んできたいんだが、この場を放棄する訳にもいかない」

「あ、ああ。確かその辺にあったと思う」

　ムルトに言われた場所から出てきた紙にベスティア帝国の錬金術師を捕らえたといった様な大まかな事情を書き、再び屋敷にいた下働きの者を領主の館やかたへと使いに出す。

　その後ろ姿を見送ってから、改めて騎士はレイたちへと振り向く。

「詳しい話については俺の上司や応援が来てから聞かせて貰うことになるだろうが、取りあえず今は大雑把でいいから何があったのかを聞かせて貰おうか」

「ガラハトさんはあの状態なので、俺から……」

　そう言い、今回のお家騒動に至った理由やその顚てん末まつを語るムルト。

　レイはその話を聞くとはなしに聞きながら、デスサイズをミスティリングへと収納して一人未だに呆ほうけているガラハトの下へと向かう。

　目の焦点が合っていない状態で自分へと近付いて来るレイを眺めていたガラハトだったが、その様子を眺めていたレイは、やがて溜ため息いきを吐きながら拳を握りしめた。

「いい加減に……正気に戻れ！」

　本気ではないが、それほど手加減した訳でもない一撃。つまり通常の人間なら悶もん絶ぜつする威力の一撃が、ガラハトの腹へと叩たたき込まれる。

「ぐっ！」

　一声呻うめいて床へと膝ひざを突くガラハト。そんなガラハトの両肩を摑つかみ、無む理り矢や理り立ち上がらせる。

「ボルンターがどれほどにどうしようもない奴かってのはお前自身が一番良く分かっていたはずだろ？　実際奴に酷ひどい目に遭わされた奴もお前はこれまで見てきたはずだ。それが、自分の番になったらそうやって現実逃避をするのか？」

　続けて頰を手の平で打つレイ。その強引な態度を見たムルトが頭に血を上らせて文句を言おうとするが、ブラッソとフロンの二人に止められる。

　一度、二度、三度、四度。そのたびにパンッ、パンッ、と言う軽い音が周囲に響く。

　そして次第にではあるがガラハトの目の焦点が合い、手を伸ばしてレイの腕を受け止めた。

「……もう大丈夫だ。すまない、心配させた」

「別に心配はしてないけどな。今回の件については俺が原因だったかもしれないが、実際に行動を起こしたのはお前なんだ。最後まできちんと責任を取れよ」

「ああ。そうだな。色々と予想外の事態は起こったが、確かに今回の件は俺が始めたことなんだ。俺が最後まで責任を取るのが筋だ」

　敬愛していた兄に裏切られ、利用されていたというのを知ってしまったガラハトは、立ち直りはしていないものの何とか我を取り戻して、ムルトと共に騎士へと説明を始める。

　レイやブラッソ、フロンの三人はこれで自分たちの仕事も終わり、ようやくゆっくり休めるとばかりに安あん堵どの息を吐いてその様子を眺めていた。







　　　エピローグ







「……さすがに騒がしくなってるな」

「そりゃあな。まさか寝て起きたら、アゾット商会が半ば取り潰つぶしに近い状態になってるとはさすがに思わなかったんだろうよ」

　レイの言葉にフロンが苦笑を浮かべ、肉や野菜のたっぷりと入ったシチューに固く焼き固められたパンを浸しながら返す。

「昨日この宿で起こった騒動を知ってる者ならある程度は何か騒ぎがあると予想出来たかもしれんが、この宿は食事が美う味まいからそれを目当てに訪れている客もおるしのう」

　朝だと言うのにコップに入った酒を美味そうに飲み干しつつブラッソが呟つぶやく。

「朝から酒とか……確かに今日は完全に休養に充てる予定なんだから別にいいんだけどよ」

　食堂の窓から降り注ぐ日光──すでに午前も半ばを過ぎたので朝日と言うには無理があった──を見ながらフロンが溜息と共に吐き出す。

「もう少しで昼なんじゃ。そうカリカリするでないわ。それにこれはエールの中でも度数の低い奴じゃからな。酒というよりも水みたいなもんじゃわい」

「……十分酒だよ」

　一度溜息を吐き、相手にしてもしょうがないとばかりに再びレイへと向き直る。

「で、まずはこれだ」

　フロンが手渡してきた小さな布袋を受け取るレイ。その中を見てみると白金貨六枚が入っている。

「……これは？」

「ガラハトと約束してただろ？　アゾット商会の冒険者たちを殺さないって。その代金だよ」

「それについては白金貨二枚だったはずだが、何で六枚になってるんだ？」

「あー……そっちに関しては騎士団の幹部や騎士団長たちからだ」

「ようは口止めか」

「だろうな。結局昨夜ゆうべはこっちの事情を話してあとはそのまま帰っただろ？　で、今朝早くこの宿に騎士団から人が来て金を置いていった訳だ。昨日はもう遅かったから俺たちもここに泊まったからな。丁度そのときに起きていた俺が纏まとめて預かっておいた」

　ダスカーにしても、ギルムでも最大手とも言えるアゾット商会がベスティア帝国の侵食を受けていたと言うのは予想外だったのだろう。レイが食堂の噂話に耳を澄ませても、アゾット商会の会頭が替わったといったものが殆ほとんどであり、ベスティア帝国や錬金術師といった単語は出てこない。

「まあ、貴族としての面めん子つとかもあるんだろうが、ラルクス辺境伯の場合は違うだろうな。恐らくこれを機会に街の中に潜んでいるベスティア帝国のスパイを纏めて掃除する気だろう」

「……なるほど。まあ、ここはあくまでも辺境であって王都とかじゃないしな」

　シチューを口に運びながら頷うなずくレイ。

　王都であるのなら、ベスティア帝国からのスパイが一斉に捕まったとしても情報を得るために再度スパイを送り込んでくるのは間違いない。しかしこのギルムは辺境であり、ベスティア帝国としてもそこまで重要度が高くないだろうとの判断からだ。

　もちろんいずれは再度スパイが送り込まれてくるのは間違いないだろうが、それでもある程度の期間は猶予が出来るだろう。その間にスパイに対する対策を取れば問題ないのだと。

「……で、アゾット商会がこれからどうなるのかは聞いたか？」

「ああ。まだ正式に決まった訳じゃないが、大体の所はな」

「……解散か？」

　商会のトップに立つ会頭がベスティア帝国の錬金術師と繫つながっていたのだ。本人は相手がベスティア帝国の者だと知らなかったのだろうが、それでも罪は重いだろう。そう思って尋ねたレイだったが、意外なことにフロンは首を横に振る。

「一応アゾット商会自体は残ることになったらしい。……ただし、相談役という名目でラルクス辺境伯の部下が派遣されてくるらしいけどな」

「いわゆる監視役。……少し柔らかく表現すればお目付役といったところじゃの」

　樽たるからエールをコップへと注ぎつつブラッソが指摘するが、レイはその言葉に目を見張る。

「意外だな。ここまでの騒ぎを起こした上にあの失態だ。最低でもアゾット商会は領主の直轄になると思ってたんだが……監視役が派遣されてるとしても、まさかそのまま存続させるとはな」

「一応この件にはレイも関係しているぞ」

「……俺が？」

「ああ。結局ベスティア帝国の錬金術師やあの得体の知れないキメラを捕らえたのは、ガラハトに雇われていた形のレイだろう？　つまり一応アゾット商会の内部で解決した訳だ。そこでガラハトがまだアゾット商会の自浄作用はきちんと機能していると訴えて……って感じらしい」

「なるほど。大体分かった。ちなみにガラハトはやっぱりアゾット商会の代表なんだよな？」

「そうらしい。それと、その騎士からの伝言だ。領主様が一度領主の館に顔を出すように、だとさ」

「あー、分かった。まあ、こっちも一応話しておきたいことがあったし、丁度いいか」

「話しておきたいこと？」

「気にするな。知らない方がいいことだよ」

　そう言い、シチューの最後の一口を口へと運んでパンと一緒に果実水で飲み干す。

「さて、じゃあ俺は早速領主の館に行ってくるが……お前たちはどうする？」

「儂はもうしばらくここで飲んでいくかのう」

「俺は宿に戻って二度寝でも楽しむさ」

「そうか。じゃあ、ハーピーの解体に関しては明日の午前中でいいか？」

「うむ。儂等がここに迎えに来よう」

　話は決まり、レイは早速とばかりに領主の館へと向かう。




「ランクＤ冒険者のレイだ。領主様に呼ばれて来た」

　宿を出てから三十分ほど、レイの姿は領主の館の門前にあった。

　なお、今日はセトの姿はない。厩きゆう舎しやの方に迎えに行ったのだが、今日は珍しく眠っていたのだ。

「うむ、少し待て」

　すでに顔見知りと言ってもいい門番が頷き、すぐに屋敷の方へと人を走らせる。そして数分もしないうちに案内の者が来て、これまでにも何度か入った領主の執務室へと通された。

「昨日はご苦労だったな。ほら、いいからお前も座れ」

　ソファへと腰を下ろしながらそう告げてくるダスカーに、レイもまたソファへと腰を下ろす。

「失礼します」

「ああ。で、だ。……いやちょっと待て。おい、何か飲み物と軽食を持ってこい。ちょっと話が長くなるかもしれないからな」

「畏かしこまりました」

　ダスカーの言葉に執事が頷き、部屋を出て行く。

　それを見送り、持っていた書類へと目を通しながらダスカーは口を開く。

「詳しい話は飲み物が来てからだ。それまでは少しゆっくりしていろ。俺もあそこにある書類に目を通さないといけないしな」

　そう言いつつ向けられた視線の先には、十センチほども書類が積み重なっている。

「……凄すごい書類の量ですね」

「ん？　ああ。確かにな。いつもはこの半分もないんだが、昨日の件で色々とな。……俺としては書類仕事よりも身体を動かしている方が性に合ってるんだが」

　溜息と共にそう吐き出すダスカーは、確かに文官か武官かで言えば明らかに武官側の人間だった。それでも武力一辺倒だけではないというのは、無事にギルムを治めていることや中立派の中心人物としてその名を知られていることからも明らかだろう。

「全く、まだ中央で騎士団として働いていたときの方が楽だったな。父さんが引退することになってラルクス辺境伯の座を継いだのはいいが……こう見えて、貴族も色々と窮屈なものでな。特にそれが辺境伯の当主ともなれば言わずもがなだ。どうだ？　お前も貴族になってみる気はあるか？」

　冗談のように呟きつつも、ダスカーは真剣な表情でレイへと視線を向けている。

　レイという強大極まりない戦力を欲するのなら、それは貴族にして自分の下に付けるのが一番簡単な方法なのだ。辺境伯という地位にあり、中立派の中心人物でもあるダスカーの影響力を使えば、王都に根回しをして男爵や子爵の一人や二人を叙爵させるのはそう難しい話ではない。

「いえ、俺は貴族になる気はないので。……そもそも、俺みたいな礼儀知らずが貴族社会でやっていけるとも思えませんし」

「礼儀？　そんなの気にすることはないぞ。俺を見てみろ。自慢じゃないが、辺境伯という家に生まれたのにこの様だ。王都の方では散々礼儀知らずだの何だのと陰口を叩かれたもんだしな」

「申し訳ありません。俺自身は冒険者として、そして魔法戦士としての道を歩みたいと思います」

　丁寧ながらも断固として貴族になるのを拒絶するレイに、ダスカーは小さく溜息を吐く。

「まあ、しょうがないか。本人が嫌だと言ってるのを無理に叙爵させる訳にもいかないしな」

　そうは言いつつ、ダスカーはレイが貴族になる気がないというのを理解して満足していた。

（少なくとも貴族になる気がないのなら、他の派閥に引き抜かれる危険性はない。それに冒険者を続けるということは、ギルムが拠点になるはずだ。確実とは言えないが、いざというときに戦力として考えられるのは大きい。ここは無理に攻めるべきじゃなくて現状の維持で満足しておくべきか）

「失礼します。お茶と軽食をお持ちしました」

　ダスカーが内心で満足していると、扉がノックされて執事が入ってくる。そのまま運んできたカートをテーブルの隣まで運び、テーブルの上に紅茶の入ったカップを置く。

「旦だん那な様、他に何か御用はありますか？」

「いや、いい。ご苦労だった。下がれ」

「はい、失礼します」

　恭しく一礼をして、部屋を出て行く執事。

　それを見送り、ダスカーはレイへと向き直る。

「……さて。まずは昨日の件だが色々とご苦労だったな。レイのおかげでベスティア帝国の錬金術師と、その秘密兵器とやらを捕らえることに成功した。それで、その秘密兵器とやらだが。何か知ってることがあるらしいと報告があったが？」

「はい。ダスカー様も知っての通り、俺は少し前にダンジョンに潜りました。そのときに向かったのが継けい承しようの祭さい壇だんというのはすでにご存じだと思いますが」

　レイの言葉に小さく頷き、話の続きを促すダスカー。

「その話についてはエレーナ殿から聞かされて知っているが、それがどうかしたのか？」

「継承の祭壇で行われる継承の儀式。それの簡易型とも言える方法をベスティア帝国は開発したらしいとのことでしたが……」

「待て。それはつまり」

　レイの言葉を遮るダスカー。その脳裏には昨夜領主の館やかたに運ばれてきた、甲殻に包まれた人とは思えないシルエットを持つコルドと、身体中から鱗うろこが生えているミナスの姿が過よぎっていた。

「はい。本人たちは自分のことを魔獣兵、と」

「魔獣兵か。確かにあの容姿は人間とは言えないものだったが……それにしても、簡易型とは言ってもエレーナ殿は一切容姿が変わっていなかったのに比べて、随分と違うな」

「そうですね。恐らくそれが簡易型の限界なんでしょう」

「その辺については、王都の方で調べられるだろう。ポストゲーラとかいう錬金術師共々な」

「……ここで取り調べをするのではないのですか？」

「俺の領地で取り調べをするにはちょっと大きすぎる事案だしな。取り調べや魔獣兵の解析には国王派や貴族派の者たちからも人を出して行うことになるだろう。……もっとも、今回の件で俺たち中立派の勢力が増えるのは確定ずみだ。この件に関してはお前のおかげだな。助かった」

　ニヤリとした笑みを浮かべてそう告げると、ダスカーは紅茶の入ったカップへと手を伸ばす。

「いえ、俺もギルムで暮らしていますしね。ミレアーナ王国がベスティア帝国に占領されるのは困ります。……そう言えばアゾット商会は結局このまま存続させることになったと聞きましたが」

「ああ。色々と思うところはあるが、このまま解散なり接収なりをさせると街の混乱がな。しょうがないからこっちから人を送るということで決着した」

「まあ、ボルンターは色々とあくどいことをしていたらしいですし、それでも十分かと」




「……魔獣兵、ね」

　レイが去り、静かになった領主の館の執務室。そこでダスカーはすでに冷たくなった紅茶を口に運びながら呟き、隣室へ続く扉へと声を掛ける。

「おい、どう思った？」

　その声が響くと扉が音もなく開き、一人の男が入ってくる。このギルムの治安を預かる騎士団の幹部の一人であり、実際にはギルムの裏の存在といってもいい男。

「難しいというのが正直なところですね。あのミナスやコルドといった二人は、目を覚まして自分たちが捕らえられたと知った途端にあの暴れようですから」

「……だろうな」

　ダスカーの脳裏に過ぎっているのは早朝に聞かされた報告だ。

　レイとセトによって気絶させられたまま領主の館の地ち下か牢ろうに運び込まれた魔獣兵の二人は、自分たちが何処にいるのかを悟るや否いなや地下牢から脱走しようと暴れたのだ。

「あそこまで声が響くとは思わなかったからな」

　残り少なくなった紅茶を口へと運びながら苦笑を浮かべるダスカー。

　まるで咆ほう吼こうとでも呼ぶべき叫び声が領主の館の中へと響き渡ったのだ。

　本来であれば領主の館と騎士団は別々に拠点を持つのが普通だ。だがこのギルムは辺境であり、街自体がモンスターの群れに襲撃される可能性もある以上、領主の館に街の住人を避難させる要よう塞さいとしての機能もあるため、領主の館に騎士団の拠点を抱え込んでいるような造りになっていた。

「で、情報についてはどうだ？」

　レイには王都まで連行してから尋問をすると言っていたダスカーだが、もちろん本気でそれを言った訳ではない。いや、もちろん王都まで連行したあとには国王派や貴族派の者たちと共同で尋問をするのは事実だが、その前に出来るだけ情報を搾り取っておくべきだとダスカーは考えていた。

　三つの派閥の中で最も勢力の小さい中立派の中心人物としては、そうでもしないとイニシアチブが取れない以上当然の行動だろう。

　だが、そんなダスカーの問いに男は小さく首を振る。

「駄目ですね。魔獣兵とか言いましたか。そっちの二人は危険すぎて手を出せません。もしどうしても情報を得るというのなら、錬金術師の方になりますが……」

「そっちも駄目か」

「ええ。何しろ我々はあくまでも辺境の騎士団。……単刀直入に言えば実戦で戦う力こそ磨かれていますが、その手の尋問やら何やらは向いていませんから」

「まあ、それはしょうがない。何しろここは辺境だからな。まさかベスティア帝国の手がここまで伸びているとは思ってもいなかった。……いや、だが逆に考えれば辺境だからこそか？」

「ダスカー様？」

　呟つぶやき、目を閉じて何やら考え始めるダスカー。

　騎士の男はそれを見ながら、主あるじの考えを邪魔しないようにじっと沈黙を守っていた。

　そしてやがて一分ほどでダスカーの目が見開かれる。

「そうか、それが狙いか？」

「何か思いつかれましたか？」

「……予想でしかないがな。言うまでもなくこのギルムは辺境だ。そして辺境であるがゆえに多種多様なモンスターの素材といったものが集まる。それこそ王都でも滅めつ多たに手に入らないような素材でもだ。おまけに、この近くにはダンジョンまで現れている」

「確かに」

「つまり、このギルムからアゾット商会が輸出している素材はミレアーナ王国にとっては唯一無二……とまではいかなくても、非常に貴重であり、同時に有益な品でもある訳だ。それがもしそっくりそのままベスティア帝国へと流れていたとしたら？」

　ダスカーのその推測に、騎士は息を吞のむ。

「本来であればミレアーナ王国の力となるべき武器や防具、あるいはマジックアイテムを作るための素材をベスティア帝国が手に入れる訳ですか。ですがアゾット商会にしても取引相手は選んでいたのでは？　まさか全てにあの錬金術師がどうこう出来た訳でもないでしょうし」

「そうか、それもそうだな。そうなると希少価値の高い素材が狙いと見るべきか。……よし、アゾット商会と取引のあった相手の中でも高価な素材を集中して購入していた取引相手を調べてくれ。商会、商人、ベスティア帝国と繫つながっている裏切り者の貴族といった奴等が怪しいだろうな」

「了解しました！」

　素早く敬礼して執務室から出て行く騎士を見送り、ダスカーは獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「ベスティア帝国、この俺の街で暗躍してくれるなんざ愉快な真似をしてくれるじゃないか。この礼については、来春に起こるだろう戦でたっぷりとさせてもらうぜ」

　まるで獲物を見定めた巨大な肉食獣のような、そんな笑みを浮かべつつ。







　　　あとがき







　読者の皆様こんにちは、神かん無な月づき紅こうです。

　今回は『レジェンド』四巻を手に取ってくれてありがとうございます。

　この四巻は「小説家になろう」というサイトに投稿しているものに加筆・修正を加えたのですが……正直今までで一番書籍化作業に苦労したかもしれません。

　アゾット商会編とでも呼ぶべきこの四巻の内容は、元々かなり長い話でした。話数にして約六十話ほどもあり、これを前回のダンジョン編のように上下巻に分けるのではなく、一冊に纏まとめるために大幅に削ることになったのですが……

　担当のＨ氏と一緒に頭を悩ませながら削る場所を考え、そこまでは良かったのですが、折角なのでＷＥＢ版を読んでくれている人にも十分以上に楽しんで貰もらえるようにと、二万文字を超える追加エピソードを付け加えたものですから、さあ大変。

　……冗談っぽく書いてますが、今回は本当に担当のＨ氏に苦労を掛けてしまったと思います。

　この文章を削るのは嫌だ、ここは後々の伏線なので残しておきたい、折角の追加エピソードなのでここも削りたくない等々。本当にＨ氏には苦労をさせてしまいました。

　本当にありがとうございます。Ｈ氏がいなければ、この四巻が無事に出版出来たかどうか……




　ともあれ、文章を削りに削った結果、今回もあとがきは三ページというページ数に……む、無念。

　色々と書きたいことがあるんですけどね。例えば秋田名物のジュンサイが美お味いしかったとか、ミョウガのサラダには、胡ご麻まドレッシングと和風ドレッシングのどっちが合うかとか、やっぱり蕎麦そばの薬味はミョウガを縦に千切りにしたのがいいとか、ミョウガとピーマンの味み噌そ炒いため最高とか。

　……あれ？　こうして書くと食べ物のことばかりですね。

　それでは別の話題を……このあとがきを書いているのは、八月に入ったばかりの頃です。ちょうど数日前に秋田でも梅雨明けが宣言されて、いよいよ夏本番！　といった感じです。

　ＴＶとかでは三十八度、三十九度、いよいよ四十度！　という風にやっていますが、秋田だとこの時期でも三十度に届くかどうかといった気温ですね。

　そういう意味では、東京とかよりも秋田は過ごしやすいと言えるのかもしれません。

　ただ、その分冬になると雪が物もの凄すごいことになったりしますが。




　微妙に嫌な話になってきたので、話題を変えましょう。

　今回『レジェンド』四巻を発売するのは、今まで発売してきたＦＵＪＩＭＩ　ＳＨＯＢＯ　ＮＯＶＥＬＳではなく、新しいレーベルからの出版となります。

　……なっているはずです。なっていますよね？

　このレーベルに関しては、まだ殆ほとんど担当のＨ氏からも情報を貰っていないのでなんとも言えませんが、恐らく……以前聞いた予定通りに話が進んでいれば、新レーベルとして発表された次の月に発売されている……と、思うんですが。

　ともあれ、新レーベルになって表紙もリニューアルされていると思います。

　どんな表紙になるのかはまだ私も分かりませんが、夕ゆう薙なぎさまのイラストなので間違いはないかと。

　私も手元に届くのが今から非常に楽しみです。

　それと、こちらも今がまだ八月なので雑誌に掲載されているものは見ていませんが、この四巻が発売されている頃にはドラゴンエイジにてレジェンドが絶賛連載中のはずです。

　作画のたかの雅まさ治はるさまは、夕薙さまに勝るとも劣らずといったような『レジェンド』のイメージに非常に合っている絵を描かれる人ですし、私自身完全にお任せしている状態で雑誌で掲載されるのが楽しみでなりません。

　さて、今回は何だかんだと宣伝ばかりになってしまったようですが……そろそろページ数も尽きてきましたので、最後に謝辞を。




　担当のＨ氏、Ｗ氏、毎回お世話になっています。特にＨ氏には、今回は非常にご迷惑をお掛けしました。ですがこれに懲りずに、次巻もよろしくお願いします。

　イラストレーターの夕薙さま。毎回素晴らしいイラストをありがとうございます。夕薙さまのイラストは書籍版『レジェンド』の中でも最大の売りだと思います。

　本書を購入してくれた皆様、ＷＥＢ版の方を読んでくれている皆様、ありがとうございます。

　そしてこちらは私信となりますがＪさん。応援のお手紙ありがとうございました。

　では、また次巻でお会い出来ることを願って、この辺で失礼させて貰います。





神無月　紅　












レジェンド　4








神かん無な月づき紅こう
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